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はじめに

このマニュアルでは、SPARC®および x86アーキテクチャーベースの、ネットワーク
に接続されたシステムとネットワークに接続されていないシステムの両方で、
Solaris™ OSをインストールおよびアップグレードする方法を説明します。このマ
ニュアルでは、カスタム JumpStartインストールの方法と、インストール時に
RAID-1ボリュームを作成する方法についても説明します。

このマニュアルには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は記載されて
いません。

注 –このリリースでは、SPARC®および x86系列のプロセッサアーキテクチャー
(UltraSPARC®、SPARC64、AMD64、Pentium、Xeon EM64T)を使用するシステムを
サポートします。サポートされるシステムについては、Solaris Hardware
Compatibility List (http://www.sun.com/bigadmin/hcl)を参照してください。
本書では、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、以下を参照してください。

� 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。

� 「x64」は、AMD64または EM64Tシステムに関する 64ビット特有の情報を指し
ます。

� 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Solaris 10 Hardware Compatibility Listを参照
してください。
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対象読者
このマニュアルは、Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を対象とし
ています。このマニュアルには、次の 2種類の情報が含まれています。

� ネットワーク環境で複数の Solarisマシンを管理するエンタープライズシステム管
理者向けの上級 Solarisインストール情報

� Solarisのインストールやアップグレードをときどき行うシステム管理者向けの基
本 Solarisインストール情報

関連マニュアル
表 P–1に、Solarisソフトウェアをインストールする際に必要な関連情報の一覧を示し
ます。

表 P–1関連情報

情報 説明

『Solaris 10インストールガイド (基本編)』 グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)による OSの基
本的なインストール方法について説明します。

『Solaris 10インストールガイド (ネットワークイ
ンストール)』

ローカルエリアネットワーク経由または広域ネットワーク経
由で Solarisのリモートインストールを実行する方法につい
て説明します。

『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』

無人カスタム JumpStart™インストールの実行に必要な
ファイルとディレクトリの作成方法について説明します。こ
のマニュアルでは、RAID-1ボリュームの作成方法について
も説明します。

『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』

CDや DVDを使って Solaris OSへアップグレードする際の
計画情報を提供します。このマニュアルでは、Solaris Live
Upgradeを使って新しいブート環境を作成しアップグレード
する方法についても説明します。

『Solaris 10インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』

Solarisフラッシュアーカイブの作成方法と、Solarisフ
ラッシュアーカイブを使って複数のシステムへ Solaris OSを
インストールする方法について説明します。

『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシ
ステム)』

システムファイルのバックアップ方法など、システム管理タ
スクについて説明します。
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表 P–1関連情報 (続き)
情報 説明

『Solarisご使用にあたって』 Solarisリリースに関する、バグ、既知の問題、提供されなく
なったソフトウェア、パッチなどが解説されています。

SPARC:『Solaris Sunハードウェアマニュア
ル』(http://docs.sun.com)

サポート対象のハードウェアについて解説されています。

『Solarisパッケージリスト』 Solaris OSに含まれるパッケージの一覧と説明です。

x86: Solaris Hardware Compatibility List サポート対象ハードウェアの情報とデバイス構成が解説され
ています。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング
SunのWebサイトでは、次のサービスに関する情報も提供しています。

� マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
� サポート (http://jp.sun.com/support/)
� トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–2表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:
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表 P–2表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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パート I
Solarisのインストールおよびアップグ
レードの計画の概要

このパートでは、任意のインストールプログラムによる Solarisオペレーティングシス
テムのインストールまたはアップグレードの計画について説明します。
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第 1章

Solarisインストールの新機能

この章では、Solarisインストールプログラムの新機能について説明します。Solaris
OSすべての機能の詳細は、『Solaris 10の概要』を参照してください。

� 17ページの「Solaris 10 1/06リリースにおける Solarisインストールの新機能」
� 20ページの「Solaris 10 3/05リリースにおける Solarisインストールの新機能」

Solaris 10 1/06リリースにおける Solaris
インストールの新機能
この節では、Solaris 10 1/06リリースの次のような新しいインストール機能について
説明します。

非大域ゾーンをインストールしている場合の
Solaris OSのアップグレード
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、Solarisゾーン区分技術により、大域ゾーンであ
る Solarisの単一インスタンス内の非大域ゾーンを構成できるようになりました。非大
域ゾーンはアプリケーション実行環境の 1つで、そこではプロセスがほかのすべての
ゾーンから隔離されます。非大域ゾーンがインストールされたシステムが稼働してい
る場合は、標準の Solarisアップグレードプログラムを使用して Solaris 10 1/06リ
リースにアップグレードできます。アップグレードに使用できるのは、Solarisの対話
式インストールプログラムか、カスタム JumpStartです。非大域ゾーンがインストー
ルされている場合のアップグレードには、若干の制限があります。

� サポートされるカスタム JumpStartキーワードの数には制限があります。サポート
されるカスタム JumpStartキーワードの一覧については、本書を参照してくださ
い。
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� CD-ROMは配布されませんが、DVD-ROMまたはネットワークインストールイ
メージによってアップグレードできます。

� 非大域ゾーンがインストールされているシステムでは、Solaris Live Upgradeを使
用してシステムをアップグレードしないでください。ブート環境は lucreateコ
マンドを使用して作成できますが、luupgradeコマンドを使用して非大域ゾーン
がインストールされているブート環境をアップグレードすることはできません。そ
の場合は、アップグレードに失敗し、エラーメッセージが表示されます。

Solaris対話式インストールプログラムの使用法については、『Solaris 10インストー
ルガイド (基本編)』を参照してください。

x86: GRUBベースのブート
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、オープンソースの GNU GRand Unified
BootLoader (GRUB)が x86システムの Solaris OSに採用されています。GRUBの役割
は、ブートアーカイブをシステムのメモリーにロードすることです。ブートアーカイ
ブは、root (/)ファイルシステムがマウントされる前のシステム起動時に必要とされ
る重要なファイルの集合です。ブートアーカイブを使用して Solaris OSをブートしま
す。

もっとも注目すべき変更点は、Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成
用補助)が GRUBメニューに置き換えられたことです。GRUBメニューにより、シス
テムにインストールされている別のオペレーティングシステムのブートが容易になり
ます。GRUBメニューは x86システムのブート時に表示されます。矢印キーを使用し
て、インストールする OSインスタンスを GRUBメニューから選択できます。OSイ
ンスタンスを選択しないと、デフォルトの OSインスタンスがブートします。

GRUBベースのブート機能により、次の点が改善されます。

� ブート動作の高速化

� USB CDドライブまたは DVDドライブからのインストール

� USBストレージデバイスからブートする機能

� PXEブート用の簡略化された DHCPセットアップ (ベンダー固有のオプションな
し)

� すべての実行時モードドライバの削除

� Solaris Live Upgradeおよび GRUBメニューを使用して、ブート環境をすばやくア
クティブ化およびフォールバックする機能。

GRUBの詳細については、次の節を参照してください。
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作業 GRUBの作業 参照先

インストール GRUBベースのブートの概要 57ページの「x86: GRUBベースのブート (概
要)」

GRUBベースのブートのインストール
計画

60ページの「x86: GRUBベースのブート (計
画)」

GRUBメニューを使用したネットワー
ク経由のブートおよびインストール方
法

『Solaris 10インストールガイド (ネットワークイ
ンストール)』の「DVDイメージを使用した、
ネットワークからのブートとインストール」

GRUBメニューとカスタム JumpStart
インストール方式によるブートおよび
インストール方法

147ページの「x86:カスタム JumpStartインス
トールの実行」

GRUBメニューと Solaris Live
Upgradeを使用して、ブート環境を
アクティブ化およびフォールバックす
る方法

� 『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「ブー
ト環境のアクティブ化」

� 『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「障害
回復:元のブート環境へのフォールバック (コ
マンド行インタフェース)」

GRUBメニューの menu.lstファイ
ルの検出

65ページの「x86: GRUBメニューの menu.lst
ファイルの検出 (作業)」

システム管理 GRUBメニューによるシステム管理作
業の実行方法

� 『Solarisのシステム管理 (基本編)』
� 『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイ
ルシステム)』

� bootadm(1M)
� installgrub(1M)

注 – GNUは、「GNU’s Not UNIX」の再帰的頭字語です。詳細について
は、http://www.gnu.orgを参照してください。

Solarisリリースのアップグレードサポートの変更
Solaris 10 1/06以降のリリースは、Solaris 8、9、または 10リリースからアップグ
レード可能です。Solaris 7リリースからのアップグレードはサポートされていませ
ん。
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Solaris 10 3/05リリースにおける Solaris
インストールの新機能
この節では、Solaris 10 3/05リリースの次のような新しいインストール機能について
説明します。

インストール手順の統一を含めた Solarisインス
トールの変更
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solaris OSのインストールにいくつかの変更が
加えられ、より簡単で統一された方法でインストールできます。

変更内容は次のとおりです。

� 今回のリリースには、1枚のインストール DVDと数枚のインストール CDが付い
ています。Solaris Operating System DVDには、すべてのインストール CDの内容
が含まれています。

� Solaris Software 1 –ブート可能な CDは、この CDだけです。この CDから、
Solarisインストール用グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)またはコン
ソールベースのインストールを利用できます。また、どちらのインストールを
利用する場合でも、選択したソフトウェア製品だけをインストールすることも
できます。

� その他の Solaris Operating System CD –これらの CDには次のものが含まれ
ます。

� Solarisパッケージ (必要に応じてインストールします)
� サポートまたは非サポートのソフトウェアが入っている ExtraValueソフト
ウェア

� インストーラ
� ローカライズされたインタフェースソフトウェアおよびマニュアル

� Solaris Installation CDはなくなりました。

� CDまたは DVDのどちらでインストールする場合も、GUIインストールがデ
フォルトです (十分なメモリーがある場合)。ただし、textブートオプションを使
用してコンソールベースのインストールを指定することもできます。

� インストール手順が単純化され、ブート時に言語サポートを選択し、ロケールを後
で選択できます。

注 – GUIまたはコンソールを使用しない Solarisカスタム JumpStart™インストール方
式には変更はありません。

20 Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編) • 2005年 12月



OSをインストールするには、Solaris Software - 1 CDまたは Solaris Operating
System DVDを挿入してから、次のいずれかのコマンドを入力します。

� デフォルトの GUIインストールの場合 (システムメモリーが十分にある場合)は、
boot cdrom と入力します。

� コンソールベースのインストールの場合は、boot cdrom - text と入力しま
す。

新しい textブートオプションのある CDま
たは DVDメディアを使用して Solaris OSを
インストールする方法について

『Solaris 10インストールガイド (基本編)』

CDメディアによるインストールサーバーの設
定方法の変更について

『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』

GUIインストールまたはコンソールベースのインストー
ルを利用する
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、ソフトウェアのインストールに GUIを使用する
か、ウィンドウ表示環境を使用するか、またはウィンドウ表示環境を使用しないかを
選択できます。十分なメモリーがある場合は、デフォルトで GUIが表示されます。メ
モリー不足により GUIを表示できない場合はデフォルトで別の環境が表示されます。
ブートオプション nowinまたは textを使用すると、デフォルト動作を変更できま
す。しかし、システム内のメモリー容量による制約、またはリモートインストールに
よる制約があります。また、ビデオアダプタが検出されない場合、Solarisインストー
ルプログラムは、自動的にコンソールベースの環境で表示されます。

具体的なメモリー要件については、37ページの「システム要件と推奨事項」を参照
してください。
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カスタム JumpStartインストールのパッケージと
パッチの機能拡張
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、カスタム JumpStartインストール方式を使用し
て Solaris OSをインストールおよびアップグレードした場合、新しくカスタマイズす
ることで次のことが可能になります。

� Solarisフラッシュインストールと追加パッケージ

カスタム JumpStartプロファイルの packageキーワードが拡張され、Solarisフ
ラッシュアーカイブを追加パッケージとともにインストールできるようになりまし
た。たとえば、2台のマシンに同じ基本アーカイブをインストールし、それぞれの
マシンに別のパッケージを追加することができます。これらのパッケージは、
Solaris OSディストリビューションに含まれている必要はありません。

� Solarisディストリビューションに含まれない追加パッケージのインストール

packageキーワードが拡張され、Solarisディストリビューションに含まれない
パッケージもインストールできるようになりました。追加パッケージをインストー
ルするために、インストール後スクリプトを作成する必要がなくなりました。

� Solaris OSパッチをインストールする機能

カスタム JumpStartプロファイルの新しい patchキーワードを使用して、Solaris
OSのパッチをインストールできます。この機能を利用して、パッチファイルに指
定されているパッチをインストールできます。

詳細は、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照して
ください。

インストール時に複数のネットワークインタ
フェースを構成する
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisインストールプログラムを使用してイン
ストール時に複数のインタフェースを構成できます。これらのインタフェースは、シ
ステムの sysidcfgファイルに事前に構成できます。また、インストール時に構成す
ることもできます。詳細については、次のドキュメントを参照してください。

� 『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストール)』
� sysidtool(1M)
� sysidcfg(4)

SPARC: 64ビットパッケージに関する変更点
以前の Solarisリリースでは、Solarisソフトウェアは 32ビットコンポーネントと 64
ビットコンポーネントがそれぞれ別のパッケージで提供されていました。Solaris 10
3/05以降のリリースでは、パッケージが簡略化され、32ビットコンポーネントと 64
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ビットコンポーネントのほとんどが 1つのパッケージで配布されています。統合され
たパッケージでは、元の 32ビットパッケージの名前がそのまま使用されています。
64ビットパッケージは提供されなくなりました。

64ビットパッケージがなくなったことで、インストールが簡素化され、パフォーマン
スも向上します。

� パッケージ数が減ったことで、パッケージのリストが含まれるカスタム JumpStart
スクリプトが簡素化されます

� ソフトウェア機能を 1つのパッケージにまとめるだけなので、パッケージシステム
も簡素化されます

� インストールするパッケージ数が少ないため、インストール時間が短縮されます

64ビットパッケージの名前は、次の規則に従って変更されます。

� 64ビットパッケージに対応する 32ビットパッケージがある場合は、その 32
ビットパッケージの名前が 64ビットパッケージに付けられます。たとえば、
/usr/lib/sparcv9/libc.so.1などの 64ビットライブラリの場合、以前は
SUNWcslxで提供されていましたが、現在は SUNWcslで提供されます。64
ビットの SUNWcslxパッケージは提供されなくなりました。

� 対応する 32ビットパッケージが存在しない場合は、名前から接尾辞「x」が削除さ
れます。たとえば、SUNW1394xは SUNW1394になります。

このため、カスタム JumpStartスクリプトやほかのパッケージインストールスクリプ
トで 64ビットパッケージを参照している場合は、これらのスクリプトを変更して参
照を削除する必要があります。

カスタム JumpStartインストール方式による新し
いブート環境の作成
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisオペレーティングシステムをインストー
ルする場合に、JumpStartインストール方式を使用して空のブート環境を作成できま
す。空のブート環境には、必要なときに備えて Solarisフラッシュアーカイブを格納し
ておくことができます。

詳細については、第 11章を参照してください。

限定ネットワークソフトウェアグループ
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、インストール時に限定ネットワークソフト
ウェアグループ (SUNWCrnet)を選択または指定することにより、有効なネットワー
クサービスが少なくても、よりセキュリティー保護されたシステムを構築できます。
限定ネットワークソフトウェアグループでは、システム管理ユーティリティーとマル
チユーザーのテキストベースコンソールが利用できます。SUNWCrnetは、ネット
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ワークインタフェースを有効にします。インストール時に、ソフトウェアパッケージ
を追加したり、必要に応じてネットワークサービスを使用可能にすることによって、
システムの構成をカスタマイズすることができます。

詳細は、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照して
ください。

Virtual Table of Contentsを使用してディスクパー
ティションテーブルを変更する
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisインストールプログラムにより、Virtual
Table of Contents (VTOC)から既存のスライスをロードできます。インストーラのデ
フォルトのディスクレイアウトを使用するのではなく、インストール時にシステムの
既存のディスクスライステーブルをそのまま使用できるようになりました。

x86:デフォルトブートディスクパーティションレ
イアウトの変更
Solaris 10 3/05以降のリリースでは、Solarisインストールプログラムの新機能とし
て、ブートディスクパーティションレイアウトが採用されています。ブートディスク
パーティションのデフォルトのレイアウトは、Sun x86ベースのシステムのサービス
パーティションと調和します。このインストールプログラムを使用すれば、既存の
サービスパーティションをそのまま使用できます。

デフォルトのブートディスクレイアウトには、次のパーティションが含まれます。

� 1番目のパーティション –サービスパーティション (システムの既存サイズ)

� 2番目のパーティション – x86ブートパーティション (約 11Mバイト)

� 3番目のパーティション – Solarisオペレーティングシステムパーティション (ブー
トディスクの残りの領域)

このデフォルトのレイアウトを使用する場合は、Solarisインストールプログラムから
ブートディスクレイアウトの選択を要求されたときに、「デフォルト」を選択しま
す。
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注 –サービスパーティションが現在作成されていないシステムに Solaris OS x86ベー
スのシステムをインストールすると、Solarisインストールプログラムは新しいサービ
スパーティションを作成しません。このシステムにサービスパーティションを作成す
るには、最初にシステムの診断 CDを使用してサービスパーティションを作成してく
ださい。サービスパーティションを作成してから、Solarisオペレーティングシステム
をインストールします。

サービスパーティションの作成方法については、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

詳細は、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照して
ください。
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第 2章

Solarisのインストールおよびアップグ
レード (ロードマップ)

この章では、Solarisオペレーティングシステム (OS)のインストールやアップグレー
ドを実施する前に行うべき決定に関して説明します。この章の内容は次のとおりで
す。

� 27ページの「作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグ
レード」

� 30ページの「ネットワークからインストールするか DVDまたは CDを使ってイ
ンストールするか」

� 31ページの「初期インストールかアップグレードか」
� 32ページの「Solarisインストール方法の選択」
� 35ページの「Sun Java System Application Server Platform Edition 8」

注 –このマニュアルでは「スライス」という用語を使用しますが、一部の Solarisのマ
ニュアルとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んでいる場合
があります。

x86:混同を避けるため、このマニュアルでは、x86 fdiskパーティションと Solaris
fdiskパーティション内の分割とを区別しています。x86 fdiskの分割を「パー
ティション」と呼びます。Solaris fdiskパーティション内の分割を「スライス」と呼
びます。

作業マップ: Solarisソフトウェアのイン
ストールまたはアップグレード
次の作業マップは、任意のインストールプログラムを使った Solaris OSのインストー
ルやアップグレードに必要な作業の概要を示したものです。インストールしようとす
る環境にとってもっとも効率的なインストールを行うためにどういった選択をすべき
かを、この作業マップを参考にして判断してください。
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表 2–1作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード

作業 説明 参照先

初期インストールか
アップグレードかを選択
します。

初期インストールまたはアップグレードのいずれかを
選択します。

31ページの「初期インストー
ルかアップグレードか」。

インストールプログラム
を選択します。

Solaris OSには、インストールまたはアップグレード
用のプログラムがいくつか用意されています。使用し
ている環境にもっとも適したインストール方法を選択
してください。

32ページの「Solarisインス
トール方法の選択」。

(Solaris対話式インス
トールプログラム)デ
フォルトインストールか
カスタムインストールを
選択します。

環境に適したインストール方法を決定します。
� グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使
用する場合、デフォルトインストールまたはカス
タムインストールを選択できます。
� デフォルトインストールでは、ハードディス
クのフォーマット後、あらかじめ選択された
ソフトウェアセットがインストールされま
す。

� カスタムインストールでは、ハードディスク
レイアウトを自由に変更し、インストールす
るソフトウェアを選択することができます。

� テキストインストーラ (グラフィカルでないイン
タフェース)を使用する場合は、デフォルト値を
選択するか、この値を編集してインストールする
ソフトウェアを選択できます。

Solarisインストールプログラ
ムの選択肢については、
『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 5章「インストール
やアップグレードの前に収集
すべき情報 (計画)」を参照し
てください。

システム要件を検討しま
す。また、ディスク容量
およびスワップ空間を計
画を立てて割り当てま
す。

インストールまたはアップグレードの最小要件をシス
テムが満たしているかどうかを判断します。インス
トールする Solaris OSのコンポーネントに必要な
ディスク容量をシステムに割り当てます。使用してい
るシステムにとって適切なスワップ空間レイアウトを
判断します。

第 3章。

ローカルメディアと
ネットワークのどちらを
使ってインストールする
かを選択します。

使用している環境にもっとも適切なインストールメ
ディアを選択します。

30ページの「ネットワークか
らインストールするか DVD
または CDを使ってインス
トールするか」。
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表 2–1作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (続き)
作業 説明 参照先

システム情報を収集しま
す。

� Solarisインストールプログラムの場合は、ワーク
シートを使用して、インストールまたはアップグ
レードに必要なすべての情報を収集します。

� カスタム JumpStartインストールの場合は、プロ
ファイルで使用するプロファイルキーワードを決
定します。次に、キーワードの説明を読み、必要
なシステム情報を確認します。

� Solarisインストールプロ
グラムの場合は、次のい
ずれかのマニュアルを参
照してください。
� 初期インストールの場
合:
『Solaris 10インス
トールガイド (ネット
ワークインストー
ル)』の「インストー
ル用のチェックリス
ト」

� アップグレードの場合:
『Solaris 10インス
トールガイド (Solaris
Live Upgradeと
アップグレードの計
画)』の第 4
章「アップグレードの
前に収集すべき情報
(計画)」

� カスタム JumpStartイン
ストールについては、
第 11章を参照してくださ
い。

(省略可能)システムパラ
メータを設定します。

インストールやアップグレードの際に情報を入力する
手間を省くために、システム構成情報を事前に設定し
ておくことができます。

『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 6章「システム構成
情報の事前設定 (作業)」。
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表 2–1作業マップ: Solarisソフトウェアのインストールまたはアップグレード (続き)
作業 説明 参照先

(省略可能) Solarisソフト
ウェアをネットワークか
らインストールする準備
を行います。

ネットワークから Solarisソフトウェアをインストー
ルする方法を選択する場合は、次の作業をすべて実行
してください。
� (x86システム)使用しているシステムが PXEをサ
ポートしていることを確認します

� インストールサーバーを作成します
� ブートサーバーを作成します (必要な場合)
� DHCPサーバーを構成します (必要な場合)
� ネットワークからインストールするシステムを設
定します

ローカルエリアネットワーク
からインストールする方法に
ついては、『Solaris 10インス
トールガイド (ネットワーク
インストール)』の第 9
章「CDメディアを使用した
ネットワークインストールの
準備 (作業)」を参照してくだ
さい。

広域ネットワークからインス
トールする方法については、
『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 13章「WANブー
トによるインストールの準備
(作業)」を参照してくださ
い。

(アップグレードのみ)
アップグレードの前に必
要な作業を行います。

システムのバックアップをとり、アップグレード時に
ディスク容量の再配置が行われるかを確認します。

43ページの「アップグレー
ド」。

インストールまたは
アップグレードを実行し
ます。

選択した Solarisインストール方法を使って Solarisソ
フトウェアのインストールまたはアップグレードを行
います。

インストールプログラムの詳
細な手順を説明している章。

インストールのトラブル
シューティングを行いま
す。

インストールのトラブルシューティングについては、
問題発生時の解決方法を参照してください。

付録A。

ネットワークからインストールするか
DVDまたは CDを使ってインストール
するか
DVD-ROMまたは CD-ROMドライブにアクセスできるシステムへのインストールま
たはアップグレードができるように、Solarisソフトウェアは DVDまたは CDメ
ディアで配布されます。

リモートの DVDイメージまたは CDイメージを使ってネットワークからインストー
ルを行うように、システムを設定できます。このようなシステム設定は、次のような
場合に行います。

� システムにローカルの DVD-ROMドライブまたは CD-ROMドライブがない場合
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� Solarisソフトウェアを複数のシステムにインストールする必要があるが、各シス
テムのローカルドライブにディスクを挿入する手間を省きたい場合

ネットワークからインストールする場合、どの Solarisインストール方法でも使用でき
ます。しかし、Solarisフラッシュインストール機能やカスタム JumpStartインストー
ルを使ってネットワークからインストールを行うと、大規模の企業におけるインス
トールプロセスの一元化と自動化が可能になります。さまざまなインストール方法の
詳細については、32ページの「Solarisインストール方法の選択」を参照してくださ
い。

ネットワークから Solarisソフトウェアをインストールする場合は、初期設定が必要で
す。ネットワークからインストールする場合の準備については、次のいずれかを参照
してください。

ローカルエリアネットワークからインストー
ルする場合の準備の詳細

『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の第 9章「CDメディアを
使用したネットワークインストールの準備 (作
業)」

広域ネットワークからインストールする場合
の準備

『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の第 13章「WANブートに
よるインストールの準備 (作業)」

PXEを使用してネットワーク経由で x86ベー
スのクライアントをインストールする場合

『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の「PXEを使用したネット
ワーク経由のブートとインストールの概要」

初期インストールかアップグレードか
初期インストールを行うか、アップグレードを行う (Solaris OSがシステム上ですでに
動作している場合)かを選択できます。

初期インストール
初期インストールでは、システムのディスクが Solaris OSの新しいバージョンで上書
きされます。システム上で Solaris OSが稼働していない場合は、初期インストールを
行う必要があります。

システム上で Solaris OSがすでに動作している場合でも、初期インストールを行うこ
とができます。ローカルに行なった変更を維持する場合は、インストールを行う前に
ローカル変更のバックアップをとる必要があります。インストールが終わったあとで
ローカル変更を復元できます。
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初期インストールは、Solarisのどのインストール方法を使っても実行できます。さま
ざまな Solarisのインストール方法の詳細については、32ページの「Solarisインス
トール方法の選択」を参照してください。

アップグレード
Solaris OSのアップグレードには、2つの方法があります。標準の方法と Solaris Live
Upgradeを使う方法です。標準アップグレードでは、現在の Solaris OSの既存の構成
パラメータが最大限保存されます。Solaris Live Upgradeでは、現在のシステムのコ
ピーが作成されます。このコピーを、標準アップグレードでアップグレードできま
す。リブートするだけで、アップグレード済みの Solaris OSに切り替えることができ
ます。エラーが発生した場合、リブートして、元の Solaris OSに戻すことができま
す。Solaris Live Upgradeでは、アップグレードの間システムを停止する必要がな
く、新旧の Solaris OS間で切り替えることができます。

アップグレードの詳細と、さまざまなアップグレード方法の一覧については、43
ページの「アップグレード」を参照してください。

Solarisインストール方法の選択
Solaris OSには、インストールまたはアップグレード用のプログラムがいくつか用意
されています。それぞれのインストール方法には、特定のインストール要件やインス
トール環境を意図したさまざまな機能があります。次の表を参考にして、使用するイ
ンストール方法を決定してください。
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表 2–2インストール方法の選択

作業 インストール方法 各プログラムの特長 参照先

対話式プログラムを
使って、CD-ROMか
DVD-ROMから単一のシ
ステムにインストールし
ます。

Solarisインストール
プログラム

� このプログラムでは、作業をパネ
ルに分割し、情報の入力を求める
プロンプトを表示して、デフォル
ト値を提供します。

� このプログラムは、複数のシステ
ムをインストールまたはアップグ
レードする必要がある場合には効
率のよい方法ではありません。複
数のシステムをバッチインストー
ルする場合は、カスタム
JumpStartまたは Solarisフ
ラッシュインストール機能を使用
してください。

『Solaris 10インス
トールガイド (基本
編)』

ローカルエリアネット
ワークから単一のシステ
ムにインストールしま
す。

ネットワーク経由で
Solarisインストール
プログラムを実行

このプログラムを使用すると、インス
トールするソフトウェアのイメージを
サーバーに設定し、このイメージをリ
モートシステムにインストールできま
す。複数のシステムをインストールす
る必要がある場合は、カスタム
JumpStartおよび Solarisフラッシュイ
ンストール方式でネットワークインス
トールイメージを使用すると、ネット
ワーク上でシステムを効率的にインス
トールおよびアップグレードできま
す。

『Solaris 10インス
トールガイド
(ネットワークインス
トール)』のパー
ト II「ローカルエリ
アネットワーク経由
のインストール」

プロファイルを作成し、
このプロファイルに基づ
いて、複数のシステムの
インストールやアップグ
レードを自動化します。

カスタム JumpStart このプログラムを使用すると、複数の
システムを効率的にインストールでき
ます。ただし、システムの数が少ない
場合は、カスタム JumpStart環境の作
成は時間の浪費になる可能性がありま
す。システムの数が少ない場合は、
Solaris対話式インストールプログラム
を使用してください。

第 6章
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表 2–2インストール方法の選択 (続き)
作業 インストール方法 各プログラムの特長 参照先

同じソフトウェアとその
構成を複数のシステムに
複製します。

Solarisフ
ラッシュアーカイブ

� このプログラムを使用すると、
Solarisパッケージすべてを一度に
システムにインストールすること
で時間を節約できます。ほかのプ
ログラムでは、各 Solarisパッケー
ジを個別にインストールし、
パッケージごとにパッケージ
マップをアップグレードします。

� Solarisフラッシュアーカイブはサ
イズの大きいファイルであるた
め、大量のディスク容量が必要で
す。別のインストール構成を管理
したり、使用しているインストー
ル構成を変更したりするには、カ
スタム JumpStartインストール方
式の使用を検討することをお勧め
します。代わりに、JumpStart終
了スクリプトまたは、組み込まれ
ている Solarisフラッシュ配備後ス
クリプトを使用して、システム固
有のカスタマイズを実行できま
す。

『Solaris 10インス
トールガイド
(Solarisフ
ラッシュアーカイブ
の作成とインストー
ル)』の第 1
章「Solarisフ
ラッシュ (概要)」

広域ネットワーク (WAN)
またはインターネットか
ら複数のシステムにイン
ストールします。

WANブート ネットワーク経由で Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールす
る場合は、このプログラムを使用する
とセキュリティー保護されたインス
トールが可能です。

『Solaris 10インス
トールガイド
(ネットワークインス
トール)』の第 11
章「WANブート (概
要)」

システムを稼働させたま
まアップグレードしま
す。

Solaris Live Upgrade � このプログラムを使用すると、
アップグレードするかパッチを追
加して、標準アップグレードに関
連したシステム停止時間が発生す
るのを避けることができます

� このプログラムを使用すると、現
行の OSに影響を与えずにアップ
グレードまたは新しいパッチのテ
ストをすることができます

『Solaris 10インス
トールガイド
(Solaris Live
Upgradeとアップグ
レードの計画)』の第
6章「Solaris Live
Upgrade (概要)」
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表 2–2インストール方法の選択 (続き)
作業 インストール方法 各プログラムの特長 参照先

Solaris OSのインストール
後、隔離されたアプリ
ケーション環境を作成し
ます。

Solarisゾーン区分技
術

このプログラムを使用すると、隔離さ
れた非大域ゾーンが作成され、セ
キュリティー保護されたアプリケー
ション環境が提供されます。このよう
に隔離されているので、あるゾーンで
実行中のプロセスが、ほかのゾーンで
実行中のプロセスから監視または操作
されることがありません。

『Solarisのシステム
管理 (Solarisコンテ
ナ :資源管理と
Solarisゾーン)』の
第 16章「Solaris
ゾーンの紹介」

Sun Java System Application Server
Platform Edition 8
Sun Java System Application Server Platform Edition 8では、アプリケーションサー
ビスとWebサービスを広範囲に配備できます。このソフトウェアは、Solaris OSのイ
ンストール時に自動的にインストールされます。このサーバーについては、次のマ
ニュアルがあります。

サーバーの起動に関する
マニュアル

インストールディレクトリ内の『Sun Java System Application Server Platform Edition
8クイックスタートガイド』(/docs/QuickStart.html)

アプリケーションサー
バーのマニュアルセット
一式

http://docs.sun.com/db/coll/ApplicationServer8_04q2

チュートリアル http://java.sun.com/j2ee/1.4/docs/tutorial/doc/index.html
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第 3章

Solarisのインストールおよびアップグ
レード (計画)

この章では、Solaris OSのインストールやアップグレードに伴うシステム要件につい
て説明します。また、ディスク容量やデフォルトスワップ空間の割り当ての計画に関
する一般的な指針についても説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 37ページの「システム要件と推奨事項」
� 39ページの「ディスク容量とスワップ空間の割り当て」
� 43ページの「アップグレード」
� 47ページの「システムで稼働中の Solaris OSのバージョンを確認する方法」
� 48ページの「ロケールの値」
� 48ページの「プラットフォーム名とグループ」
� 51ページの「非大域ゾーンを使用している場合のインストールとアップグレー
ド」

� 53ページの「SPARC: 64ビットパッケージに関する変更点」
� 54ページの「x86:パーティション分割の推奨事項」

システム要件と推奨事項
表 3–1 SPARC:メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項

SPARCシステム サイズ

インストールまたはアップグレー
ドするために必要なメモリー

推奨サイズは 256Mバイトです。最小サイズは 128Mバイトです。

注 –オプションのインストール機能の中には、十分な量のメモリーがないと使
用できないものがあります。たとえば、メモリーが足りないシステムに DVD
からインストールする場合、Solarisインストールプログラムの GUIではな
く、テキストインストーラを使用する必要があります。これらのメモリー要
件については、表 3–3を参照してください。
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表 3–1 SPARC:メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項 (続き)
SPARCシステム サイズ

スワップ領域 デフォルトのサイズは 512Mバイトです。

注 –スワップ空間は必要に応じてカスタマイズできます。スワップ空間のサイ
ズは、システムのハードディスクのサイズに基づいて決定されます。

プロセッサ要件 200 MHz以上のプロセッサが必要です。

表 3–2 x86:メモリー、スワップ、およびプロセッサの推奨事項

x86システム サイズ

インストールまたはアップグレー
ドするために必要なメモリー

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、推奨サイズは 512Mバイトです。最
小サイズは 256Mバイトです。

� Solaris 10 3/05リリースでは、推奨サイズは 256Mバイトです。最小サイ
ズは 128Mバイトです。

注 –オプションのインストール機能の中には、十分な量のメモリーがないと使
用できないものがあります。たとえば、メモリーが足りないシステムに DVD
からインストールする場合、Solarisインストールプログラムの GUIではな
く、テキストインストーラを使用する必要があります。これらのメモリー要
件については、表 3–3を参照してください。

スワップ領域 デフォルトのサイズは 512Mバイトです。

注 –スワップ空間は必要に応じてカスタマイズできます。スワップ空間のサイ
ズは、システムのハードディスクのサイズに基づいて決定されます。

プロセッサ要件 120 MHz以上のプロセッサを推奨します。ハードウェアによる浮動小数点サ
ポートが必要です。

ソフトウェアのインストールに GUIを使用するか、ウィンドウ表示環境を使用する
か、またはウィンドウ表示環境を使用しないかを選択できます。十分なメモリーがあ
る場合は、デフォルトで GUIが表示されます。GUIを表示するためのメモリーが不
足している場合は、デフォルトでその他の環境が表示されます。ブートオプション
nowinまたは textを使用すると、デフォルト動作を変更できます。しかし、システ
ム内のメモリー容量による制約、またはリモートインストールによる制約がありま
す。また、ビデオアダプタが検出されない場合、Solarisインストールプログラムは、
自動的にコンソールベースの環境で表示されます。表 3–3に、これらの環境の説明
と、環境を表示するための最小メモリー要件の一覧を示します。
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表 3–3 SPARC:表示オプションごとのメモリー要件

SPARC:メモリー インストールの種類 説明

128～ 383Mバイト テキストベース グラフィックスは含まれませんが、ウィンドウを
1つ提供します。また、その他のウィンドウを開
くこともできます。

textブートオプションを使用している場合でシス
テムに十分なメモリーがあるときは、ウィンドウ
表示環境でインストールされます。tipラインを
介してリモートでインストールする場合や、
nowinブートオプションを使用してインストール
する場合は、コンソールベースのインストールに
限定されます。

384Mバイト以上 GUIベース ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタン、スク
ロールバー、およびアイコンが提供されます。

表 3–4 x86:表示オプションごとのメモリー要件

x86:メモリー インストールの種類 説明

� Solaris 10 1/06以降のリリース:
256～ 511Mバイト

� Solaris 10 3/05リリース: 128～
383Mバイト

テキストベース グラフィックスは含まれませんが、ウィンドウを
1つ提供します。また、その他のウィンドウを開
くこともできます。

textブートオプションを使用してインストールす
る場合、十分なメモリーがあれば、ウィンドウ表
示環境になります。tipラインを介してリモート
でインストールする場合や、nowinブートオプ
ションを使用してインストールする場合は、コン
ソールベースのインストールに限定されます。

� Solaris 10 1/06以降のリリース:
512Mバイト

� Solaris 10 3/05リリース: 384M
バイト

GUIベース ウィンドウ、プルダウンメニュー、ボタン、スク
ロールバー、およびアイコンが提供されます。

ディスク容量とスワップ空間の割り当て
Solarisソフトウェアをインストールする前に、ディスク容量の計画をたてて、システ
ムに十分なディスク容量があるかどうかを調べることができます。
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ディスク容量に関する一般的な計画と推奨事項
ディスク容量の計画のたて方は、ユーザーによって異なります。必要に応じて、次の
条件で容量を割り当てます。

表 3–5ディスク容量とスワップ空間に関する一般的な計画

容量の割り当ての条件 説明

ファイルシステム ファイルシステムを割り当てる場合には、将来の Solarisバージョンにアップグ
レードするときのために、現在必要な容量よりも 30%多く割り当ててください。

デフォルトでは、ルート(/)とスワップ領域 (/swap)だけが作成されます。OSサー
ビスのためにディスク容量が割り当てられたときは、/exportディレクトリも作
成されます。Solarisのメジャーリリースにアップグレードする場合は、システムス
ライスを切り直す必要や、インストールに要する容量の 2倍を割り当てる必要が生
じる可能性があります。Updateリリースにアップグレードする場合、将来の
アップグレードに備えて余分のディスク容量を割り当てておけば、システムのスラ
イスを切り直す手間を軽減できます。Solaris Updateリリースにアップグレードす
るたびに、直前のリリースに比べておよそ 10%のディスク容量が追加で必要になり
ます。何回分かの Solaris Updateリリースを見込んで、各ファイルシステムにそれ
ぞれ 30%ずつ多めにディスク容量を割り当てることもできます。

/varファイルシステム クラッシュダンプ機能 savecore(1M)を使用する場合は、/varファイルシステム
の容量を物理メモリーの倍のサイズに設定します。

スワップ Solarisインストールプログラムは、次の場合、デフォルトのスワップ領域 512Mバ
イトを割り当てます。
� インストールプログラムのディスクスライス自動配置機能を使用する場合
� 手動でスワップスライスのサイズを変更したくない場合

デフォルトでは、Solarisインストールプログラムは、最初の使用可能なディスクシ
リンダ (通常、SPARCシステムではシリンダ 0)からスワップ空間を割り当てます。
この配置によって、デフォルトのディスクレイアウト時にはルート (/)ファイルシ
ステムに最大のスワップ空間を割り当てることができ、アップグレード時にはルー
ト (/)ファイルシステムを拡張できます。

将来スワップ領域を拡張することを考えている場合、次のいずれかの手順を実行し
てスワップスライスを配置することにより、別のディスクシリンダでスワップスラ
イスを開始できます。
� Solarisインストールプログラムの場合、シリンダモードでディスクレイアウト
をカスタマイズして、スワップスライスを目的の位置に手動で割り当てること
ができます。

� カスタム JumpStartインストールプログラムの場合、スワップスライスをプロ
ファイルファイル内に割り当てることができます。JumpStartプロファイルの詳
細は、96ページの「プロファイルの作成」を参照してください。

スワップ領域の概要については、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシ
ステム)』の第 21章「追加スワップ空間の構成 (手順)」を参照してください。
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表 3–5ディスク容量とスワップ空間に関する一般的な計画 (続き)
容量の割り当ての条件 説明

ホームディレクトリファイ
ルシステムを提供している
サーバー

ホームディレクトリは、通常デフォルトで /exportファイルシステムにありま
す。

インストールする Solarisソ
フトウェアグループ

ソフトウェアグループとは、ソフトウェアパッケージの集まりのことです。ディス
ク容量を計画する際には、選択したソフトウェアグループから個々のソフトウェア
パッケージを個別に追加したり削除したりできることを覚えておいてください。ソ
フトウェアグループの詳細については、41ページの「ソフトウェアグループごとの
推奨ディスク容量」を参照してください。

アップグレード � Solaris Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境をアップグレードする
場合、ディスク容量の計画については、『Solaris 10インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「Solaris Live Upgradeの
ディスク容量の要件」を参照してください

� その他の Solarisインストール方法を使ってディスク容量計画を行う場合は、
46ページの「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」を参照してくださ
い。

言語サポート たとえば、中国語、日本語、韓国語などです。単一の言語をインストールする場合
は、約 0.7Gバイトのディスク容量をその言語用に追加して割り当ててください。
すべての言語サポートをインストールする場合は、インストールするソフトウェア
グループに応じて、最大で約 2.5Gバイトのディスク容量を言語サポート用に追加
して割り当てる必要があります。

印刷やメールのサポート 追加の容量を割り当てます。

追加ソフトウェアや Sun以
外のソフトウェア

追加の容量を割り当てます。

ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量
Solarisソフトウェアグループは Solarisパッケージの集まりです。それぞれのソフト
ウェアグループには、異なる機能やハードウェアドライバのサポートが含まれていま
す。

� 初期インストールの場合、システム上で実行する機能に基づいて、インストールす
るソフトウェアグループを選択します。

� アップグレードの場合、システムにすでにインストールされているソフトウェアグ
ループをアップグレードする必要があります。たとえば、システムにエンドユー
ザーシステムサポートソフトウェアグループがインストールされている場合には、
開発者システムサポートソフトウェアグループにアップグレードするオプションは
ありません。ただし、アップグレード中に、インストール済みのソフトウェアグ
ループに属していないソフトウェアをシステムに追加することはできます。

Solarisソフトウェアのインストール時には、選択した Solarisソフトウェアグループ
に対してパッケージを追加したり、削除したりすることができます。追加や削除する
パッケージを選択する際には、ソフトウェアの依存関係や Solarisソフトウェアがどの
ようにパッケージ化されているかを知っている必要があります。
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次に、ソフトウェアパッケージのグループの成り立ちを図示します。限定ネットワー
クサポートソフトウェアグループには、最小限のパッケージだけが含まれています。
これに対して、全体ディストリビューションと OEMサポートソフトウェアグループ
には、すべてのパッケージが含まれています。

図 3–1 Solarisソフトウェアグループ

表 3–6に、Solarisソフトウェアグループと、各グループのインストールに必要な推奨
ディスク容量を示します。

注 –表 3–6に示す推奨ディスク容量には、次の項目のための容量が含まれています。

� スワップ領域
� パッチ
� 追加のソフトウェアパッケージ

ソフトウェアグループに必要なディスク容量が、この表に一覧表示されている容量よ
り少ない場合もあります。
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表 3–6ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容量

ソフトウェアグループ 説明 推奨ディスク容量

全体ディストリビュー
ションと OEMサポート

全体ディストリビューションソフトウェアグループ
に、ハードウェアドライバが追加されたパッケージで
す。ここには、インストール時にシステムに存在して
いないハードウェアのドライバも含まれます。

6.8Gバイト

全体ディストリビュー
ション

開発者システムサポートソフトウェアグループに、
サーバー用のソフトウェアが追加されたパッケージで
す。

6.7Gバイト

開発者システムサポート エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグルー
プに、ソフトウェア開発のサポートが追加された
パッケージです。ソフトウェア開発のサポートとし
て、ライブラリ、インクルードファイル、マニュアル
ページ、プログラミングツールなどが追加されていま
す。ただし、コンパイラは含まれていません。

6.6Gバイト

エンドユーザーシステムサ
ポート

ネットワークに接続された Solarisシステムと共通デス
クトップ環境 (CDE)の起動と実行に必要な最小限の
コードを提供するパッケージです。

5.3Gバイト

コアシステムサポート ネットワークに接続された Solarisシステムの起動と実
行に必要な最小限のコードを提供するパッケージで
す。

2.0Gバイト

限定ネットワークシステム
サポート

Solarisシステム (ネットワークサービスのサポートは
一部のみ)の起動と実行に必要な最小限のコードを提供
するパッケージです。限定ネットワークシステムサ
ポートソフトウェアグループは、テキストベースのマ
ルチユーザーコンソールとシステム管理ユーティリ
ティーを提供します。このソフトウェアグループは、
システムによるネットワークインタフェースの認識を
可能にしますが、ネットワークサービスをアクティブ
にはしません。

2.0Gバイト

アップグレード
システムのアップグレードには、3つの方法があります。Solaris Live Upgrade、
Solarisインストールプログラム、およびカスタム JumpStartです。
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表 3–7 Solarisのアップグレード方法

現在の Solaris OS Solarisのアップグレード方法

Solaris 8、Solaris 9、および
Solaris 10

� Solaris Live Upgrade –稼働中のシステムのコピーを作成
し、それをアップグレードすることでシステムをアップ
グレードします

� Solarisインストールプログラム -グラフィカルユーザー
インタフェースまたはコマンド行インタフェースを使用
して対話形式でアップグレードを行うことができます

� カスタム JumpStart –自動アップグレードを行うことが
できます

アップグレードに関する制限事項

問題 説明

別のソフトウェアグ
ループへのアップグ
レード

システムのソフトウェアグループを、アップグレード時に別のソフト
ウェアグループに変更することはできません。たとえば、システムにエ
ンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループがインストールさ
れている場合には、開発者システムサポートソフトウェアグループに
アップグレードするオプションはありません。ただし、アップグレード
中に、インストール済みのソフトウェアグループに属していないソフト
ウェアをシステムに追加することはできます。

Solaris 10 1/06以降
のリリース:非大域
ゾーンがインストー
ルされている場合の
アップグレード

Solaris OSをアップグレードするときに、非大域ゾーンがインストール
されているシステムをアップグレードできます。Solaris対話式インス
トールプログラムおよびカスタム JumpStartプログラムを使用すると
アップグレードが可能です。アップグレードする場合の制限について
は、52ページの「非大域ゾーンがインストールされている場合のアップ
グレード」を参照してください。

アップグレードプログラム
標準的な対話式アップグレードには Solarisインストールプログラム、無人アップグ
レードにはカスタム JumpStartインストールを使用します。Solaris Live Upgradeで
は、実行中のシステムをアップグレードできます。
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アップグレードプロ
グラム 説明 参照先

Solaris Live
Upgrade

現在実行中のシステムのコピーを作成できます。この
コピーをアップグレードし、再起動します。すると、
このアップグレード済みコピーが現在実行中のシステ
ムと切り替わります。Solaris Live Upgradeを使用する
と、Solaris OSのアップグレード時のダウンタイムを短
縮できます。Solaris Live Upgradeでは、アップグレー
ドに伴うさまざまな問題を防ぐこともできます。たと
えば、アップグレード中に電源障害が発生すると、
アップグレードを回復することができなくなります。
しかし、Solaris Live Upgradeでは、現在実行中のシス
テムではなく、コピーをアップグレードするので、こ
の問題は起こりません。

Solaris Live Upgradeを使用する場
合のディスク容量の割り当て計画に
ついては、『Solaris 10インストー
ルガイド (Solaris Live Upgradeと
アップグレードの計画)』の「Solaris
Live Upgradeの要件」を参照してく
ださい。

Solarisインス
トールプログラ
ム

対話式 GUIのガイドに従ってアップグレードを実行で
きます。

『Solaris 10インストールガイド (基
本編)』の第 2章「Solarisインス
トールプログラムによるインストー
ル (作業)」。

カスタム
JumpStartプログ
ラム

自動アップグレードを行います。必要な情報は、プロ
ファイルファイルと、オプションのプリインストール
スクリプトならびにポストインストールスクリプトに
よって提供されます。アップグレード用にカスタム
JumpStartプロファイルを作成するときは、
install_type upgrade を指定します。さらに、実
際にアップグレードを行う前に、システムの現在の
ディスク構成およびシステムに現在インストールされ
ているソフトウェアに対して、カスタム JumpStartプ
ロファイルが目的どおりのことを実行しようとしてい
るかを確認する必要があります。アップグレードしよ
うとしているシステム上で、pfinstall - D コマンド
を実行して、プロファイルをテストします。ディスク
構成ファイルを使用してアップグレード用プロファイ
ルをテストすることはできません。

� アップグレードオプションのテ
スト方法については、110ページ
の「プロファイルのテスト」を
参照してください

� アップグレードプロファイルの
作成方法については、98ページ
の「プロファイルの例」を参照
してください

� アップグレードの実行方法につ
いては、141ページの「SPARC:
カスタム JumpStartインストー
ルの実行」を参照してください

アップグレードではなく Solarisフラッシュアーカ
イブをインストール
Solarisフラッシュのインストール機能では、マスターシステムからインストール全体
のコピーを作成し、これを多数のクローンシステムに複製できます。このコピー
を「Solarisフラッシュアーカイブ」と呼びます。アーカイブは、任意のインストール
プログラムでインストールできます。
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注意 –非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフラッシュアーカイブは正
常に作成できません。Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性
はありません。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブの配備
条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは正しくインストールされませ
ん。

� アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
� アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された場
合

アーカイブのインストールについては、次の表を参照してください。

Solaris Live Upgrade 『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「ブー
ト環境への Solarisフラッシュアーカイブのイ
ンストール」

カスタム JumpStart 141ページの「カスタム JumpStartインストー
ルを使用して Solarisフラッシュアーカイブを
インストールする方法」

Solaris対話式インストール 『Solaris 10インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストー
ル)』の第 4章「Solarisフラッシュアーカイブ
のインストールと管理 (作業)」

WANブートインストール 『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の第 14章「WANブートに
よるインストール (作業)」

ディスク容量の再配置を伴うアップグレード
Solarisインストールプログラムのアップグレードオプションとカスタム JumpStartプ
ログラムの upgradeキーワードはどちらも、ディスク容量の再配置機能を提供しま
す。この再配置により、ディスクスライスのサイズが自動的に変更されます。アップ
グレードするのに十分な容量が現在のファイルシステムにない場合、ディスク容量を
割り当て直すことができます。たとえば、アップグレードに伴ってファイルシステム
の容量を増やす必要があるのは、次のような場合です。

� 新しいリリースで、システムに現在インストールされている Solarisソフトウェア
グループに新たにソフトウェアが追加されている。ソフトウェアグループに新しい
ソフトウェアが含まれている場合は、アップグレード時に自動的に選択されてイン
ストールされます。

� 新しいリリースで、システム上の既存のソフトウェアのサイズが大きくなった。
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自動配置機能を使用すると、ファイルシステムに必要な容量を確保するようにディス
ク容量の再配置が行われます。自動配置機能では、デフォルトの制約にもとづいて容
量の再配置が試みられます。このため、この機能によって容量の再配置が行われない
場合は、ファイルシステムの制約を変更する必要があります。

注 –自動配置機能では、ファイルシステムの「サイズを大きくする」ことはできませ
ん。自動配置機能は、次のように容量を割り当て直します。

1. 変更する必要があるファイルシステム上の必要なファイルのバックアップを作成す
る。

2. ファイルシステムの変更内容に基づいて、ディスクパーティションを割り当て直
す。

3. アップグレード前にバックアップファイルを復元する。

� Solarisインストールプログラムの自動配置機能がディスク容量をどのように再配
置するかを決定できない場合は、カスタム JumpStartプログラムを使用してアップ
グレードを行う必要があります。

� カスタム JumpStartによるアップグレードでアップグレード用プロファイルを作成
する際に、ディスク容量が問題になることがあります。現在のファイルシステムの
ディスク容量が不足していてアップグレードできない場合は、キーワード
backup_mediaおよび layout_constraintを使ってディスク容量を割り当て
直すことができます。キーワード backup_mediaと layout_constraintの使
用例については、98ページの「プロファイルの例」を参照してください。

アップグレード前のシステムのバックアップ
Solaris OSへのアップグレードを実行する前に、既存のファイルシステムのバック
アップを作成しておくことを強くお勧めします。ファイルシステムをテープなどのリ
ムーバブルメディアにコピーすれば、データの損失や損傷、破壊などを防止できま
す。システムのバックアップの詳しい作成方法については、『Solarisのシステム管理
(デバイスとファイルシステム)』の第 24章「ファイルシステムのバックアップと復元
(概要)」を参照してください。

システムで稼働中の Solaris OSのバー
ジョンを確認する方法
システムで稼働中の Solarisソフトウェアのバージョンを確認するには、次のいずれか
のコマンドを入力します。

$ uname -a
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catコマンドを使用すると、より詳しい情報を得られます。

$ cat /etc/release

ロケールの値
インストールの一環として、システムで使用するロケールを事前構成できます。「ロ
ケール」によって、オンライン情報を特定の言語と地域で表示する方法が決まりま
す。また、日付と時間の表記、数字や通貨、綴りなどの地域的差異を表すために、1
つの言語に対して複数のロケールが存在することもあります。

システムのロケールを事前構成するには、カスタム JumpStartプロファイルか
sysidcfgファイルを使用します。

プロファイルを使ったロケールの設定 96ページの「プロファイルの作成」

sysidcfgファイルを使ったロケールの設定 『Solaris 10インストールガイド (ネットワー
クインストール)』の「sysidcfgファイルによ
る事前設定」

ロケール値のリスト 『国際化対応言語環境の利用ガイド』

プラットフォーム名とグループ
ネットワークインストール用にクライアントを追加する際は、システムアーキテク
チャー (プラットフォームグループ)の情報が必要です。カスタム JumpStartインス
トールの rulesファイルを作成する場合は、プラットフォーム名が必要になります。

プラットフォーム名とプラットフォームグループの例を下記の表に示します。SPARC
システムの完全な一覧については、『Solaris Sunハードウェアマニュアル
』(http://docs.sun.com/)を参照してください。

表 3–8プラットフォーム名とプラットフォームグループの例

システム プラットフォーム名 プラットフォームグループ

Sun Fire T2000 sun4v

Sun Blade™ SUNW,Sun-Blade-100 sun4u
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表 3–8プラットフォーム名とプラットフォームグループの例 (続き)
システム プラットフォーム名 プラットフォームグループ

x86ベース i86pc i86pc

注 –システムが動作している場合、システムのプラットフォーム名は uname -iコマ
ンドで、システムのプラットフォームグループは uname -m コマンドで、それぞれ調
べることもできます。

ゾーンのインストールと構成
ここでは、大域ゾーンと非大域ゾーンの大まかな計画について紹介します。概要と計
画情報、および具体的な手順については、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ
:資源管理と Solarisゾーン)』の第 16章「Solarisゾーンの紹介」を参照してくださ
い。

Solarisゾーン区分技術 (概要)
Solaris OSをインストールした後、ゾーンをインストールして構成できます。大域
ゾーンは稼働中のオペレーティングシステムの単一インスタンスであり、各 Solarisシ
ステムに 1つ含まれています。大域ゾーンは、システムのデフォルトのゾーンであ
り、システム全体の管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンは仮想化さ
れたオペレーティングシステム環境です。

Solarisゾーンはソフトウェア区分技術で、オペレーティングシステムサービスを仮想
化し、安全で隔離されたアプリケーション実行環境を提供します。ゾーンを作成する
と、そのアプリケーション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンから隔離
されます。このように隔離されているので、あるゾーンで実行中のプロセスが、ほか
のゾーンで実行中のプロセスから監視または操作されることがありません。非大域
ゾーンで実行中のプロセスは、スーパーユーザー資格で実行されていても、ほかの
ゾーンの活動を監視したり操作したりすることはできません。大域ゾーンでスーパー
ユーザー資格で実行されるプロセスは、任意のゾーンの任意のプロセスを操作できま
す。

大域ゾーンと非大域ゾーンについて
非大域ゾーンの構成、インストール、管理、およびアンインストールは、大域ゾーン
からのみ行うことができます。システムハードウェアから起動できるのは、大域ゾー
ンだけです。物理デバイス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムイン
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フラストラクチャーの管理は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで
実行されるプロセスは、適切な権限が付与されていれば、ほかのどのゾーンに関連付
けられているオブジェクトにもアクセスできます。次の表に、大域ゾーンと非大域
ゾーンの特性をまとめます。

大域ゾーン 非大域ゾーン

システムによって ID 0が割り当てられます ゾーンの起動時にシステムによってゾーン ID
が割り当てられます

システムで起動され実行される Solarisカーネ
ルの単一のインスタンスを提供します

大域ゾーンから起動される Solarisカーネルの
下で処理を共有します

Solarisシステムソフトウェアパッケージの完
全なインストールが含まれています

Solarisオペレーティングシステムソフト
ウェアパッケージの完全なインストールの一
部が含まれています

追加のソフトウェアパッケージや、パッケー
ジを通してインストールされない追加のソフ
トウェア、ディレクトリ、ファイル、その他
のデータが含まれている場合もあります

大域ゾーンから共有された Solarisソフト
ウェアパッケージが含まれています

大域ゾーンにインストールされているすべて
のソフトウェア構成要素に関する情報を格納
した、一貫性のある完全な製品データベース
を提供します

大域ゾーンから共有されたものではない、イ
ンストールされた追加のソフトウェア
パッケージが含まれていることもあります

追加のソフトウェア、ディレクトリ、ファイ
ル、非大域ゾーンで作成されたその他のデー
タなど、パッケージを通してインストールさ
れないもの、あるいは、大域ゾーンからの共
有でないものが含まれていることもあります

大域ゾーンのホスト名やファイルシステム
テーブルなど、大域ゾーンのみに固有の構成
情報を保持します

非大域ゾーンのホスト名やファイルシステム
テーブルなど、その非大域ゾーンのみに固有
の構成情報を保持します

すべてのデバイスとすべてのファイルシステ
ムが認識される、唯一のゾーンです

ゾーンにインストールされているすべてのソ
フトウェア構成要素に関する情報を格納し
た、一貫性のある完全な製品データベースを
持ちます。非大域ゾーンに置かれている構成
要素と、読み取り専用モードで大域ゾーンか
ら共有される構成要素があります

非大域ゾーンの存在と構成が認識される、唯
一のゾーンです

ほかのゾーンの存在を認識できません

非大域ゾーンの構成、インストール、管理、
またはアンインストールを行うことができ
る、唯一のゾーンです

自身を含め、ゾーンのインストール、管理、
アンインストールを行うことはできません

詳細については、以下を参照してください。
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� 『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と Solarisゾーン)』の第 16
章「Solarisゾーンの紹介」

� 49ページの「ゾーンのインストールと構成」

Solarisゾーン (計画)
Solaris OSをインストールしたあと、ゾーンをインストールして構成できます。大域
ゾーンは稼働中のオペレーティングシステムの単一インスタンスであり、各 Solarisシ
ステムに 1つ含まれています。大域ゾーンは、システムのデフォルトのゾーンであ
り、システム全体の管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンは仮想化さ
れたオペレーティングシステム環境です。

注意 –次の条件がいずれも成立する場合は、コマンドに -Rオプションまたは同等のオ
プションを使用して代替ルート (/)ファイルシステムを指定してはいけません。

� コマンドが大域ゾーン内で実行される。
� 代替ルート (/)ファイルシステムが非大域ゾーンにあるすべてのパスを参照する。

たとえば、pkgaddユーティリティーに -R root_pathオプションで非大域ゾーンの
ルート (/)ファイルシステムへのパスを指定して、大域ゾーンから実行する場合で
す。

代替ルート (/)ファイルシステムが指定可能なユーティリティーの一覧およびゾーン
の詳細については、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と Solaris
ゾーン)』の「大域ゾーンから非大域ゾーンにアクセスする際の制限」を参照してくだ
さい。

非大域ゾーンを使用している場合のインストールとアップ
グレード
Solaris OSがインストールされている場合、大域ゾーンにインストールされたソフト
ウェアグループのパッケージはすべての非大域ゾーンで共有されます。たとえば、全
体ディストリビューションをインストールした場合、これらのパッケージはすべての
ゾーンに含まれます。デフォルトでは、大域ゾーンに追加パッケージをインストール
すると、これらも非大域ゾーンに追加されます。アプリケーション、ネームスペー
ス、サーバー、NFSや DHCPなどのネットワーク接続、その他のソフトウェアを、
非大域ゾーンに分離できます。それぞれの非大域ゾーンは、ほかの非大域ゾーンを認
識せず、それぞれ独立して動作可能です。たとえば、大域ゾーンに全体ディストリ
ビューションをインストールし、個々の非大域ゾーンでは Java Enterprise System
Messaging Server、データベース、DHCP、およびWebサーバーを実行することがで
きます。非大域ゾーンをインストールするときは、各ゾーンで実行されるアプリケー
ションのパフォーマンス要件に留意してください。
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注意 –非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフラッシュアーカイブは正
常に作成できません。Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性
はありません。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブの配備
条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは正しくインストールされませ
ん。

� アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
� アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された場
合

非大域ゾーンがインストールされている場合のアップグレード

Solaris 10 1/06以降のリリースでは、Solaris OSをアップグレードするときに、非大
域ゾーンがインストールされているシステムをアップグレードできます。 Solaris対話
式インストールプログラムとカスタム JumpStartプログラムにより、アップグレード
が可能です。

� Solaris対話式インストールプログラムで、「「アップグレード」または「初期」
インストールの選択」パネルで、「アップグレードインストール」を選択して、非
大域ゾーンにあるシステムをアップグレードできます。インストールプログラムが
システムを分析してアップグレード可能かどうかを判定し、分析の概要を表示しま
す。その後インストールプログラムは、アップグレードの続行を求めるプロンプト
を表示します。このプログラムを使用する場合には、次の制限事項があります。

� アップグレードのカスタマイズはできません。たとえば、追加のソフトウェア
製品のインストール、追加のロケールパッケージのインストール、または
ディスクレイアウトの変更を行うことはできません。

� Solaris Operating System DVDまたは DVDに作成したネットワークインス
トールイメージを使用する必要があります。Solaris SOFTWARE CDを使用し
てシステムをアップグレードすることはできません。このプログラムによるイ
ンストール方法については、『Solaris 10インストールガイド (基本編)』の第 2
章「Solarisインストールプログラムによるインストール (作業)」を参照してく
ださい。

� カスタム JumpStartインストールプログラムでは、アップグレードに使用できる
キーワードは install_typeおよび root_deviceのみです。

いくつかのキーワードは非大域ゾーンに影響を与えるため、これらのキーワードは
プロファイルに含められません。たとえば、パッケージを追加するキーワード、
ディスク容量を再配置するキーワード、またはロケールを追加するキーワードを使
用すると非大域ゾーンに影響を与えます。これらのキーワードを使用すると、キー
ワードが無視されるか JumpStartアップグレードが失敗します。これらのキーワー
ドの一覧については、219ページの「非大域ゾーンでアップグレードする際のプロ
ファイルキーワードの制限」を参照してください。
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注意 –非大域ゾーンがインストールされている場合は、Solaris Live Upgradeを使用し
てシステムをアップグレードすることはできません。lucreate コマンドでブート環
境を作成できますが、luupgradeコマンドを使用するとアップグレードに失敗しま
す。エラーメッセージが表示されます。

非大域ゾーンのディスク容量要件
大域ゾーンをインストールするときには、作成するすべてのゾーンに十分なディスク
容量を必ず確保してください。非大域ゾーンごとに、ディスク容量要件は異なる場合
があります。ここでは、計画情報の概略について説明します。計画の要件と推奨事項
の詳細は、『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と Solarisゾー
ン)』の第 18章「非大域ゾーンの計画と構成 (手順)」を参照してください。

1つのゾーンで消費できるディスク容量に制限はありません。容量制限は大域ゾーン
の管理者が行います。単一プロセッサの小規模なシステムでも、多数のゾーンを同時
に実行できます。

非大域ゾーンを作成するときの容量要件は、大域ゾーンにインストールされた
パッケージの種類によって異なります。パッケージ数と容量要件がその要因になりま
す。ディスク容量に関する一般的なガイドラインを次に示します。

� 大域ゾーンに Solarisの標準パッケージをすべてインストールした場合は、ディス
クに約 100Mバイトの空き容量を確保することをお勧めします。大域ゾーンに追加
パッケージをインストールした場合は、この量を増やしてください。デフォルトで
は、大域ゾーンに追加パッケージをインストールすると、これらも非大域ゾーンに
追加されます。非大域ゾーンでこれらの追加パッケージが格納されるディレクトリ
は、inherit-pkg-dirリソースで指定されます。

� システムに十分なスワップ空間がある場合は、1つのゾーン当たり 40Mバイトの
RAMを追加します。各ゾーンが正常に稼働できるように、この追加をお勧めしま
す。システムサイズを計画するときは、この RAMの追加を考慮してください。

SPARC: 64ビットパッケージに関する変
更点
Solaris OSの以前のリリースでは、32ビットコンポーネントと 64ビットコンポーネ
ントがそれぞれ別のパッケージで提供されていました。Solaris 10 OSではパッケージ
が簡略化され、32ビットコンポーネントと 64ビットコンポーネントのほとんどが単
一のパッケージで提供されています。統合されたパッケージでは、元の 32ビット
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パッケージの名前がそのまま使用されています。64ビットパッケージは提供されなく
なりました。この変更によってパッケージ数が減り、インストールが簡単になりま
す。このため、カスタム JumpStartスクリプトやほかのパッケージインストールスク
リプトで 64ビットパッケージを参照している場合は、これらのスクリプトを変更し
て参照を削除する必要があります。

64ビットパッケージの名前は、次の規則に従って変更されます。

� 64ビットパッケージに対応する 32ビットパッケージがある場合は、その 32
ビットパッケージの名前が 64ビットパッケージに付けられます。たとえば、
/usr/lib/sparcv9/libc.so.1などの 64ビットライブラリの場合、以前は SUNWcslx
で提供されていましたが、現在は SUNWcslで提供されます。64ビットの
SUNWcslxパッケージは提供されなくなりました。

� 対応する 32ビットパッケージが存在しない場合は、名前から接尾辞「x」が削除さ
れます。たとえば、SUNW1394xは SUNW1394になります。

x86:パーティション分割の推奨事項
x86システムで Solaris OSを使用する場合、次のガイドラインに従ってシステムの
パーティション分割を行ってください。

Solarisインストールプログラムは、デフォルトのブートディスクパーティションレイ
アウトを使用します。これらのパーティションを「fdiskパーティション」と呼びま
す。fdiskパーティションは、x86システム上にある特定のオペレーティングシステム
専用のディスクドライブの論理パーティションです。x86システム上に Solarisソフト
ウェアをインストールするには、1つ以上の Solaris fdiskパーティションを設定す
る必要があります。x86ベースのシステムでは、1台のディスクに最大 4つの fdisk
パーティションを作成できます。これらのパーティションは、個別のオペレーティン
グシステムをインストールして使用できます。各オペレーティングシステムは、独自
の fdiskパーティション上に存在しなければなりません。個々のシステムの Solaris
fdiskパーティションの数は、1台のディスクにつき 1つに限られます。

表 3–9 x86:デフォルトパーティション

パーティション パーティション名 パーティションサイズ

1番目のパー
ティション (一
部のシステムの
み)

診断・サービスパー
ティション

システム上の既存のサイズ
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表 3–9 x86:デフォルトパーティション (続き)
パーティション パーティション名 パーティションサイズ

2番目のパー
ティション (一
部のシステムの
み)

x86ブートパー
ティション

Solaris 10 3/05リリースの場合: x86ブートパー
ティションが作成されます。サイズはシステムの
既存サイズです。

Solaris 10 1/06以降のリリースでは、次のように
なります。
� 初期インストールの場合は、このパー
ティションは作成されません。

� アップグレードするときに、使用しているシ
ステムに既存の x86ブートパーティションが
ない場合は、このパーティションは作成され
ません。

� アップグレードするときに、システムに x86
ブートパーティションがある場合:
� あるブートデバイスから別のブートデバ
イスにブートストラップするためにパー
ティションが必要な場合は、x86ブート
パーティションがシステムに保持されま
す。

� 追加のブートデバイスのブートにパー
ティションが不要な場合は、x86ブート
パーティションは削除されます。パー
ティションの内容は、ルートパー
ティションに移されます。

3番目のパー
ティション

Solaris OSパー
ティション

ブートディスク上に残っている容量

デフォルトのブートディスクパーティションレイ
アウトでサービスパーティションを保持
Solarisインストールプログラムは、デフォルトのブートディスクパーティションレイ
アウトを使って、診断・サービスパーティションに対応することができます。システ
ムに診断・サービスパーティションが含まれている場合、デフォルトブートディスク
パーティションレイアウトを使用して、このパーティションを保持できます。

注 –診断・サービスパーティションが含まれない x86システムに Solaris OSをインス
トールする場合、デフォルトでは、新しい診断・サービスパーティションは生成され
ません。システムに診断・サービスパーティションを作成する場合は、ハードウェア
のマニュアルを参照してください。
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第 4章

x86: Solarisインストールのための
GRUBベースのブート

この章では、Solarisインストールに関連する、x86システムでの GRUBベースのブー
トについて説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 57ページの「x86: GRUBベースのブート (概要)」
� 60ページの「x86: GRUBベースのブート (計画)」
� 65 ページの「x86: GRUB メニューの menu.lst ファイルの検出 (作業)」

x86: GRUBベースのブート (概要)
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、オープンソースのブートローダーである GRUB
が、Solaris OSのデフォルトのブートローダーとして採用されています。

注 – GRUBベースのブートは、SPARCシステムでは使用できません。

ブートローダーは、システムの電源を入れたあと最初に実行されるソフトウェアプロ
グラムです。x86システムの電源を入れると、BIOS (Basic Input/Output System)に
より、CPU、メモリー、およびプラットフォームハードウェアが初期化されます。初
期化フェーズが完了すると、BIOSが構成済みブートデバイスからブートローダーを
ロードし、システムの制御をブートローダーに移します。

GRUBは、簡単なメニューインタフェースを備えたオープンソースのブートローダー
で、メニューには構成ファイルに定義されたブートオプションが表示されます。ま
た、GRUBはコマンド行インタフェースも備えており、メニューインタフェースから
アクセスしてさまざまなブートコマンドを実行できます。Solaris OSでは、GRUB実
装はマルチブート仕様に準拠しています。マルチブート仕様について詳細
は、http://www.gnu.org/software/grub/grub.htmlを参照してください。
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Solarisカーネルはマルチブート仕様に完全に準拠しているため、GRUBを使用して
Solaris x86システムをブートできます。GRUBを使用すると、さまざまなオペレー
ティングシステムのブートおよびインストールがより簡単にできます。たとえば、1
つのシステムで次のオペレーティングシステムを別々にブートできます。

� Solaris OS

� Microsoft Windows

注 – GRUBはMicrosoft Windowsのパーティションを検出しますが、OSがブート
可能かどうかは確認しません。

GRUBの主な利点は、ファイルシステムおよびカーネル実行可能ファイルの形式に対
して直観的であるため、ディスク上のカーネルの物理的位置を記録せずにオペレー
ティングシステムをロードできることです。GRUBベースのブートでは、カーネルの
ファイル名、ドライブ、およびカーネルがあるパーティションを指定することでカー
ネルがロードされます。GRUBベースのブートは Solaris Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)を置き換え、GRUBメニューによってブート処理を簡
略化します。

x86: GRUBベースのブートの動作
GRUBがシステムの制御を取得すると、コンソールにメニューが表示されます。
GRUBメニューでは次の操作を実行できます。

� エントリを選択してシステムをブートします
� 組み込まれている GRUB編集メニューを使用してブートエントリを変更します
� コマンド行から手動で OSカーネルをロードします

デフォルトで登録されている OSブートでは、設定可能なタイムアウトを利用するこ
とができます。いずれかのキーを押すと、デフォルトの OSエントリのブートが中止
されます。

GRUBメニューの例については、61ページの「GRUBメインメニューについて」を
参照してください。

x86: GRUBデバイス命名規則
GRUBが使用するデバイス命名規則は、以前の Solaris OSバージョンの場合と若干異
なっています。GRUBデバイス命名規則を理解すると、使用しているシステムで
GRUBを構成するときに、ドライブとパーティションの情報を正しく指定できます。

次の表に、GRUBデバイス命名規則を示します。
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表 4–1 GRUBデバイスの命名規則

デバイス名 説明

(fd0), (fd1) 最初のフロッピーディスク、2番目のフ
ロッピーディスク

(nd) ネットワークデバイス

(hd0,0), (hd0,1) 最初の biosディスクの 1番目と 2番目の
fdiskパーティション

(hd0,0,a), (hd0,0,b) 最初の biosディスクの 1番目の fdiskパー
ティションの Solaris/BSDスライス 0および
1

注 – GRUBデバイス名はすべて括弧で囲む必要があります。パーティション番号は、1
からではなく 0 (ゼロ)から数えます。

fdiskパーティションの詳細については、『Solarisのシステム管理 (デバイスと
ファイルシステム)』の「fdiskパーティションの作成上のガイドライン」を参照して
ください。

x86: GRUBベースのインストールについての情報
の参照先
変更内容の詳細については、次の関連情報を参照してください。

表 4–2 GRUBベースのインストールについての情報の参照先

トピック GRUBメニューでの作業 参照先

インストール Solaris OS CDまたは DVDメ
ディアからインストールする
方法

『Solaris 10インストールガイド (基本編)』

ネットワークインストールイ
メージからインストールする
方法

『Solaris 10インストールガイド (ネット
ワークインストール)』のパート II「ローカ
ルエリアネットワーク経由のインストー
ル」

ネットワークインストールの
ために DHCPサーバーを構成
する方法

『Solaris 10インストールガイド (ネット
ワークインストール)』の「DHCPサービ
スによるシステム構成情報の事前設定 (作
業)」
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表 4–2 GRUBベースのインストールについての情報の参照先 (続き)
トピック GRUBメニューでの作業 参照先

カスタム JumpStartプログラ
ムでインストールする方法

147ページの「x86:カスタム JumpStartイ
ンストールの実行」

Solaris Live Upgradeを使用し
てブート環境のアクティブ化
またはフォールバックを行う
方法

� 『Solaris 10インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレー
ドの計画)』の「ブート環境のアク
ティブ化」

� 『Solaris 10インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレー
ドの計画)』の「障害回復:元のブート
環境へのフォールバック (コマンド行イ
ンタフェース)」

システム管理 GRUBおよび管理作業につい
ての詳細

『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 11
章「GRUBベースのブート (手順)」

x86: GRUBベースのブート (計画)
この節では、GRUBベースのブートの基本と、GRUBメニューについて説明します。

Solaris OSのインストール時に、デフォルトで 2つの GRUBメニューエントリがシス
テムにインストールされます。最初のエントリは Solaris OSエントリです。2番目の
エントリはフェイルセーフブートアーカイブで、システムの回復に使用されます。
Solaris GRUBメニューエントリは、Solarisソフトウェアのインストールおよび
アップグレード処理の一環として自動的にインストールおよびアップグレードされま
す。これらのエントリは OSによって直接管理されるため、手動で編集しないでくだ
さい。

Solaris OSの標準インストール中に、システム BIOSの設定を変更せずに GRUBが
Solaris fdiskパーティションにインストールされます。この OSが BIOSブート
ディスクにない場合は、次のいずれかの操作を行う必要があります。

� BIOSの設定を変更します。

� ブートマネージャーを使用して Solarisパーティションにブートストラップするよ
うにします。詳細については、使用しているブートマネージャーの使用方法を参照
してください。

ブートディスクに Solaris OSをインストールする方法をお勧めします。マシンに複数
のオペレーティングシステムがインストールされている場合は、エントリを
menu.lstファイルに追加できます。これらのエントリは、システムを次にブートし
たときに GRUBメニューに表示されます。
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複数のオペレーティングシステムの詳細については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBブート環境で複数のオペレーティングシステムをサポートする方法」
を参照してください。

x86:ネットワークからの GRUBベースのインス
トールの実行
GRUBベースのネットワークブートを実行するには、PXEクライアント用に構成され
た DHCPサーバーと、tftpサービスを提供するインストールサーバーが必要です。
DHCPサーバーには、DHCPクラスである PXEClientと GRUBClientに応答する
機能が必要です。DHCP応答には、次の情報が含まれている必要があります。

� ファイルサーバーの IPアドレス
� ブートファイルの名前 (pxegrub)

注 – rpc.bootparamdは、通常、ネットワークブートを実行する場合にサーバー側
で必要とされるファイルですが、GRUBベースのネットワークブートでは不要です。

PXEも DHCPサーバーも使用できない場合は、CD-ROMまたはローカルディスクか
ら GRUBをロードできます。次に GRUBでネットワークを手動で構成し、ファイル
サーバーからマルチブートプログラムとブートアーカイブをダウンロードできます。

詳細については、『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストー
ル)』の「PXEを使用したネットワーク経由のブートとインストールの概要」を参照し
てください。

GRUBメインメニューについて
x86システムをブートすると、GRUBメニューが表示されます。このメニューには、
選択可能なブートエントリの一覧が表示されます。「ブートエントリ」は、使用して
いるシステムにインストールされている OSインスタンスです。GRUBメニューは、
構成ファイルの menu.lstファイルに基づいています。menu.lstファイルは、
Solarisインストールプログラムによって作成され、インストール後に変更できます。
menu.lstファイルには、GRUBメニューに表示される OSインスタンスの一覧が記
述されています。

� Solaris OSをインストールまたはアップグレードすると、GRUBメニューが自動的
に更新されます。これにより、Solaris OSが新しいブートエントリとして表示され
ます。

� Solaris OS以外の OSをインストールする場合は、menu.lst構成ファイルに変更
を加えて新しい OSインスタンスを含める必要があります。新しい OSインスタン
スを追加すると、システムを次にブートしたときに、新しいブートエントリが
GRUBメニューに表示されます。
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例 4–1 GRUBメインメニュー

次の例では、GRUBメインメニューに SolarisオペレーティングシステムとMicrosoft
Windowsオペレーティングシステムが表示されています。また、Solaris Live
Upgradeブート環境も second_diskという名前で一覧に表示されています。各メ
ニューの項目については、続く説明を参照してください。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris |
|Solaris failsafe |
|second_disk |
|second_disk failsafe |
|Windows |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

Solaris Solaris OSを指定します。

Solaris failsafe Solaris OSが損傷した場合に、回復のために使用できるブートアー
カイブを指定します。

second_disk Solaris Live Upgradeブート環境を指定します。second_disk
ブート環境は、Solaris OSのコピーとして作成されました。
luactivateコマンドによってアップグレードおよびアーカイブ
されています。ブート環境は、ブート時に使用できます。

Windows Microsoft Windows OSを指定します。GRUBはこれらのパー
ティションを検出しますが、OSがブート可能かどうかは確認しま
せん。

GRUB menu.lstファイルについて
GRUB menu.lstファイルには、GRUBメインメニューの内容の一覧が記述されてい
ます。GRUBメインメニューには、Solaris Live Upgradeブート環境を含め、使用し
ているシステムにインストールされているすべての OSインスタンスのブートエント
リが一覧表示されます。Solarisのソフトウェアアップグレード処理では、このファイ
ルに対して行なった変更内容がすべて保持されます。

menu.lstファイルに対する修正は、Solaris Live Upgradeエントリと一緒に、すべ
て GRUBメインメニューに表示されます。ファイルに対する変更点はすべて、システ
ムを次にリブートしたときに有効になります。このファイルは、次の目的で変更でき
ます。

� Solaris以外のオペレーティングシステム用の GRUBメニューエントリを追加する
ため

� GRUBメニューでのデフォルトの OSの指定など、ブート動作をカスタマイズする
ため
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注意 – GRUB menu.lstファイルを使用して Solaris Live Upgradeエントリを変更し
ないでください。変更により、Solaris Live Upgradeの実行に失敗する可能性があり
ます。

menu.lstファイルを使用してカーネルデバッガによるブートなどのブート動作をカ
スタマイズできますが、カスタマイズする場合は eepromコマンドを使用する方法を
お勧めします。menu.lst ファイルを使用してカスタマイズすると、ソフトウェアの
アップグレード時に Solaris OSエントリが変更される可能性があります。これによ
り、ファイルに加えた変更内容が失われます。

eepromコマンドの使用法については『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「eepromコマンドを使用して Solarisブートパラメータを設定する方法」を参
照してください。

例 4–2 menu.lstファイル

次に menu.lstファイルの例を示します。

default 0
timeout 10
title Solaris
root (hd0,0,a)
kernel /platform/i86pc/multiboot -B console=ttya
module /platform/i86pc/boot_archive

title Solaris failsafe
root (hd0,0,a)
kernel /boot/multiboot -B console=ttya -s
module /boot/x86.miniroot.safe

#----- second_disk - ADDED BY LIVE UPGRADE - DO NOT EDIT -----
title second_disk
root (hd0,1,a)
kernel /platform/i86pc/multiboot
module /platform/i86pc/boot_archive

title second_disk failsafe
root (hd0,1,a)
kernel /boot/multiboot kernel/unix -s
module /boot/x86.miniroot-safe

#----- second_disk -------------- END LIVE UPGRADE ------------
title Windows
root (hd0,0)
chainloader -1

default
タイムアウトした場合にブートする項目を指定します。デフォルトの設定を変更す
る場合は、番号を変更して一覧の別の項目を指定できます。最初のタイトルを 0と
して数えます。たとえば、デフォルトを 2に変更すると、second_diskブート環
境が自動的にブートします。
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例 4–2 menu.lstファイル (続き)

timeout
デフォルトのエントリをブートするまで、ユーザーの入力を待つ時間を秒単位で指
定します。タイムアウトを指定しない場合は、エントリを選択する必要がありま
す。

title OS name
オペレーティングシステムの名前を指定します。

� これが Solaris Live Upgradeブート環境の場合、OS nameは新しいブート環境
の作成時にその環境に指定した名前です。前の例では、Solaris Live Upgrade
ブート環境の名前は second_diskです。

� これがフェイルセーフブートアーカイブの場合、このブートアーカイブは主 OS
が損傷したときの回復処理に使用されます。前の例では、Solarisフェイルセー
フと second_diskフェイルセーフが Solarisおよび second_diskオペレー
ティングシステムの回復用ブートアーカイブです。

root (hd0,0,a)
ファイルのロード先となるディスク、パーティション、およびスライスを指定しま
す。GRUBは、ファイルシステムの種類を自動的に検出します。

kernel /platform/i86pc/multiboot
マルチブートプログラムを指定します。kernelコマンドのあとに、必ずマルチ
ブートプログラムを指定する必要があります。マルチブートのあとの文字列は、解
釈されずに Solaris OSに渡されます

複数のオペレーティングシステムの詳細については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBブート環境で複数のオペレーティングシステムをサポートする方法」
を参照してください。

GRUBメニューを変更するための menu.lstファイルの検出

GRUBメニューの menu.lstファイルを検出するには、常に bootadmコマンドを使
用する必要があります。アクティブな GRUBメニューを見つけるには、list-menu
サブコマンドを使用します。menu.lstファイルには、システムにインストールされ
ているすべてのオペレーティングシステムが一覧表示されています。このファイルの
内容は、GRUBメニューに表示されるオペレーティングシステムの一覧を記述したも
のです。このファイルに変更を加える場合は、65ページの「x86: GRUBメニューの
menu.lst ファイルの検出 (作業)」を参照してください。
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x86: GRUBメニューの menu.lst
ファイルの検出 (作業)
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューを更新することができます。た
とえば、デフォルトの OSがブートするまでのデフォルトの時間を変更できます。ま
た、別の OSを GRUBメニューに追加することができます。

通常、アクティブな GRUBメニューの menu.lstファイルは
/boot/grub/menu.lstに置かれています。場合によっては、GRUB menu.lst
ファイルが別の場所に置かれていることもあります。たとえば、Solaris Live Upgrade
を使用するシステムの場合は、GRUB menu.lstファイルが現在稼働中のブート環境
ではないブート環境に存在することもあります。また、x86ブートパーティションが
あるシステムをアップグレードした場合、menu.lstファイルは /stubbootディレ
クトリに置かれている場合があります。システムのブートには、アクティブな GRUB
menu.lst ファイルのみが使用されます。システムのブート時に表示される GRUB
メニューを変更するには、アクティブな GRUB menu.lstファイルに変更を加える必
要があります。それ以外の GRUB menu.lstファイルに変更を加えても、システムの
ブート時に表示されるメニューに影響はありません。アクティブな GRUB menu.lst
ファイルの場所を特定するには、bootadmコマンドを使用します。list-menuサブ
コマンドを実行すると、アクティブな GRUBメニューの場所が表示されます。次の手
順で、GRUBメニューの menu.lstファイルの場所を特定します。

bootadmコマンドの詳細については、bootadm(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

� GRUBメニューの menu.lstファイルの検出
次の手順では、システムに次の 2つのオペレーティングシステムが含まれています。
Solaris、および Solaris Live Upgradeブート環境である second_diskです。Solaris
OSはブート済みで、GRUBメニューが含まれています。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solaris
のシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照
してください。

2. menu.lstファイルを検出するには、次のように入力します。

# /sbin/bootadm list-menu

ファイルの場所と内容が表示されます。

The location for the active GRUB menu is: /boot/grub/menu.lst
default 0
timeout 10

手順
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0 Solaris
1 Solaris failsafe
2 second_disk
3 second_disk failsafe

� アクティブな menu.lstファイルが別のブート環
境にある場合の GRUBメニューの menu.lst
ファイルの検出
次の手順では、システムに次の 2つのオペレーティングシステムが含まれています。
Solaris、および Solaris Live Upgradeブート環境である second_diskです。この
例では、現在稼働中のブート環境には menu.lstファイルは存在しません。
second_diskブート環境がブートされています。Solarisブート環境には GRUB
メニューが含まれています。Solarisブート環境はマウントされていません。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solaris
のシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照
してください。

2. menu.lstファイルを検出するには、次のように入力します。

# /sbin/bootadm list-menu

ファイルの場所と内容が表示されます。

The location for the active GRUB menu is: /dev/dsk/device_name(not mounted)
The filesystem type of the menu device is <ufs>
default 0
timeout 10
0 Solaris
1 Solaris failsafe
2 second_disk
3 second_disk failsafe

3. menu.lstファイルを含むファイルシステムがマウントされていないため、
ファイルシステムをマウントします。UFSファイルシステムとデバイス名を指定
します。

# /usr/sbin/mount -F ufs /dev/dsk/device_name /mnt

device_nameは、マウントするブート環境のディスクデバイスにあるルート (/)
ファイルシステムの場所を指定します。デバイス名は、/dev/dsk/cwtxdyszの
形式で入力します。次に例を示します。

# /usr/sbin/mount -F ufs /dev/dsk/c0t1d0s0 /mnt

GRUBメニューには /mnt/boot/grub/menu.lstでアクセスできます。

手順
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4. ファイルシステムをマウント解除します。

# /usr/sbin/umount /mnt

注 –ブート環境またはブート環境のファイルシステムをマウントする場合は、使用
後に必ずファイルシステムをマウント解除してください。これらのファイルシステ
ムをマウント解除しないと、その後 Solaris Live Upgradeを同じブート環境で実行
したときに失敗する可能性があります。

� Solais Live Upgradeブート環境がマウントされて
いる場合の GRUBメニューの menu.lstファイル
の検出
次の手順では、システムに次の 2つのオペレーティングシステムが含まれています。
Solaris、および Solaris Live Upgradeブート環境である second_diskです。
second_diskブート環境がブートされています。Solarisブート環境には GRUB
メニューが含まれています。Solarisブート環境は /.alt.Solarisにマウントさ
れています。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solaris
のシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照
してください。

2. menu.lstファイルを検出するには、次のように入力します。

# /sbin/bootadm list-menu

ファイルの場所と内容が表示されます。

The location for the active GRUB menu is:
/.alt.Solaris/boot/grub/menu.lst
default 0
timeout 10
0 Solaris
1 Solaris failsafe
2 second_disk
3 second_disk failsafe

GRUBメニューを含むブート環境がすでにマウントされているため、
/.alt.Solaris/boot/grub/menu.lstで menu.lstファイルにアクセスでき
ます。

手順
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� 使用しているシステムに x86ブートパー
ティションがある場合の GRUBメニューの
menu.lstファイルの検出
次の手順では、システムに次の 2つのオペレーティングシステムが含まれています。
Solaris、および Solaris Live Upgradeブート環境である second_diskです。
second_diskブート環境がブートされています。システムはアップグレードされて
おり、x86ブートパーティションが残されています。ブートパーティションは
/stubbootにマウントされ、GRUBメニューが含まれています。x86ブートパー
ティションについては、54ページの「x86:パーティション分割の推奨事項」を参照し
てください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solaris
のシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照
してください。

2. menu.lstファイルを検出するには、次のように入力します。

# /sbin/bootadm list-menu

ファイルの場所と内容が表示されます。

The location for the active GRUB menu is:
/stubboot/boot/grub/menu.lst
default 0
timeout 10
0 Solaris
1 Solaris failsafe
2 second_disk
3 second_disk failsafe

menu.lstファイルには、/stubboot/boot/grub/menu.lstでアクセスでき
ます。

手順
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パート II カスタム JumpStartの使用

このパートでは、カスタム JumpStartインストールのための準備や実行手順について
説明します。
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第 5章

カスタム JumpStart (概要)

この章では、カスタム JumpStartのインストール処理について紹介し、全体の概要を
示します。

� 71ページの「カスタム JumpStartとは」
� 73ページの「JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアをインストールする際
の流れ」

カスタム JumpStartとは
カスタム JumpStartでは、あらかじめ作成したプロファイルを使って、複数のシステ
ムのインストールやアップグレードを自動的にかつ同時に行うことができます。プロ
ファイルには、どのようにソフトウェアをインストールするかを定義します。さら
に、インストール前とインストール後に実行する作業を、シェルスクリプトを使用し
て指定することができます。システムのインストールまたはアップグレードにどのプ
ロファイルとスクリプトを使用するかを選択できます。カスタム JumpStartでは、選
択したプロファイルとスクリプトに基づいて、システムのインストールまたはアップ
グレードが行われます。また、sysidcfgファイルを使用して構成情報を指定するこ
とにより、カスタム JumpStartインストールを完全に自動化することも可能です。

カスタム JumpStartの使用例
次に、1例を挙げてカスタム JumpStartの処理を説明します。この事例では、次の条
件に従ってシステムを設定するものとします。

� 100台の新しいシステムに Solarisをインストールします。

� うち 70台は SPARCシステムで、エンジニアリング部が所有し、これらは「開発
者」Solaris OSソフトウェアグループでスタンドアロンシステムとしてインストー
ルします。

71



� 残りの 30台は x86システムで、マーケティング部が所有し、これらは「エンド
ユーザー」Solaris OSソフトウェアグループでスタンドアロンシステムとしてイン
ストールします。

まず、システム管理者はシステムグループごとに rulesファイルとプロファイルを
作成する必要があります。rulesファイルは、Solarisソフトウェアをインストールす
るシステムグループごと (または 1つのシステム)のルールが入ったテキストファイル
です。各ルールは 1つ以上のシステム属性にもとづいてシステムグループを識別し、
各グループをプロファイルにリンクします。

プロファイルは、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアがどのようにインス
トールされるかを定義するテキストファイルです。rulesファイルとプロファイル
は、JumpStartディレクトリに置かれている必要があります。

この例の場合、システム管理者は 2つの異なるルールで rulesファイルを作成しま
す。1つはエンジニアリング部用のルールで、もう 1つはマーケティング部用のルー
ルです。ルールごとに、エンジニアリング部とマーケティング部を区別するために、
システムのネットワーク番号が使用されます。

各ルールには、適切なプロファイルへのリンクも含まれています。たとえば、エンジ
ニアリング部用のルールでは、エンジニアリング部用に作成した eng_profileとい
うプロファイルへのリンクを追加します。マーケティング部用のルールでは、マーケ
ティング部用に作成した market_profile というプロファイルへのリンクを追加し
ます。

rulesファイルとプロファイルは、フロッピーディスクまたはサーバー上に保存でき
ます。

� プロファイルフロッピーディスクは、カスタム JumpStartインストールを、ネット
ワークに接続されていないスタンドアロンシステムで実行するときに必要です。

� プロファイルサーバーは、カスタム JumpStartインストールを、サーバーにアクセ
スできるネットワークに接続されたシステムで実行するときに使用します。

rulesファイルとプロファイルを作成した後、checkスクリプトを使用して、これ
らのファイルの妥当性を検査する必要があります。checkスクリプトが正常に動作す
る場合、rules.okファイルが作成されます。rules.okは rulesファイルの生成
バージョンであり、JumpStartプログラムによって Solarisソフトウェアのインストー
ルに使用されます。
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JumpStartプログラムが Solarisソフト
ウェアをインストールする際の流れ
rulesファイルとプロファイルの検証が終わったら、カスタム JumpStartインストー
ルを開始します。JumpStartプログラムは、rules.okファイルを読み取ります。続
いて、Solarisソフトウェアがインストールされるシステムに一致するシステム属性を
持つ最初のルールを検索します。一致するルールが見つかると、JumpStartプログラ
ムはそのルール内に指定されているプロファイルを使用してシステムに Solarisソフト
ウェアをインストールします。

図 5–1に、ネットワークに接続されていないスタンドアロンシステムでのカスタム
JumpStartインストールの流れを示します。この例では、システム管理者は Peteのシ
ステムでカスタム JumpStartインストールを開始しています。JumpStartプログラム
は、システムのフロッピーディスクドライブに挿入されているフロッピーディスク上
の rulesファイルにアクセスし、ルール 2をシステムに対応付けます。ルール 2に
は、JumpStartプログラムが Peteのプロファイルを使用して Solarisソフトウェアを
インストールするように指定されています。JumpStartプログラムは、Peteのプロ
ファイルを読み取り、このプロファイル内に指定されている指示にもとづいて Solaris
ソフトウェアをインストールします。
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図 5–1カスタム JumpStartインストールの流れ:ネットワークに接続されていない場合の例

図 5–2に、ネットワーク上の複数のシステムでのカスタム JumpStartインストールの
流れを示します。事前に個別のプロファイルが設定され、1台のサーバーにまとめて
保存されています。システム管理者は、エンジニアリング部のシステムの中の 1台で
カスタム JumpStartインストールを開始します。JumpStartプログラムは、サーバー
上の JumpStart/ディレクトリに存在する rulesファイルにアクセスします。
JumpStartプログラムは、エンジニアリング部のシステムをルール 1に対応付けま
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す。ルール 1には、JumpStartプログラムがエンジニアリング部のプロファイルを使
用してSolarisソフトウェアをインストールするように指定されています。JumpStart
はエンジニアリング部のプロファイルを読み取り、このプロファイル内に指定されて
いる指示にもとづいて Solarisソフトウェアをインストールします。

図 5–2カスタム JumpStartインストールの流れ:ネットワークに接続されている場合の例

図 5–3に、JumpStartプログラムがカスタム JumpStartファイルを検索する順序を示
します。
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図 5–3カスタム JumpStartインストール実行時の流れ
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第 6章

カスタム JumpStartインストールの準
備 (作業)

この章では、カスタム JumpStartインストールを使用して、各サイトのシステムに
Solarisソフトウェアをインストールするために必要な準備の手順について説明しま
す。

� 78ページの「作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備」
� 79ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作成」
� 85ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの作
成」

� 93ページの「rulesファイルの作成」
� 96ページの「プロファイルの作成」
� 110ページの「プロファイルのテスト」
� 115ページの「rulesファイルの妥当性を検査する」
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作業マップ:カスタム JumpStartインス
トールの準備

表 6–1作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備

作業 説明 参照先

旧バージョンの Solarisソフト
ウェアがシステム上にインストール
されている場合は、システムを
アップグレードする方法を決定しま
す。

システムに以前の Solarisリリース
がインストールされている場合は、
システムをどのようにアップグレー
ドするかを決める必要があります。
システムアップグレードの前と後に
実施すべき作業を明確にしておいて
ください。計画を立てることに
よって、プロファイル、開始スクリ
プト、終了スクリプトなどの作成が
容易になります。

43ページの「アップグレード」

JumpStartディレクトリを作成しま
す。

サーバーの場合

ネットワーク接続されたシステムに
対してカスタム JumpStartインス
トールを実行する場合は、プロ
ファイルサーバーを作成する必要が
あります。プロファイルサーバーに
は、カスタム JumpStartファイル用
の JumpStartディレクトリが入って
います。

79ページの「ネットワーク上のシス
テム用のプロファイルサーバーの作
成」

フロッピーディスクの場合

ネットワークに接続されていないシ
ステムに対してカスタム JumpStart
インストールを実行する場合は、プ
ロファイルフロッピーディスクを作
成する必要があります。プロファイ
ルフロッピーディスクには、カスタ
ム JumpStartファイルが入っていま
す。

85ページの「スタンドアロンシステ
ム用のプロファイルフロッピー
ディスクの作成」

ルールを rulesファイルに追加し
ます。

各システムグループまたは単一のシ
ステムをどのようにインストールす
るか決定したあとで、インストール
する各グループに対してルールを作
成します。各ルールは、1つ以上の
システム属性に基づいてグループを
識別し、それぞれのグループを 1つ
のプロファイルにリンクします。

93ページの「rulesファイルの作
成」
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表 6–1作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備 (続き)
作業 説明 参照先

ルールごとにプロファイルを作成し
ます。

プロファイルは、どのように Solaris
ソフトウェアをシステムにインス
トールするか (たとえば、どのソフ
トウェアグループをインストールす
るか)を定義するテキストファイル
です。すべてのルールはプロファイ
ルを指定して、ルールが一致したと
きにシステムがどのようにインス
トールされるかを定義します。通常
は、ルールごとに異なるプロファイ
ルを作成します。しかし、複数の
ルールで同じプロファイルを使用す
ることも可能です。

96ページの「プロファイルの作成」

(省略可能)プロファイルをテストし
ます。

プロファイルの作成後、
pfinstall(1M)コマンドを使用す
れば、プロファイルを使用してシス
テムをインストールまたはアップグ
レードする前に、プロファイルをテ
ストできます。

110ページの「プロファイルのテス
ト」

rulesファイルの妥当性を検査しま
す。

rules.okファイルは、rules
ファイルから生成されたファイル
で、JumpStartプログラムはこれを
使用して、インストールするシステ
ムとプロファイルとを一致させま
す。rulesファイルの妥当性を検査
するには、checkスクリプトを使用
する必要があります。

115ページの「rulesファイルの妥
当性を検査する」

ネットワーク上のシステム用のプロ
ファイルサーバーの作成
ネットワーク上のシステム用にカスタム JumpStartインストールを設定する際には、
サーバー上に JumpStartディレクトリと呼ばれるディレクトリを作成する必要があり
ます。JumpStartディレクトリには、重要なカスタム JumpStartファイル (rules
ファイル、rules.okファイル、プロファイルなど)がすべて置かれます。JumpStart
ディレクトリは、プロファイルサーバーのルート (/)ディレクトリに作成する必要が
あります。

JumpStartディレクトリがあるサーバーを「プロファイルサーバー」と呼びます。プ
ロファイルサーバーは、インストールサーバーまたはブートサーバーと同じにするこ
とも、あるいはまったく異なるサーバーとすることもできます。プロファイルサー

第 6章 •カスタム JumpStartインストールの準備 (作業) 79



バーは、異なったプラットフォームのシステムにカスタム JumpStartファイルを提供
できます。たとえば、x86サーバーは、SPARCベースのシステムと x86ベースのシス
テムの両方に、カスタム JumpStartファイルを提供できます。

注 –プロファイルサーバーの作成後、システムがそのサーバーにアクセスできるよう
に設定する必要があります。詳しい手順については、83ページの「すべてのシステ
ムがプロファイルサーバーにアクセスできるようにする方法」を参照してください。

� JumpStartディレクトリをサーバー上に作成する方
法

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。ディスク管理にボリュームマネージャーを使用しない場合は、『Solarisのシス
テム管理 (デバイスとファイルシステム)』で、ボリュームマネージャーを使用しない
でリムーバブルメディアを管理する方法を確認してください。

1. JumpStartディレクトリを作成するサーバーに、スーパーユーザーとしてログイン
します。

2. サーバーに JumpStartディレクトリを作成します。

# mkdir -m 755 jumpstart_dir_path

jumpstart_dir_pathは、JumpStartディレクトリの絶対パスです。

たとえば、次のコマンドは、ルート (/)ディレクトリに jumpstartというディレ
クトリを作成し、アクセス権を 755に設定します。

# mkdir -m 755 /jumpstart

3. 次のエントリを追加して、/etc/dfs/dfstabファイルを編集します。

share -F nfs -o ro,anon=0 jumpstart_dir_path

たとえば、次のエントリは /jumpstartディレクトリを共有します。

share -F nfs -o ro,anon=0 /jumpstart

4. shareallと入力し、Enterキーを押します。

5. サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーする
かどうかを決定します。

� コピーしない場合は、手順 8に進みます。
� コピーする場合は、次の表を利用して次に行う作業を決定します。

手順
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サンプルのコピー元 参照先

プラットフォームに対応した
Solaris Operating System
DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CD

サーバーの CD-ROMドライブに、Solaris Operating
System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDを挿入しま
す。

ボリュームマネージャーが自動的に CDをマウントしま
す。

ローカルディスク上にある、
プラットフォームに対応した
Solaris Operating System
DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1のイメージ

Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE -
1イメージが置かれたディレクトリに移動します。コマン
ド例を示します。

cd /export/install

6. サンプルのカスタム JumpStartファイルをプロファイルサーバー上の JumpStart
ディレクトリへコピーします。

# cp -r media_path/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart_dir_path

media_path CD、DVD、またはローカルディスク上のイメージのパス

jumpstart_dir_path カスタム JumpStartファイルの例を配置する、プロファイル
サーバー上のパス

たとえば、次のコマンドは、jumpstart_sampleディレクトリをプロファイル
サーバー上の /jumpstartディレクトリにコピーします。

� SPARCシステムの場合:

cp -r /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* /jumpstart

� x86システムの場合:

� Solaris 10 1/06以降のリリース:

cp -r /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* /jumpstart

� Solaris 10 3/05リリース:

cp -r /cdrom/cdrom0/s2/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* /jumpstart

7. サンプル JumpStartファイルを更新し、それらのファイルがサイトの環境内で動
作するようにします。

8. rootが JumpStartディレクトリを所有していて、そのアクセス権が 755に設定さ
れていることを確認します。

9. ネットワーク上のシステムがプロファイルサーバーにアクセスできるように設定し
ます。

詳しい手順については、83ページの「すべてのシステムがプロファイルサーバー
にアクセスできるようにする方法」を参照してください。
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すべてのシステムがプロファイルサーバーにアク
セスできるようにする
プロファイルサーバーを作成する際に、システムがカスタム JumpStartインストール
中にプロファイルサーバーにアクセスできるようにする必要があります。このために
は、次の方法があります。

コマンドまたはファイル アクセスの提供 参照先

add_install_client
コマンド

ネットワークインストールでシステムを追加
するたびに、add_install_clientコマン
ドに -cオプションを使用してプロファイル
サーバーを指定します。

注 – NFSを使用していない場合は、別の方法
を使用してアクセスを提供する必要がありま
す。
� SPARCシステムでは bootコマンドを使
用します

� x86システムの場合:
� Solaris 10 1/06以降のリリースでは

GRUBメニューを編集します。
� Solaris 10 3/05リリースでは bootコ
マンドを使用します。

『Solaris 10インストールガイド
(ネットワークインストール)』の「CD
イメージを使用してネットワークから
インストールするシステムの追加」

� SPARC: bootコマ
ンド

� x86: bootコマンド

次のリリースの場合:
� SPARC
� x86版 Solaris 10 3/05リリース

システムのブート時にプロファイルサーバー
上の JumpStartディレクトリの場所を指定し
ます。カスタム JumpStart構成ファイルは、
圧縮して 1つのファイルにする必要がありま
す。続いて、NFSサーバー、HTTPサー
バー、またはシステムがローカルにアクセス
できるメディアに、圧縮されたその構成
ファイルを保存します。

システムをブートしてカスタム JumpStartイ
ンストールを開始する場合は、この圧縮
ファイルの場所を指定してください。

� 125ページの「圧縮された構成
ファイルの作成」

� 143ページの「SPARC:カスタム
JumpStartプログラムを使用してイ
ンストールまたはアップグレード
する方法」の手順 5
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コマンドまたはファイル アクセスの提供 参照先

x86: GRUBメニュー Solaris 10 1/06以降のリリースでは、システム
をブートするときに GRUBメニューのブート
エントリを編集して、プロファイルサーバー
の JumpStartディレクトリの場所を指定しま
す。カスタム JumpStart構成ファイルは、圧
縮して 1つのファイルにする必要がありま
す。続いて、NFSサーバー、HTTPサー
バー、またはシステムがローカルにアクセス
できるメディアに、圧縮されたその構成
ファイルを保存します。

GRUBメニューのエントリを編集する場合
は、圧縮ファイルの場所を指定します。

� 125ページの「圧縮された構成
ファイルの作成」

� 150ページの「x86: GRUB bootコ
マンドの編集によるカスタム
JumpStartインストールの実行」

/etc/bootparams
ファイル

/etc/bootparamsファイルにワイルドカー
ドを追加します。

83ページの「すべてのシステムがプロ
ファイルサーバーにアクセスできるよ
うにする方法」

� すべてのシステムがプロファイルサーバーにアクセスでき
るようにする方法
次に示す手順は、ネットワークインストールの情報を次の場所に格納している場合に
のみ実行してください。

� /etc/bootparamsファイル内。

� ネームサービス bootparamsデータベース内。bootparamsデータベースを更新
するには、手順 3に示されているエントリを追加してください。

次に示す手順は、同じタイプのシステム (たとえばすべて SPARCシステム)で実行す
る必要があります。

次のような場合には、この手順を実行しないでください。

� フロッピーディスクに JumpStartディレクトリを保存する場合

� システムをブートするときにプロファイルサーバーの場所を指定する場合。異なる
アーキテクチャーのシステムがある場合、システムをブートするときにプロファイ
ルサーバーの場所を指定する必要があります

上記のような場合には bootコマンドを使用するか、x86システムの Solaris 10 1/06
リリースでは GRUBメニューを使用してください。
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注 – DHCPサーバーにネットワークインストールの情報を格納することもできます。

� SPARCシステムの場合は、add_install_clientコマンドに -dオプションを
指定して、カスタム JumpStartプログラムが DHCPサーバーを使用するように指
定します。または bootコマンドに dhcpオプションを指定して、カスタム
JumpStartプログラムが DHCPサーバーを使用するように指定します。このオプ
ションを使用する手順については、144ページの「SPARC: bootコマンドのコマ
ンドリファレンス」を参照してください。

� x86システムの場合は、add_install_clientコマンドに -dオプションを指定
して、カスタム JumpStartプログラムが DHCPサーバーおよび PXEを使用するよ
うに指定します。

Solaris 10 1/06以降のリリースの場合、GRUBメニューの GRUBエントリを編集
して dhcpオプションを追加できます。GRUBエントリを編集する手順について
は、150ページの「x86: GRUB bootコマンドの編集によるカスタム JumpStartイ
ンストールの実行」を参照してください

1. インストールサーバーまたはブートサーバーにスーパーユーザーとしてログインし
ます。

2. テキストエディタを使用して /etc/bootparamsを開きます。

3. このエントリを追加します。

* install_config=server:jumpstart_dir_path

* すべてのシステムにアクセスできるように指定するワイルド
カード文字

server JumpStartディレクトリがあるプロファイルサーバーのホス
ト名

jumpstart_dir_path JumpStartディレクトリの絶対パス

たとえば、次のエントリはすべてのシステムが、sherlockというプロファイル
サーバーにある /jumpstartディレクトリにアクセスできるようにします。

* install_config=sherlock:/jumpstart

注意 –この手順を使用した場合、インストールクライアントを起動したときに次の
エラーメッセージが表示されることがあります。

WARNING:getfile:RPC failed:error 5:(RPC Timed out).

このエラーメッセージの詳細については、249ページの「ネットワークからのブー
ト時のエラーメッセージ」を参照してください。

手順
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これで、すべてのシステムはプロファイルサーバーにアクセスできるようになりま
した。

スタンドアロンシステム用のプロファイ
ルフロッピーディスクの作成
JumpStartディレクトリが収められているフロッピーディスクを「プロファイルフ
ロッピーディスク」と呼びます。ネットワークに接続されていないシステムには、プ
ロファイルサーバーへのアクセス権はありません。このため、システムがネットワー
クに接続されていない場合はフロッピーディスク上に JumpStartディレクトリを作成
する必要があります。プロファイルフロッピーディスクを作成するシステムには、フ
ロッピーディスクドライブが必要です。

JumpStartディレクトリには、必要なカスタム JumpStartファイルがすべて収められ
ています。カスタム JumpStartファイルには、たとえば、rulesファイル、
rules.okファイル、プロファイルなどがあります。JumpStartディレクトリは、プ
ロファイルフロッピーディスクのルート (/)ディレクトリに作成する必要がありま
す。

次のいずれかの手順を参照してください。

� 85ページの「SPARC:プロファイルフロッピーディスクを作成する方法」
� 87ページの「x86: GRUBを使用してプロファイルフロッピーディスクを作成する
方法」

� 89ページの「x86: Solaris 10 3/05リリースの場合:プロファイルフロッピー
ディスクを作成する方法」

� SPARC:プロファイルフロッピーディスクを作成す
る方法

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。フロッピーディスク、CD、DVDの管理にボリュームマネージャーを使用しな
い場合は、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』で、ボリューム
マネージャーを使用しないでリムーバブルメディアを管理する方法を確認してくださ
い。
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1. フロッピーディスクドライブを持つ SPARCシステムに、スーパーユーザーとして
ログインします。

2. 空のフロッピーディスクまたは上書き可能なディスクをフロッピーディスクドライ
ブに挿入します。

3. フロッピーディスクをマウントします。

# volcheck

4. フロッピーディスクに UNIXファイルシステム (UFS)が含まれているかどうかを
確認します。

システム上の /etc/mnttabファイルに、次のようなエントリがあるかどうかを
調べます。

/vol/dev/diskette0/scrap /floppy/scrap ufs suid,rw,largefiles,dev=1740008 927147040

� エントリが存在する場合は、手順 6へ進みます。
� エントリが存在しない場合は、次の手順へ進みます。

5. フロッピーディスク上に UFSを作成します。

# newfs /vol/dev/aliases/floppy0

6. サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーする
かどうかを決定します。

� コピーしない場合は、手順 9に進みます。
� コピーする場合は、次の表を利用して次に行う作業を決定します。

サンプルのコピー元 参照先

Solaris Operating System
DVD (SPARC版)または
Solaris SOFTWARE - 1 CD
(SPARC版)

サーバーの CD-ROMドライブに Solaris Operating System
DVD (SPARC版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD
(SPARC版)を挿入します。

ボリュームマネージャーが自動的に CDをマウントしま
す。

ローカルディスク上の Solaris
Operating System DVD
(SPARC版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (SPARC
版)イメージ

Solaris Operating System DVD (SPARC版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)イメージが置かれたディレ
クトリに移動します。コマンド例を示します。

cd /export/install

7. サンプルのカスタム JumpStartファイルをプロファイルフロッピーディスクの
JumpStartディレクトリへコピーします。

# cp -r media_path/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart_dir_path

media_path CD、DVD、またはローカルディスク上のイメージのパス

手順
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jumpstart_dir_path カスタム JumpStartのサンプルファイルを置くプロファイル
フロッピーディスクのパス

注 –すべてのカスタム JumpStartインストールファイルは、フロッピーディスクの
ルート (/)ディレクトリに置かれている必要があります。

たとえば、次のコマンドは、Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)の
jumpstart_sampleの内容を、プロファイルフロッピーディスク scrapのルー
ト (/)ディレクトリにコピーします。

cp -r /cdrom/sol_10_sparc/s0/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* /floppy/scrap

8. プロファイルフロッピーディスク上の JumpStartファイルの例を更新して、サイ
トの環境内で動作するようにします。

9. rootが JumpStartディレクトリを所有していて、そのアクセス権が 755に設定さ
れていることを確認します。

10.フロッピーディスクを取り出します。

# eject floppy

これで、プロファイルフロッピーディスクの作成が完了しました。rulesファイ
ルを更新して、プロファイルフロッピーディスクにプロファイルを作成して、カス
タム JumpStartインストールを実行できます。続行するには、93ページ
の「rulesファイルの作成」へ進みます。

� x86: GRUBを使用してプロファイルフロッピー
ディスクを作成する方法
Solaris 10 1/06以降のリリースの場合は、次の手順を実行します。システムをブート
するのに Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)ソフトウェア
は使用されなくなりました。GRUBメニューを使用すればインストール手順の実行中
にブート処理を実行できます。

Solaris 10 3/05リリースを使用している場合は、89ページの「x86: Solaris 10 3/05
リリースの場合:プロファイルフロッピーディスクを作成する方法」を参照してくださ
い。
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注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。フロッピーディスク、CD、DVDの管理にボリュームマネージャーを使用しな
い場合は、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』で、ボリューム
マネージャーを使用しないでリムーバブルメディアを管理する方法を確認してくださ
い。

1. フロッピーディスクドライブを持つ x86システムに、スーパーユーザーとしてログ
インします。

2. 空のフロッピーディスクまたは上書き可能なディスクをフロッピーディスクドライ
ブに挿入します。

3. フロッピーディスクをマウントします。

# volcheck

4. サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーする
かどうかを決定します。

� コピーしない場合は、手順 7に進みます。
� コピーする場合は、次の表を利用して次に行う作業を決定します。

サンプルのコピー元 参照先

Solaris Operating System
DVD (x86版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (x86版)

サーバーの CD-ROMドライブに、Solaris Operating
System DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD
(x86版)を挿入します。

ボリュームマネージャーが自動的に CDをマウントしま
す。

ローカルディスク上の Solaris
Operating System DVD (x86
版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (x86版)
イメージ

Solaris Operating System DVD (x86版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (x86版)イメージが置かれたディレクト
リに移動します。入力例を示します。

cd /export/install

5. サンプルのカスタム JumpStartファイルをプロファイルフロッピーディスクの
JumpStartディレクトリへコピーします。

# cp -r media_path/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart_dir_path

media_path CD、DVD、またはローカルディスク上のイメージのパス

jumpstart_dir_path カスタム JumpStartのサンプルファイルを置くプロファイル
フロッピーディスクのパス

手順
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注 –プロファイルフロッピーディスクを使用するときは、すべてのカスタム
JumpStartインストールファイルは、フロッピーディスクのルート (/)ディレクト
リに置かれている必要があります。

たとえば、次のコマンドは、Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)の
jumpstart_sampleの内容を、プロファイルフロッピーディスク scrapのルー
ト (/)ディレクトリにコピーします。

cp -r /cdrom/sol_10_x86/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* /floppy/scrap

6. プロファイルフロッピーディスク上の JumpStartファイルの例を更新して、サイ
トの環境内で動作するようにします。

7. rootが JumpStartディレクトリを所有していて、そのアクセス権が 755に設定さ
れていることを確認します。

8. 「ファイル・マネージャ (File Manager)」ウィンドウの「取り出し (Eject Disk)」
をクリックするか、コマンド行に eject floppy と入力して、フロッピーディス
クを取り出します。

9. 「リムーバブルメディア・マネージャ (Removable Media Manager)」画面で「了
解 (OK)」をクリックします。

10.フロッピーディスクを手動で取り出します。

これで、プロファイルフロッピーディスクの作成が完了しました。rulesファイルを
更新して、プロファイルフロッピーディスクにプロファイルを作成して、カスタム
JumpStartインストールを実行できます。続行するには、93ページの「rules
ファイルの作成」へ進みます。

� x86: Solaris 10 3/05リリースの場合:プロファイル
フロッピーディスクを作成する方法
Solaris 10 3/05リリースを使用している場合は、この手順を実行します。

Solaris 10 1/06以降のリリースでは、システムをブートするのに Solaris Device
Configuration Assistant (デバイス構成用補助)ソフトウェアは使用されなくなりまし
た。GRUBメニューを使用すればインストール手順の実行中にブート処理を実行でき
ます。手順については、87ページの「x86: GRUBを使用してプロファイルフロッピー
ディスクを作成する方法」を参照してください。

参照
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注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。フロッピーディスク、CD、DVDの管理にボリュームマネージャーを使用しな
い場合は、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』で、ボリューム
マネージャーを使用しないでリムーバブルメディアを管理する方法を確認してくださ
い。

1. フロッピーディスクドライブを持つ x86システムに、スーパーユーザーとしてログ
インします。

2. Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フロッピー
ディスクをフロッピーディスクドライブ (通常はドライブ A)に挿入します。この
フロッピーディスクは、プロファイルフロッピーディスクとして使用します。

x86のみ –『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストール)』の「x86
版 Solaris 10 3/05:ブートソフトウェアのフロッピーディスクへのコピー」の手順
に従って、Solaris Operating System DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 2
CD (x86版)からフロッピーディスクへ Device Configuration Assistant (デバイス
構成用補助)ソフトウェアをコピーできます。

3. フロッピーディスクをマウントします。

# volcheck

4. Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)のイメージ
をシステムのハードディスクへコピーします。

# dd if=/vol/dev/aliases/floppy0 of=boot_image

コマンドの boot_imageの部分には、Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant
(デバイス構成用補助)のイメージのコピー先ファイル名を入力します。絶対パス名
を指定できます。

たとえば次のコマンドは、ブートフロッピーディスクを boot_saveファイルにコ
ピーします。

dd if=/vol/dev/aliases/floppy0 of=boot_save

5. 「ファイル・マネージャ (File Manager)」ウィンドウの「取り出し (Eject Disk)」
をクリックするか、コマンド行に eject floppy と入力して、フロッピーディス
クを取り出します。

6. 「リムーバブルメディア・マネージャ (Removable Media Manager)」画面で「了
解 (OK)」をクリックします。

手順
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7. Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フロッピー
ディスクを手動で取り出します。

8. 空のフロッピーディスクまたは上書き可能なディスクをフロッピーディスクドライ
ブに挿入します。

9. フロッピーディスクをマウントします。

# volcheck

10.フロッピーディスクをフォーマットします。

# fdformat -d -U

11. Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)イメージ
を、システムのハードディスクからフォーマットしたフロッピーディスクにコピー
します。

# dd if=boot_image of=/vol/dev/aliases/floppy0

コマンドの boot_imageの部分には、Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant
(デバイス構成用補助)のイメージのコピー先ファイル名を入力します。絶対パス名
を指定できます。

12.サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーする
かどうかを決定します。

� コピーしない場合は、手順 7に進みます。
� コピーする場合は、次の表を利用して次に行う作業を決定します。

サンプルのコピー元 参照先

Solaris Operating System
DVD (x86版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (x86版)

サーバーの CD-ROMドライブに、Solaris Operating
System DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD
(x86版)を挿入します。

ボリュームマネージャーが自動的に CDをマウントしま
す。

ローカルディスク上の Solaris
Operating System DVD (x86
版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (x86版)
イメージ

Solaris Operating System DVD (x86版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (x86版)イメージが置かれたディレクト
リに移動します。入力例を示します。

cd /export/install

13.サンプルのカスタム JumpStartファイルをプロファイルフロッピーディスクの
JumpStartディレクトリへコピーします。

# cp -r media_path/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart_dir_path

media_path CD、DVD、またはローカルディスク上のイメージのパス
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jumpstart_dir_path カスタム JumpStartのサンプルファイルを置くプロファイル
フロッピーディスクのパス

注 –プロファイルフロッピーディスクを使用するときは、すべてのカスタム
JumpStartインストールファイルは、フロッピーディスクのルート (/)ディレクト
リに置かれている必要があります。

たとえば、次のコマンドは、Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)の
jumpstart_sampleの内容を、プロファイルフロッピーディスク scrapのルー
ト (/)ディレクトリにコピーします。

cp -r /cdrom/sol_10_x86/s2/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* /floppy/scrap

14.プロファイルフロッピーディスク上の JumpStartファイルの例を更新して、サイ
トの環境内で動作するようにします。

15. rootが JumpStartディレクトリを所有していて、そのアクセス権が 755に設定さ
れていることを確認します。

16.「ファイル・マネージャ (File Manager)」ウィンドウの「取り出し (Eject Disk)」
をクリックするか、コマンド行に eject floppy と入力して、フロッピーディス
クを取り出します。

17.「リムーバブルメディア・マネージャ (Removable Media Manager)」画面で「了
解 (OK)」をクリックします。

18.フロッピーディスクを手動で取り出します。

これで、プロファイルフロッピーディスクの作成が完了しました。rulesファイルを
更新して、プロファイルフロッピーディスクにプロファイルを作成して、カスタム
JumpStartインストールを実行できます。続行するには、93ページの「rules
ファイルの作成」へ進みます。

参照
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rulesファイルの作成
rulesファイルは、Solaris OSをインストールする各システムグループのルールが記
述されているテキストファイルです。各ルールは 1つ以上のシステム属性にもとづい
てシステムグループを識別し、各グループをプロファイルにリンクします。プロ
ファイルは、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアがどのようにインストー
ルされるかを定義するテキストファイルです。たとえば、次のルールは JumpStartプ
ログラムが basic_profプロファイル内の情報を使用し、sun4uプラットフォーム
グループを持つすべてのシステムに対してインストールを実行することを示します。

karch sun4u - basic_prof -

rulesファイルを使用して、カスタム JumpStartインストールに必要な rules.ok
ファイルを作成します。

注 – 85ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの作
成」または 79ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作
成」の手順に従って JumpStartディレクトリを設定した場合は、rulesファイルのサ
ンプルがすでに JumpStartディレクトリに置かれています。rulesファイルのサンプ
ルには、説明といくつかのルール例があります。サンプルの rulesファイルを利用
する場合は、使用しないルール例は必ずコメントにしておいてください。

rulesファイルの構文
rulesファイルには、次の属性が必要です。

� ファイルに rulesという名前が付けられている。
� ファイルに 1つ以上のルールが含まれている。

rulesファイルには、次の要素を任意に含めることができます。

� コメント

行中の #記号の後ろのテキストは、JumpStartによってコメントとして扱われま
す。行が #記号で始まる場合は、行全体がコメントとして扱われます。

� 1行以上の空白行

� 1つまたは複数の複数行ルール

1つのルールを新しい行に折り返すには、Returnキーを押す直前にバックス
ラッシュ文字 (\)を入力します。
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� rulesファイルを作成する方法

1. テキストエディタを使って、rulesという名前のテキストファイルを作成しま
す。または、作成済みの JumpStartディレクトリからサンプル rulesファイルを
開きます。

2. Solarisソフトウェアをインストールする各システムグループの rulesファイルに
ルールを追加します。

rulesファイルのキーワードと値については、171ページの「ルールキーワードと
値の説明」を参照してください。

rulesファイル内のルールは、次の構文に従っている必要があります。

!rule_keyword rule_value && !rule_keyword rule_value ... begin profile finish

! ルールキーワードの前で使用し、否定を示す記号。

rule_keyword ホスト名 (hostname)やメモリーサイズ (memsize)などの一般的
なシステム属性を記述する、事前定義された字句単位または語。
rule_keywordは、同じ属性を持つシステムを 1つのプロファイル
に対応させるためにルール値と共に使用されます。ルールキー
ワードの一覧は、171ページの「ルールキーワードと値の説明」
を参照してください。

rule_value 対応するルールキーワードに特定のシステム属性を付与する値。
ルール値については、171ページの「ルールキーワードと値の説
明」を参照してください。

&& ルールキーワードとルール値のペアを 1つのルールに結合するた
めに使用する記号 (論理演算子AND)。カスタム JumpStartインス
トール時に、システムがルール内のすべてのペアに一致しなけれ
ば、ルールの一致は成立しません。

begin インストール開始前に実行される Bourneシェルスクリプト名。
開始スクリプトがない場合、このフィールドにマイナス記号 (-)を
指定する必要があります。開始スクリプトはすべて、JumpStart
ディレクトリになければなりません。

開始スクリプトの詳しい作成方法については、117ページの「開
始スクリプトの作成」を参照してください。

profile テキストファイル名。システムがルールに一致したとき Solarisソ
フトウェアがシステムにどのようにインストールされるかを定義
しています。プロファイル内の情報は、プロファイルキーワード
と、それらに対応するプロファイル値から構成されます。すべて
のプロファイルは JumpStartディレクトリになければなりませ
ん。

手順
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注 –プロファイルフィールドには、別の使用方法もあります。詳
細は、132ページの「サイト固有のインストールプログラムの使
用」と 118ページの「開始スクリプトによる派生プロファイルの
作成」を参照してください。

finish インストール終了後に実行される Bourneシェルスクリプト名。
終了スクリプトがない場合、このフィールドにマイナス記号 (-)を
指定する必要があります。終了スクリプトはすべて、JumpStart
ディレクトリになければなりません。

終了スクリプトの詳しい作成方法については、119ページの「終
了スクリプトの作成」を参照してください。

各ルールには、少なくとも次の要素を含める必要があります。

� キーワード、値、および対応するプロファイル

� beginおよび finishフィールド内のマイナス記号 (-) (開始および終了スクリプト
が指定されない場合)

3. rulesファイルを JumpStartディレクトリに保存します。

4. rootが rulesファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されてい
ることを確認します。

rulesファイルの例
次のサンプルファイルは、rulesファイル内のルールをいくつか示しています。各行
には、ルールキーワードとそのキーワードに有効な値があります。JumpStartプログ
ラムは、rulesファイルを上から下へ走査します。

ルールキーワードと値を既知のシステムに一致させることができた場合、JumpStart
プログラムはプロファイルフィールドに示されているプロファイルによって指定され
た Solarisソフトウェアをインストールします。

例 6–1 ruleファイル

# rule keywords and rule values begin script profile finish script
# ----------------------------- ------------ -------- -------------
hostname eng-1 - basic_prof -
network 192.168.255.255 && !model \
’SUNW,Sun-Blade-100’ - net_prof -
model SUNW,SPARCstation-LX - lx_prof complete
network 192.168.2.0 && karch i86pc setup x86_prof done
memsize 64-128 && arch i386 - prog_prof -
any - - generic_prof -
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例 6–1 ruleファイル (続き)

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

hostname このルールは、システムのホスト名が eng-1の場合に一致します。
basic_profプロファイルは、ルールに一致するシステムに Solarisソ
フトウェアをインストールするために使用されます。

network このルールは、システムがサブネット 192.168.255.255上にあり、Sun
Blade ™ 100 (SUNW,Sun-Blade-100)でない場合に一致します。
net_profプロファイルは、このルールに一致するシステムに Solaris
ソフトウェアをインストールするために使用されます。このルール
は、93ページの「rulesファイルの構文」に説明されているルール
ラップの例も示しています。

model このルールは、システムが SPARCstation LXである場合に一致しま
す。lx_profプロファイルと complete終了スクリプトは、このルー
ルに一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストールするため
に使用されます。

network このルールは、システムがサブネット 192.168.2.0上にあって、x86
ベースの sun4uシステムである場合に一致します。setup開始スクリ
プト、x864u_profプロファイル、および done終了スクリプトは、
このルールに一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストール
するために使用されます。

memsize このルールは、システムが 64～ 128Mバイトのメモリーを持つ x86シ
ステムである場合に一致します。prog_profプロファイルは、この
ルールに一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストールする
ために使用されます。

any このルールは、上記のルールに一致しなかったすべてのシステムに一
致します。generic_profプロファイルは、このルールに一致するシ
ステムに Solarisソフトウェアをインストールするために使用されま
す。anyを使用する場合は、この値を常に rulesファイルの最後の
ファイルとして使用する必要があります。

プロファイルの作成
プロファイルは、システムに Solarisソフトウェアをインストールする方法を定義する
テキストファイルです。プロファイルには、インストール要素 (インストールするソ
フトウェアグループなど)を指定します。各ルールには、システムのインストール方
法を示すプロファイルを指定します。プロファイルは、ルールごとに異なるものを作
成しても、複数のルールに同じものを使用しても構いません。
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プロファイルは、1つ以上のプロファイルキーワードとその値から成ります。各プロ
ファイルキーワードは、JumpStartプログラムがどのようにしてシステムに Solarisソ
フトウェアをインストールするかを制御するコマンドです。たとえば、次のプロ
ファイルキーワードと値は、JumpStartプログラムがシステムをサーバーとしてイン
クルードすることを指定しています。

system_type server

注 –次のいずれかの手順に従って JumpStartディレクトリを作成した場合は、サンプ
ルのプロファイルがすでに JumpStartディレクトリに入っています。

� 79ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作成」
� 85ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの作
成」

プロファイルの構文
プロファイルには、次の要素を含める必要があります。

� 最初のエントリが install_typeプロファイルキーワードであること

� キーワードは 1行に 1つだけであること

� アップグレードされるシステムが、アップグレードできるルートファイルシステム
を複数持っている場合は、root_deviceキーワード

プロファイルには次の要素を含めることができます。

� コメント

行中の #記号の後ろのテキストは、JumpStartによってコメントとして扱われま
す。行が #記号で始まる場合は、行全体がコメントとして扱われます。

� 1行以上の空白行

� プロファイルを作成する方法

1. テキストエディタを使用してテキストファイルを作成します。ファイルにわかりや
すい名前を付けます。または、作成した JumpStartディレクトリ内のプロファイ
ル例を開きます。

注 –プロファイルには、Solarisソフトウェアをシステムにインストールするとき
の使用方法を表す名前を付けてください。たとえば、basic_install、
eng_profile 、user_profile などの名前を付けます。

手順

第 6章 •カスタム JumpStartインストールの準備 (作業) 97



2. プロファイルにプロファイルキーワードと値を追加します。

プロファイルキーワードと値の一覧は、175ページの「プロファイルキーワードと
値」を参照してください。

注 –プロファイルキーワードとプロファイル値には、大文字と小文字の区別があり
ます。

3. JumpStartディレクトリにプロファイルを保存します。

4. プロファイルの所有者が rootで、そのアクセス権が 644に設定されていることを
確認します。

5. (省略可能)プロファイルをテストします。

プロファイルのテスト方法については、110ページの「プロファイルのテスト」を
参照してください。

プロファイルの例
次のプロファイル例は、さまざまなプロファイルキーワードとプロファイル値を使用
して、Solarisソフトウェアをシステムにどのようにインストールするかを指定する方
法を示しています。175ページの「プロファイルキーワードと値」では、プロファイ
ルキーワードと値を説明しています。

例 6–2リモートファイルシステムのマウントとパッケージの追加および削除

# profile keywords profile values
# ----------------- -----------------
install_type initial_install
system_type standalone
partitioning default
filesys any 512 swap # specify size of /swap
cluster SUNWCprog
package SUNWman delete
cluster SUNWCacc

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

install_type install_typeキーワードは、すべてのプロファイルに必要で
す。

system_type system_typeキーワードは、システムをスタンドアロンシステ
ムとしてインストールするように定義します。
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例 6–2リモートファイルシステムのマウントとパッケージの追加および削除 (続き)

partitioning ファイルシステムスライスは、インストールするソフトウェアご
とに default値を使用して決定されます。swapは 512Mバイト
に設定され、値 anyに基づいてすべてのディスクにインストール
されます。

cluster 「開発者システムサポートソフトウェアグループ」(SUNWCprog)
がシステムにインストールされます。

package 標準のマニュアルページがネットワークのファイルサーバー
(s_ref)からマウントされる場合は、マニュアルページパッケー
ジはシステムにインストールされません。System Accounting
ユーティリティーが入ったパッケージはシステムにインストール
されます。

例 6–3リモートファイルシステムのマウントと Sun以外のパッケージの追加

# profile keywords profile values
# ----------------- -----------------
install_type initial_install
system_type standalone
partitioning default
filesys any 512 swap # specify size of /swap
cluster SUNWCprog
cluster SUNWCacc
package apache_server \

http://package.central/packages/apache timeout 5

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

install_type install_typeキーワードは、すべてのプロファイルに必要で
す。

system_type system_typeキーワードは、システムをスタンドアロンシステ
ムとしてインストールするように定義します。

partitioning ファイルシステムスライスは、インストールするソフトウェアご
とに default値を使用して決定されます。swapは 512Mバイト
に設定され、値 anyに基づいてすべてのディスクにインストール
されます。

cluster 「開発者システムサポートソフトウェアグループ」(SUNWCprog)
がシステムにインストールされます。

package HTTPサーバー上に置かれた Sun以外のパッケージがシステムに
インストールされます。
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例 6–4ファイルシステムのインストール場所の指定

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type initial_install
system_type standalone
partitioning explicit
filesys c0t0d0s0 auto /
filesys c0t3d0s1 auto swap
filesys any auto usr
cluster SUNWCall

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

partitioning partitioningの値が explicitであるため、ファイルシステムス
ライスは、filesysキーワードによって指定します。ルート (/)
のサイズは、値 autoにより選択したソフトウェアに基づいて自
動的に設定されて c0t0d0s0にインストールされます。swapも
同様に、必要なサイズに設定された上で c0t3d0s1上にインス
トールされます。usrは、値 anyにより選択したソフトウェアに
基づきインストールプログラムによってインストール先が決定さ
れます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグループ (SUNWCall)
がシステムにインストールされます。

例 6–5パッチのアップグレードとインストール

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type upgrade
root_device c0t3d0s2
backup_media remote_filesystem timber:/export/scratch
package SUNWbcp delete
package SUNWxwman add
cluster SUNWCacc add
patch patch_list nfs://patch_master/Solaris_10/patches \

retry 5
locale de

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

install_type このプロファイルは、ディスク容量を再配置することによってシ
ステムをアップグレードします。この例では、システム上の
ファイルシステムのいくつかにアップグレード用の容量が十分に
ないため、ディスク領域を再配置する必要があります。

root_device c0t3d0s2のルートファイルシステムがアップグレードされま
す。
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例 6–5パッチのアップグレードとインストール (続き)

backup_media リモートシステム timberが、ディスク容量の再配置中のデータ
のバックアップに使用されます。バックアップメディアのキー
ワード値については、183ページの「backup_mediaプロファイ
ルキーワード」を参照してください。

package バイナリ互換パッケージ (SUNWbcp)は、アップグレード後、シス
テムにインストールされません。

package このコードは、X Window Systemのマニュアルページと、
System Accountingユーティリティーがまだシステムにインス
トールされていない場合に、インストールされるようにするもの
です。すでにシステム上にあるすべてのパッケージが自動的に
アップグレードされます。

patch アップグレードでインストールされるパッチのリストです。
パッチリストは、patch_masterという名前の NFSサーバーの
Solaris_10/patchesディレクトリに格納されています。マウ
ントに失敗した場合、NFSマウントが 5回試行されます。

locale ドイツ語対応パッケージがシステムにインストールされます。

例 6–6アップグレード用ディスク容量の再配置

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type upgrade
root_device c0t3d0s2
backup_media remote_filesystem timber:/export/scratch
layout_constraint c0t3d0s2 changeable 100
layout_constraint c0t3d0s4 changeable
layout_constraint c0t3d0s5 movable
package SUNWbcp delete
package SUNWxwman add
cluster SUNWCacc add
locale de

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

install_type このプロファイルは、ディスク容量を再配置することに
よってシステムをアップグレードします。この例では、シ
ステム上のファイルシステムのいくつかにアップグレード
用の容量が十分にないため、ディスク領域を再配置する必
要があります。

root_device c0t3d0s2のルートファイルシステムがアップグレードさ
れます。

第 6章 •カスタム JumpStartインストールの準備 (作業) 101



例 6–6アップグレード用ディスク容量の再配置 (続き)

backup_media リモートシステム timberが、ディスク容量の再配置中の
データのバックアップに使用されます。バックアップメ
ディアのキーワード値については、183ページ
の「backup_mediaプロファイルキーワード」を参照して
ください。

layout_constraint layout_constraintキーワードは、アップグレードのた
めにディスク領域の再配置を行う時に自動レイアウトが次
のことを実施できることを示します。

� スライス 2と 4を変更する。これらのスライスはほかの
場所へ移動が可能であり、サイズも変更できます。

� スライス 5を移動する。スライスをほかの場所へ移動す
ることはできますが、そのサイズを変更することはでき
ません。

package バイナリ互換パッケージ (SUNWbcp)は、アップグレード
後、システムにインストールされません。

package このコードは、X Window Systemのマニュアルページと、
System Accountingユーティリティーがまだシステムにイ
ンストールされていない場合に、インストールされるよう
にするものです。すでにシステム上にあるすべての
パッケージが自動的にアップグレードされます。

locale ドイツ語対応パッケージがシステムにインストールされま
す。

例 6–7 HTTPサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得する

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムが HTTPサーバーから
Solarisフラッシュアーカイブを取得するように指定しています。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type flash_install
archive_location http://192.168.255.255/flasharchive/solarisarchive
partitioning explicit
filesys c0t1d0s0 4000 /
filesys c0t1d0s1 512 swap
filesys c0t1d0s7 free /export/home

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブが
クローンシステムにインストールされます。すべてのファイ
ルは、初期インストールにより上書きされます。

archive_location Solarisフラッシュアーカイブは、HTTPサーバーから取得
されます。
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例 6–7 HTTPサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得する (続き)

partitioning partitioningの値が explicitであるため、ファイルシステ
ムスライスは、filesysキーワードによって指定します。
ルート (/)のサイズは Solarisフラッシュアーカイブのサイ
ズに基づいて割り当てています。ルートファイルシステムは
c0t1d0s0にインストールされます。swapは、必要なサイ
ズに設定された上で c0t1d0s1上にインストールされま
す。/export/homeのサイズは残りのディスク容量に基づ
いて決定されます。/export/homeは c0t1d0s7にインス
トールされます。

例 6–8 HTTPSサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得する

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムがセキュリティー保護され
た HTTPサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得するように指定していま
す。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type flash_install
archive_location https://192.168.255.255/solarisupdate.flar
partitioning explicit
filesys c0t1d0s0 4000 /
filesys c0t1d0s1 512 swap
filesys c0t1d0s7 free /export/home

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブが
クローンシステムにインストールされます。すべてのファイ
ルは、初期インストールにより上書きされます。

archive_location 圧縮された Solarisフラッシュアーカイブが HTTPSサー
バーから取得されます。

partitioning partitioningの値が explicitであるため、ファイルシステ
ムスライスは、filesysキーワードによって指定します。
ルート (/)のサイズは Solarisフラッシュアーカイブのサイ
ズに基づいて割り当てています。swapは、必要なサイズに
設定された上で c0t1d0s1上にインストールされます。
/export/homeのサイズは残りのディスク容量に基づいて
決定されます。/export/homeは c0t1d0s7にインストー
ルされます。

例 6–9 Solarisフラッシュアーカイブの取得と Sun以外のパッケージのインストール

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムが HTTPサーバーから
Solarisフラッシュアーカイブを取得するように指定しています。
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例 6–9 Solarisフラッシュアーカイブの取得と Sun以外のパッケージのインストール (続
き)

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type flash_install
archive_location http://192.168.255.255/flasharchive/solarisarchive
partitioning explicit
filesys c0t1d0s0 4000 /
filesys c0t1d0s1 512 swap
filesys c0t1d0s7 free /export/home
package SUNWnew http://192.168.254.255/Solaris_10 timeout 5

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブが
クローンシステムにインストールされます。すべてのファイ
ルは、初期インストールにより上書きされます。

archive_location Solarisフラッシュアーカイブは、HTTPサーバーから取得
されます。

partitioning partitioningの値が explicitであるため、ファイルシステ
ムスライスは、filesysキーワードによって指定します。
ルート (/)のサイズは Solarisフラッシュアーカイブのサイ
ズに基づいて割り当てています。ルートファイルシステムは
c0t1d0s0にインストールされます。swapは、必要なサイ
ズに設定された上で c0t1d0s1上にインストールされま
す。/export/homeのサイズは残りのディスク容量に基づ
いて決定されます。/export/homeは c0t1d0s7にインス
トールされます。

package SUNWnewパッケージは HTTPサーバー
192.168.254.255の Solaris_10ディレクトリから追加
されます。

例 6–10 NFSサーバーから Solarisフラッシュ差分アーカイブを取得する

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムが NFSサーバーから
Solarisフラッシュアーカイブを取得するように指定しています。flash_update
キーワードは、これが差分アーカイブであることを示しています。差分アーカイブで
は、2つのシステムイメージの相違部分のみがインストールされます。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type flash_update
archive_location nfs installserver:/export/solaris/flasharchive \

/solarisdiffarchive
no_master_check

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。
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例 6–10 NFSサーバーから Solarisフラッシュ差分アーカイブを取得する (続き)

install_type このプロファイルは、Solarisフラッシュ差分アーカイブを
クローンシステムにインストールします。アーカイブで指定
されたファイルだけがインストールされます。

archive_location Solarisフラッシュアーカイブは、NFSサーバーから取得さ
れます。

no_master_check クローンシステムは、有効なシステムイメージであるかどう
かチェックされません。有効なシステムイメージが、元のマ
スターシステムを使用して構築されているはずです。

例 6–11空のブート環境の作成

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムが空のブート環境を作成す
るように指定しています。空のブート環境には、ファイルシステムは含まれません。
また、現在のブート環境からコピーされることもありません。あとで Solarisフ
ラッシュアーカイブをこのブート環境に格納し、アクティブにすることができます。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type initial_install
system_type standalone
partitioning explicit
filesys c0t0d0s0 auto /
filesys c0t3d0s1 auto swap
filesys any auto usr
cluster SUNWCall
bootenv createbe bename second_BE \
filesystem /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs \
filesystem -:/dev/dsk/c0t1d0s0:swap \
filesystem /export:shared:ufs

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

partitioning partitioningの値が explicitであるため、ファイルシステ
ムスライスは、filesysキーワードによって指定します。
ルート (/)のサイズは、値 autoにより選択したソフト
ウェアに基づいて自動的に設定されて c0t0d0s0にインス
トールされます。swapも同様に、必要なサイズに設定され
た上で c0t3d0s1上にインストールされます。usrは、値
anyにより選択したソフトウェアに基づきインストールプロ
グラムによってインストール先が決定されます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグループ
(SUNWCall)がシステムにインストールされます。

bootenv createbe 空の非アクティブブート環境がディスク c0t1d0上に設定さ
れます。ルート (/)、スワップ、および /exportのファイ
ルシステムがそれぞれ作成されますが、空のままです。この
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例 6–11空のブート環境の作成 (続き)

2番目のブート環境には、あとで Solarisフラッシュアーカ
イブをインストールできます。その後、この新しいブート環
境をアクティブにして、現在のブート環境と交代させること
ができます。

キーワード値とその基本的な使用方法については、次の関連
情報を参照してください。

� キーワード値については、175ページの「プロファイル
キーワードと値」を参照してください。

� 非アクティブブート環境の作成、アップグレード、およ
びアクティブ化を行うための Solaris Live Upgradeの基
本的な使用方法については、『Solaris 10インストールガ
イド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の
第 6章「Solaris Live Upgrade (概要)」を参照してくださ
い。

� Solarisフラッシュアーカイブの基本的な使用方法につい
ては、『Solaris 10インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』の第 1
章「Solarisフラッシュ (概要)」を参照してください。

例 6–12 Solarisフラッシュアーカイブインストール時の RAID-1ボリュームの作成

次の例のプロファイルには、カスタム JumpStartプログラムが Solarisボリュームマ
ネージャーテクノロジを使用してルート (/)、swap、/usr、および /export/home
ファイルシステムの RAID-1ボリューム (ミラー)を作成することが示されています。
Solarisフラッシュアーカイブはブート環境にインストールされます。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type flash_install
arhcive_location nfs server:/export/home/export/flash.s10.SUNWCall
partitioning explicit
filesys mirror:d10 c0t0d0s0 c0t1d0s0 4096 /
filesys mirror c0t0d0s1 2048 swap
filesys mirror:d30 c0t0d0s3 c0t1d0s3 4096 /usr
filesys mirror:d40 c0t0d0s4 c0t1d0s4 4096 /usr
filesys mirror:d50 c0t0d0s5 c0t1d0s5 free /export/home
metadb c0t1d0s7 size 8192 count 3

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブが
クローンシステムにインストールされます。すべてのファイ
ルは、初期インストールにより上書きされます。

archive_location Solarisフラッシュアーカイブは、NFSサーバーから取得さ
れます。
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例 6–12 Solarisフラッシュアーカイブインストール時の RAID-1ボリュームの作成 (続
き)

partitioning partitioningの値が explicitであるため、ファイルシステ
ムスライスは、filesysキーワードによって指定します。

filesys ルート (/)ファイルシステムが作成され、スライス
c0t0d0s0および c0t1d0s0にミラー化されます。ルート
(/)ファイルシステムのサイズは 4096Mバイトに設定されま
す。c0t0d0s0および c0t1d0s0をミラー化する RAID-1
ボリュームに d10という名前が付けられます。

filesys swapファイルシステムが作成され、スライス c0t0d0s1に
ミラー化されます。サイズは 2048Mバイトです。カスタム
JumpStartプログラムにより、ミラーに名前が割り当てられ
ます。

filesys /usrファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s3お
よび c0t0d0s3にミラー化されます。/usrファイルシステ
ムのサイズは 4096Mバイトに設定されます。RAID-1ボ
リュームに d30という名前が付けられます。

filesys /usrファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s4お
よび c0t0d0s4にミラー化されます。/usrファイルシステ
ムのサイズは 4096Mバイトに設定されます。RAID-1ボ
リュームに d40という名前が付けられます。

metadb 3つの状態データベースの複製 (metadb)がスライス
c0t1d0s7にインストールされます。サイズは 8192ブ
ロック (4Mバイト)です。

� ミラー化されたファイルシステムをインストール時に作成する方法の概要について
は、第 12章を参照してください。

� ミラー化されたファイルシステムの作成のガイドラインと要件については、
第 13章を参照してください。

� キーワード値については、197ページの「filesysプロファイルキーワード
(RAID-1ボリュームの作成)」と203ページの「metadbプロファイルキーワード
(状態データベースの複製の作成)」を参照してください。

例 6–13ルートファイルシステムをミラー化するための RAID-1ボリュームの作成

次の例のプロファイルには、カスタム JumpStartプログラムが Solarisボリュームマ
ネージャーテクノロジを使用してルート (/)ファイルシステムの RAID-1ボリューム
(ミラー)を作成することが示されています。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type initial_install
cluster SUNWCXall
filesys mirror:d30 c0t1d0s0 c0t0d0s0 /
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例 6–13ルートファイルシステムをミラー化するための RAID-1ボリュームの作成 (続き)

filesys c0t0d0s3 512 swap
metadb c0t0d0s4 size 8192 count 4
metadb c0t1d0s4 size 8192 count 4

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

cluster 「全体ディストリビューション + OEM」ソフトウェアグループ
(SUNWCXall)がシステムにインストールされます。

filesys ルート (/)ファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s0および
c0t0d0s0にミラー化されます。c0t1d0s0および c0t0d0s0をミラー
化する RAID-1ボリュームに d30という名前が付けられます。カスタム
JumpStartプログラムにより、2つのサブミラーに名前が割り当てられま
す。

filesys swapファイルシステムが作成され、スライス c0t0d0s3にミラー化さ
れます。サイズは 512Mバイトです。

metadb 4つの状態データベースの複製 (metadb)がスライス c0t0d0s4にイン
ストールされます。サイズは 8192ブロック (4Mバイト)です。

metadb 4つの状態データベースの複製 (metadb)がスライス c0t1d0s4にイン
ストールされます。サイズは 8192ブロック (4Mバイト)です。

� インストール中に RAID-1ボリュームを作成する方法の概要については、第 12章
を参照してください。

� RAID-1ボリュームの作成のガイドラインと要件については、第 13章を参照して
ください。

� キーワード値については、197ページの「filesysプロファイルキーワード
(RAID-1ボリュームの作成)」および 203ページの「metadbプロファイルキー
ワード (状態データベースの複製の作成)」を参照してください。

例 6–14複数のファイルシステムをミラー化するための RAID-1ボリュームの作成

次の例のプロファイルには、カスタム JumpStartプログラムが Solarisボリュームマ
ネージャーテクノロジを使用して、ルート (/)、swap、および /usrファイルシステ
ムの RAID-1ボリューム (ミラー)を作成することが示されています。

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type initial_install
cluster SUNWCXall
filesys mirror:d100 c0t1d0s0 c0t0d0s0 200 /
filesys c0t1d0s5 500 /var
filesys c0t0d0s5 500
filesys mirror c0t0d0s1 512 swap
metadb c0t0d0s3 size 8192 count 5
filesys mirror c0t1d0s4 c0t0d0s4 2000 /usr
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例 6–14複数のファイルシステムをミラー化するための RAID-1ボリュームの作成 (続き)

filesys c0t1d0s7 free /export/home
filesys c0t0d0s7 free

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

cluster 「全体ディストリビューション + OEM」ソフトウェアグループ
(SUNWCXall)がシステムにインストールされます。

filesys ルート (/)ファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s0および
c0t0d0s0にミラー化されます。ルート (/)ファイルシステムのサイズ
は 200Mバイトです。c0t1d0s0および c0t0d0s0をミラー化する
RAID-1ボリュームに d100という名前が付けられます。

filesys /varファイルシステムがスライス c0t1d0s5にインストールされま
す。サイズは 500Mバイトです。ルート (/)ファイルシステムが作成さ
れ、スライス c0t1d0s0および c0t0d0s0にミラー化されます。ルー
ト (/)ファイルシステムのサイズは 200Mバイトです。c0t1d0s0およ
び c0t0d0s0をミラー化する RAID-1ボリュームに d100という名前が
付けられます。

filesys swapファイルシステムが作成され、スライス c0t0d0s1にミラー化さ
れます。サイズは 512Mバイトです。カスタム JumpStartプログラムに
より、ミラーに名前が割り当てられます。

metadb 5つの状態データベースの複製 (metadb)がスライス c0t0d0s3にイン
ストールされます。サイズは 8192ブロック (4Mバイト)です。

filesys /usrファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s4および
c0t0d0s4にミラー化されます。/usrファイルシステムのサイズは
2000Mバイトになります。カスタム JumpStartプログラムにより、ミ
ラーに名前が割り当てられます。

� ミラー化されたファイルシステムをインストール時に作成する方法の概要について
は、第 12章を参照してください。

� ミラー化されたファイルシステムの作成のガイドラインと要件については、
第 13章を参照してください。

� キーワード値については、197ページの「filesysプロファイルキーワード
(RAID-1ボリュームの作成)」と203ページの「metadbプロファイルキーワード
(状態データベースの複製の作成)」を参照してください。

例 6–15 x86: fdiskキーワードの使用方法

# profile keywords profile values
# ---------------- -------------------
install_type initial_install
system_type standalone

fdisk c0t0d0 0x04 delete
fdisk c0t0d0 solaris maxfree
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例 6–15 x86: fdiskキーワードの使用方法 (続き)

cluster SUNWCall
cluster SUNWCacc delete

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明します。

fdisk タイプ DOSOS16 (04 16進)の fdiskパーティションはすべて、c0t0d0
ディスクから削除されます。

fdisk Solaris fdiskパーティションが、c0t0d0ディスク上の最大の連続空き
領域に作成されます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグループ (SUNWCall)がシス
テムにインストールされます。

cluster システムアカウントユーティリティー (SUNWCacc)は、システムにイン
ストールされません。

プロファイルのテスト
プロファイルの作成後、pfinstall(1M)コマンドを使ってプロファイルをテストし
ます。プロファイルのテストは、実際にプロファイルを使用してシステムのインス
トールまたはアップグレードを行う前に行なってください。プロファイルのテスト
は、ディスク容量を再配置するアップグレードプロファイルを作成する場合、特に有
用です。

pfinstallから生成されるインストール出力を調べることによって、意図どおりに
プロファイルが動作するかを簡単にチェックできます。たとえば、実際にシステムで
アップグレードを行う前に、そのシステムが Solarisの新しいリリースにアップグレー
ドするための十分なディスク容量を持っているかどうかをプロファイルで調べること
ができます。

pfinstallを利用すると、次の要素に対してプロファイルをテストできます。

� pfinstallを実行しているシステムのディスク構成。

� その他のディスク構成。ディスクの構造 (ディスクのバイト/セクタ、フラグ、ス
ライスなど)を示すディスク構成ファイルを使用します。ディスク構成ファイルの
作成方法については、127ページの「ディスク構成ファイルの作成」と129ページ
の「x86:ディスク構成ファイルを作成する方法」を参照してください。
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注 –ディスク構成ファイルを使用して、システムのアップグレードに使用するプロ
ファイルをテストすることはできません。代わりに、システムの実際のディスク構
成およびシステムに現在インストールされているソフトウェアに対して、プロ
ファイルをテストする必要があります。

� プロファイルをテストするために、一時的な
Solaris環境を作成する方法
特定の Solarisリリース用のプロファイルを正常かつ正確にテストするには、同じリ
リースの Solaris環境内でテストする必要があります。たとえば、Solaris初期インス
トールプロファイルをテストする場合は、Solaris OSを実行しているシステム上で
pfinstallコマンドを実行します。

次のどちらかの状況でプロファイルをテストする場合は、一時的なインストール環境
を作成する必要があります。

� 以前のバージョンの Solarisソフトウェアを使用しているシステム上で Solaris 10
のアップグレードプロファイルをテストする場合。

� Solaris 10の初期インストールプロファイルをテストするための Solaris 10システ
ムをまだインストールしていない場合。

1. 次に示すメディアのいずれか 1つのイメージからシステムをブートします。

SPARCシステムの場合:

� Solaris Operating System DVD (SPARC版)
� Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)

x86システムの場合:

� Solaris Operating System DVD (x86版)
� Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)

注 –アップグレードプロファイルをテストする場合は、アップグレードするシステ
ムをブートしてください。

2. システムを識別するための質問に答えます。

3. インストールプログラムを終了するには、!を入力します。次のプロンプトに続い
て入力します。

Solaris Web Start will assist you in installing software for Solaris.
<Press ENTER to continue> {"!" exits}

手順
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4. このシェルから pfinstallコマンドを実行します。pfinstallコマンドの詳し
い使用方法については、112ページの「プロファイルをテストする方法」の手順 7
を参照してください。

� プロファイルをテストする方法

1. プロファイルをテストするためのシステムを決定します。プロファイルの作成時に
意図したシステムと同じプラットフォームタイプ (SPARCまたは x86)のシステム
を選んでください。

アップグレードプロファイルをテストする場合は、実際にアップグレードするシス
テム上でテストしてください。

2. 次の表に基づいて、次に行うことを決定します。

状態 参照先

初期インストールプロファイルをテストしま
す (Solaris 10ソフトウェアが動作している
システムがある場合)。

システムのスーパーユーザーになり、手順 5
へ進みます。

アップグレードプロファイルをテストします
(初期インストールプロファイルをテストす
るための Solaris 10が動作しているシステム
がない場合)。

一時的な Solaris 10環境を作成し、プロ
ファイルをテストします。詳細については、
111ページの「プロファイルをテストするた
めに、一時的な Solaris環境を作成する方
法」を参照してください。続いて、手順 3
へ進みます。

3. 一時的なマウントポイントを作成します。

# mkdir /tmp/mnt

4. テストするプロファイル (1つ以上)が入ったディレクトリをマウントします。

マウントするメディア コマンド

リモート NFSファイルシステムをマウント
します (ネットワーク上のシステムの場
合)。

mount -F nfs server_name:path /tmp/mnt

SPARC: UFSフォーマットのフロッピー
ディスクをマウントします。

mount -F ufs /dev/diskette /tmp/mnt

PCFSフォーマットのフロッピーディスクを
マウントします。

mount -F pcfs /dev/diskette /tmp/mnt

手順
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5. 特定のシステムメモリーサイズでプロファイルをテストするには、SYS_MEMSIZE
にそのメモリーサイズをMバイト単位で指定します。

# SYS_MEMSIZE=memory_size
# export SYS_MEMSIZE

6. 手順 4でディレクトリをマウントしましたか。

� マウントした場合は、/tmp/mntにディレクトリを変更します。

# cd /tmp/mnt

� マウントしなかった場合は、プロファイルのある場所にディレクトリを変更し
ます。通常は、JumpStartディレクトリです。

# cd jumpstart_dir_path

7. pfinstall(1M)コマンドによってプロファイルをテストします。

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D:-d disk_config_file -c path profile

注意 – -dまたは -Dオプションを指定してください。いずれかを指定しないと
pfinstallは指定されたプロファイルを使用して Solarisソフトウェアをインス
トールします。その結果、システム上のデータがすべて上書きされます。

-D pfinstallは、現在のシステムのディスク構成を使用して
プロファイルをテストします。アップグレードプロファイル
をテストする場合は、-Dオプションを使用する必要がありま
す。

-d disk_config_file pfinstallは、ディスク構成ファイル disk_config_fileを使用
してプロファイルをテストします。pfinstallが動作して
いるディレクトリに disk_config_fileが置かれていない場合
は、パスを指定する必要があります。

ディスク構成ファイルの作成方法については127ページ
の「ディスク構成ファイルの作成」を参照してください。

注 – アップグレードプロファイル install_type upgrade
には、-d disk_config_fileオプションを使用できません。常
に、システムのディスク構成に対してアップグレードプロ
ファイルをテストする必要があります (つまり、-Dオプ
ションを使用する必要があります)。

-c path Solarisソフトウェアイメージのパス。このオプションは、た
とえば、システムでボリュームマネージャーを使用して
Solaris SOFTWARE - 1 CDを各自のプラットフォームにマウ
ントする場合に使用します。
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注 –プラットフォーム対応の Solaris Operating System DVD
または Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージからブートした場
合は、-cオプションは不要です。DVDまたは CDイメージ
は、ブート処理の一環として /cdrom上にマウントされま
す。

profile テストするプロファイル名。profileが pfinstallが実行さ
れているディレクトリにない場合は、パスを指定する必要が
あります。

プロファイルテストの例
次の例は、pfinstallを使用して basic_profというプロファイルをテストする方
法を示しています。このプロファイルテストは、Solaris 10ソフトウェアがインストー
ルされているシステム上のディスク構成に対して行われます。basic_profプロ
ファイルは、/jumpstartディレクトリにあります。ボリュームマネージャーを使用
しているので、Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)または Solaris SOFTWARE - 1
CD (x86版)イメージへのパスが指定されています。

例 6–16 Solaris 10システムを使用したプロファイルテスト

# cd /jumpstart

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D -c /cdrom/pathname basic_prof

次の例は、pfinstallを使用して Solaris 10システム上で basic_profというプロ
ファイルをテストする方法を示しています。このテストは、535_testディスク構成
ファイルに対して行われます。このテストは、システムメモリーが 64Mバイトあるか
確認します。この例では、/export/installディレクトリにある Solaris
SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)のイメージ
を使用しています。

例 6–17ディスク構成ファイルによるプロファイルテスト

# SYS_MEMSIZE=64
# export SYS_MEMSIZE

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -d 535_test -c /export/install basic_prof
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rulesファイルの妥当性を検査する
rulesファイルとプロファイルは、checkスクリプトを実行して、これらのファイ
ルが正しく設定されていることを確認してからでないと使用できません。すべての
ルールとプロファイルが有効な場合は、rules.okファイルが作成されます。この
ファイルは、カスタム JumpStartインストールソフトウェアがシステムをプロファイ
ルと照合するために必要です。

表 6–2に、checkスクリプトの実行内容を示します。

表 6–2 checkスクリプトの動作

手順 説明

1 rulesファイルの構文検査を行います。

checkは、ルールキーワードが正当かどうか、および各ルールに対して begin
フィールド、 classフィールド、および finishフィールドが指定されているかどう
かを確認します。beginフィールドおよび finishフィールドは、ファイル名でなく
マイナス記号 (-)でも可能です。

2 rulesファイルにエラーがなければ、ルールに指定された各プロファイルの構文
検査が行われます。

3 エラーが見つからなければ、checkは、rulesファイルから rules.okファイル
を生成します。コメントと空行をすべて削除し、すべてのルールを保持し、さら
に、末尾に次のコメント行を追加します。

# version=2 checksum=num

� rulesファイルの妥当性を検査する方法

1. checkスクリプトが JumpStartディレクトリにあることを確認します。

注 – checkスクリプトは、Solaris Operating System DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDの Solaris_10/Misc/jumpstart_sampleディレクトリに
あります。

2. JumpStartディレクトリへ移動します。

3. checkスクリプトを実行して、rulesファイルの妥当性検査を行います。

$ ./check -p path -r file_name

手順
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-p path 使用しているシステムの checkスクリプトではなく Solarisソフ
トウェアイメージの checkスクリプトを使用して、rulesを検証
します。pathは、ローカルディスク、マウントされた Solaris
Operating System DVD、または Solaris SOFTWARE - 1 CD上の
イメージです。

以前のバージョンの Solarisを実行しているシステムでは、このオ
プションを使って、checkの最新バージョンを実行します。

-r file_name 名前が rules以外の rulesファイル名を指定します。このオプ
ションを使用すると、rulesファイルに組み込む前にルールの妥
当性を検査できます。

checkスクリプトを実行すると、rulesファイルと各プロファイルの妥当性検査
の結果が報告されます。エラーが発生しなかった場合、次の情報が報告されます。

The custom JumpStart configuration is ok

4. rules.okファイルの所有者が rootになっていて、アクセス権が 644に設定され
ていることを確認します。

rulesファイルの妥当性を検査したあと、カスタム JumpStartオプション機能につい
ては、第 7章を参照してください。カスタム JumpStartインストールの詳しい実行方
法については、第 9章を参照してください。

参照
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第 7章

カスタム JumpStartオプション機能の
使用 (作業)

この章では、カスタム JumpStartインストールのオプション機能について説明しま
す。

� 117ページの「開始スクリプトの作成」
� 119ページの「終了スクリプトの作成」
� 125ページの「圧縮された構成ファイルの作成」
� 127ページの「ディスク構成ファイルの作成」
� 132ページの「サイト固有のインストールプログラムの使用」

注 –この章の手順は、カスタム JumpStartファイルの提供に使用される SPARCサー
バーと x86サーバーの両方 (「プロファイルサーバー」と呼ばれる)に利用できます。
プロファイルサーバーは、異なる種類のプラットフォームのシステムにカスタム
JumpStartファイルを提供できます。たとえば、SPARCサーバーは、SPARCベース
のシステムと x86ベースのシステムの両方に、カスタム JumpStartファイルを提供で
きます。

開始スクリプトの作成
開始スクリプトは、rulesファイル内に指定する、ユーザー定義の Bourneシェルス
クリプトです。Solarisソフトウェアがシステムにインストールされる前に作業を実行
します。開始スクリプトは、カスタム JumpStartインストールで Solarisをインストー
ルするときのみ使用できます。

開始スクリプトは、次のような場合に使用してください。

� 派生プロファイルを作成する
� アップグレード前にファイルのバックアップをとる
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開始スクリプトに関する注意事項
� スクリプト内には、初期インストール時やアップグレードインストール時に /aに
対して行われるファイルシステムのマウントを妨げるような記述をしないでくださ
い。JumpStartプロファイルが /aにファイルシステムをマウントできない場合
は、エラーが発生してインストールは失敗します。

� インストール中の開始スクリプトの出力は、/tmp/begin.logへ書き込まれま
す。インストール完了後に、このログファイルの出力先が
/var/sadm/system/logs/begin.logへ変更されます。

� 開始スクリプトの所有者が rootになっていて、アクセス権が 644に設定されてい
ることを確認します。

� 開始スクリプト内では、カスタム JumpStart環境変数を使用できます。環境変数の
リストについては、219ページの「カスタム JumpStartの環境変数」を参照してく
ださい。

� 開始スクリプトは、JumpStartディレクトリに保存してください。

開始スクリプトによる派生プロファイルの作成
カスタム JumpStartインストール時に開始スクリプトが動的に作成するプロファイル
を「派生プロファイル」と呼びます。派生プロファイルは、特定のシステムを 1つの
プロファイルに対応させる rulesファイルを設定できない場合に必要となります。
たとえば、異なるハードウェア構成要素を持つ同一のシステムモジュール (異なるフ
レームバッファーを持つシステムなど)には、派生プロファイルを使用する必要があ
ります。

派生プロファイルを使用するルールの設定手順は次のとおりです。

� プロファイルフィールドに、プロファイルの代わりに等号 (=)を指定します。

� インストール対象のシステムに依存する派生プロファイルを作成する開始スクリプ
トを beginフィールドに指定します。

システムが、プロファイルフィールドに等号 (=)があるルールと一致すると、開始ス
クリプトは、システムに Solarisソフトウェアをインストールするのに使用する派生プ
ロファイルを作成します。

次に、毎回同じ派生プロファイルを作成する開始スクリプトの例を示します。もちろ
ん、ルールの評価に応じて異なる派生プロファイルを生成する開始スクリプトも作成
できます。

例 7–1派生プロファイルを作成する開始スクリプト

#!/bin/sh
echo "install_type initial_install" > ${SI_PROFILE}
echo "system_type standalone" >> ${SI_PROFILE}
echo "partitioning default" >> ${SI_PROFILE}
echo "cluster SUNWCprog" >> ${SI_PROFILE}
echo "package SUNWman delete" >> ${SI_PROFILE}
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例 7–1派生プロファイルを作成する開始スクリプト (続き)

echo "package SUNWolman delete" >> ${SI_PROFILE}
echo "package SUNWxwman delete" >> ${SI_PROFILE}

この例の開始スクリプトは、派生プロファイル名に環境変数 SI_PROFILEを使用す
る必要があります。この派生プロファイル名は、デフォルトでは
/tmp/install.inputに設定されています。

注 –開始スクリプトを使って派生プロファイルを作成する場合、スクリプトにエラー
がないことを確認してください。派生プロファイルは、開始スクリプトが実行されて
から作成されます。このため、checkスクリプトで派生プロファイルの妥当性は検査
されません。

終了スクリプトの作成
終了スクリプトは、rulesファイル内に指定する、ユーザー定義の Bourneシェルス
クリプトです。Solarisソフトウェアがシステムにインストールされた後、システムが
リブートする前に作業を実行します。終了スクリプトは、カスタム JumpStartインス
トールで Solarisをインストールするときのみ使用できます。

終了スクリプトは、次のような作業に利用できます。

� ファイルの追加
� パッケージまたはパッチの追加
� ルート環境のカスタマイズ
� システムのルートパスワードの設定
� 追加ソフトウェアのインストール

終了スクリプトに関する注意事項
� Solarisインストールプログラムは、システムのファイルシステムを /aにマウント
します。ファイルシステムは、システムがリブートするまで /aにマウントされて
います。終了スクリプトを使用して、新しくインストールされたファイルシステム
の階層 (/a)を変更し、ファイルの追加、変更、または削除ができます。

� インストール中の終了スクリプトの出力は、/tmp/finish.logへ書き込まれま
す。インストール完了後に、このログファイルは
/var/sadm/system/logs/finish.logへ変更されます。

� 終了スクリプトの所有者が rootで、アクセス権が 644に設定されていることを確
認します。
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� 終了スクリプト内では、カスタム JumpStart環境変数を使用できます。環境変数の
リストについては、219ページの「カスタム JumpStartの環境変数」を参照してく
ださい。

� 終了スクリプトは、JumpStartディレクトリに保存してください。

� 終了スクリプトでファイルを追加する方法
終了スクリプトにより、JumpStartディレクトリにあるファイルをインストールされ
たシステムへ追加できます。これは、SI_CONFIG_DIR変数で指定されるディレクト
リ (デフォルトは /tmp/install_config)に JumpStartディレクトリがマウントさ
れるためです。

注 –インストールされたシステムにすでに存在するファイルに、JumpStartディレク
トリからファイルをコピーして、ファイルを置換することもできます。

1. インストール済みシステムに追加するすべてのファイルを JumpStartディレクト
リにコピーします。

2. 新しくインストールされたファイルシステムの階層にコピーするファイルごとに、
次の行を終了スクリプトに挿入します。

cp ${SI_CONFIG_DIR}/file_name /a/path_name

終了スクリプトでファイルを追加する

たとえば、自分のサイトのすべてのユーザーを対象に開発された特別なアプリケー
ション site_progがあると仮定します。site_progのコピーを JumpStartディレ
クトリに置いた場合、終了スクリプト内の次の行は JumpStartディレクトリからシス
テムの /usr/binディレクトリに site_progをコピーします。

cp ${SI_CONFIG_DIR}/site_prog /a/usr/bin

終了スクリプトによるパッケージとパッチの追加
終了スクリプトを作成すると、Solarisソフトウェアをシステムにインストールした後
に、パッケージやパッチを自動的に追加できます。終了スクリプトを使用して
パッケージを追加すると時間を節約できるだけでなく、サイトのさまざまなシステム
にパッケージおよびパッチをインストールする上での整合性を維持できます。

終了スクリプト内で pkgadd(1M)コマンドや patchadd(1M)コマンドを使用すると
きは、-Rオプションを使って、/aをルートパスとして指定します。

� 例 7–3に、パッケージを追加する終了スクリプトの例を示します。

手順

例 7–2
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� 例 7–4に、パッチを追加する終了スクリプトの例を示します。

例 7–3終了スクリプトでパッケージを追加する

#!/bin/sh

BASE=/a
MNT=/a/mnt
ADMIN_FILE=/a/tmp/admin

mkdir ${MNT}
mount -f nfs sherlock:/export/package ${MNT}
cat >${ADMIN_FILE} <<DONT_ASK
mail=root
instance=overwrite
partial=nocheck
runlevel=nocheck
idepend=nocheck
rdepend=nocheck
space=ask
setuid=nocheck
conflict=nocheck
action=nocheck
basedir=default
DONT_ASK

/usr/sbin/pkgadd -a ${ADMIN_FILE} -d ${MNT} -R ${BASE} SUNWxyz
umount ${MNT}
rmdir ${MNT}

次に、この例のいくつかのコマンドの説明を示します。

� 次のコマンドは、インストールするパッケージを含むサーバー上にディレクトリを
マウントします。

mount -f nfs sherlock:/export/package ${MNT}

� 次のコマンドは、一時的なパッケージ管理ファイル adminを作成し、パッケージ
のインストール時に pkgadd(1M)コマンドがチェックも質問の表示も行わないよ
うにします。この一時的なパッケージ管理ファイルは、パッケージの追加時に自動
インストールを実施するために使用してください。

cat >${ADMIN_FILE} <<DONT_ASK

� 次の pkgaddコマンドは、-aオプション (パッケージ管理ファイルを指定)と -R
オプション (ルートパスを指定)を使用してパッケージを追加します。

/usr/sbin/pkgadd -a ${ADMIN_FILE} -d ${MNT} -R ${BASE} SUNWxyz

例 7–4終了スクリプトでパッチを追加する

#!/bin/sh

########
#
# USER-CONFIGURABLE OPTIONS
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例 7–4終了スクリプトでパッチを追加する (続き)

#
########

# The location of the patches to add to the system after it’s installed.
# The OS rev (5.x) and the architecture (‘mach‘) will be added to the
# root. For example, /foo on a 8 SPARC would turn into /foo/5.8/sparc
LUPATCHHOST=ins3525-svr
LUPATCHPATHROOT=/export/solaris/patchdb
#########
#
# NO USER-SERVICEABLE PARTS PAST THIS POINT
#
#########

BASEDIR=/a

# Figure out the source and target OS versions
echo Determining OS revisions...
SRCREV=‘uname -r‘
echo Source $SRCREV

LUPATCHPATH=$LUPATCHPATHROOT/$SRCREV/‘mach‘

#
# Add the patches needed
#
echo Adding OS patches
mount $LUPATCHHOST:$LUPATCHPATH /mnt >/dev/null 2>&1
if [ $? = 0 ] ; then

for patch in ‘cat /mnt/*Recommended/patch_order‘ ; do
(cd /mnt/*Recommended/$patch ; echo yes | patchadd -u -d -R $BASEDIR .)

done
cd /tmp
umount /mnt

else
echo "No patches found"

if

注 –以前は終了スクリプト環境では、pkgaddコマンドや patchaddコマンドととも
に chroot(1M)コマンドが使用されていました。まれに、一部のパッケージや
パッチで -Rオプションが正しく動作しないことがあります。chrootコマンドを実
行する前には、/aルートパスにダミーの /etc/mnttabファイルを作成する必要が
あります。

ダミーの /etc/mnttab ファイルを作成するには、終了スクリプトに次の行を追加し
ます。

cp /etc/mnttab /a/etc/mnttab
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終了スクリプトによるルート環境のカスタマイズ
終了スクリプトでは、すでにシステムにインストールされたファイルをカスタマイズ
することもできます。たとえば、例 7–5の終了スクリプトは、ルート (/)ディレクト
リの .cshrcファイルに情報を追加することによってルート環境をカスタマイズしま
す。

例 7–5終了スクリプトによるルート環境のカスタマイズ

#!/bin/sh
#
# Customize root’s environment
#
echo "***adding customizations in /.cshrc"
test -f a/.cshrc || {
cat >> a/.cshrc <<EOF
set history=100 savehist=200 filec ignoreeof prompt="\$user@‘uname -n‘> "
alias cp cp -i
alias mv mv -i
alias rm rm -i
alias ls ls -FC
alias h history
alias c clear
unset autologout
EOF

}

終了スクリプトによるシステムのルートパスワー
ドの設定
Solarisソフトウェアのシステムへのインストールが完了すると、システムは再起動し
ます。ブートプロセス終了前に、システムは rootパスワードを入力するように求めて
きます。パスワードを入力するまで、システムはブート処理を終了できません。

set_root_pwという終了スクリプトが、auto_install_sampleディレクトリに
保存されています。この終了スクリプトは、プロンプトを表示することなく rootパス
ワードを自動的に設定する方法を示します。set_root_pwについては、例 7–6を参
照してください。

注 –システムの rootパスワードを終了スクリプトで設定した場合、ユーザーが、終了
スクリプト内にある暗号化されたパスワードからルートのパスワードを発見しようと
試みる可能性があります。ユーザーに rootパスワードを解読されないよう、対策を講
じてください。

例 7–6終了スクリプトによるシステムの rootパスワードの設定

#!/bin/sh
#
# @(#)set_root_pw 1.4 93/12/23 SMI
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例 7–6終了スクリプトによるシステムの rootパスワードの設定 (続き)

#
# This is an example Bourne shell script to be run after installation.
# It sets the system’s root password to the entry defined in PASSWD.
# The encrypted password is obtained from an existing root password entry
# in /etc/shadow from an installed machine.

echo "setting password for root"

# set the root password
PASSWD=dKO5IBkSF42lw

#create a temporary input file
cp /a/etc/shadow /a/etc/shadow.orig

mv /a/etc/shadow /a/etc/shadow.orig
nawk -F: ’{

if ( $1 == "root" )
printf"%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s\n",$1,passwd,$3,$4,$5,$6,$7,$8,$9

else
printf"%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s:%s\n",$1,$2,$3,$4,$5,$6,$7,$8,$9

}’ passwd="$PASSWD" /a/etc/shadow.orig > /a/etc/shadow
#remove the temporary file
rm -f /a/etc/shadow.orig
# set the flag so sysidroot won’t prompt for the root password
sed -e ’s/0 # root/1 # root/’ ${SI_SYS_STATE} > /tmp/state.$$
mv /tmp/state.$$ ${SI_SYS_STATE}

次に、この例のいくつかのコマンドの説明を示します。

� 次のコマンドは、PASSWD変数に、システムの /etc/shadowファイルの既存のエ
ントリから取得した暗号化された rootパスワードを設定します。

#create a temporary input file

� 次のコマンドは、/a/etc/shadowの一時入力ファイルを作成します。

cp /a/etc/shadow /a/etc/shadow.orig

� 次のコマンドは、$PASSWDをパスワードフィールドとして使用して、新しくイン
ストールしたシステム用の /etc/shadowファイルにある rootエントリを変更し
ます。

if ( $1 == "root" )

� 次のコマンドは、一時的な /a/etc/shadowファイルを削除します。

rm -f /a/etc/shadow.orig

� 次のコマンドは、状態ファイルのエントリを 0から 1へ変更します。これにより
ユーザーは rootパスワードの入力を求められません。この状態ファイルには、
SI_SYS_STATE変数 (現在の値は /a/etc/.sysIDtool.state)を使用してアク
セスします。この値の変更によってスクリプトで問題が発生することを防ぐには、
必ず $SI_SYS_STATEを使用してこのファイルを参照してください。ここに示さ
れている sedコマンドでは、0と 1の後にタブ文字が入っています。

sed -e ’s/0 # root/1 # root/’ ${SI_SYS_STATE} > /tmp/state.$$
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終了スクリプトによる非対話式インストール
終了スクリプトを使用すると、Solaris OSのインストールに続いてさらにソフト
ウェアをインストールできます。Solarisインストールプログラムは、インストール中
に情報を入力するプロンプトを表示します。自動インストールを行うに
は、-nodisplayオプションまたは -noconsoleオプションを指定して Solarisイン
ストールプログラムを実行します。

表 7–1 Solarisインストールオプション

オプション 説明

-nodisplay GUIを使用せずにインストーラを実行します。-localesオ
プションを用いてインストール条件を変更した場合を除き、
デフォルトの設定に従って製品がインストールされます。

-noconsole 対話形式のテキストコンソールデバイスを介さずにインス
トールを実行します。UNIXスクリプトで -nodisplayと共
に使用すると便利です。

詳細については、installer(1M)のマニュアルページを参照してください。

圧縮された構成ファイルの作成
add_install_clientコマンドを使用してカスタム JumpStart構成ファイルの場所
を指定する代わりに、システムのブート時に構成ファイルの場所を指定することがで
きます。ただし、指定できるファイル名は 1つだけです。したがって、すべてのカス
タム JumpStart構成ファイルを 1つのファイルに圧縮する必要があります。

� SPARCシステムの場合、bootコマンドのファイルの場所を指定します。

� x86システムの場合:

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューの GRUBエントリを編集
してファイルの場所を指定します。

� Solaris 10 3/05リリースでは、bootコマンドのファイルの場所を指定します。

圧縮された構成ファイルの形式は、次のいずれかにしてください。

� tar
� compressで圧縮された tar
� zip
� bzipで圧縮された tar
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� 圧縮された構成ファイルを作成する方法

1. プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリに移動します。

# cd jumpstart_dir_path

2. 圧縮ツールを使って、すべてのカスタム JumpStart構成ファイルを 1つのファイ
ルに圧縮します。

注 –圧縮構成ファイルに相対パスを含めないでください。カスタム JumpStart構成
ファイルは、圧縮されたファイルと同じディレクトリに置かれている必要がありま
す。

圧縮された構成ファイルには、次のファイルが含まれている必要があります。

� プロファイル
� rules
� rules.ok

圧縮された構成ファイルに、さらに sysidcfgファイルを入れることもできま
す。

3. 圧縮された構成ファイルを NFSサーバー、HTTPサーバー、またはローカルハー
ドディスク上に保存します。

圧縮された構成ファイルの例
次の例は、tarコマンドを使って、圧縮された構成ファイルを config.tarという
名前で作成します。カスタム JumpStart構成ファイルはすべて /jumpstartディレ
クトリにあります。

例 7–7圧縮された構成ファイルの作成

# cd /jumpstart
# tar -cvf config.tar *
a profile 1K
a rules 1K
a rules.ok 1K

a sysidcfg 1K

手順
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ディスク構成ファイルの作成
この節では、単一ディスク構成ファイルおよび複数ディスク構成ファイルの作成方法
を説明します。ディスク構成ファイルを作成すると、単一のシステムから
pfinstall(1M)を使用して、異なるディスク構成に対してプロファイルをテストで
きます。

� SPARC:ディスク構成ファイルを作成する方法

1. テストするディスクのある SPARCシステムを探します。

2. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solaris
のシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照
してください。

3. prtvtoc(1M)コマンドの出力をファイルに保存して、単一ディスク構成ファイル
を作成します。

# prtvtoc /dev/rdsk/device_name >disk_config_file

/dev/rdsk/device_name システムのディスクのデバイス名。device_nameは、
cwtxdys2または cxdys2の形式で指定する必要があ
ります。

disk_config_file ディスク構成ファイルの名前。

4. Solarisソフトウェアのインストールのテストを、複数ディスク上で実行するかど
うか決定します。

� 実行しない場合は、ここで終了です。

� 実行する場合は、各ディスク構成ファイルを結合し、その出力を新しいファイ
ルに保存します。

# cat disk_file1 disk_file2 >multi_disk_config

新しいファイルは、次に示すように複数ディスク構成ファイルになります。

# cat 104_disk2 104_disk3 104_disk5 >multi_disk_test

5. 前の手順で作成した複数ディスク構成ファイル内で、ディスクデバイス名のター
ゲット番号がそれぞれ固有であるかどうか調べます。

� 固有である場合は、ここで終了です。

� 固有でない場合は、テキストエディタでファイルを開き、ターゲット番号を固
有のものにします。

手順
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たとえば、次に示すように、異なるディスクデバイス名について同じター
ゲット番号 (t0)がファイルに含まれているとします。

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map
...
* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

この場合は次のように、2番目のターゲット番号を t2に設定します。

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map
...
* /dev/rdsk/c0t2d0s2 partition map

SPARC:ディスク構成ファイルの例
次の例では、104Mバイトのディスクを持つ SPARC搭載システムで、単一ディスク構
成ファイル 104_testを作成します。

例 7–8 SPARC:ディスク構成ファイルの作成

prtvtocコマンドの出力を 104_testという単一ディスク構成ファイルに保存しま
す。

# prtvtoc /dev/rdsk/c0t3d0s2 >104_test

104_testファイルは、次のようになります。

* /dev/rdsk/c0t3d0s2 partition map
*
* Dimensions:
* 512 bytes/sector
* 72 sectors/track
* 14 tracks/cylinder
* 1008 sectors/cylinder
* 2038 cylinders* 2036 accessible cylinders
* Flags:
* 1: unmountable
* 10: read-only
*
* First Sector Last
* Partition Tag Flags Sector Count Sector Mount Directory

1 2 00 0 164304 164303 /
2 5 00 0 2052288 2052287
3 0 00 164304 823536 987839 /disk2/b298
5 0 00 987840 614880 1602719 /install/298/sparc/work
7 0 00 1602720 449568 2052287 /space

これで SPARCシステム用のディスク構成ファイルの作成が終了しました。ディスク
構成ファイルを使ってプロファイルをテストする方法については、110ページの「プ
ロファイルのテスト」を参照してください。
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� x86:ディスク構成ファイルを作成する方法

1. テストするディスクがある x86システムを探します。

2. スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solaris
のシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照
してください。

3. fdisk(1M)コマンドの出力をファイルに保存して、単一ディスク構成ファイルを
部分的に作成します。

# fdisk -R -W disk_config_file -h /dev/rdsk/device_name

disk_config_file ディスク構成ファイルの名前。

/dev/rdsk/device_name ディスク全体の fdiskレイアウトのデバイス名。
device_nameは、cwtxdys0または cxdys0の形式で
指定する必要があります。

4. prtvtoc(1M)コマンドの出力をディスク構成ファイルの末尾に書き込みます。

# prtvtoc /dev/rdsk/device_name >>disk_config

/dev/rdsk/device_name システムのディスクのデバイス名。device_nameは、
cwtxdys2または cxdys2の形式で指定する必要があ
ります。

disk_config ディスク構成ファイルの名前。

5. Solarisソフトウェアのインストールのテストを、複数ディスク上で実行するかど
うか決定します。

� 実行しない場合は、ここで終了です。

� 実行する場合は、各単一ディスク構成ファイルを結合し、その出力を新しい
ファイルに保存します。

# cat disk_file1 disk_file2 >multi_disk_config

新しいファイルは、次に示すように複数ディスク構成ファイルになります。

# cat 104_disk2 104_disk3 104_disk5 >multi_disk_test

6. 前の手順で作成した複数ディスク構成ファイル内で、ディスクデバイス名のター
ゲット番号がそれぞれ固有であるかどうか調べます。

� 固有である場合は、ここで終了です。

� 固有でない場合は、テキストエディタでファイルを開き、ターゲット番号を固
有のものにします。

たとえば、次に示すように、異なるディスクデバイス名について同じター
ゲット番号 (t0)がファイルに含まれているとします。

手順
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* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map
...
* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

この場合は次のように、2番目のターゲット番号を t2に設定します。

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map
...
* /dev/rdsk/c0t2d0s2 partition map

x86:ディスク構成ファイルの例
次の例では、500Mバイトのディスクを持つ x86システムで、単一ディスク構成
ファイル 500_testを作成します。

例 7–9 x86:ディスク構成ファイルの作成

最初に、fdiskコマンドの出力を 500_testという名前のファイルに保存します。

# fdisk -R -W 500_test -h /dev/rdsk/c0t0d0p0

この 500_testファイルの内容は次のとおりです。

* /dev/rdsk/c0t0d0p0 default fdisk table
* Dimensions:
* 512 bytes/sector
* 94 sectors/track
* 15 tracks/cylinder
* 1455 cylinders
*
* HBA Dimensions:
* 512 bytes/sector
* 94 sectors/track
* 15 tracks/cylinder
* 1455 cylinders
*
* systid:
* 1: DOSOS12
* 2: PCIXOS
* 4: DOSOS16
* 5: EXTDOS
* 6: DOSBIG
* 86: DOSDATA
* 98: OTHEROS
* 99: UNIXOS
* 130: SUNIXOS
*
* Id Act Bhead Bsect Bcyl Ehead Esect Ecyl Rsect Numsect
130 128 44 3 0 46 30 1001 1410 2050140

次に、prtvtocコマンドの出力を 500_testファイルに追加します。
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例 7–9 x86:ディスク構成ファイルの作成 (続き)

# prtvtoc /dev/rdsk/c0t0d0s2 >>500_test

これで 500_testファイルは、完全なディスク構成ファイルになりました。

* /dev/rdsk/c0t0d0p0 default fdisk table
* Dimensions:
* 512 bytes/sector
* 94 sectors/track
* 15 tracks/cylinder
* 1455 cylinders
*
* HBA Dimensions:
* 512 bytes/sector
* 94 sectors/track
* 15 tracks/cylinder
* 1455 cylinders
*
* systid:
* 1: DOSOS12
* 2: PCIXOS
* 4: DOSOS16
* 5: EXTDOS
* 6: DOSBIG
* 86: DOSDATA
* 98: OTHEROS
* 99: UNIXOS
* 130: SUNIXOS
*
* Id Act Bhead Bsect Bcyl Ehead Esec Ecyl Rsect Numsect
130 128 44 3 0 46 30 1001 1410 2050140
* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map
*
* Dimensions:
* 512 bytes/sector
* 94 sectors/track
* 15 tracks/cylinder
* 1110 sectors/cylinder
* 1454 cylinders
* 1452 accessible cylinders
*
* Flags:
* 1: unmountable
* 10: read-only
* First Sector Last
* Partition Tag Flags Sector Count Sector Mount Directory

2 5 01 1410 2045910 2047319
7 6 00 4230 2043090 2047319 /space
8 1 01 0 1410 1409
9 9 01 1410 2820 422987
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例 7–9 x86:ディスク構成ファイルの作成 (続き)

これで x86システム用のディスク構成ファイルの作成が終了しました。ディスク構成
ファイルを使ってプロファイルをテストする方法については、110ページの「プロ
ファイルのテスト」を参照してください。

サイト固有のインストールプログラムの
使用
開始スクリプトと終了スクリプトを使用すると、独自のインストールプログラムによ
り Solarisソフトウェアをインストールできます。

プロファイルフィールドにマイナス記号 (-)を指定すると、プロファイルと Solarisイ
ンストールプログラムの代わりに、開始スクリプトと終了スクリプトが、Solarisソフ
トウェアのインストール方法を制御するようになります。

たとえば次のルールに一致した場合は、開始スクリプト x_install.begと終了スク
リプト x_install.finが、cloverという名前のシステムに Solarisソフトウェア
をインストールします。

hostname clover x_install.beg - x_install.fin
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第 8章

カスタムルールおよびプローブキー
ワードの作成 (作業)

この章では、独自のカスタムルールとプローブキーワードを作成するための情報と手
順を示します。

� 133ページの「プローブキーワード」
� 134ページの「custom_probesファイルの作成」
� 137ページの「custom_probesファイルの妥当性検査」

プローブキーワード
プローブキーワードを理解するには、まずルールキーワードが何であるかを思い出し
てください。ルールキーワードは、ホスト名 (hostname)やメモリーサイズ
(memsize)などの一般的なシステム属性を記述する事前定義された字句単位または語
です。ルールキーワードとそれに関連する値を使用すると、同じ属性を持つシステム
をプロファイルに対応付けることができます。システム属性を対応させるこの方法で
は、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアをどのようにインストールするか
が定義されます。

カスタム JumpStartの環境変数は、開始スクリプトおよび終了スクリプトで使用しま
すが、必要に応じて設定します。たとえば、すでにシステムにインストールされてい
るオペレーティングシステムに関する情報は、installedルールキーワードを使用
した後にのみ、SI_INSTALLEDから入手できます。

場合によっては、システムの照合とプロファイルの実行以外の目的で、この同じ情報
を開始スクリプトまたは終了スクリプトで抽出する必要があります。プローブキー
ワードは、この解決方法となります。プローブキーワードは属性情報を抽出するの
で、照合条件を設定してプロファイルを実行する必要がなくなります。

プローブキーワードと値については、221ページの「プローブキーワードと値」を参
照してください。
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custom_probesファイルの作成
171ページの「ルールキーワードと値の説明」と 221ページの「プローブキーワード
と値」で説明されているルールキーワードとプローブキーワードでは、ニーズに合わ
ない場合もあります。custom_probesファイルを作成して、独自のカスタムルール
またはプローブキーワードを定義できます。

custom_probesファイルは、2種類のタイプの関数を含む Bourneシェルスクリプ
トです。custom_probesファイルは、rulesファイルを保存したのと同じ
JumpStartディレクトリに保存する必要があります。次に、custom_probesファイ
ルに定義できる 2種類の関数を示します。

� プローブ –必要な情報を収集するかあるいは実際の作業を実行し、定義された対応
する SI_環境変数を設定します。プローブ関数はプローブキーワードになりま
す。

� 比較 –対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関数の出力を比較し、キーワー
ドが一致する場合は 0、キーワードが一致しない場合は 1を返します。比較関数
はルールキーワードになります。

custom_probesファイルの構文
custom_probesファイルには、任意の有効な Bourneシェルコマンド、変数、また
はアルゴリズムを含めることができます。

注 – custom_probesファイルで単一の引数を必要とするプローブおよび比較関数を
定義できます。rulesファイル内で対応するカスタムプローブキーワードを使用する
場合、このキーワードの後に続く引数が ($1として)解釈されます。

rulesファイル内で対応するカスタムルールキーワードを使用する場合、引数は順番
に解釈されます。この順番は、キーワードの直後から開始し、次に &&または開始ス
クリプトが現れる直前で終了します。

custom_probesファイルは、次の要件を満たしている必要があります。

� 名前が custom_probesである
� 所有者が rootである
� 実行可能であり、アクセス権が 755に設定されている
� 少なくとも 1つのプローブ関数と対応する比較関数を含む

より明確で効果的な構成にするために、最初にすべてのプローブ関数をファイルの一
番上に定義してから、比較関数を続けて定義してください。
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custom_probes内の関数名の構文
プローブ関数名は、probe_で始める必要があります。比較関数名は、cmp_で始め
る必要があります。

probe_で始まる関数は、新しいプローブキーワードを定義します。たとえば、関数
probe_tcxは、新しいプローブキーワード tcxを定義します。cmp_で始まる関数
は、新しいルールキーワードを定義します。たとえば、cmp_tcxは、新しいルール
キーワード tcxを定義します。

� custom_probesファイルを作成する方法

1. テキストエディタを使用して Bourneシェルスクリプトのテキストファイルを作成
します。このファイルに custom_probesという名前を付けます。

2. custom_probesテキストファイルで、プローブ関数と比較関数を定義します。

注 – custom_probesファイルには、引数を必要とするプローブおよび比較関数を
定義できます。rulesファイル内で対応するカスタムプローブキーワードを使用
する場合、このキーワードの後に続く引数は順番に ($1、$2などとして)解釈され
ます。

rulesファイル内で対応するカスタムルールキーワードを使用する場合、引数は
順番に解釈されます。この順番は、キーワードの直後から開始し、次に &&または
開始スクリプトが現れる直前で終了します。

3. custom_probesファイルを JumpStartディレクトリに保存します (rules
ファイルと同じ)。

4. rootが rulesファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されてい
ることを確認します。

custom_probesファイルとキーワードの例
プローブ関数と比較関数の例は次のディレクトリにも入っています。

� Solarisソフトウェアがインストールされたシステムの
/usr/sbin/install.d/chkprobe

� Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CD上の
/Solaris_10/Tools/Boot/usr/sbin/install.d/chkprobe

次の custom_probesファイルには、TCXグラフィックスカードがあるかどうかを
テストするプローブおよび比較関数が含まれます。

手順
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例 8–1 custom_probesファイル

#!/bin/sh
#
# custom_probe script to test for the presence of a TCX graphics card.
#

#
# PROBE FUNCTIONS
#
probe_tcx() {
SI_TCX=‘modinfo | grep tcx | nawk ’{print $6}’‘
export SI_TCX

}

#
# COMPARISON FUNCTIONS
#
cmp_tcx() {
probe_tcx

if [ "X${SI_TCX}" = "X${1}" ]; then
return 0

else
return 1

if

}

次のサンプル rulesファイルは、前の例で定義されているプローブキーワード (tcx)
の使用方法を示しています。TCXグラフィックスカードがシステムにインストールさ
れていて検出されると、profile_tcxが実行されます。そうでない場合は、
profileが実行されます。

注 –プローブキーワードは、rulesファイルの最初、またはその近くに指定してくだ
さい。これは、そのプローブキーワードに依存する可能性のあるほかのルールキー
ワードよりも先に読み取られて実行されるようにするためです。

例 8–2 rulesファイルで使用されるカスタムプローブキーワード

probe tcx
tcx tcx - profile_tcx -

any any - profile -
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custom_probesファイルの妥当性検査
プロファイル、rulesファイル、および custom_probesファイルを使用する前
に、checkスクリプトを実行して、ファイルが正常に設定されていることを検証する
必要があります。すべてのプロファイル、ルール、およびプローブ関数と比較関数が
正しく設定されている場合は、rules.okファイルと custom_probes.okファイル
が作成されます。表 8–1に、checkスクリプトの実行内容を示します。

表 8–1 checkスクリプトの動作

手順 説明

1 checkは、custom_probesファイルを検索します。

2 ファイルが存在する場合、checkは custom_probesファイルから
custom_probes.okファイルを作成し、すべてのコメントと空行を削除して
Bourneシェルコマンド、変数、およびアルゴリズムだけを保持します。次に
checkは次のコメント行をファイルの最後に追加します。

# version=2 checksum=num

� custom_probesファイルを妥当性検査する方法

1. checkスクリプトが JumpStartディレクトリにあることを確認します。

注 – checkスクリプトは、Solaris Operating System DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDの Solaris_10/Misc/jumpstart_sampleディレクトリに
あります。

2. JumpStartディレクトリへ移動します。

3. checkスクリプトを実行して、rulesファイルと custom_probesファイルの妥
当性を検査します。

$ ./check -p path -r file_name

-p path 使用しているシステムの checkスクリプトではなく、プラット
フォームに対応した Solarisソフトウェアイメージの checkスク
リプトを使用して、custom_probesファイルの妥当性を検査し
ます。pathは、ローカルディスク上のイメージか、マウントされ
た Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1
CD上のイメージです。
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以前のバージョンの Solarisを稼働中のシステムでは、このオプ
ションを指定することにより、checkの最新バージョンを実行し
ます。

-r file_name custom_probes以外のファイル名を指定します。-rオプション
を使用することで、一連の関数を custom_probesファイル内に
まとめる前にそれらの妥当性検査を実施できます。

checkスクリプトを実行すると、rulesファイル、custom_probesファイル、
および各プロファイルの妥当性が報告されます。エラーが検出されなければ、スク
リプトは次のメッセージを表示します。「The custom JumpStart configuration is
ok」と表示され、JumpStartディレクトリ内に rules.okファイルと
custom_probes.okファイルが作成されます。

4. custom_probes.okファイルが実行可能かどうか調べます。

� 実行可能な場合、手順 5へ進みます。

� 実行可能でない場合は、次のコマンドを入力します。

# chmod +x custom_probes

5. rootが custom_probes.okファイルを所有し、そのアクセス権が 755に設定さ
れていることを確認してください。
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第 9章

カスタム JumpStartインストールの実
行 (作業)

この章では、SPARCシステムまたは x86システムでカスタム JumpStartインストー
ルを実行する手順を説明します。これらの手順は、Solarisソフトウェアをインストー
ルしようとするシステム上で実行する必要があります。

� 143ページの「SPARC:カスタム JumpStartプログラムを使用してインストールま
たはアップグレードする方法」

� 148ページの「x86:カスタム JumpStartプログラムおよび GRUBを使用してイン
ストールまたはアップグレードを実行する方法」

SPARC:作業マップ:カスタム JumpStart
インストールのためのシステムの設定
表 9–1作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定

作業 説明 参照先

システムがサポートされてい
るかを確認します。

ハードウェアのマニュアル
で、Solaris環境におけるシス
テムサポートを確認します。

『Solaris Sunハードウェアマ
ニュア
ル』(http://docs.sun.com)

Solarisソフトウェアをインス
トールするための十分な
ディスク容量がシステムにあ
るかを確認します。

Solarisソフトウェアのインス
トールに求められる十分な容
量があるかを確認します。

第 3章
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表 9–1作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定 (続き)
作業 説明 参照先

(省略可能)システムパラメー
タを設定します。

インストールやアップグレー
ドの際に情報を入力する手間
を省くために、システム構成
情報を事前に設定しておくこ
とができます。

『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 6章「システム構成
情報の事前設定 (作業)」

カスタム JumpStartインス
トールを実行するようにシス
テムを準備します。

rulesファイルとプロファイ
ルファイルを作成して検証し
ます。

第 6章

(省略可能)カスタム
JumpStartのオプション機能
を準備します。

開始スクリプト、終了スクリ
プトなどのオプション機能を
使用する場合は、それらのス
クリプトまたはファイルを用
意します。

第 7章および第 8章

(省略可能) Solarisソフト
ウェアをネットワークからイ
ンストールする準備を行いま
す。

リモートの Solaris Operating
System DVD (SPARC版)また
は Solaris SOFTWARE
(SPARC版)イメージをインス
トールする場合は、インス
トールサーバーまたはブート
サーバーからシステムをブー
トしてインストールするよう
に、システムを設定する必要
があります。

『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 8章「DVDメ
ディアを使用したネットワー
クインストールの準備 (作
業)」

『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 9章「CDメディア
を使用したネットワークイン
ストールの準備 (作業)」

(省略可能) Solarisフ
ラッシュアーカイブのインス
トール準備をします。

Solarisフラッシュアーカイブ
のインストールに固有の設定
を行います。

141ページの「カスタム
JumpStartインストールを使
用して Solarisフラッシュアー
カイブをインストールする方
法」

インストールまたはアップグ
レードを実行します。

システムをブートしてインス
トールまたはアップグレード
を開始します。

143ページの「SPARC:カスタ
ム JumpStartプログラムを使
用してインストールまたは
アップグレードする方法」
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SPARC:カスタム JumpStartインストー
ルの実行
カスタム JumpStartインストールの際、JumpStartプログラムは、インストール対象
のシステムと rules.okファイル内のルールを照合します。この際、最初から順に
ルールが読み取られ、インストール中のシステムがルールに定義されたすべてのシス
テム属性に一致するかどうか検査されます。システムがルールと一致すると、
JumpStartプログラムによる rules.okファイルの読み取りが停止して、一致した
ルールのプロファイルに基づいてシステムのインストールが開始されます。

� カスタム JumpStartインストールを使用して
Solarisフラッシュアーカイブをインストールする
方法
初期インストールの場合は完全アーカイブを、アップグレードの場合 (過去にアーカ
イブをインストールしたことがある場合)は差分アーカイブを、それぞれインストー
ルできます。カスタム JumpStartインストールまたは Solaris Live Upgradeを使用し
て、非アクティブブート環境にアーカイブをインストールできます。ここでは、カス
タム JumpStartを使ってアーカイブをインストールする手順を紹介します。

� 完全アーカイブと差分アーカイブの概要については、『Solaris 10インストールガ
イド (Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストール)』の第 1章「Solarisフ
ラッシュ (概要)」を参照してください。

� Solaris Live Upgradeを使って、非アクティブなブート環境にアーカイブをインス
トールする手順については、『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「プロファイルを使用した Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール (コマンド行インタフェース)」を参照してくだ
さい。

1. 次の制限事項を確認します。

説明 例

注意: archive_locationキーワードを使
用して Solarisフラッシュアーカイブをイン
ストールする場合は、アーカイブおよびイン
ストールメディアに同一のオペレーティング
システムのバージョンが格納されている必要
があります。

たとえば、アーカイブが Solaris 10オペレー
ティングシステムで、DVDメディアを使用
している場合は、Solaris 10 DVDメディア
を使用してアーカイブをインストールする必
要があります。オペレーティングシステムの
バージョンが一致しないと、クローンシステ
ムでのインストールに失敗します。
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説明 例

注意 –非大域ゾーンがインストールされてい
ると、Solarisフラッシュアーカイブは正常
に作成できません。Solarisフラッシュ機能
には Solarisゾーン区分技術との互換性はあ
りません。Solarisフラッシュアーカイブを
作成する場合、そのアーカイブの配備条件が
次のいずれかの場合は、作成されたアーカイ
ブは正しくインストールされません。
� アーカイブが非大域ゾーンに作成された
場合

� アーカイブが、非大域ゾーンがインス
トールされている大域ゾーンに作成され
た場合

2. インストールサーバーで、カスタム JumpStartの rulesファイルを作成します。

カスタム JumpStartファイルの詳しい作成方法については、第 6章を参照してく
ださい。

3. インストールサーバーで、カスタム JumpStartのプロファイルを作成します。

Solarisフラッシュアーカイブプロファイルの例については、98ページの「プロ
ファイルの例」を参照してください。

表 11–2に示された既存のカスタム JumpStartキーワードのうち、Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール時に有効なものは次のキーワードだけです。

キーワード 初期インストール 差分アーカイブ

(必須)archive_location ○ ○

fdisk (x86のみ) ○ ○

filesys

注 – filesysキーワードに
値 autoは設定できません。

○

forced_deployment ○

(必須) Install_type ○ ○

local_customization ○ ○

no_content_check ○

no_master_check ○

package ○

root_device ○ ○
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a. キーワード install_typeの値を次のいずれかに設定します。

� 完全アーカイブインストールの場合、値を flash_installに設定しま
す。

� 差分アーカイブインストールの場合、値を flash_updateに設定します。

b. archive_locationプロファイルキーワードを使用して、Solarisフ
ラッシュアーカイブへのパスを追加します。

archive_locationキーワードの詳細については、177ページ
の「archive_locationプロファイルキーワード」を参照してください。

c. ファイルシステム構成を指定します。

Solarisフラッシュアーカイブの抽出プロセスでは、パーティションの自動配置
はサポートされません。

d. (省略可能)アーカイブのインストール時に追加パッケージもインストールする
場合は、packageキーワードを使用してください。詳細については、205ペー
ジの「packageプロファイルキーワード」を参照してください。

e. (省略可能)クローンシステムに Solarisフラッシュアーカイブを追加インス
トールする場合は、インストールするアーカイブごとに archive_location
行を指定してください。

4. インストールサーバーで、Solarisフラッシュアーカイブを使ってインストールす
るクライアントを追加します。

詳細については、次を参照してください。

� 『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストール)』の「DVDイ
メージを使用してネットワークからインストールするシステムの追加」

� 『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストール)』の「CDイメー
ジを使用してネットワークからインストールするシステムの追加」

5. クローンシステムへのカスタム JumpStartインストールを実行します。

詳細については、143ページの「SPARC:カスタム JumpStartプログラムを使用し
てインストールまたはアップグレードする方法」を参照してください。

� SPARC:カスタム JumpStartプログラムを使用して
インストールまたはアップグレードする方法

1. システムがネットワークに接続されている場合は、Ethernetコネクタまたはそれ
に類似したネットワークアダプタがシステムに装着されていることを確認します。

2. tip(1)ラインで接続されているシステムをインストールする場合は、ウィンドウ
表示が横 80桁、縦 24行以上あることを確認します。

現在の tipウィンドウサイズを確認するには、stty(1)コマンドを使用します。
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3. システムの DVD-ROMまたは CD-ROMドライブを使用して Solarisソフト
ウェアをインストールする場合は、ドライブに Solaris Operating System DVD
(SPARC版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を挿入します。

4. プロファイルフロッピーディスクを使用する場合は、システムのフロッピーディス
クドライブにそのフロッピーディスクを挿入します。

5. システムをブートします。

� 新しく購入したばかり (未使用)のシステムの場合は、システムの電源を入れま
す。

� 既存システムのインストールまたはアップグレードを行う場合は、システムを
シャットダウンします。okプロンプトで、bootコマンドに適切なオプション
を入力します。bootコマンドの構文は次のとおりです。

ok boot [cd–dvd|net] - install [url|ask] options

たとえば、次のコマンドを入力すると、JumpStartプロファイルを使用して
ネットワーク経由で OSがインストールされます。

ok boot net - install http://131.141.2.32/jumpstart/config.tar

bootコマンドのオプションの詳細は、次の表を参照してください。

SPARCのみ –ハードウェアおよびシステムコンポーネントがシステムによって検
査されて、SPARCシステムがブートします。ブートには数分間かかります。

6. sysidcfgでシステム情報の事前構成を行わなかった場合は、プロンプトが表示
された時点でシステム構成についての質問に答えます。

7. 画面の指示に従って、ソフトウェアをインストールします。

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアのインストールを終了すると、シス
テムが自動的にリブートします。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、次のディレクトリに作成されます。

� /var/sadm/system/logs
� /var/sadm/install/logs

SPARC: bootコマンドのコマンドリファレンス
bootコマンドの構文は次のとおりです。

ok boot [cd–dvd|net] - install [url|ask] options

次の表に、JumpStartインストールに適した bootコマンドのコマンド行オプション
を示します。
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オプション 説明

[ cd–dvd|net] CDまたは DVDからブートするか、ネットワーク上のインストールサーバーからブートす
るかを指定します。
� cd-dvd - cdromを使用して CDまたは DVDからブートします。
� net -ネットワーク上のインストールサーバーからブートすることを指定します。

[ url| ask] カスタム JumpStartファイルの場所を指定するか、場所の入力を求めるプロンプトを表示
します。
� url –ファイルのパスを指定します。HTTPまたは HTTPSサーバーに存在するファイル
の URLを指定できます。
HTTPサーバー

http://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/
compressed_config_file&proxy_info
� sysidcfgファイルを圧縮構成ファイルに含めた場合は、次の例に示すようにその
ファイルを含むサーバーの IPアドレスを指定する必要があります。

http://131.141.2.32/jumpstart/config.tar
� 圧縮構成ファイルをファイアウォールで防御された HTTPサーバー上の圧縮構成
ファイルに保存した場合は、ブート時に proxy指示子を使用する必要がありま
す(ファイルが配置されたサーバーの IPアドレスを指定する必要はない)。プロキシ
サーバーの IPアドレスは次のように指定します。

http://www.shadow.com/jumpstart/
config.tar&proxy=131.141.6.151

� ask –圧縮構成ファイルの場所の入力を求めるプロンプトを表示するように、インス
トールプログラムを指定します。プロンプトは、システムがブートしてネットワークに
接続すると表示されます。このオプションを使用すると、完全に自動化された
JumpStartインストールを行うことはできません。
Returnキーを押してこのプロンプトへの入力を省略すると、Solarisインストールプロ
グラムはネットワークパラメータを対話的に構成します。インストールプログラムは次
に、圧縮構成ファイルの場所を尋ねるプロンプトを表示します。

options � dhcp –システムのブートに必要なネットワークインストール情報の取得に DHCPサー
バーを使用することを指定します。このオプションは JumpStartインストールには必要
ありません。dhcpで DHCPサーバーの使用を指定しないと、/etc/bootparams

ファイル、またはネームサービスの bootparamsデータベースが使用されます。たと
えば、静的 IPアドレスを保持する場合には、dhcpを指定しません。

� nowinオプションおよび textオプションは、JumpStartインストールには適用されま
せん。これらのオプションは、対話式インストールで役立ちます。詳細については、
『Solaris 10インストールガイド (基本編)』の「Solarisインストールプログラムを使用
してインストールまたはアップグレードを行う方法」を参照してください。
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x86:作業マップ:カスタム JumpStartイ
ンストールのためのシステムの設定
表 9–2 x86:作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定

作業 説明 参照先

既存のオペレーティングシス
テムとユーザーデータを保存
する必要があるかを決定しま
す。

システムにディスク全体を使
用している既存のオペレー
ティングシステムがある場合
は、そのシステムと Solaris 10
ソフトウェアを共存させるた
めに既存のオペレーティング
システムを保存する必要があ
ります。この決定により、シ
ステムのプロファイル内の
fdisk(1M)キーワードをど
のように指定するかが決まり
ます。

191ページの「x86: fdiskプ
ロファイルキーワード」

システムがサポートされてい
るかを確認します。

ハードウェアのマニュアル
で、Solaris環境におけるシス
テムサポートを確認します。

ハードウェアのマニュアル

Solarisソフトウェアをインス
トールするための十分な
ディスク容量がシステムにあ
るかを確認します。

Solarisソフトウェアのインス
トールに求められる十分な容
量があるかを確認します。

第 3章

(省略可能)システムパラメー
タを設定します。

インストールやアップグレー
ドの際に情報を入力する手間
を省くために、システム構成
情報を事前に設定しておくこ
とができます。

『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 6章「システム構成
情報の事前設定 (作業)」

カスタム JumpStartインス
トールを実行するようにシス
テムを準備します。

rulesファイルとプロファイ
ルファイルを作成して検証し
ます。

第 6章

(省略可能)カスタム
JumpStartのオプション機能
を準備します。

開始スクリプト、終了スクリ
プトなどのオプション機能を
使用する場合は、それらのス
クリプトまたはファイルを用
意します。

第 7章および第 8章
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表 9–2 x86:作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定 (続
き)
作業 説明 参照先

(省略可能) Solarisソフト
ウェアをネットワークからイ
ンストールする準備を行いま
す。

リモートの Solaris Operating
System DVD (x86版)または
Solaris SOFTWARE (x86版)
イメージをインストールする
場合は、インストールサー
バーまたはブートサーバーか
らシステムをブートしてイン
ストールするように、システ
ムを設定する必要がありま
す。

『Solaris 10インストールガイ
ド (ネットワークインストー
ル)』の第 9章「CDメディア
を使用したネットワークイン
ストールの準備 (作業)」

(省略可能) Solarisフ
ラッシュアーカイブのインス
トール準備をします。

Solarisフラッシュアーカイブ
のインストールに固有の設定
を行います。

141ページの「カスタム
JumpStartインストールを使
用して Solarisフラッシュアー
カイブをインストールする方
法」

インストールまたはアップグ
レードを実行します。

システムをブートしてインス
トールまたはアップグレード
を開始します。

148ページの「x86:カスタム
JumpStartプログラムおよび
GRUBを使用してインストー
ルまたはアップグレードを実
行する方法」

x86:カスタム JumpStartインストールの
実行
カスタム JumpStartインストールの際、JumpStartプログラムは、インストール対象
のシステムと rules.okファイル内のルールを照合します。この際、最初から順に
ルールが読み取られ、インストール中のシステムがルールに定義されたすべてのシス
テム属性に一致するかどうか検査されます。システムがルールと一致すると同時に、
JumpStartプログラムによる rules.okファイルの読み取りが停止して、一致した
ルールのプロファイルに基づいてシステムのインストールが開始されます。

カスタム JumpStartを使って、Solarisフラッシュアーカイブをインストールできま
す。手順については、141ページの「カスタム JumpStartインストールを使用して
Solarisフラッシュアーカイブをインストールする方法」を参照してください。

使用しているリリースに応じて、次の手順のいずれかを選択します。

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、次に示す手順のいずれかを参照してくださ
い。
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� 標準的なカスタム JumpStartの手順については、148ページの「x86:カスタム
JumpStartプログラムおよび GRUBを使用してインストールまたはアップグ
レードを実行する方法」を参照してください。

� GRUBコマンドを編集してカスタム JumpStartを実行する方法については、150
ページの「x86: GRUB bootコマンドの編集によるカスタム JumpStartインス
トールの実行」を参照してください。

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、152ページの「x86:カスタム JumpStartプログ
ラムを使用してインストールまたはアップグレードする方法」を参照してくださ
い。

� x86:カスタム JumpStartプログラムおよび GRUB
を使用してインストールまたはアップグレードを
実行する方法
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、この手順を使用して Solaris OSをインストール
します。

1. システムがネットワークに接続されている場合は、Ethernetコネクタまたはそれ
に類似したネットワークアダプタがシステムに装着されていることを確認します。

2. tip(1)ラインで接続されているシステムをインストールする場合は、ウィンドウ
表示が横 80桁、縦 24行以上あることを確認します。

現在の tipウィンドウサイズを確認するには、stty(1)コマンドを使用します。

3. プロファイルフロッピーディスクを使用するかどうかを決定します。

Solaris 10 1/06以降のリリースでは、システムのブートにプロファイルフロッピー
ディスクは使用されなくなりました。フロッピーディスクを用意することはできま
すが、収録されているのは JumpStartディレクトリのみです。このフロッピー
ディスクは、JumpStartインストールを実行するときや CD-ROMをブートオフす
るときなどに使用できます。

� プロファイルフロッピーディスクを使用する場合は、システムのフロッピー
ディスクドライブにそのフロッピーディスクを挿入します。

� プロファイルフロッピーディスクを使用しない場合は、手順 4に進みます。

4. システムのブート方法を決定します。

� Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDからブートす
る場合は、そのディスクを挿入します。この場合、システムの BIOSが DVD
または CDからのブートをサポートしている必要があります。

� ネットワークからブートする場合は、PXE (Preboot Execution Environment)
ネットワークブートを使用してください。システムは PXEをサポートするもの
でなければなりません。システムの BIOS設定ツールまたはネットワークアダ
プタの構成設定ツールを使用して、PXEを使用するようにシステムを設定しま
す。

手順
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5. (省略可能) DVDまたは CDからブートする場合は、システムの BIOSのブート設
定を変更し、DVDまたは CDメディアからブートするように設定します。手順に
ついては、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

6. システムの電源が入っていない場合は、電源を入れます。システムの電源が入って
いる場合は、システムをリブートします。

GRUBメニューが表示されます。このメニューにはブートエントリの一覧が表示
されます。表示されるエントリはインストールする Solarisインスタンスです。

GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris 10 image_directory |
| |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

image_directoryは、インストールイメージが置かれているディレクトリの名前で
す。JumpStartファイルのパスは、add_install_clientコマンドと -cオプ
ションによって定義されています。

注 –ここで GRUBエントリからブートせずに、ブートエントリを編集することも
できます。GRUBエントリを編集してから、JumpStartインストールを実行しま
す。GRUBエントリとインストールオプションの一覧の編集方法については、150
ページの「x86: GRUB bootコマンドの編集によるカスタム JumpStartインストー
ルの実行」を参照してください。

7. 「Boot Solaris」画面が表示されたら、システムをブートするデバイ
ス(「DVD」、「CD」、「Net」、または「Disk」)を選択します。

8. プロンプトが表示されたら、次の操作のいずれかを実行します。

Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive
2 Custom JumpStart
3 Solaris Interactive Text (Desktop session)
4 Solaris Interactive Text (Console session)
5. Apply driver updates
6. Single User Shell

Enter the number of your choice.
Please make a selection (1-6).

カスタム JumpStart方式を選択するには、2を入力し、Enterキーを押します。

JumpStartインストールが開始されます。
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注 –

� 30秒以内に選択しないと、Solarisの対話式インストールプログラムが起動しま
す。コマンド行に任意のキーを入力することによって、このタイマーを止める
ことができます。

� 1、3、または 4を選択すると、対話式インストールになります。対話式インス
トールについては、『Solaris 10インストールガイド (基本編)』を参照してくだ
さい。

� これらのインストールの詳細については、『Solaris 10インストールガイド (基
本編)』を参照してください。

� 5を選択すると、ドライバの更新がインストールされます。
� 6を選択すると、保守作業を実行できます。

9. sysidcfgでシステム情報の事前構成を行わなかった場合は、プロンプトが表示
された時点でシステム構成についての質問に答えます。

10.画面の指示に従って、ソフトウェアをインストールします。

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアのインストールを終了すると、シス
テムが自動的にリブートします。また、GRUB menu.lstファイルも自動的に更
新されます。インストールした Solarisのインスタンスは、GRUBメニューを次に
使用するときに表示されます

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、次のディレクトリに作成されます。

� /var/sadm/system/logs
� /var/sadm/install/logs

x86: GRUB bootコマンドの編集によるカスタム
JumpStartインストールの実行
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューを編集できます。デバッグのた
めなど、必要に応じて GRUBブートコマンドを変更できます。次に、カスタム
JumpStartインストールを実行する前に GURBブートコマンドを編集する手順を示し
ます。

� x86: GRUB bootコマンドを変更する方法

1. インストールを開始するには、148ページの「x86:カスタム JumpStartプログラム
および GRUBを使用してインストールまたはアップグレードを実行する方法」に
示した手順、手順 1～手順 5を実行します。

手順
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2. システムの電源が入っていない場合は、電源を入れます。システムの電源が入って
いる場合は、システムをリブートします。

GRUBメニューが表示されます。このメニューにはブートエントリの一覧が表示
されます。表示されるエントリは、インストールされる Solarisインスタンスで
す。

GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)
+-------------------------------------------------------------------+
|Solaris 10 image_directory |
| |
+-------------------------------------------------------------------+
Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press
enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before
booting, or ’c’ for a command-line.

image_directoryは、インストールイメージが置かれているディレクトリの名前で
す。

注 –

� NFSを使用して、add_install_clientコマンドと -cオプションで
JumpStartディレクトリへのパスを設定した場合は、ブートエントリにそのパ
スを含める必要はありません。

� NFSを使用していない場合は、JumpStartディレクトリを含んでいる圧縮構成
ファイルへのパスを書き留めておく必要があります。

3. ブートプロセスを停止してメニューエントリエディタを使用するには、eを入力し
ます。

GRUB編集メニューが表示されます。

kernel /I86PC.Solaris_11-8/multiboot kernel/unix -B console=ttyb,\
install_media=131.141.2.32:/export/mary/v11 \
module /I86PC.Solaris_11-8/x86.new

4. 矢印キーを使用してブートエントリを選択します。

5. 選択したコマンドを編集するには、eを入力します。

次の例のようなコマンドが表示されます。

grub edit>kernel /I86PC.Solaris_11-8/multiboot kernel/unix -B \
console=ttyb,install_media=131.141.2.32:/export/mary/_\
module /I86PC.Solaris_11-8/x86.new

6. 必要なオプションを入力してコマンドを編集します。
JumpStartインストールの構文は次のとおりです。

grub edit>kernel /I86PC.Solaris_11-image_directory/multiboot kernel/unix/ \
install [url|ask] options -B install_media=media_type

JumpStartオプションの説明については、154ページの「x86: bコマンドまたは
bootコマンドのコマンドリファレンス」を参照してください。
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次の例では、カスタム JumpStartプロファイルを使用して、ネットワーク経由で
OSをインストールします。

kernel /I86PC.Solaris_11-8/multiboot kernel/unix/ install \
-B install_media=131.141.2.32:/export/mary/v11 \
module /I86PC.Solaris_11-8/x86.new

7. 編集内容を適用するには、Enterキーを押します。

変更が保存され、GRUBメインメニューが表示されます。

注 –変更を保存せずに GRUBメインメニューに戻るには、Escapeキーを押しま
す。

8. インストールを開始するには、bを入力します。

� x86:カスタム JumpStartプログラムを使用してイ
ンストールまたはアップグレードする方法
Solaris 10 3/05リリースの場合は、この手順を使用して Solaris OSをインストールし
ます。

1. システムがネットワークに接続されている場合は、Ethernetコネクタまたはそれ
に類似したネットワークアダプタがシステムに装着されていることを確認します。

2. tip(1)ラインで接続されているシステムをインストールする場合は、ウィンドウ
表示が横 80桁、縦 24行以上あることを確認します。

現在の tipウィンドウサイズを確認するには、stty(1)コマンドを使用します。

3. プロファイルフロッピーディスクを使用する場合は、システムのフロッピーディス
クドライブにそのフロッピーディスクを挿入します。

注 –プロファイルフロッピーディスクには、プロファイル情報に加え、Solaris 10
3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)のコピーが入っていま
す。PXEネットワークブートを利用してネットワークを介してシステムをブート
する場合は、フロッピーディスクからではなくネットワークからシステムがブート
するようにシステムを構成する必要があります。

4. システムのブート方法を決定します。

� Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDからブートす
る場合は、そのディスクを挿入します。この場合、システムの BIOSが DVD
または CDからのブートをサポートしている必要があります。

手順
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� ネットワークからブートする場合は、PXE (Preboot Execution Environment)
ネットワークブートを使用してください。システムは PXEをサポートするもの
でなければなりません。システムの BIOS設定ツールまたはネットワークアダ
プタの構成設定ツールを使用して、PXEを使用するようにシステムを設定しま
す。

� フロッピーディスクからブートする場合は、手順 3でドライブに挿入したプロ
ファイルフロッピーディスクを使用するか、あるいはシステムのフロッピー
ディスクドライブに Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス
構成用補助)フロッピーディスクを挿入します。

x86のみ –『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストー
ル)』の「x86版 Solaris 10 3/05:ブートソフトウェアのフロッピーディスクへの
コピー」の手順に従って、Solaris Operating System DVD (x86版)または
Solaris SOFTWARE - 2 CD (x86版)からフロッピーディスクへ Device
Configuration Assistant (デバイス構成用補助)ソフトウェアをコピーできま
す。

5. システムの電源が入っていない場合は、電源を入れます。システムの電源が入って
いる場合は、システムをリブートします。

Device Configuration Assistantプログラムがシステムのデバイスを調べます。

6. 「Boot Solaris」画面が表示されたら、システムをブートするデバイ
ス(「DVD」、「CD」、「Net」、または「Disk」)を選択します。

7. プロンプトで、次のどちらかを実行します。

Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive
2 Custom JumpStart
3 Solaris Interactive Text (Desktop session)
4 Solaris Interactive Text (Console session)

Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.
Alternatively, enter custom boot arguments directly.

If you wait for 30 seconds without typing anything,
an interactive installation will be started.

カスタム JumpStart方式を選択するには、次のどちらかを行います。
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注 –

� 30秒以内に「2」またはブートコマンドを入力しないと、Solarisの対話式イン
ストールプログラムが開始されます。コマンド行に任意のキーを入力すること
によって、このタイマーを止めることができます。

� 1、3、または 4を選択すると、対話式インストールになります。対話式インス
トールについては、『Solaris 10インストールガイド (基本編)』を参照してくだ
さい。

� 2を入力し、Enterキーを押します。

� bコマンドに適切なオプションを入力します。このコマンドの構文は次のとお
りです。

b install url:ask options

たとえば、次のコマンドを入力すると、JumpStartプロファイルを使用して
ネットワーク経由で OSがインストールされます。

ok b install http://131.141.2.32/jumpstart/config.tar

bコマンドのオプションの詳細は、下記の表を参照してください。

8. sysidcfgでシステム情報の事前構成を行わなかった場合は、プロンプトが表示
された時点でシステム構成についての質問に答えます。

9. 画面の指示に従って、ソフトウェアをインストールします。

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアのインストールを終了すると、シス
テムが自動的にリブートします。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、次のディレクトリに作成されます。

� /var/sadm/system/logs
� /var/sadm/install/logs

x86: bコマンドまたは bootコマンドのコマンドリ
ファレンス
bootコマンドのコマンド行オプションの説明については、使用しているリリースに
応じて、次のいずれかの節を参照してください。

� Solaris 10 1/06以降のリリースの場合は、155ページの「x86: GRUB bootメ
ニューのコマンドリファレンス」を参照してください。

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、157ページの「x86: b (ブート)コマンドリ
ファレンス」を参照してください。
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x86: GRUB bootメニューのコマンドリファレンス
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、bootコマンドの構文が次のようになります。

kernel /I86PC.Solaris_11-image_directory/multiboot kernel/unix/ install \
[url|ask] options -B install_media=media_type

次の表に、JumpStartインストールに適した GRUBの bootメニューコマンドのコマ
ンド行オプションを示します。

オプション 説明

install カスタム JumpStartインストールを実行します。

次の例では、システムは DVDメディアからブートして、次のようなオプションが使用され
ています。
� installはカスタム JumpStartを実行する
� file://jumpstart/config.tarは、ローカルディスクで JumpStartプロファイル
を検出する

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot install file://jumpstart/config.tar \
-B install_media=dvdrom module /I86Solaris_11.8/x86.new
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オプション 説明

[url| ask] カスタム JumpStartファイルの場所を指定するか、場所の入力を求めるプロンプトを表示
します。
� url –ファイルのパスを指定します。次の場所にあるファイルを URLで指定できます。

� ローカルハードディスク

file://jumpstart_dir_path/compressed_config_file
次に例を示します。

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot install \
file://jumpstart/config.tar \
-B install_media=dvdrom module /I86Solaris_11.8/x86.new

� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー

nfs://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/compressed_config_file
次に例を示します。

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot install\
myserver:192.168.2.1/jumpstart/config.tar \
-B install_media=192.168.2.1/export/Solaris_11.8/boot \
module /I86PC.Solaris_11.8/x86.new

� HTTPサーバー

http://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/
compressed_config_file&proxy_info
� sysidcfgファイルを圧縮構成ファイルに含めた場合は、次の例に示すように
そのファイルを含むサーバーの IPアドレスを指定する必要があります。

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot install \
http://192.168.2.1/jumpstart/config.tar \
-B install_media=192.168.2.1/export/Solaris_11.8/boot \
module /I86PC.Solaris_11.8/x86.new

� 圧縮構成ファイルをファイアウォールで防御された HTTPサーバー上の圧縮構
成ファイルに保存した場合は、ブート時に proxy指示子を使用する必要があり
ます(ファイルが配置されたサーバーの IPアドレスを指定する必要はない)。プ
ロキシサーバーの IPアドレスは次のように指定します。

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot install \
http://www.shadow.com/jumpstart/config.tar&proxy=131.141.6.151 \
-B install_media=192.168.2.1/export/Solaris_11.8/boot \
module /I86PC.Solaris_11.8/x86.new
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オプション 説明

� ask –圧縮構成ファイルの場所の入力を求めるプロンプトを表示するように、インス
トールプログラムを指定します。システムがブートしてネットワークに接続されると、
入力を求めるプロンプトが表示されます。このオプションを使用すると、完全に自動化
された JumpStartインストールを行うことはできません。
Returnキーを押してこのプロンプトへの入力を省略すると、Solarisインストールプロ
グラムはネットワークパラメータを対話的に構成します。インストールプログラムは次
に、圧縮構成ファイルの場所を尋ねるプロンプトを表示します。
次の例では、カスタム JumpStartを実行し、DVDメディアからブートします。システ
ムがネットワークに接続されると、構成ファイルの場所の入力を求めるプロンプトが表
示されます。

kernal /boot/multiboot kernel/unix install ask -B \
install_media=192.168.2.1:export/sol_11_x86/boot module \
/I86PC.Solaris_11.8_

options � dhcp –システムのブートに必要なネットワークインストール情報の取得に DHCPサー
バーを使用することを指定します。このオプションは JumpStartインストールには必要
ありません。dhcpで DHCPサーバーの使用を指定しないと、/etc/bootparams

ファイル、またはネームサービスの bootparamsデータベースが使用されます。たと
えば、静的 IPアドレスを保持する場合には、dhcpを指定しません。次に例を示しま
す。

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot install \
dhcp -B install_media=192.168.2.1:/export/Solaris_11.8/ \
boot module /I86PC.Solaris_11.8/x86.new

� nowinオプションおよび textオプションは、JumpStartインストールには適用されま
せん。これらのオプションは、対話式インストールで役立ちます。詳細については、
『Solaris 10インストールガイド (基本編)』の「Solarisインストールプログラムを使用
してインストールまたはアップグレードを行う方法」を参照してください。

x86: b (ブート)コマンドリファレンス
Solaris 10 3/05リリースの場合、bコマンドの構文は次のようになります。

ok b install url:ask options

次の表に、JumpStartインストールに適した bootコマンドのコマンド行オプション
を示します。
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オプション 説明

url: ask カスタム JumpStartファイルの場所を指定するか、場所の入力を求めるプロンプトを表示
します。
� url -ファイルのパスを指定します。HTTPまたは HTTPSサーバーに存在している
ファイルの URLを指定できます。
HTTPサーバー

http://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/
compressed_config_file&proxy_info
� sysidcfgファイルを圧縮構成ファイルに含めた場合は、次の例に示すようにその
ファイルを含むサーバーの IPアドレスを指定する必要があります。

http://131.141.2.32/jumpstart/config.tar
� 圧縮構成ファイルをファイアウォールで防御された HTTPサーバー上の圧縮構成
ファイルに保存した場合は、ブート時に proxy指示子を使用する必要がありま
す(ファイルが配置されたサーバーの IPアドレスを指定する必要はない)。プロキシ
サーバーの IPアドレスは次のように指定します。

http://www.shadow.com/jumpstart/
config.tar&proxy=131.141.6.151

� ask -システムが起動し、ネットワークへの接続が完了すると、インストールプログラ
ムから圧縮構成ファイルの場所を入力するプロンプトが表示されます。このオプション
を使用すると、完全に自動化された JumpStartインストールを行うことはできません。
Returnキーを押してこのプロンプトへの入力を省略すると、Solarisインストールプロ
グラムはネットワークパラメータを対話的に構成します。インストールプログラムは次
に、圧縮構成ファイルの場所を尋ねるプロンプトを表示します。

options dhcp -システムのブートに必要なネットワークインストール情報の取得に DHCPサーバー
を使用することを指定します。このオプションは JumpStartインストールには必要ありま
せん。

dhcpで DHCPサーバーの使用を指定しないと、/etc/bootparamsファイル、または
ネームサービスの bootparamsデータベースが使用されます。たとえば、静的 IPアドレス
を保持する場合には、dhcpを指定しません。

その他のオプション nowinおよび textは、JumpStartインストールには適用されませ
ん。
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第 10章

カスタム JumpStartによるインストー
ル (例)

この章では、カスタム JumpStartインストールを使用して SPARCシステムと x86シ
ステムに Solarisソフトウェアを設定しインストールする例を示します。

� 159ページの「サイトの設定例」
� 161ページの「インストールサーバーの作成」
� 162ページの「x86:マーケティングシステム用のブートサーバーの作成」
� 163ページの「JumpStartディレクトリの作成」
� 163ページの「JumpStartディレクトリの共有」
� 163ページの「SPARC:エンジニアリング部のプロファイルの作成」
� 164ページの「x86:マーケティング部のプロファイルの作成」
� 165ページの「rulesファイルの更新」
� 165ページの「rulesファイルの妥当性を検査する」
� 166ページの「SPARC:ネットワーク上でインストールするためのエンジニアリン
グシステムの設定」

� 167ページの「x86:ネットワーク上でインストールするためのマーケティングシス
テムの設定」

� 168ページの「SPARC:エンジニアリングシステムのブートと Solarisソフトウェア
のインストール」

� 168ページの「x86:マーケティングシステムのブートと Solarisソフトウェアのイ
ンストール」

サイトの設定例
図 10–1は、この例で使用するサイトの設定を示しています。
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図 10–1サイトの設定例

この例におけるサイトの状況は次のとおりです。

� SPARC:エンジニアリング部は、グループ固有のサブネット上にあります。このグ
ループでは、ソフトウェアを開発するために SPARCstation™システムを使用して
います。

� x86:マーケティング部も、グループ固有のサブネット上にあります。このグループ
では、文書処理、表計算、およびその他のオフィスツールを実行するために x86シ
ステムを使用しています。

� このサイトでは NISを使用しています。システムの Ethernetアドレス、IPアドレ
ス、およびホスト名は NISマップに事前設定されています。サイトのサブネット
マスク、日付と時刻、および地域の情報も NISマップに事前設定されています。

注 –マーケティングシステムの周辺装置は、sysidcfgファイルに事前設定されて
います。

� エンジニアリングシステムとマーケティングシステムの両方とも、Solaris 10ソフ
トウェアをネットワーク上でインストールします。
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インストールサーバーの作成
両方のグループとも Solaris 10ソフトウェアをネットワーク上でインストールする必
要があるため、server-1を両方のグループのインストールサーバーにします。
server-1ローカルディスク (/export/installディレクトリ内)にイメージをコ
ピーするには、setup_install_server(1M)コマンドを使用します。次のいずれ
かのメディアからイメージをコピーします。

� Solaris SOFTWARE CDと Solaris LANGUAGES CD
� Solaris Operating System DVD

イメージは、ディスクから空のディレクトリにコピーする必要があります。次の例で
は、それぞれのディレクトリ名を sparc_10および x86_10としています。

例 10–1 SPARC: Solaris 10 CDのコピー

server-1の CD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を挿入
し、次のコマンドを入力します。

server-1# mkdir -p /export/install/sparc_10
server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/sparc_10

server-1の CD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 2 CD (SPARC版)を挿入
し、次のコマンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/sparc_10

インストールする Solaris SOFTWAREごとに、上記のコマンドを実行します。

server-1の CD-ROMドライブに Solaris LANGUAGES CD (SPARC版)を挿入し、
次のコマンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/sparc_10

例 10–2 x86: Solaris 10 CDのコピー

server-1の CD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)を挿入し、次
のコマンドを入力します。

server-1# mkdir -p /export/install/x86_10
server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/x86_10

server-1の CD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 2 CD (x86版)を挿入し、次
のコマンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/x86_10
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例 10–2 x86: Solaris 10 CDのコピー (続き)

インストールする Solaris SOFTWAREごとに、上記のコマンドを実行します。

server-1の CD-ROMドライブに Solaris LANGUAGES CD (x86版)を挿入し、次の
コマンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/x86_10

例 10–3 SPARC: Solaris 10 DVDのコピー

server-1の DVD-ROMドライブに Solaris Operating System DVD (SPARC版)を挿
入し、次のコマンドを入力します。

server-1# mkdir -p /export/install/sparc_10
server-1# cd /DVD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/sparc_10

例 10–4 x86: Solaris Operating System DVD (x86版)のコピー

server-1の DVD-ROMドライブに Solaris Operating System DVD (x86版)を挿入
し、次のコマンドを入力します。

server-1# mkdir -p /export/install/x86_10
server-1# cd /DVD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/x86_10

x86:マーケティングシステム用のブート
サーバーの作成
異なるサブネット上のインストールサーバーからシステムをブートすることはできま
せん。そこで、server-2をマーケティング部のサブネット上のブートサーバーにし
ます。setup_install_server(1M)コマンドを使って、Solaris Operating System
DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)からブートソフトウェアをコ
ピーします。ブートソフトウェアは、server-2ローカルディスクの
/export/bootディレクトリにコピーされます。

メディアを選択し、ローカルディスクにブートソフトウェアをインストールします。

� server-2の CD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)を挿入する
場合は、次のコマンドを入力してください。

server-2# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-2# ./setup_install_server -b /export/boot

� server-2の DVD-ROMドライブに Solaris Operating System DVD (x86版)を挿
入する場合は、次のコマンドを入力してください。
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server-2# cd /DVD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-2# ./setup_install_server -b /export/boot

setup_install_serverコマンドの -bオプションは、setup_install_server
が /export/bootというディレクトリにブート情報をコピーするように指定しま
す。

JumpStartディレクトリの作成
インストールサーバーとブートサーバーの設定が完了したら、server-1上に
JumpStartディレクトリを作成します。ネットワーク上のほかの任意のシステム上に
作成することもできます。このディレクトリには、Solarisソフトウェアのカスタム
JumpStartインストールに必要なファイルが入っています。このディレクトリを設定
するには、/export/installにコピーされている Solaris Operating System DVD
イメージまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージからサンプルディレクトリをコ
ピーします。

server-1# mkdir /jumpstart
server-1# cp -r /export/install/sparc_10/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample /jumpstart

JumpStartディレクトリの共有
ネットワーク上のシステムから rulesファイルとプロファイルにアクセスできるよ
うにするには、/jumpstartディレクトリを共有にします。ディレクトリを共有する
ためには、/etc/dfs/dfstabファイルに次の行を追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 /jumpstart

次に、コマンド行に shareallコマンドを入力します。

server-1# shareall

SPARC:エンジニアリング部のプロ
ファイルの作成
エンジニアリングシステム用として、/jumpstartディレクトリに eng_profとい
う名前のファイルを作成します。eng_profファイルには次のエントリがあり、エン
ジニアリング部のシステムにインストールされる Solaris 10ソフトウェアを定義して
います。
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install_type initial_install
system_type standalone
partitioning default
cluster SUNWCprog
filesys any 512 swap

この例のプロファイルは、次のインストール情報を指定しています。

install_type アップグレードではなく、初期インストールを行います。

system_type エンジニアリングシステムはスタンドアロンシステムです。

partitioning JumpStartソフトウェアは、デフォルトのディスクパー
ティションを使用して、エンジニアリングシステムに Solarisソ
フトウェアをインストールします。

cluster 開発者システムサポートソフトウェアグループをインストールし
ます。

filesys エンジニアリング部の各システムが、512Mバイトのスワップ空
間を持ちます。

x86:マーケティング部のプロファイルの
作成
マーケティングシステム用として、/jumpstartディレクトリに marketing_prof
という名前のファイルを作成します。marketing_profファイルには次のエントリ
があり、マーケティング部のシステムにインストールされる Solaris 10ソフトウェア
を定義しています。

install_type initial_install
system_type standalone
partitioning default
cluster SUNWCuser
package SUNWaudio

この例のプロファイルは、次のインストール情報を指定しています。

install_type アップグレードではなく、初期インストールを行います。

system_type マーケティングシステムはスタンドアロンシステムです。

partitioning JumpStartソフトウェアが、デフォルトのディスクパー
ティションを使用して、マーケティングシステムに Solarisをイ
ンストールします。

cluster エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループをインス
トールします。
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package オーディオツールのデモソフトウェアパッケージを各システムに
追加します。

rulesファイルの更新
次に、rulesファイルにルールを追加する必要があります。Solarisインストールプロ
グラムは、カスタム JumpStartインストール中に、これらのルールを使用して、各シ
ステムに正しいインストール (プロファイル)を選択します。

このサイトでは、各部署は独自のサブネットとネットワークアドレスを持っていま
す。エンジニアリング部はサブネット 255.222.43.0にあります。マーケティング部は
サブネット 255.222.44.0にあります。この情報を使用すれば、Solaris 10によるエンジ
ニアリングシステムとマーケティングシステムのインストール方法を制御できます。
/jumpstartディレクトリ内の rulesファイルを編集して、サンプルのルールをす
べて削除し、次の行をファイルに追加します。

network 255.222.43.0 - eng_prof -
network 255.222.44.0 - marketing_prof -

これらのルールは、基本的に、255.222.43.0ネットワーク上のシステムに Solaris 10ソ
フトウェアが eng_profプロファイルを使用してインストールされることを示してい
ます。255.222.44.0ネットワーク上のシステムに Solaris 10ソフトウェアが
marketing_profプロファイルを使用してインストールされることも示していま
す。

注 –この例のルールを使用すると、eng_profと marketing_profを使って Solaris
10ソフトウェアをインストールするシステムを、ネットワークアドレスで識別できま
す。このほかにも、ホスト名、メモリーサイズ、またはモデルタイプをルールのキー
ワードとして使用できます。rulesファイルで使用できるキーワードの完全な一覧に
ついては、表 11–1を参照してください。

rulesファイルの妥当性を検査する
rulesファイルとプロファイルの設定が完了したら、checkスクリプトを実行し
て、これらのファイルが正常に設定されていることを検証します。

server-1# cd /jumpstart
server-1# ./check
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checkスクリプトによってエラーが検出されない場合は、rules.okファイルが作成
されます。

SPARC:ネットワーク上でインストール
するためのエンジニアリングシステムの
設定
/jumpstartディレクトリとファイルの設定が完了したら、インストールサーバー
server-1上で add_install_clientコマンドを実行して、インストールサーバー
から Solarisソフトウェアをインストールするように、エンジニアリングシステムを設
定します。server-1は、エンジニアリング部のサブネットにとってはブートサー
バーにも相当します。

server-1# cd /export/install/sparc_10/Solaris_10/Tools
server-1# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-eng1 sun4u
server-1# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-eng2 sun4u

この add_install_clientコマンドで使用しているオプションの意味は次のとおり
です。

-c インストールサーバー (server-1)と JumpStartディレクトリへのパス
(/jumpstart)を指定します。NFSを使用している場合はこのオプ
ションを使用します。

注 – NFSを使用していない場合は、次のコマンドを使用して JumpStart
ディレクトリへのパスを指定します。

� SPARCシステムの場合は、bootコマンドにパスを指定します

� x86システムの場合:

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューエントリを
編集することによってパスを指定します

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、bootコマンドにパスを指定
します

host-eng1 エンジニアリング部のシステム名です。

host-eng2 エンジニアリング部の別のシステム名です。

sun4u server-1をインストールサーバーとして使用するシステムのプラット
フォームグループを指定します。これは、Ultra 5システム用のプ
ラットフォームグループです。
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x86:ネットワーク上でインストールする
ためのマーケティングシステムの設定
次に、ブートサーバー (server-2)で add_install_clientコマンドを使用しま
す。このコマンドはマーケティングシステムに対して、ブートサーバーからブート
し、インストールサーバー (server-1)から Solarisソフトウェアをインストールする
ように設定します。

server-2# cd /marketing/boot-dir/Solaris_10/Tools
server-2# ./add_install_client -s server-1:/export/install/x86_10 \
-c server-1:/jumpstart host-mkt1 i86pc
server-2# ./add_install_client -s server-1:/export/install/x86_10 \
-c server-1:/jumpstart host-mkt2 i86pc
server-2# ./add_install_client -d -s server-1:/export/install/x86_10 \
-c server-1:/jumpstart SUNW.i86pc i86pc
server-2# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-mkt1 sun4u
server-2# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-mkt2 sun4u

add_install_clientコマンドで使用されるオプションの意味は次のとおりです。

-d クライアントが DHCPを使ってネットワークインストールパラメー
タを取得するように指定します。このオプションは PXEネットワー
クブートを使用してネットワークからブートするクライアントには必
ず指定します。PXEネットワークブートを使用しないネットワーク
ブートクライアントには、-dは省略できます。

-s インストールサーバー (server-1)と Solarisソフトウェアのパス
(/export/install/x86_10)を指定します。

-c インストールサーバー (server-1)と JumpStartディレクトリへの
パス (/jumpstart)を指定します。NFSを使用している場合はこの
オプションを使用します。

注 – NFSを使用していない場合は、次のコマンドを使用して
JumpStartディレクトリへのパスを指定します。

� SPARCシステムの場合は、bootコマンドにパスを指定します

� x86システムの場合:

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューエントリ
を編集することによってパスを指定します

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、bootコマンドにパスを指
定します

host-mkt1 マーケティング部のシステム名です。
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host-mkt2 マーケティング部の別のシステム名です。

sun4u server-1をインストールサーバーとして使用するシステムのプ
ラットフォームグループを指定します。これは、Ultra 5システム用
のプラットフォームグループです。

SUNW.i86pc すべての Solaris x86クライアントの DHCPクラス名です。1回のコ
マンド実行ですべての Solaris x86 DHCPクライアントを構成する場
合は、このクラス名を使用してください。

i86pc このブートサーバーを使用するシステムのプラットフォームグループ
を指定します。このプラットフォーム名は x86システムを意味しま
す。

SPARC:エンジニアリングシステムの
ブートと Solarisソフトウェアのインス
トール
サーバーとファイルの設定が完了したら、エンジニアリングシステムをブートしま
す。各システムの ok (PROM)プロンプトに、次の bootコマンドを入力してくださ
い。

ok boot net - install

Solaris OSがエンジニアリング部のシステムに自動的にインストールされます。

x86:マーケティングシステムのブートと
Solarisソフトウェアのインストール
次のいずれかを使って、システムをブートできます。

� Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)

� Solaris Operating System DVD (x86版)

� ネットワーク (PXEネットワークブートを使用)

� プロファイルフロッピーディスク

� Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フロッピー
ディスク
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Solarisソフトウェアがマーケティング部のシステムに自動的にインストールされま
す。
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第 11章

カスタム JumpStart (リファレンス)

この章では、rulesファイル、プロファイル、および開始/終了スクリプトで使用で
きるキーワードと値のリストを示します。

� 171ページの「ルールキーワードと値の説明」
� 175ページの「プロファイルキーワードと値」
� 219ページの「カスタム JumpStartの環境変数」
� 221ページの「プローブキーワードと値」

ルールキーワードと値の説明
表 11–1に、rulesファイルで使用できるキーワードと値の説明を記載します。
rulesファイルの詳しい作成方法については、93ページの「rulesファイルの作
成」を参照してください。

表 11–1ルールキーワードとルール値の説明

キーワード 値 説明

any マイナス記号 (-) あらゆるものに一致することを意味しま
す。

arch processor_type

processor_typeに有効な値:
� SPARC: sparc
� x86: i386

システムのプロセッサタイプを照合しま
す。

システムのプロセッサタイプは、uname
-pコマンドで調べることができます。
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表 11–1ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 説明

disksize actual_disk_name size_range

actual_disk_name - cxty dz の形式のディスク名
(c0t3d0、c0d0など)、または特別なワード
rootdisk。rootdiskを使用する場合、照合す
るディスクは次の順番で決定されます。
� SPARC:事前にインストールされているブート
イメージ (つまり、ファクトリ JumpStartがイ
ンストールされた新しい SPARCシステム)を
持つディスク

� c0t3d0s0ディスク (存在する場合)
� 最初に利用可能なディスク (カーネルのプロー
ブ順で検索される)

size_range -ディスクのサイズ。Mバイト単位の範
囲 (x-x)で指定する必要があります。

注 – size_rangeを計算するときは、1Mバイトが
1,048,576バイトであることに注意してください。
「535Mバイト」ディスクと明記されている
ディスクでも、ディスク空間が 510Mバイトしか
ない場合があります。535,000,000 / 1,048,576 =
510であるため、JumpStartプログラムは、
「535Mバイト」ディスクを 510Mバイトの
ディスクと見なします。この「535Mバイト」
ディスクは、「530-550」の size_rangeには一致し
ません。

システムのディスクの名前とサイズを照合
します (Mバイト単位)。

例:

disksize c0t3d0 250-300

この例では、JumpStartプログラムは
c0t3d0というシステムディスクの照合を
試みます。このディスクは 250Mから
300Mバイトの情報を保持できます。

例:

disksize rootdisk 750-1000

この例では、JumpStartプログラムは次の
順でディスクを照合します。
1. 事前にインストールされているブート
イメージが格納されたシステムディス
ク

2. c0t3d0s0ディスク (存在する場合)
3. 750Mから 1Gバイトの情報を格納でき
る、最初に利用可能なディスク

domainname actual_domain_name システムのドメイン名を照合します。ドメ
イン名でネームサービスが情報を判別する
方法を制御します。

システムがインストール済みの場合、
domainnameコマンドによりシステムの
ドメイン名を表示できます。

hostaddress actual_IP_address システムの IPアドレスを照合します。

hostname actual_host_name システムのホスト名を照合します。

システムがインストール済みの場合、
uname -n コマンドによりシステムのホス
ト名を表示できます。
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表 11–1ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 説明

installed slice version

slice - cwtx dysz の形式のディスクスライス名
(c0t3d0s5など)、あるいは特別なワード anyま
たは rootdisk。anyを使用すると、システムに
接続されたどのディスクも照合します (カーネルの
プローブ順)。rootdiskを使用する場合、照合す
るディスクは次の順番で決定されます。
� SPARC:事前にインストールされているブート
イメージ (つまり、ファクトリ JumpStartがイ
ンストールされた新しい SPARCシステム)を
持つディスク

� c0t3d0s0ディスク (存在する場合)
� 最初に利用可能なディスク (カーネルのプロー
ブ順で検索される)

version -バージョン名、あるいは特別なワード
anyまたは upgrade。anyを使用すると、Solaris
または SunOSリリースのどれとでも照合します。
upgradeを使用すると、サポートされていて
アップグレード可能なすべての Solarisリリースと
照合します。

Solarisリリースは検出されたが、バージョンを判
断できないという場合は、返されるバージョンは
SystemVになります。

Solarisソフトウェアの特定バージョンに
対応するルートファイルシステムが存在す
るディスクを照合します。

例:

installed c0t3d0s1 Solaris 10

この例では、c0t3d0s1に Solarisのルー
トファイルシステムを持つシステムを照合
しています。

karch actual_platform_group

有効な値は、sun4u、i86pc、および prep。シス
テムと対応するプラットフォームグループのリス
トは、『Solaris Sunハードウェアマニュア
ル』(http://docs.sun.com)に記載されていま
す。

システムのプラットフォームグループを照
合します。

システムがインストール済みの場合は、
arch -k コマンドまたは uname -m コマ
ンドにより、システムのプラットフォーム
グループを表示できます。

memsize physical_mem

値はMバイト単位の範囲 (x-x)または 1つのMバ
イト値で指定します。

システムの物理メモリーサイズを照合しま
す (Mバイト単位)。

例:

memsize 64-128

この例では、64Mから 128Mバイトの物
理メモリーサイズを持つシステムと照合し
ています。

システムがインストール済みの場合は、
prtconfコマンド (2行目)によりシステ
ムの物理メモリーサイズを表示できます。
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表 11–1ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 説明

model actual_platform_name システムのプラットフォーム名を照合しま
す。有効なプラットフォーム名のリスト
は、『Solaris Sunハードウェアマニュア
ル』(http://docs.sun.com)に記載さ
れています。

インストール済みのシステムのプラット
フォーム名を見つけるには、uname -i コ
マンドか prtconfコマンド (5行目)の出
力を使用します。

注 – actual_platform_nameにスペースが含
まれている場合は、スペースを下線 (_)で
置き換える必要があります。

例:

SUNW,Sun_4_50

network network_num システムのネットワーク番号を照合しま
す。これは JumpStartプログラムが、シス
テムの IPアドレスとサブネットマスクの
論理積をとって判別します。

例:

network 192.168.2.0

この例では、IPアドレスが 192.168.2.8の
システムを照合します (サブネットマスク
が 255.255.255.0の場合)。

osname Solaris_x システムにすでにインストールされている
Solarisのバージョンを照合します。

例:

osname Solaris 10

この例では、JumpStartプログラムは
Solaris 10 OSがすでにインストールされて
いるシステムを照合します。
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表 11–1ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 説明

probe probe_keyword 有効なプローブキーワードまたは有効なカ
スタムプローブキーワード。

例:

probe disks

この例は、システムのディスクサイズ (M
バイト)をカーネルプローブ順に返します
(例: SPARCシステムでは c0t3d0s1、
c0t4d0s0)。JumpStartプログラムは環境
変数 SI_DISKLIST、 SI_DISKSIZES、
SI_NUMDISKS、および SI_TOTALDISK
を設定します。

注 – probeキーワードには、属性を照合せ
ず、プロファイルを実行しないという特徴
があります。probeキーワードは、値を
返すだけです。したがって、probeルー
ルキーワードで、開始スクリプト、プロ
ファイル、および終了スクリプトは指定で
きません。

プローブキーワードについては、第 8章を
参照してください。

totaldisk size_range

値はMバイト単位の範囲 ( x-x)で指定する必要が
あります。

注 – size_rangeを計算するときは、1Mバイトが
1,048,576バイトであることに注意してください。
「535Mバイト」ディスクと明記されている
ディスクでも、ディスク空間が 510Mバイトしか
ない場合があります。535,000,000 / 1,048,576 =
510であるため、JumpStartプログラムは、
「535Mバイト」ディスクを 510Mバイトの
ディスクと見なします。この「535Mバイト」
ディスクは、「530-550」の size_rangeには一致し
ません。

システムのディスク容量の全体量 (Mバイ
ト単位)を照合します。ディスク容量の全
体量には、システムに接続されている使用
可能なディスクがすべて含まれます。

例:

totaldisk 300-500

この例で JumpStartプログラムは、合計
300Mから 500Mバイトのディスク容量を
持つシステムを照合しています。

プロファイルキーワードと値
次の節では、プロファイルで使用できるプロファイルキーワードとプロファイル値を
説明します。プロファイルの詳しい作成方法については、96ページの「プロファイル
の作成」を参照してください。
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プロファイルキーワードのクイックリファレンス
表 11–2では、インストール方法に基づいて、どのキーワードを使用できるかをすばや
く確認できます。プロファイルキーワードの説明で特に注記されていないかぎり、プ
ロファイルキーワードは初期インストールオプションだけで使用できます。

表 11–2プロファイルキーワードの概要

インストール方法

プロファイルキーワード

スタンドアロンシス
テム (ネットワーク
に接続されていない)

スタンドアロンシ
ステム (ネット
ワークに接続され
ている)または
サーバー OSサーバー アップグレード

ディスク容量の再
配置を使用する
アップグレード

archive_location
(Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールする場合)

○ ○

backup_media ○

boot_device ○ ○ ○

bootenv createbe ○ ○ ○

client_arch ○

client_root ○

client_swap ○

cluster (ソフトウェアグ
ループを追加する場合)

○ ○ ○

cluster (クラスタを追加ま
たは削除する場合)

○ ○ ○ ○ ○

dontuse ○ ○ ○

fdisk (x86のみ) ○ ○ ○

filesys (リモートファイル
システムをマウントする場
合)

○ ○

filesys (ローカルファイル
システムを作成する場合)

○ ○ ○

filesys (ミラー化された
ファイルシステムを作成する
場合)

○ ○ ○

forced_deployment
(Solarisフラッシュ差分アー
カイブをインストールする場
合)

○ ○
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表 11–2プロファイルキーワードの概要 (続き)
インストール方法

プロファイルキーワード

スタンドアロンシス
テム (ネットワーク
に接続されていない)

スタンドアロンシ
ステム (ネット
ワークに接続され
ている)または
サーバー OSサーバー アップグレード

ディスク容量の再
配置を使用する
アップグレード

geo ○ ○ ○ ○ ○

install_type ○ ○ ○ ○ ○

layout_constraint ○

local_customization
(Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールする場合)

○ ○

locale ○ ○ ○ ○ ○

metadb (状態データベース
の複製を作成する場合)

○ ○ ○

no_master_check (Solaris
フラッシュ差分アーカイブを
インストールする場合)

○ ○

no_content_check
(Solarisフラッシュ差分アー
カイブをインストールする場
合)

○ ○

num_clients ○

package ○ ○ ○ ○ ○

partitioning ○ ○ ○

patch ○ ○ ○ ○ ○

root_device ○ ○ ○ ○ ○

system_type ○ ○ ○

usedisk ○ ○ ○

プロファイルキーワードの説明と例

archive_locationプロファイルキーワード
archive_location retrieval_type location
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retrieval_type retrieval_typeと locationの値は、Solarisフラッシュアーカイブの格納
場所によって異なります。retrieval_typeと locationに使用できる値
や、archive_locationキーワードの使用例については、次の各項
を参照してください。

� 178ページの「NFSサーバーに格納されたアーカイブ」
� 179ページの「HTTPまたは HTTPSサーバーに格納されたアーカ
イブ」

� 180ページの「FTPサーバーに格納されたアーカイブ」
� 181ページの「ローカルテープに格納されたアーカイブ」
� 182ページの「ローカルデバイスに格納されたアーカイブ」
� 183ページの「ローカルファイルに格納されたアーカイブ」

location 場所の詳細については、次の各節を参照してください。

注意 –非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフラッシュアーカイブは正
常に作成できません。Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性
はありません。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブの配備
条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは正しくインストールされませ
ん。

� アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
� アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された場
合

NFSサーバーに格納されたアーカイブ

アーカイブがネットワークファイルシステム (NFS)サーバーに格納されている場合
は、archive_locationプロファイルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location nfs server_name:/path/filename retry n

server_name アーカイブを格納するサーバーの名前です。

path 指定したサーバーから取得するアーカイブの場所です。このパスに
$HOSTを含めると、Solarisフラッシュインストールユーティリ
ティーは $HOSTをインストール先のクローンシステムの名前に置き
換えます。

filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

retry n 省略可能なキーワードです。nは、Solarisフラッシュユーティリ
ティーがアーカイブのマウントを試みる最大回数です。

例 11–1 NFSサーバーに格納されたアーカイブ

archive_location nfs golden:/archives/usrarchive

archive_location nfs://golden/archives/usrarchive
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HTTPまたは HTTPSサーバーに格納されたアーカイブ

アーカイブが HTTPサーバーに格納されている場合は、archive_locationプロ
ファイルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location http://server_name:port/path/filename optional_keywords

アーカイブが HTTPSサーバーに格納されている場合は、archive_locationプロ
ファイルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location https://server_name:port/path/filename optional_keywords

server_name アーカイブを格納するサーバーの名前です。

port オプションのポートです。portは、ポート番号でも、実行時に決
定されるポート番号を持つ TCPサービスの名前でもかまいませ
ん。

ポートを指定しない場合、Solarisフラッシュインストールユー
ティリティーはデフォルトの HTTPポート番号、80を使用しま
す。

path 指定したサーバーから取得するアーカイブの場所です。このパス
に $HOSTを含めると、Solarisフラッシュインストールユー
ティリティーは $HOSTをインストール先のクローンシステムの
名前に置き換えます。

filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

optional_keywords Solarisフラッシュアーカイブを HTTPサーバーから取得すると
きに指定できるオプションのキーワードです。

表 11–3 archive_location HTTPで使用可能なオプションのキーワード

キーワード 値の定義

auth basic user_name password アーカイブがパスワード保護された HTTPサーバーに格納されている場合は、
その HTTPサーバーへのアクセスに必要なユーザー名とパスワードをプロ
ファイルに含める必要があります。

注 –カスタム JumpStartで使用しようとするプロファイルにおいてこの認証方
法を使用することは、リスクを伴います。これは、承認されていないユーザー
が、パスワードが入ったプロファイルにアクセスできる可能性があるためで
す。
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表 11–3 archive_location HTTPで使用可能なオプションのキーワード (続き)
キーワード 値の定義

timeout min timeoutキーワードには、HTTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の
時間を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断され、再接続
のあと、再開されます。timeout値として0 (ゼロ)を指定すると、再接続は行
われません。
� タイムアウトによる再接続が発生すると、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーはアーカイブを取得した最後の位置からインストールの
再開を試みます。この位置での Solarisフラッシュインストールの再開が不
可能な場合、アーカイブの初めから再度データの取得が行われ、タイムア
ウト前に取得されたデータは破棄されます。

� パッケージのインストール中にタイムアウトによる再接続が発生すると、
パッケージの先頭からインストールし直されます。タイムアウト以前に取
得されたデータは破棄されます。

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しに Solarisフ
ラッシュアーカイブを取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プ
ロキシポートを指定する必要があります。

例 11–2 HTTPまたはHTTPSサーバーに格納されたアーカイブ

archive_location http://silver/archives/usrarchive.flar timeout 5

auth basic user_name password キーワードの例:

archive_location http://silver/archives/usrarchive.flar timeout 5 user1 secret

FTPサーバーに格納されたアーカイブ

アーカイブが FTPサーバーに格納されている場合は、archive_locationプロ
ファイルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location ftp://user_name:password@server_name:port/path/filename optional_keywords

user_name:password プロファイルファイルにおいて、FTPサーバーにアクセスする
ために必要なユーザー名とパスワードです。

server_name アーカイブを格納するサーバーの名前です。

port オプションのポートです。portは、ポート番号でも、実行時に
決定されるポート番号を持つ TCPサービスの名前でもかまい
ません。

ポートを指定しない場合、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーはデフォルトの FTPポート番号 21を使用し
ます。

path 指定したサーバーから取得するアーカイブの場所です。このパ
スに $HOSTを含めると、Solarisフラッシュインストールユー
ティリティーは $HOSTをインストール先のクローンシステム
の名前に置き換えます。
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filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

optional_keywords Solarisフラッシュアーカイブを FTPサーバーから取得すると
きに指定できるオプションのキーワードです。

表 11–4 archive_location FTPで使用可能なオプションのキーワード

キーワード 値の定義

timeout min timeoutキーワードには、HTTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の
時間を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断され、再接続
のあと、再開されます。timeout値として0 (ゼロ)を指定すると、再接続は行
われません。
� タイムアウトによる再接続が発生すると、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーはアーカイブを取得した最後の位置からインストールの
再開を試みます。この位置での Solarisフラッシュインストールの再開が不
可能な場合、アーカイブの初めから再度データの取得が行われ、タイムア
ウト前に取得されたデータは破棄されます。

� パッケージのインストール中にタイムアウトによる再接続が発生すると、
パッケージの先頭からインストールし直されます。タイムアウト以前に取
得されたデータは破棄されます。

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しに Solarisフ
ラッシュアーカイブを取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プ
ロキシポートを指定する必要があります。

例 11–3 FTPサーバーに格納されたアーカイブ

archive_location ftp://user1:secret@silver/archives/usrarchive.flar timeout 5

ローカルテープに格納されたアーカイブ

アーカイブがテープに格納されている場合は、archive_locationプロファイル
キーワードに次の構文を使用します。

archive_location local_tape device position

device Solarisフラッシュアーカイブを格納したテープドライブの名前です。デバ
イス名が正規のパスである場合は、Solarisフラッシュインストールユー
ティリティーはデバイスノードへのパスからアーカイブを取得します。正
規のパスでないデバイス名を指定した場合は、Solarisフラッシュインス
トールユーティリティーはパスに /dev/rmt/を加えます。

position アーカイブを保存したテープドライブ上の位置を示します。位置が指定さ
れないと、Solarisフラッシュインストールユーティリティーはテープドラ
イブの現在の位置からアーカイブを取得します。positionを指定すること
により、テープドライブ上でアーカイブの前に開始スクリプトまたは
sysidcfgファイルを配置できます。
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例 11–4ローカルテープに格納されたアーカイブ

archive_location local_tape /dev/rmt/0n 5

archive_location local_tape 0n 5

ローカルデバイスに格納されたアーカイブ

ファイルシステム指向のランダムアクセスデバイス (フロッピーディスクや DVDな
ど)に Solarisフラッシュアーカイブを格納した場合は、ローカルデバイスから Solaris
フラッシュアーカイブを取得できます。archive_locationプロファイルキーワー
ドには次の構文を使用します。

注 –ローカルテープ用の構文を使用すると、ストリーム指向のデバイス (テープなど)
からアーカイブを取得できます。

archive_location local_device device path/filename file_system_type

device Solarisフラッシュアーカイブを格納したドライブの名前です。デ
バイス名が正規のパスである場合は、デバイスは直接マウントさ
れます。正規のパスでないデバイス名を指定すると、Solarisフ
ラッシュインストールユーティリティーはパスに /dev/dsk/を加
えます。

path Solarisフラッシュアーカイブへのパスです (指定したデバイス上の
ファイルシステムのルートからの相対的なパス)。このパスに
$HOSTを含めると、Solarisフラッシュインストールユーティリ
ティーは $HOSTをインストール先のクローンシステムの名前に置
き換えます。

filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

file_system_type デバイス上のファイルシステムのタイプを指定します。ファイル
システムのタイプを指定しない場合、Solarisフラッシュインス
トールユーティリティーは、UFSファイルシステムのマウントを
試みます。UFSのマウントに失敗すると、Solarisフラッシュイン
ストールユーティリティーは HSFSファイルシステムのマウント
を試みます。

例 11–5ローカルデバイスに格納されたアーカイブ

UFSファイルシステムとしてフォーマットされているローカルハードディスクから
アーカイブを取得するには、次のコマンドを使用します。

archive_location local_device c0t0d0s0 /archives/$HOST

HSFSファイルシステムを持つローカル CD-ROMからアーカイブを取得するには、次
のコマンドを使用します。
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例 11–5ローカルデバイスに格納されたアーカイブ (続き)

archive_location local_device c0t0d0s0 /archives/usrarchive

ローカルファイルに格納されたアーカイブ

クローンシステムをブートしたミニルートに格納したローカルファイルのアーカイブ
を取得できます。カスタム JumpStartインストールを実施する時に、DVD、CDまた
は NFSベースのミニルートからシステムをブートします。このミニルートからインス
トールソフトウェアがロードされ、実行されます。したがって、DVD、CDまたは
NFSベースのミニルートに格納した Solarisフラッシュアーカイブは、ローカル
ファイルとしてアクセスできます。archive_locationプロファイルキーワードに
は次の構文を使用します。

archive_location local_file path/filename

path アーカイブの位置です。このパスは、システムを Solaris SOFTWARE - 1
CDまたは Solaris Operating System DVDからブートしている間、システ
ムにローカルファイルとしてアクセスできるものでなければなりません。
Solaris SOFTWARE - 1 CDまたは Solaris Operating System DVDから
ブートしている間、システムは、/netなどの自動マウントされたディレ
クトリへアクセスできません。

filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

例 11–6ローカルファイルに格納されたアーカイブ

archive_location local_file /archives/usrarchive

backup_mediaプロファイルキーワード
backup_media type path

backup_mediaキーワードを使用する場合は、次の点を考慮してください。

� backup_mediaは、ディスク容量の再配置が必要なアップグレードオプションだ
けで使用できます。

� 非大域ゾーンがインストールされている場合は、このキーワードを使用しないでく
ださい。このキーワードが JumpStartプロファイルで使用されると、アップグレー
ドが停止してエラーメッセージが表示されます。

backup_mediaは、ディスク容量不足のためにアップグレード中にディスク容量の再
配置が必要なファイルシステムのバックアップをとるために使用するメディアを定義
します。バックアップ用に複数のテープまたはフロッピーディスクが必要な場合は、
アップグレード中にテープまたはフロッピーディスクの挿入を求めるプロンプトが表
示されます。
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有効な type値 有効な path値 仕様

local_tape /dev/rmt/n アップグレードされるシステムのローカルテー
プドライブを指定します。pathは、テープドラ
イブのキャラクタ型 (raw)デバイスパスである
必要があります。nはテープドライブの番号で
す。

local_diskette /dev/rdisketten アップグレードされるシステムのローカルフ
ロッピーディスクドライブを指定します。path
は、フロッピーディスクドライブのキャラクタ
型 (raw)デバイスパスである必要があります。
nはフロッピーディスクドライブの番号です。

バックアップに使用するフロッピーディスクは
フォーマットされていなければなりません。

local_filesystem /dev/dsk/cwtxdysz

/file_system

アップグレードされるシステムのローカル
ファイルシステムを指定します。アップグレー
ドで変更されるローカルファイルシステムは指
定できません。pathは、ディスクスライスのブ
ロックデバイスパスでもかまいません。たとえ
ば、/dev/dsk/cwtxdysz内の txは必須では
ありません。あるいは、pathは /etc/vfstab
ファイルによってマウントされたファイルシス
テムへの絶対パスでもかまいません。

remote_filesystem host:/file_system リモートシステムの NFSファイルシステムを指
定します。pathは、リモートシステム (host)の
名前または IPアドレスと、NFSファイルシス
テム (file_system)への絶対パスを含まなければ
なりません。NFSファイルシステムは、読み取
り権と書き込み権を持っている必要がありま
す。

remote_system user@host :/directory リモートシェル (rsh)で到達できるリモートシ
ステム上のディレクトリを指定します。アップ
グレードされるシステムは、リモートシステム
の .rhostsファイル経由で、リモートシステ
ムにアクセスできなければなりません。path
は、リモートシステム (host)の名前と、その
ディレクトリ (directory)への絶対パスを含まな
ければなりません。ユーザーログイン ID (user)
を指定しないと、デフォルトで rootが使用さ
れます。

例 11–7 backup_mediaプロファイルキーワード

backup_media local_tape /dev/rmt/0

backup_media local_diskette /dev/rdiskette1

backup_media local_filesystem /dev/dsk/c0t3d0s4
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例 11–7 backup_mediaプロファイルキーワード (続き)

backup_media local_filesystem /export

backup_media remote_filesystem system1:/export/temp

backup_media remote_system user1@system1:/export/temp

boot_deviceプロファイルキーワード
boot_device device eeprom

boot_deviceには、JumpStartがルート (/)ファイルシステムをインストールするデ
バイスと、システムのブートデバイスを指定します。boot_deviceは、ルート (/)
ファイルシステムを指定する filesysキーワードと root_deviceキーワードに一
致する必要があります。

プロファイルに boot_deviceキーワードを指定しなかった場合、インストール時に
デフォルトで次の boot_deviceキーワードが指定されます。

boot_device any update

device 次のいずれかの値を使用します。

SPARC: cwtxdyszまたは cxdysz JumpStartプログラムによってルート
(/)ファイルシステムが配置される
ディスクスライス (たとえば
c0t0d0s0)です。

x86: cwtxdyまたは cxdy JumpStartプログラムによってルート
(/)ファイルシステムが配置される
ディスク (たとえば c0d0)です。

existing JumpStartプログラムは、システムの
既存のブートデバイスにルート (/)
ファイルシステムを格納します。

any JumpStartプログラムは、ルート (/)
ファイルシステムを配置する場所を選
択します。システムの既存のブートデ
バイスを使用する場合もありますが、
必要であれば異なるブートデバイスを
選択します。

eeprom システムの EEPROMを変更または保存する場合に選択します。

システムの現在のブートデバイスを変更する場合、eepromの値でもシステム
の EEPROMを変更できます。これにより、システムは新しいブートデバイ
スから自動的にブートできます。

第 11章 •カスタム JumpStart (リファレンス) 185



注 – x86: preserve値を指定する必要があります。

update JumpStartプログラムは、インストールされるシステムが指
定のブートデバイスから自動的にブートするように、システ
ムの EEPROMをそのブートデバイスに変更します。

preserve システムの EEPROM中のブートデバイス値は変更されませ
ん。システムの EEPROMを変更しないで新しいブートデバ
イスを指定した場合は、システムが新しいブートデバイスか
ら自動的にブートするように、システムの EEPROMを手作
業で変更する必要があります。

例 11–8 boot_deviceプロファイルキーワード

boot_device c0t0d0s2 update

bootenv createbe プロファイルキーワード
bootenv createbe bename new_BE_name filesystem mountpoint:device:fs_options
[filesystem...]

bootenv createbe キーワードを使用すると、Solaris OS のインストール時に、空
の非アクティブブート環境をすばやく作成できます。少なくとも、ルート (/)ファイ
ルシステムを作成する必要があります。スライスは、指定のファイルシステム用に予
約されていますが、ファイルシステムはコピーされません。このブート環境は、名前
が付けられてはいますが、実際には、Solarisフラッシュアーカイブがインストールさ
れる時にはじめて作成されることになります。空のブート環境にアーカイブがインス
トールされると、ファイルシステムは予約されたスライスにインストールされます。
benameおよび filesystemの値を次に示します。

bename new_BE_name
benameは、新しく作成するブート環境の名前を指定します。new_BE_nameは、30
文字以内の英数字で指定してください。マルチバイト文字は使用できません。この
名前は、システム上で一意となるように指定する必要があります。

filesystem mountpoint: device:fs_options
filesystemは、新しいブート環境に作成するファイルシステムの種類と数を決定
します。少なくとも、ルート (/)ファイルシステムを置くスライスを指定する必要
があります。複数のファイルシステムを同一のディスクに置くことも、複数の
ディスクに分散することもできます。

� mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップスライスを
示す - (ハイフン)を指定できます。

� deviceには、インストール対象であるオペレーティングシステムが最初に起動し
たときに利用可能なデバイスを指定してください。このデバイスは、「free」な
どの JumpStartの特殊な記憶装置とは無関係です。デバイスとして Solarisボ
リュームマネージャーのボリュームや Veritas Volume Managerのボリュームを
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指定することはできません。deviceはディスクデバイスの名前です。
/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。

� fs_optionsには、次のいずれかを指定できます。

� ufs: UFSファイルシステムを示します。
� swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイントは
ハイフン (–)で表します。

プロファイルの例とこのキーワードの基本的な使用方法については、次の関連情報を
参照してください。

プロファイルの例 例 6–11

非アクティブブート環境の作成、アップグ
レード、およびアクティブ化を行うための
Solaris Live Upgradeの基本的な使用方法

『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の第 6
章「Solaris Live Upgrade (概要)」

Solarisフラッシュアーカイブの基本的な使用
方法

『Solaris 10インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストー
ル)』の第 1章「Solarisフラッシュ (概要)」

client_archプロファイルキーワード
client_arch karch_value ...

client_archは、OSサーバーが、それ自体が使用するものとは異なるプラット
フォームグループをサポートすることを定義します。プロファイルに client_arch
を指定しない場合、OSサーバーを使用するどのディスクレスクライアントも、サー
バーと同じプラットフォームグループでなくてはなりません。OSサーバーにサポー
トさせたいプラットフォームグループをすべて指定する必要があります。

karch_valueの有効な値は、sun4uと i86pcです。プラットフォーム名とさまざまな
システムの詳細については、『Solaris Sunハードウェアマニュア
ル』(http://docs.sun.com)を参照してください。

注 – client_archは、system_typeに serverを指定したときだけ使用できま
す。

client_rootプロファイルキーワード
client_root root_size

client_rootは、各クライアントに割り当てるルート領域の大きさ (root_size)をM
バイト単位で定義します。サーバーのプロファイルに client_rootを指定しない
と、インストールソフトウェアは 1つのクライアント当たり 15Mバイトのルート領域
を割り当てます。このクライアント用のルート領域の大きさは、num_clientsキー
ワードを組み合わせて、/export/rootファイルシステム用に確保する領域の大きさ
を決定するときに使用されます。
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注 – client_rootは、system_typeに serverを指定したときだけ使用できま
す。

client_swapプロファイルキーワード
client_swap swap_size

client_swapは、各ディスクレスクライアントに割り当てるスワップ空間の大きさ
(swap_size)をMバイト単位で定義します。client_swapを指定しない場合、32M
バイトのスワップ空間がデフォルトで割り当てられます。

注 – client_swapは、system_typeに serverを指定したときだけ使用できま
す。

例 11–9 client_swapプロファイルキーワード

次の例は、各ディスクレスクライアントが 64Mバイトのスワップ空間を持つことを定
義します。

client_swap 64

スワップサイズを決定する方法

プロファイルが swapのサイズを指定していない場合、JumpStartプログラムはシス
テムの物理メモリーに基づいてスワップ空間のサイズを決定します。表 11–5に、カス
タム JumpStartインストール中に swapのサイズがどのように決定されるかを示しま
す。

表 11–5 swapのサイズの決定

物理メモリー (単位: Mバイト) スワップ空間 (単位: Mバイト)

16–64 32

64–128 64

128–512 128

512を超える場合 256

JumpStartプログラムは swapのサイズが swapが作成されるディスクの 20%を超え
ないようにします。ただし、ほかのファイルシステムを配置したあとにディスクに空
き領域が残っている場合を除きます。空き領域が残っている場合、JumpStartプログ
ラムは空き領域を swapに割り当てて、可能であれば、表 11–5に示されている量を割
り当てます。
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注 –物理メモリーとスワップ空間の合計は、32Mバイト以上必要です。

clusterプロファイルキーワード (ソフトウェアグループ
の追加)
cluster group_name

clusterは、どのソフトウェアグループをシステムに追加するかを指定します。

注 –ソフトウェアグループは、クラスタおよびパッケージの集まりを含むメタクラス
タです。ソフトウェアグループは、clusterキーワードおよび group_name変数を
使ってインストールされます。この clusterキーワードは、初期インストールのときに
のみインストールできます。この clusterキーワードは、clustertoc(4)ファイ
ル内のメタクラスタを参照します。

クラスタは SUNWnameという名前のパッケージの集まりです。クラスタは、
clusterキーワードおよび cluster_name変数を使ってインストールされます。クラス
タは初期インストールまたはアップグレードのときに、ソフトウェアグループ (メタ
クラスタ)から追加または削除できます。

各ソフトウェアグループの group_name名の一覧は次の表のとおりです。

ソフトウェアグループ group_name

限定ネットワークシステムサポート SUNWCrnet

コアシステムサポート SUNWCreq

エンドユーザーシステムサポート SUNWCuser

開発者システムサポート SUNWCprog

全体ディストリビューション SUNWCall

全体ディストリビューションと OEM
サポート

SUNWCXall

次の制約があります。

� 1つのプロファイルに指定できるソフトウェアグループの数は 1つだけです。
� ソフトウェアグループは、ほかの clusterエントリおよび packageエントリよ
りも前に指定する必要があります。

� プロファイル内の clusterでソフトウェアグループを指定しない場合、デフォル
トによりエンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループ (SUNWCuser)が
システムにインストールされます。

第 11章 •カスタム JumpStart (リファレンス) 189



ソフトウェアグループの詳細については、41ページの「ソフトウェアグループごとの
推奨ディスク容量」を参照してください。

clusterプロファイルキーワード (クラスタの追加または
削除)
cluster cluster_name add_delete_switch

clusterは、システムにインストールされるソフトウェアグループにクラスタを追加
するか、削除するかを指定します。

cluster_name クラスタ名は SUNWCnameの形式で指定します。

add_delete_switch 指定のクラスタを追加するか削除するかを表すオプションのキー
ワードです。値 addまたは deleteを使用します。値 addも
deleteも指定しなかった場合、デフォルトで addが適用されま
す。

アップグレード時に clusterを使用すると、次の条件が適用されます。

� すでにシステムにあるすべてのクラスタが自動的にアップグレードされます。

� cluster_name addを指定したが、cluster_nameがシステムにインストールされてい
なかった場合、そのクラスタがインストールされます。

� cluster_name deleteを指定したが、cluster_nameがシステムにインストールされ
ていた場合、アップグレードが開始される前にそのパッケージは削除されます。

注 –非大域ゾーンがインストールされている場合、このキーワードを使用してアップ
グレードしないでください。このキーワードが使用されると、アップグレードは続行
しますが、キーワードは無視されます。

注 –ソフトウェアグループは、クラスタおよびパッケージの集まりを含むメタクラス
タです。ソフトウェアグループは、clusterキーワードおよび group_name変数を
使ってインストールされます。この clusterキーワードは、初期インストールのときに
のみインストールできます。この clusterキーワードは、clustertoc(4)ファイ
ル内のメタクラスタを参照します。

クラスタはパッケージの集まりです。クラスタはグループ化され、ソフトウェアグ
ループ (メタクラスタ)を形成できます。クラスタ名は常に SUNW<name>の形式とな
ります。クラスタは、clusterキーワードおよび cluster_name変数を使ってインス
トールされます。クラスタは初期インストールまたはアップグレードのときに、ソフ
トウェアグループ (メタクラスタ)から追加または削除できます。
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dontuseプロファイルキーワード
dontuse disk_name ...

partitioning default が指定されると、デフォルトではシステム上のすべての使
用可能ディスクが使用されます。dontuseは、JumpStartプログラムに使用させない
ディスク (1つ以上)を指定するために使用します。disk_nameは、cxtydzまたは cydz
の形式 (たとえば、c0t0d0)で指定する必要があります。

注 – 1つのプロファイルで、dontuseキーワードと usediskキーワードを同時に指
定することはできません。

x86: fdiskプロファイルキーワード
fdisk disk_name type size

fdiskは、x86システムで fdiskパーティションを設定する方法を定義します。
fdiskは 2回以上指定できます。次に、fdiskによって x86システムのパー
ティション設定を行う際の動作を示します。

� fdiskキーワードを使って (sizeに deleteか 0を指定して)削除しないかぎり、
ディスク上のすべての fdiskパーティションが保存されます。また、sizeが allの
場合は、既存のすべての fdiskパーティションが削除されます。

� ルート (/)ファイルシステムを含む Solaris fdiskパーティションは、そのディス
ク上でアクティブパーティションとして常に指定されます。

注 –システムは、デフォルトでアクティブパーティションから起動します。

� プロファイルで fdiskキーワードを指定しないと、インストール時にデフォルト
で次の fdiskキーワードが指定されます。

fdisk all solaris maxfree

� fdiskエントリは、プロファイルに指定されている順序で処理されます。

disk_name 次の値を使用して、fdiskパーティションを作成または削除する場所を
指定します。

� cxtydzまたは cydz -特定のディスク。たとえば、c0t3d0。
� rootdisk -システムのルートディスク値を含む変数。217ページ
の「システムのルートディスクを決定する方法」に説明されている
ように、JumpStartプログラムによって決定されます。

� all -選択されたすべてのディスク。

type 次の値を使用し、指定したディスク上で作成または削除する fdisk
パーティションのタイプを指定します。
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� solaris - Solaris fdiskパーティション (SUNIXOS fdiskタイ
プ)。

� dosprimary -一次 DOSの fdiskパーティション (データ DOS用
に拡張または予約された fdiskパーティションではない)の別名。
sizeに値 deleteを指定して fdiskパーティションを削除する場
合、dosprimaryは DOSHUGE、DOSOS12、および DOSOS16
fdiskタイプの別名になります。fdiskパーティションを作成する
場合、dosprimaryは DOSHUGE fdiskパーティションの別名に
なります。

� DDD -整数で表す fdiskパーティション。DDDは 1から 255まで
の整数です。

注 –この値は sizeに deleteを指定した場合のみ指定できます。

� 0xHH - 16進数で表す fdiskパーティション。HHは 01から FFま
での 16進数です。

注 –この値は sizeに deleteを指定した場合のみ指定できます。

いくつかの fdiskタイプの整数と 16進数での表し方を次の表に示しま
す。

fdiskタイプ DDD HH

DOSOS12 1 01

PCIXOS 2 02

DOSOS16 4 04

EXTDOS 5 05

DOSHUGE 6 06

DOSDATA 86 56

OTHEROS 98 62

UNIXOS 99 63

size 次のいずれかの値を使用します。
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� DDD -サイズが DDD (Mバイト単位)の fdiskパーティションを、
指定したディスク上に作成します。DDDは整数で指定する必要があ
ります。JumpStartプログラムは、この数値を一番近いシリンダの境
界に自動的に繰り上げます。値 0を指定すると、deleteを指定す
るのと同じになります。

� all – fdiskディスク全体に 1つのパーティションを作成します(既
存の fdiskパーティションはすべて削除される)。

x86のみ –値 allを指定できるのは、typeが solarisの場合だけで
す。

� maxfree -指定したディスク上の最も大きい連続する空き領域に
fdiskパーティションを作成します。ディスク上にすでに指定した
typeの fdiskパーティションがあると、その既存の fdiskパー
ティションを使用します(新しい fdiskパーティションはディスク上
に作成されません)。

x86のみ –ディスクには、空き領域と未使用の fdiskパー
ティションが 1つ以上存在しなければなりません。領域が確保され
ないとインストールは失敗します。値 maxfreeを指定できるのは、
typeが solarisまたは dosprimaryの場合だけです。

� delete -指定した typeのすべての fdiskパーティションを指定し
たディスク上で削除します。

filesysプロファイルキーワード (リモートファイルシス
テムのマウント)
filesys server:path server_address mount_pt_name mount_options

これらの値を指定して filesysを使用すると、JumpStartプログラムはインストール
されているシステムがそのブート時に自動的にリモートファイルシステムをマウント
するように設定します。filesysは 2回以上指定できます。

server リモートファイルシステムが存在するサーバー名 (後ろにコロンを付
ける)。

path リモートファイルシステムのマウントポイント名。 (例: /usr、
/export/homeなど)

server_address サーバーの IPアドレス。server:pathで指定します。ネームサービス
がネットワーク上で実行されていない場合、この値 server_addressを
使用して、サーバーのホスト名と IPアドレスを /etc/hosts
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ファイルに反映できます。サーバーの IPアドレスを指定しない場合
は、マイナス記号 (-)を指定する必要があります。たとえば、
ネットワーク上で実行中のネームサービスがある場合、サーバーの
IPアドレスを指定する必要はありません。

mount_pt_name リモートファイルシステムをマウントするマウントポイント名。

mount_options 1つ以上のマウントオプション。mount(1M)コマンドの -oオプ
ションと同じです。これらのマウントオプションは、指定された
mount_pt_nameの /etc/vfstabエントリに追加されます。

注 –複数のマウントオプションを指定する場合は、マウントオプ
ションはスペースではなくコンマで区切ってください。例:
ro,quota

例 11–10 filsysプロファイルキーワード

filesys sherlock:/export/home/user2 - /home

filesysプロファイルキーワード (ローカルファイルシス
テムの作成)
filesys slice size file_system optional_parameters

これらの値を指定して filesysを使用すると、JumpStartプログラムによりインス
トール時にローカルファイルシステムが作成されます。filesysは 2回以上指定でき
ます。

slice 次のいずれかの値を使用します。

any JumpStartプロファイルは、
ファイルシステムを任意のディス
クに配置します。

注 – sizeが existing、all、
free、start:size、または ignore
の場合は、anyは指定できませ
ん。

cwtxdyszまたは cxdysz JumpStartプログラムがファイル
システムを配置するディスクスラ
イス。たとえば、c0t0d0s0また
は c0d0s0。
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rootdisk.sn システムのルートディスクの値を
含む変数は、JumpStartプログラ
ムによって決定されます。詳細に
ついては、217ページの「システ
ムのルートディスクを決定する方
法」を参照してください。拡張子
snは、ディスク上の特定のスラ
イスを示します。

size 次のいずれかの値を使用します。

num ファイルシステムのサイズを num (Mバイト単位)
で設定します。

existing 既存のファイルシステムの現在のサイズを使用し
ます。

注 – existingの値を使用すると、別の
mount_pt_nameとして file_systemを指定すること
によって、既存のスライス名を変更できます。

auto 選択したソフトウェアに応じて、ファイルシステ
ムのサイズを自動的に決定します。

all 指定した sliceは、そのファイルシステム用に
ディスク全体を使用します。この値を指定する
と、指定したディスク上にほかのファイルシステ
ムは存在できません。

free ディスク上の残りの未使用領域をファイルシステ
ム用に使用します。

注 – filesysの値として freeを使用する場合
は、filesysはプロファイルの最後のエントリに
する必要があります。

start:size ファイルシステムを明示的にパーティションに分
割します。startはスライスが始まるシリンダであ
り、sizeはそのスライスのシリンダ数です。

file_system file_system値はオプションで、sliceに anyまたは cwtxdyszを
指定しているときに使用できます。この値を指定しないと
unnamedがデフォルトで設定されますが、この場合
optional_parameters値を指定できません。次のいずれかの値を
使用します。
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mount_pt_name ファイルシステムのマウントポイント名で
す (たとえば、/var)。

swap 指定した sliceが swapとして使用されま
す。

overlap 指定した sliceがディスク領域を表すもの
として定義されます。VTOC値は
V_BACKUPです。デフォルトでは、スライ
ス 2はディスク全体を表すオーバーラップ
スライスです。

注 – sizeに existing、all、または
start:sizeを指定した場合だけ overlapを指
定できます。

unnamed 指定した sliceが rawスライスとして定義さ
れるので、sliceにはマウントポイント名が
ありません。file_systemを指定しないと、デ
フォルトで unnamedが設定されます。

ignore 指定した sliceを使用しないか、JumpStart
プログラムで認識しません。このオプ
ションは、インストール時にディスク上の
特定のファイルシステムを無視させるため
に使用できます。JumpStartプログラムは、
同じディスク上に同じ名前で新しいファイ
ルシステムを作成します。ignoreは、
partitioning existing を指定したとき
だけ使用できます。

optional_parameters 次のいずれかの値を使用します。

preserve 指定した slice上のファイルシステムを保存し
ます。

注 – sizeに existing、sliceに cwtxdyszを
指定した場合だけ preserveを指定できま
す。

mount_options 1つ以上のマウントオプション。mount(1M)
コマンドの -oオプションと同じです。これ
らのマウントオプションは、指定された
mount_pt_nameの /etc/vfstabエントリに
追加されます。
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注 –複数のマウントオプションを指定する場
合は、マウントオプションはスペースではな
くコンマで区切ってください。例: ro,quota

filesysプロファイルキーワード (RAID-1ボリュームの
作成)
filesys mirror[:name]slice [slice] size file_system optional_parameters

JumpStart プログラムでは、filesys mirror キーワードと一覧にある値を使用し
て、ミラー化されたファイルシステムの作成に必要な RAID-1および RAID-0ボ
リュームを作成できます。複数のファイルシステムの RAID-1ボリューム (ミラー)を
作成する場合は、filesys mirror を繰り返し指定できます。

注 – filesys mirror キーワードは、初期インストールでのみサポートされます。

name 任意のキーワードです。RAID-1ボリューム (ミラー)に名前を
付けることができます。ミラー名の先頭の文字は必ず「d」
で、その後ろに 0 – 127の数字が続きます (例: d100)。ミラー名
を指定しない場合は、カスタム JumpStartプログラムによって
名前が割り当てられます。ミラー名の指定方法については、239
ページの「カスタム JumpStartと Solaris Live Upgradeを行
うときの RAIDボリューム名の要件とガイドライン」を参照し
てください。

slice ディスクスライスを指定します。カスタム JumpStartプログラ
ムは、このディスクスライスに、複製するファイルシステムを
配置します。スライスの値は、cwtxdyszの形式になります (例:
c0t0d0s0、c0t0d0s5など)。カスタム JumpStartプログラム
は、スライス上に RAID-0ボリューム (単一スライス連結)を作
成し、この連結をミラー化するための RAID-1ボリュームを作
成します。2つの RAID-0ボリュームに、最大 2つのスライス
を指定できます。

size ファイルシステムのサイズをMバイト単位で指定します。

file_system 複製するファイルシステムを指定します。カスタム JumpStart
プログラムは、指定されたスライスから RAID-1ボリュームを
作成し、この RAID-1ボリュームを指定されたファイルシステ
ムにマウントします。ルート (/)、/usr、/varなどのクリ
ティカルファイルシステムに加えて、swapもファイルシステ
ムとして指定できます。
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optional_parameters 1つ以上のマウントオプション。mount(1M)コマンドの -oオ
プションと同じです。これらのマウントオプションは、指定さ
れた file_systemの /etc/vfstabエントリに追加されます。複
数のマウントオプションを指定する場合は、マウントオプ
ションはスペースを入れずにコンマで区切ってください (例:
ro,quota)。

ミラー化されたファイルシステムをインストール時に作成する方法については、
第 12章を参照してください。

forced_deploymentプロファイルキーワード (Solaris
フラッシュ差分アーカイブのインストール)
forced_deployment

forced_deploymentを指定すると、クローンシステムがカスタム JumpStartの想定
するシステムと異なる場合でも Solarisフラッシュ差分アーカイブを強制的にインス
トールします。

注意 – forced_deploymentを使用すると、クローンシステムを期待される状態にす
るために、新規ファイルがすべて削除されます。ファイルを削除して良いかどうか判
断できない場合には、デフォルトを使用してください。デフォルトでは、新規ファイ
ルが削除されそうになると、インストールが停止します。

geoプロファイルキーワード
geo region

geoは、システムにインストールする地域ロケールか、あるいはシステムのアップグ
レード時に追加する地域ロケールを指定します。regionは、インストールするロケー
ルを含んだ地理的地域を指定します。regionに指定できる値を、次の表に一覧表示し
ます。

注 –非大域ゾーンがインストールされている場合、このキーワードを使用してアップ
グレードしないでください。このキーワードが使用されると、アップグレードは続行
しますが、キーワードは無視されます。

値 説明

N_Africa 北アフリカ。エジプトを含みます
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値 説明

C_America 中央アメリカ。コスタリカ、エルサルバドル、グァテマラ、メキシ
コ、ニカラグア、パナマを含みます

N_America 北アメリカ。カナダ、アメリカ合衆国を含みます

S_America 南アメリカ。アルゼンチン、ボリビア、ブラジル、チリ、コロンビ
ア、エクアドル、パラグアイ、ペルー、ウルグアイ、ベネズエラを含
みます

Asia アジア。日本、韓国、中華人民共和国、台湾、タイを含みます

Ausi オーストラリア。オーストラリア、ニュージーランドを含みます

C_Europe 中央ヨーロッパ。オーストリア、チェコ、ドイツ、ハンガリー、ポー
ランド、スロヴァキア、スイスを含みます

E_Europe 東ヨーロッパ。アルバニア、ボスニア、ブルガリア、クロアチア、エ
ストニア、ラトビア、リトアニア、マケドニア、ルーマニア、ロシ
ア、セルビア、スロヴェニア、トルコを含みます

N_Europe 北ヨーロッパ。デンマーク、フィンランド、アイスランド、ノル
ウェー、スウェーデンを含みます

S_Europe 南ヨーロッパ。ギリシャ、イタリア、ポルトガル、スペインを含みま
す

W_Europe 西ヨーロッパ。ベルギー、フランス、イギリス、アイルランド、オラ
ンダを含みます

M_East 中近東。イスラエルを含みます

上記の各地域ロケールを構成するコンポーネントロケール値の完全なリストは、『国
際化対応言語環境の利用ガイド』に記載されています。

注 –システムに追加する必要がある各ロケールごとに、geoキーワードを指定しま
す。

install_typeプロファイルキーワード
install_type initial_upgrade_flash_switch

install_typeは、システムに対し、新しい Solaris OSを上書きインストールする
か、既存の Solaris OSをアップグレードするか、あるいは、Solarisフラッシュアーカ
イブをインストールするかを定義します。
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注 – install_typeは必須であり、各プロファイル内で最初のプロファイルキーワー
ドとして指定する必要があります。

initial_upgrade_flash_switchには、次のオプションのうちの 1つを使用する必要があり
ます。

initial_install Solaris OSの初期インストールの実行を指定します。

upgrade Solaris OSのアップグレードの実行を指定します。

flash_install すべてのファイルを上書きする Solarisフラッシュアーカイブ
をインストールすることを指定します。

flash_update 指定したファイルだけを上書きする Solarisフラッシュ差分
アーカイブをインストールすることを指定します。

注 –プロファイルキーワードの中には、initial_installオプションでしか使用で
きないものがあります。upgradeオプションでしか使用できないものもあります。ま
た、flash_installオプションでしか使用できないものがあります。

layout_constraintプロファイルキーワード
layout_constraint slice constraint minimum_size

layout_constraintは、ファイルシステムがディスク容量不足のためにアップグ
レード中にディスク容量を再配置する必要がある場合に、制約付き自動配置がファイ
ルシステムで行われることを示します。

制約 説明

このキーワードはアップグ
レードオプションとの併用で
のみ使用されます。

layout_constraintは、ディスク容量の再配置が必要な
アップグレードオプションだけで使用できます。

非大域ゾーンがインストール
されている場合は、このキー
ワードを使用しないでくださ
い。

このキーワードが使用されると、アップグレードは停止し、
エラーメッセージが表示されます。
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制約 説明

layout_constraintキー
ワードを指定しない場合

JumpStartプログラムはディスクを次のように配置します。
� アップグレード用により多くの容量を必要とするファイル
システムは、changeableとマークされます。

� より多くの容量を必要とするファイルシステムと同じ
ディスク上にあるファイルシステム (/etc/vfstab
ファイルでマウントされる)も changeableとマークされま
す。

� 残りのファイルシステムは fixedとマークされます。これ
は、自動配置がこれらのファイルシステムを変更できない
ためです。

1つ以上の
layout_constraintキー
ワードを指定する場合

JumpStartプログラムはディスクを次のように配置します。
� アップグレード用により多くの容量を必要とするファイル
システムは、changeableとマークされます。

� layout_constraintキーワードを指定したファイルシ
ステムは、指定した制約がマークされます。

� 残りのファイルシステムは、fixedとマークされます。

ファイルシステムが
changeableとマークされてい
ない場合

アップグレードにより多くの容量を必要とするファイルシス
テムの制約は変更できませんが (changeableとマークされな
ければならない)、このようなファイルシステムに
layout_constraintキーワードを使用すれば、その
minimum_size値を変更できます。

ファイルシステムがアップグ
レード用により多くの容量を
必要とする場合

自動配置機能がディスク容量の再配置を行う際には、より多
くのファイルシステム、特にアップグレード用により多くの
容量を必要とするファイルシステムと同じディスク上にある
ファイルシステムを、changeableまたは movableであると選
択します。

slice 制約を指定するファイルシステムのディスクスライスを指定しま
す。システムのディスクスライスは、cwtxdyszまたは cxdyszの形
式で指定する必要があります。

constraint 指定したファイルシステムに対して、次のいずれか 1つの制約を選
択します。

changeable 自動配置機能はファイルシステムをほかの場所に
移動して、そのサイズを変更できます。この制約
は、/etc/vfstabファイルによってマウントさ
れたファイルシステムにしか指定できません。
minimum_size値を指定すれば、ファイルシステム
のサイズを変更できます。

ファイルシステムを changeableとマークして、
minimum_size値を指定しないと、そのファイルシ
ステムの最小サイズは、必要な最小サイズより
10%大きな値に設定されます。たとえば、ファイ
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ルシステムの最小サイズが 100Mバイトの場合、
変更されるサイズは 110Mバイトになります。
minimum_sizeを指定した場合、残りの空き領域
(元のサイズから最小サイズを引いたもの)はほか
のファイルシステム用に使用されます。

movable 自動配置機能はファイルシステムを (同じディスク
または異なるディスク上の)ほかのスライスに移動
できますが、サイズは変更しません。

available 自動配置機能は、ファイルシステムのすべての領
域を使用して領域を割り当て直します。ファイル
システムのすべてのデータは失われます。この制
約は、/etc/vfstabファイルでマウントされな
いファイルシステムだけに指定できます。

collapse 自動配置機能は、指定したファイルシステムをそ
の親ファイルシステムに移動して閉じこめます。
このオプションは、アップグレードの一部として
システム上のファイルシステム数を減らすために
使用できます。たとえば、システムにファイルシ
ステム /usrと /usr/shareが存在する場合、
/usr/shareファイルシステムを閉じ込めると、
このファイルシステムは /usr (その親)に移動し
ます。この制約は、/etc/vfstabファイルでマ
ウントされるファイルシステムにしか指定できま
せん。

minimum_size この値は、自動配置機能がディスク容量を再配置するときに、
ファイルシステムに割り当てる最小サイズを指定します(基本的に
ファイルシステムのサイズを変更する)。まだ割り当てられていない
領域が追加される場合、ファイルシステムのサイズは最終的にこの
指定した値より大きくなる可能性があります。しかし、指定される
値よりサイズが小さくなることはありません。minimum_size値は省
略可能です。このオプション値を使用できるのは、ファイルシステ
ムを changeableとマークした場合だけです。最小サイズは、ファイ
ルシステムの既存の内容に必要なサイズより小さい値には設定でき
ません。

例 11–11 layout_constraintプロファイルキーワード

layout_constraint c0t3d0s1 changeable 200

layout_constraint c0t3d0s4 movable

layout_constraint c0t3d1s3 available

layout_constraint c0t2d0s1 collapse
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local_customizationプロファイルキーワード
(Solarisフラッシュアーカイブのインストール)
local_customization local_directory

クローンシステムに Solarisフラッシュアーカイブをインストールする前に、カスタム
スクリプトを作成して、クローンシステム上のローカル構成を保存できます。
local_customizationキーワードは、これらのスクリプトの格納先ディレクトリ
を示します。local_directoryは、クローンシステム上のスクリプトのパスです。

配置前および配置後スクリプトについては、『Solaris 10インストールガイド (Solaris
フラッシュアーカイブの作成とインストール)』の「カスタムスクリプトの作成」を参
照してください。

localeプロファイルキーワード
locale locale_name

注 – localeは、初期インストールとアップグレードオプションの両方で使用できま
す。

localeは、指定した locale_nameに対して、どのロケールパッケージをインストール
(アップグレードの場合は追加)するかを指定します。locale_name値は、$LANG環境変
数で使用されるのと同じです。有効なロケール値のリストは、『国際化対応言語環境
の利用ガイド』に記載されています。

localeキーワードを使用する場合は、次の点を考慮してください。

� デフォルトロケールを事前設定している場合は、そのロケールは自動的にインス
トールされます。English言語パッケージはデフォルトでインストールされます。

� localeキーワードは、システムに追加するロケールごとに指定できます。

� 非大域ゾーンがインストールされている場合、このキーワードを使用してアップグ
レードしないでください。このキーワードが使用されると、アップグレードは続行
しますが、キーワードは無視されます。すでにシステムにインストールされている
ロケールは、自動的にアップグレードされます。

metadbプロファイルキーワード (状態データベースの複
製の作成)
metadb slice [size size-in-blocks] [count number-of-replicas]
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metadbキーワードでは、カスタム JumpStartインストール時に、Solarisボリューム
マネージャーの状態データベースの複製 (mediates)を作成できます。metadbキー
ワードをプロファイルファイル内で複数回使用して、複数のディスクスライス上に状
態データベースの複製を作成することができます。

slice カスタム JumpStartプログラムが状態データベースの複
製を配置するディスクスライスを指定する必要がありま
す。sliceの値の形式は、cwtxdyszです。

size size-in-blocks sizeオプションキーワードでは、作成する状態データ
ベースの複製のサイズをブロック単位で指定できます。
sizeを指定しないと、カスタム JumpStartプログラム
は、状態データベースの複製のデフォルトのサイズ、
8192ブロックを使用します。

count number-of-replicas プロファイル内にオプションの countキーワードを設定
することにより、作成する状態データベースの複製の数
を指定できます。countを指定しないと、カスタム
JumpStartプログラムは、デフォルトで、状態データベー
スの複製を 3つ作成します。

インストール時に Solarisボリュームマネージャーの状態データベースの複製を作成す
る方法については、236ページの「状態データベースの複製のガイドラインと要件」
を参照してください。

no_content_checkプロファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール)
no_content_check

Solarisフラッシュ差分アーカイブを使用してクローンシステムをインストールする場
合、no_content_checkキーワードを使用してファイルごとの検証を省略できま
す。ファイルごとの検証により、クローンシステムがマスターシステムの複製である
ことが保証されます。クローンシステムが元のマスターシステムの複製であることが
確実である場合を除き、このキーワードの使用は避けてください。

注意 – no_content_checkを使用すると、クローンシステムを期待される状態にす
るために、新規ファイルがすべて削除されます。ファイルを削除して良いかどうか判
断できない場合には、デフォルトを使用してください。デフォルトでは、新規ファイ
ルが削除されそうになると、インストールが停止します。

Solarisフラッシュ差分アーカイブのインストール方法については、141ページの「カ
スタム JumpStartインストールを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインストー
ルする方法」を参照してください。
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no_master_checkプロファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール)
no_master_check

Solarisフラッシュ差分アーカイブを使用してクローンシステムをインストールする場
合、no_master_checkキーワードを使用して、クローンシステムが元のマスターシ
ステムから構築されたものかどうかのチェックを省略できます。クローンシステムが
元のマスターシステムの複製であることが確実である場合を除き、このキーワードの
使用は避けてください。

Solarisフラッシュ差分アーカイブのインストール方法については、141ページの「カ
スタム JumpStartインストールを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインストー
ルする方法」を参照してください。

num_clientsプロファイルキーワード
num_clients client_num

サーバーがインストールされているときには、各ディスクレスクライアントのルート
(/)とスワップファイルシステムに領域が割り当てられます。num_clientsは、サー
バーがサポートするディスクレスクライアント数 (client_num)を定義します。
num_clientsを指定しないと、デフォルトで 5つのディスクレスクライアントが割
り当てられます。

注 – num_clientsは、system_typeが serverとして指定されているときだけ使
用できます。

packageプロファイルキーワード
package package_name [add [retrieval_type location]| delete]

packageは、初期インストールとアップグレードオプションの両方で使用できます。
packageキーワードを指定すると、次の処理が可能になります。

� インストールする Solarisディストリビューションからソフトウェアグループに
パッケージを追加します。

� インストールするディストリビューション以外からソフトウェアグループに
パッケージを追加します。

� インストールまたはアップグレードするソフトウェアグループからパッケージを除
外 (削除)します。

� Solarisフラッシュアーカイブのインストール時に、インストールするディストリ
ビューション以外からパッケージを追加します。
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package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケー
ジの詳細とその名前を表示するには、インストール済みシ
ステムで pkginfo -l コマンドを使用します。

add | delete 指定されたパッケージを追加または削除します。値 addも
deleteも指定しなかった場合、デフォルトで addが適用
されます。

注 –プロファイルに別のパッケージエントリを追加し、場所
を省略することで、複数のパッケージを追加できます。場
所を指定しない場合、直前のパッケージの場所が、後続の
すべてのパッケージに適用されます。

[retrieval_type location] インストールする Solarisディストリビューションに含まれ
ないパッケージ (複数可)を追加します。retrieval_typeと
locationの値は、パッケージの格納場所によって異なりま
す。次の節では、retrieval_typeと locationに指定可能な値
と、package_nameキーワードの使用例を示します。

注 –非大域ゾーンがインストールされている場合、このキーワードを使用してアップ
グレードしないでください。このキーワードが使用されると、アップグレードは続行
しますが、キーワードは無視されます。

NFSサーバーに格納されたパッケージ

パッケージが NFSサーバーに格納されている場合、次のいずれかの構文で package
キーワードを使用します。

package package_name add nfs server_name:/path [retry n]
package package_name add nfs://server_name:/path [retry n]

package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケージの詳細
とその名前を表示するには、インストール済みシステムで pkginfo
-lコマンドを使用します。

server_name パッケージを格納したサーバーの名前を指定します。

path 指定されたサーバー上のパッケージディレクトリの場所を指定しま
す。パスに $HOSTが含まれる場合、$HOSTはインストールするホ
ストシステムの名前で置き換えられます。

retry n オプションのキーワードです。nは、インストールプロセスがディレ
クトリのマウントを試みる回数の最大値です。
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例 11–12 NFSによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、NFSの場所
nfs://golden/packages/Solaris_10/ から SUNWnew パッケージを追加しま
す。マウントに失敗した場合、NFSマウントが 5回試行されます。

package SUNWnew add nfs golden:/packages/Solaris_10 retry 5

HTTPサーバーに格納されたパッケージ

パッケージが HTTPサーバーに格納されている場合、次のいずれかの構文で
packageキーワードを使用します。

package package_name add http://server_name[:port] path optional_keywords
package package_name add http server_name[:port] path optional_keywords

package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケージの
詳細とその名前を表示するには、インストール済みシステムで
pkginfo -l コマンドを使用します。

server_name パッケージを格納したサーバーの名前を指定します。

port オプションポートを指定します。portは、ポート番号でも、実行
時に決定されるポート番号を持つ TCPサービスの名前でもかま
いません。

ポートを指定しなかった場合、デフォルトの HTTPポート番号
80が使用されます。

path 指定されたサーバーから取得するパッケージの場所を指定しま
す。HTTPサーバーを使用する場合、データストリーム形式の
パッケージを使用する必要があります。

optional_keywords HTTPサーバーからパッケージを取得するとき使用するオプ
ションのキーワードを指定します。

表 11–6 HTTPで使用するオプションの packageキーワード

キーワード 値の定義

timeout min timeoutキーワードには、HTTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の
時間を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断され、再接続
のあと、再開されます。timeout値として0 (ゼロ)を指定すると、再接続は行
われません。

タイムアウトによる再接続が発生すると、パッケージの先頭からインストール
し直されます。タイムアウト以前に取得されたデータは破棄されます。

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しに Solarisパッケー
ジを取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プロキシポートを指
定する必要があります。
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例 11–13 HTTPによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、HTTPの場所
http://package.central/10 から、Solaris 10 ディレクトリ内のすべての
パッケージを追加します。データが取得されないまま 5分以上経過すると、パッケー
ジデータが再度取得されます。以前のパッケージデータは破棄されます。次のいずれ
かの形式を使用できます。

package SUNWnew add http package.central/Solaris_10 timeout 5

package SUNWnew add http://package.central/Solaris_10 timeout 5

例 11–14プロキシポートを使ったHTTPによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、HTTPの場所
http://package.central/10から、Solaris_10ディレクトリ内のすべての
パッケージを追加します。proxyキーワードを使用すると、ファイアウォール越しに
パッケージを取得できます。

package SUNWnew add http://package.central/Solaris_10 proxy webcache.east:8080

ローカルデバイスに格納されたパッケージ

パッケージをファイルシステム指向のランダムアクセスデバイス (フロッピーディス
ク、DVD-ROMなど)に格納している場合は、ローカルデバイスから Solarisパッケー
ジを取得できます。packageキーワードでは次の構文を使用します。

package package_name add local_device device path file_system_type

package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケージの詳
細とその名前を表示するには、インストール済みシステムで
pkginfo -l コマンドを使用します。

device Solarisパッケージが格納されているドライブの名前を指定しま
す。デバイス名が正規のパスである場合は、デバイスは直接マウ
ントされます。正規のパスでないデバイス名を指定すると、イン
ストールユーティリティーはパスに /dev/dsk/を加えます。

path Solarisパッケージのパスを指定します。指定したデバイス上の
ルート (/)ファイルシステムからの相対パスで指定する必要があり
ます。

file_system_type デバイス上のファイルシステムのタイプを指定します。ファイル
システムのタイプを指定しない場合、インストールユーティリ
ティーは、UFSファイルシステムのマウントを試みます。UFSの
マウントに失敗すると、インストールユーティリティーは HSFS
ファイルシステムのマウントを試みます。

例 11–15 UFSファイルシステムのローカルデバイスによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、ローカルデバイス c0t6d0s0の
/Solaris_10/Productディレクトリから SUNWnewパッケージを追加します。これ
は UFSファイルシステムです。
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例 11–15 UFSファイルシステムのローカルデバイスによるパッケージの追加 (続き)

package SUNWnew add local_device c0t6d0s0 /Solaris_10/Product ufs

例 11–16 HSFSファイルシステムのローカルデバイスによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、ローカルデバイス c0t6d0s0の
/Solaris_10/Productディレクトリから SUNWnewパッケージを追加します。これ
は HSFSファイルシステムです。

package SUNWnew add local_device c0t6d0s0 /Solaris_10/Product hsfs

ローカルファイルに格納されたパッケージ

システムをブートしたミニルートからパッケージをインストールできます。カスタム
JumpStartインストールを実施する時に、DVD、CDまたは NFSベースのミニルート
からシステムをブートします。このミニルートからインストールソフトウェアがロー
ドされ、実行されます。したがって、DVD、CDまたは NFSベースのミニルートに格
納したパッケージは、ローカルファイルとしてアクセスできます。packageキーワー
ドでは次の構文を使用します。

package package_name add local_file path

package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケージの詳細
とその名前を表示するには、インストール済みシステムで pkginfo
-lコマンドを使用します。

path パッケージの位置を指定します。このパスは、システムを Solaris
SOFTWARE - 1 CDまたは Solaris Operating System DVDからブー
トしている間、システムにローカルファイルとしてアクセスできる
ものでなければなりません。Solaris SOFTWARE - 1 CDまたは
Solaris Operating System DVDからブートしている間は、システム
は /netにアクセスできません。

例 11–17ローカルファイルによるパッケージの追加

この例の package プロファイルキーワードは、/Solaris_10/Product ディレク
トリから SUNWnewパッケージを追加します。

package SUNWnew add local_file /Solaris_10/Product

packageキーワードを使用する際の制約

packageキーワードを使用する際には、次の制約があります。

� いくつかのパッケージは必須であり、削除できないものもあります。

第 11章 •カスタム JumpStart (リファレンス) 209



� 各国語対応パッケージを個々に追加または削除するとき、packageプロファイル
キーワードは使用できません。各国語対応パッケージを追加するには、localeプ
ロファイルキーワードを使用します。

� FTPサーバーやローカルバックアップ (テープなど)からパッケージを取得するこ
とはできません。

� インストールする Solarisディストリビューション内のパッケージを、別の場所か
ら追加することはできません。Solarisディストリビューション内のパッケージを
指定した場合、これに続けて別の場所を指定することはできません。これは、イン
ストール後のシステムとの整合性を確保するためです。

� ユーザーの介入なしでインストールするには、pkgaddコマンドを使ってインス
トール可能なパッケージでなければなりません。ソフトウェアグループのパッケー
ジと、別の場所にあるパッケージとは、同じ adminファイルを使ってインストー
ルする必要があります。

� retrieval_typeが HTTPの場合、パッケージはストリーム形式でなければなり
ません。

� retrieval_typeが NFSサーバー、ローカルデバイス、またはローカルファイル
の場合、パッケージは標準パッケージフォーマットに従い、インストールする
パッケージと同じ名前のディレクトリ名を指定する必要があります。

� 別の場所からパッケージを追加する場合で、パッケージが現在インストールさ
れていない別のパッケージに依存している場合、このパッケージはインストー
ルされません。インストールログファイルまたはアップグレードログファイル
にエラーメッセージが記録されます。

� Solarisフラッシュアーカイブを使ってパッケージをインストールする場合は、次
のガイドラインに従います。

� インストールされたすべてのパッケージとアーカイブに互換性がなければなり
ません。

� パッケージがアーカイブ内にある場合、JumpStartは既存のパッケージを上書
きします。

packageキーワードを使用したアップグレード処理

アップグレードに packageを使用すると、JumpStartプログラムが次の処理を行いま
す。

� すでにシステム上にあるすべてのパッケージが自動的にアップグレードされます。

� package_name addを指定したが、package_nameがシステムにインストールされて
いなかった場合は、そのパッケージがインストールされます。

� package_name deleteを指定したが、package_nameがシステムにインストールされ
ていた場合、アップグレードが開始される前にそのパッケージは削除されます。

� package_name deleteを指定したが、package_nameがシステムにインストールされ
ていない場合、インストールするように指定したクラスタの一部にそのパッケージ
が含まれていても、パッケージはインストールされません。
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partitioningプロファイルキーワード
partitioning type

partitioningは、インストール時にファイルシステム用にディスクをスライスに分
割する方法を定義します。

プロファイルで partitioningを指定しないと、デフォルトで defaultタイプの
パーティションが使用されます。

type 次のいずれかの値を使用します。

default JumpStartプログラムはディスクを選択して、指定したソフト
ウェアをインストールするファイルシステムを作成します。た
だし、filesysキーワードで指定したファイルシステムを除
きます。rootdiskが最初に選択され、指定したソフトウェア
が rootdiskに収まらない場合は、さらに別のディスクが使
用されます。

existing JumpStartプログラムは、システムのディスク上にある既存の
ファイルシステムを使用します。/、/usr、/usr/openwin、
/opt、/varを除く、すべてのファイルシステムが保存されま
す。JumpStartプログラムは、ファイルシステムのスーパーブ
ロックにある最後のマウントポイントフィールドを使用して、
スライスがどのファイルシステムのマウントポイントを表して
いるかを判断します。

注 – filesysプロファイルキーワードと partitioning
existingを組み合わせる場合、sizeは existingである必要
があります。

explicit JumpStartプログラムは、ディスクを使用し、filesysキー
ワードで指定されるファイルシステムを作成します。filesys
キーワードでルート (/)ファイルシステムだけを指定した場
合、すべての Solarisソフトウェアがルートファイルシステム
にインストールされます。

注 – explicitプロファイル値を使用するときには、filesys
プロファイルキーワードを使用して、使用するディスクと作成
するファイルシステムを指定してください。

patchプロファイルキーワード
patch patch_id_list | patch_file patch_location optional_keywords]
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patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストに
は、Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要がありま
す。パッチは、リスト内に指定された順にインストールされま
す。コンマのあとに空白文字を入力しないでください。たとえ
ば、112467-01,112765-02のように指定します。

patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルです。
パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされます。

patch_location パッチのある場所を指定します。次の場所を選択できます。

� ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
� HTTPサーバー
� ローカルデバイス
� ローカルファイル

optional_keywords オプションのキーワードです。パッチが格納されている場所に
よって異なります。次の節では、指定可能な場所とオプションの
キーワードについて説明します。

注 –非大域ゾーンがインストールされている場合、このキーワードを使用してアップ
グレードしないでください。このキーワードが使用されると、アップグレードは続行
しますが、キーワードは無視されます。

NFSサーバーに格納されたパッチ

パッチが NFSサーバーに格納されている場合、次のいずれかの構文で patchキー
ワードを使用します。

patch patch_id_list | patch_file nfs server_name:/patch_directory [retry n]
patch patch_id_list | patch_file nfs://server_name/patch_director [retry n]

patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストには、
Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要があります。
パッチは、リスト内に指定された順にインストールされます。

patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルです。
パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされます。

server_name パッチを格納したサーバーの名前を指定します。

patch_directory 指定されたサーバー上のパッチディレクトリの場所を指定します。
標準形式のパッチを使用する必要があります。

retry n オプションのキーワードです。nは、インストールユーティリ
ティーがディレクトリのマウントを試みる回数の最大値です。
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例 11–18 NFSを使った順序付きリストによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、patchファイルに記載されたすべての
パッチを NFSパッチディレクトリ nfs://patch_master/Solaris/v10/patches
から追加します。パッチは、patch内の順番でインストールされます。マウントに失
敗した場合、NFSマウントが 5回試行されます。

patch patch_file nfs://patch_master/Solaris/v10/patches retry 5

例 11–19 NFSによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、サーバー patch_masterのパッチ
ディレクトリ /Solaris/v10/patches からパッチ 112467–01 と 112765–02 を追加
します。

patch 112467-01,112765-02 nfs patch_master:/Solaris/v10/patches

HTTPサーバーに格納されたパッチ

パッチが HTTPサーバーに格納されている場合、次のいずれかの構文で patchキー
ワードを使用します。

patch patch_id_list | patch_file http://server_name [:port] patch_directory optional_http_keywords

patch patch_id_list | patch_file http server_name [:port] patch_directory optional_http_keywords

patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストに
は、Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要がありま
す。パッチは、リスト内に指定された順にインストールされま
す。コンマのあとに空白文字を入力しないでください。たとえ
ば、112467-01,112765-02のように指定します。

patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルです。
パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされます。

server_name パッチを格納したサーバーの名前を指定します。

port オプションポートを指定します。portは、ポート番号でも、実行
時に決定されるポート番号を持つ TCPサービスの名前でもかま
いません。

ポートを指定しなかった場合、デフォルトの HTTPポート番号
80が使用されます。

patch_directory 指定されたサーバーから取得するパッチディレクトリの場所を指
定します。HTTPサーバーを使用する場合、パッチは JAR形式
でなければなりません。

optional_keywords HTTPサーバーからパッチを取得するとき使用するオプションの
キーワードを指定します。
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表 11–7 HTTPで使用するオプションの patchキーワード

キーワード 値の定義

timeout min timeoutキーワードには、HTTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の
時間を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断され、再接続
のあと、再開されます。timeout値として0 (ゼロ)を指定すると、再接続は行
われません。

タイムアウトによる再接続が発生すると、パッケージの先頭からインストール
し直されます。タイムアウト以前に取得されたデータは破棄されます。

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しに Solarisパッケー
ジを取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プロキシポートを指
定する必要があります。

例 11–20 HTTPを使った順序付きリストによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、patch_fileファイルに記載されたす
べてのパッチを HTTPの場所 http://patch.central/Solaris/v10/patches
から追加します。パッチは、patchファイルに指定された順でインストールされま
す。データが取得されないまま 5分以上経過すると、パッチデータが再度取得されま
す。以前のパッチデータは破棄されます。

patch patch_file http://patch.central/Solaris/v10/patches timeout 5

例 11–21 HTTPによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードエントリは、パッチの場所
http://patch_master/Solaris/v10/patchesからパッチ 112467–01と
112765–02を追加します。

patch 112467-01,112765-02 http://patch.central/Solaris/v10/patches

ローカルデバイスに格納されたパッチ

パッケージをファイルシステム指向のランダムアクセスデバイス (フロッピーディス
ク、DVD-ROMなど)に格納している場合は、ローカルデバイスから Solarisパッケー
ジを取得できます。patchキーワードでは次の構文を使用します。

patch patch_id_list | patch_file local_device \
device path file_system_type

patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストには、
Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要があります。
パッチは、リスト内に指定された順にインストールされます。コ
ンマのあとに空白文字を入力しないでください。たとえば、
112467-01,112765-02のように指定します。

patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルです。
パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされます。
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device Solarisパッケージが格納されているドライブの名前を指定しま
す。デバイス名が正規のパスである場合は、デバイスは直接マウ
ントされます。正規のパスでないデバイス名を指定すると、イン
ストールユーティリティーはパスに /dev/dsk/を加えます。

path Solarisパッチのパスを指定します。指定したデバイス上のルート
(/)ファイルシステムからの相対パスで指定する必要があります。

file_system_type デバイス上のファイルシステムのタイプを指定します。ファイル
システムのタイプを指定しない場合、インストールユーティリ
ティーは、UFSファイルシステムのマウントを試みます。UFSの
マウントに失敗すると、インストールユーティリティーは HSFS
ファイルシステムのマウントを試みます。

例 11–22ローカルデバイスを使った順序付きリストによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、patch_fileファイルに記載されてい
るすべてのパッチをローカルデバイス c0t6d0s0の /Solaris_10/patchesディレク
トリから追加します。パッチのインストールの順番は、patchファイルによって決定
されます。

patch patch_file c0t6d0s0 /Solaris_10/patches

例 11–23ローカルデバイスによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、ローカルデバイス c0t6d0s0のパッチ
ディレクトリ /Solaris_10/patchesからパッチ 112467–01と 112765–02を追加し
ます。

patch 112467-01,112765-02 local_device c0t6d0s0 /Solaris_10/patches

ローカルファイルに格納されたパッチ

システムをブートしたミニルートからパッチをインストールできます。カスタム
JumpStartインストールを実施する時に、DVD、CDまたは NFSベースのミニルート
からシステムをブートします。このミニルートからインストールソフトウェアがロー
ドされ、実行されます。したがって、DVD、CDまたは NFSベースのミニルートに格
納したパッチは、ローカルファイルとしてアクセスできます。patchキーワードでは
次の構文を使用します。

patch patch_id_list | patch_file local_file patch _directory

patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストには、
Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要があります。
パッチは、リスト内に指定された順にインストールされます。コン
マのあとに空白文字を入力しないでください。たとえば、
112467-01,112765-02のように指定します。

patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルです。
パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされます。
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patch_directory パッチディレクトリの場所を指定します。システムを Solaris
SOFTWARE - 1 CDまたは Solaris Operating System DVDからブー
トしている間、システムからローカルファイルとしてアクセスでき
るパッチディレクトリでなければなりません。Solaris SOFTWARE -
1 CDまたは Solaris Operating System DVDからブートしている間
は、システムは /netにアクセスできません。

例 11–24ローカルファイルを使った順序付きリストによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、patch_fileファイルに記載されてい
るすべてのパッチを /Solaris_10/patchesディレクトリから追加します。パッチ
のインストールの順番は、patchファイルによって決定されます。

patch patch_cal_file /Solaris_10/patches

例 11–25ローカルファイルによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、パッチディレクトリ
/Solaris_10/patchesからパッチ 112467–01と 112765–02を追加します。

patch 112467-01,112765-02 local_file /Solaris_10/patches

patchキーワードを使用する際の制約

patchキーワードを使用する際には、次の制約があります。

� FTPの場所やローカルバックアップ (テープなど)からパッチを取得することはで
きません。

� 署名付きパッチは追加できません。

� patchaddコマンドでインストール可能なパッチでなければなりません。

� 現在インストールされていないパッチに依存しているパッチは、インストールされ
ません。インストールログファイルまたはアップグレードログファイルにエラー
メッセージが記録されます。

� パッチを正常にインストールするためには、正しい順番でインストールする必要が
あります。

root_deviceプロファイルキーワード
root_device slice

root_deviceは、システムのルートディスクを指定します。217ページの「システ
ムのルートディスクを決定する方法」に追加情報があります。
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システムをアップグレードする場合、root_deviceは指定されるルート (/)ファイ
ルシステムおよびその /etc/vfstabファイルでマウントされるファイルシステムが
アップグレードされることを示します。システム上で複数のルートファイルシステム
がアップグレードできる場合は、root_deviceを指定する必要があります。slice
は、cwtxdyszまたは cxdyszの形式で指定してください。

root_deviceキーワードを使用する場合は、次の点を考慮してください。

� 1つだけのディスクを持つシステムで root_deviceを指定する場合、
root_deviceとディスクが一致する必要があります。また、ルートファイルシス
テムを指定する任意の filesysキーワードは、root_deviceと一致する必要が
あります。

� RAID-1ボリューム (ミラー)をアップグレードする場合、root_deviceに指定す
る値はミラーの一方である必要があります。他方のミラーは自動的にアップグレー
ドされます。

例 11–26 root_deviceプロファイルキーワード

root_device c0t0d0s2

システムのルートディスクを決定する方法

システムのルートディスクは、ルート (/)ファイルシステムを含むシステム上の
ディスクです。プロファイル内では、JumpStartプログラムがシステムのルート
ディスクを設定するディスク名の代わりに、この rootdisk変数を使用できます。表
11–8では、JumpStartプログラムがインストール用にシステムのルートディスクを決
定する方法を説明します。

注 –システムのルートディスクサイズが確認されるのは、初期インストール時だけで
す。アップグレードの場合、システムのルートディスクは変更できません。

表 11–8 JumpStartがシステムのルートディスクを決定する方法 (初期インストールのみ)

手順 操作

1 プロファイル内で root_deviceキーワードが指定されている場合、JumpStartプ
ログラムは rootdiskをルートデバイスに設定します。

2 プロファイル内で、rootdiskが設定されていなくて、boot_deviceキーワード
が指定されている場合、JumpStartプログラムは rootdiskをブートデバイスに設
定します。

3 プロファイル内で rootdisk が設定されていなくて、filesys cwtxdysz size / エ
ントリが指定されている場合、JumpStartプログラムは rootdiskをエントリで指
定されたディスクに設定します。
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表 11–8 JumpStartがシステムのルートディスクを決定する方法 (初期インストールのみ)
(続き)
手順 操作

4 プロファイル内で rootdiskが設定されておらず、rootdisk.snエントリが指定
されている場合、JumpStartプログラムは、システムのディスクから、カーネルのプ
ローブの順番で、指定されたスライス上の既存のルートファイルシステムを検索し
ます。ディスクが見つかった場合、JumpStartプログラムは見つかったディスクに
rootdiskを設定します。

5 プロファイル内で、rootdisk が設定されていなくて、partitioning existing
が指定されている場合、JumpStartプログラムはシステムのディスクで、(カーネル
のプローブ順で)既存のルートファイルシステムを検索します。ルートファイルシス
テムが見つからなかった場合、あるいは複数のルートファイルシステムが見つ
かった場合は、エラーが発生します。ルートファイルシステムが見つかった場合、
JumpStartプログラムは見つかったディスクに rootdiskを設定します。

6 プロファイル内で rootdiskが設定されていない場合、JumpStartプログラムは、
ルートファイルシステムがインストールされるディスクに rootdiskを設定しま
す。

system_typeプロファイルキーワード
system_type type_switch

system_typeは、Solaris OSのインストール先のシステムのタイプを定義します。

type_switchは、オプション standaloneまたは serverを表します。このオプ
ションは、Solarisソフトウェアをインストールするシステムのタイプを指定するため
に使用します。system_typeをプロファイルに指定しないと、デフォルトによって
standaloneが使用されます。

usediskプロファイルキーワード
usedisk disk_name ...

partitioning default を指定すると、デフォルトではシステム上のすべての使用
可能ディスクが使用されます。usediskプロファイルキーワードには、JumpStartプ
ログラムに使用させる 1つ以上のディスクを指定します。disk_nameは、cxtydzまた
は cydz形式 (たとえば c0t0d0または c0d0s0)で指定する必要があります。

プロファイル内に usediskを指定した場合、JumpStartプログラムは、usedisk
キーワードの後ろに指定されたディスクだけを使用します。

注 –同じプロファイルに usediskキーワードと dontuseキーワードを同時に指定す
ることはできません。
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非大域ゾーンでアップグレードする際のプロ
ファイルキーワードの制限
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、非大域ゾーンがインストールされている場合に
カスタム JumpStartプログラムを使用してアップグレードできます。プロファイルに
は、install_type キーワードおよび root_device キーワードの 2 つのプロ
ファイルキーワードのみを使用するべきです。

いくつかのキーワードは非大域ゾーンに影響を与えるため、プロファイルに含められ
ないものがあります。たとえば、パッケージを追加するキーワード、ディスク容量を
再配置するキーワード、またはロケールを追加するキーワードを使用すると非大域
ゾーンに影響を与えます。非大域ゾーンに悪影響を与えるキーワードを使用すると、
これらのキーワードが無視されるか、アップグレードが完了せずに停止します。プロ
ファイルに使用するべきではないキーワードの一覧については、次の表を参照してく
ださい。

表 11–9非大域ゾーンでのアップグレードでエラーを引き起こすキーワード

プロファイルキーワード アップグレードの動作

backup_media このキーワードを使用するとアップグレードは停止し、エ
ラーメッセージが表示されます。

cluster このキーワードは無視され、アップグレードが続行します。

geo このキーワードは無視され、アップグレードが続行します。

layout_constraint このキーワードを使用するとアップグレードは停止し、エ
ラーメッセージが表示されます。

locale このキーワードは無視され、アップグレードが続行します。

package このキーワードは無視され、アップグレードが続行します。

patch このキーワードは無視され、アップグレードが続行します。

非大域ゾーンの詳細については、次を参照してください。

� 49ページの「ゾーンのインストールと構成」

� 『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と Solarisゾーン)』の第 16
章「Solarisゾーンの紹介」

カスタム JumpStartの環境変数
開始および終了スクリプトには、環境変数を使用できます。たとえば、開始スクリプ
トは、ディスクサイズ (SI_DISKSIZES)を抽出し、実際のディスクサイズにもとづい
てシステムに特定のパッケージをインストールするかどうかを決定できます。
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システムについて収集された情報は、これらの環境変数に格納されます。これらの変
数は、通常、rulesファイルに使用するルールキーワードと値によって設定するかど
うかが決まります。

たとえば、すでにシステムにインストールされているオペレーティングシステムに関
する情報は、installedキーワードを使用した後にのみ、SI_INSTALLEDから入手
できます。

表 11–10では、これらの変数とその値について説明します。

表 11–10インストール環境変数

環境変数 値

SI_ARCH インストールクライアントのハードウェアアーキテクチャー。この変数は、
rulesファイルで archキーワードを使用する場合に設定されます。

SI_BEGIN 開始スクリプトを使用している場合はその名前。

SI_CLASS インストールクライアントをインストールするために使用されるプロファイル
の名前。

SI_DISKLIST コンマで区切られた、インストールクライアント上のディスク名のリスト。こ
の変数は、rulesファイルで disksizeキーワードを使用して照合する場合
に設定されます。SI_DISKLISTおよび SI_NUMDISKS変数は、rootdiskに
使用する物理ディスクを決定するために使用します。rootdiskについては、
217ページの「システムのルートディスクを決定する方法」を参照してくださ
い。

SI_DISKSIZES コンマで区切られた、インストールクライアント上のディスクサイズのリス
ト。この変数は、rulesファイルで disksizeキーワードを使用して照合す
る場合に設定されます。

SI_DOMAINNAME ドメイン名。この変数は、rulesファイルで dommainnameキーワードを使用
して照合する場合に設定されます。

SI_FINISH 終了スクリプトを使用する場合はその名前。

SI_HOSTADDRESS インストールクライアントの IPアドレス。

SI_HOSTNAME インストールクライアントのホスト名。この変数は、rulesファイルで
hostnameキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

SI_INSTALLED 特定のオペレーティングシステムが入っているディスクのデバイス名
(Solaris、SunOS、System Vなど)。この変数は、rulesファイルで
installedキーワードを使用して照合する場合に設定されます。
SI_INST_OSと SI_INST_VERは、SI_INSTALLEDの値を決定するために使
用します。

SI_INST_OS オペレーティングシステムの名前。SI_INST_OSと SI_INST_VERは、
SI_INSTALLEDの値を決定するために使用します。

SI_INST_VER オペレーティングシステムのバージョン。SI_INST_OSと SI_INST_VERは、
SI_INSTALLEDの値を決定するために使用します。
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表 11–10インストール環境変数 (続き)
環境変数 値

SI_KARCH インストールクライアントのカーネルアーキテクチャー。この変数は、rules
ファイルで karchキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

SI_MEMSIZE インストールクライアントの物理メモリーの量。この変数は、rulesファイル
で memsizeキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

SI_MODEL インストールクライアントのモデル名。この変数は、rulesファイルで
modelキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

SI_NETWORK インストールクライアントのネットワーク番号。この変数は、rulesファイル
で networkキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

SI_NUMDISKS インストールクライアントのディスク数。この変数は、rulesファイルで
disksizeキーワードを使用して照合する場合に設定されます。
SI_NUMDISKSおよび SI_DISKLIST変数は、rootdiskに使用する物理
ディスクを決定するために使用します。rootdiskについては、217ページ
の「システムのルートディスクを決定する方法」を参照してください。

SI_OSNAME Solarisソフトウェアイメージのオペレーティングシステムリリース。
SI_OSNAME変数は、たとえば、Solaris Operating System DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDイメージ上のオペレーティングシステムのバージョンに基
づいたシステムに Solarisソフトウェアをインストールする場合にスクリプト
内で指定できます。

SI_ROOTDISK 論理名 rootdiskによって表されるディスクのデバイス名。この変数は、
rulesファイルで disksizeまたは installedキーワードを rootdiskに
設定した場合に設定されます。

SI_ROOTDISKSIZE 論理名 rootdiskによって表されるディスクのサイズ。この変数は、rules
ファイルで disksizeまたは installedキーワードを rootdiskに設定し
た場合に設定されます。

SI_TOTALDISK インストールクライアント上のディスク容量の合計。この変数は、rules
ファイルで totaldiskキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

プローブキーワードと値
表 11–11では、ルールキーワードと対応するプローブキーワードについて説明しま
す。

注 –プローブキーワードは、rulesファイルの最初、またはその近くに指定してくだ
さい。
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表 11–11プローブキーワードの説明

ルールキーワード
対応するプローブ
キーワード プローブキーワードの説明

any なし

arch arch カーネルアーキテクチャー (i386または SPARC)を判断して SI_ARCHを設
定します。

disksize disks システムのディスクサイズ (Mバイト)をカーネルプローブ順 (c0t3d0s0、
c0t3d0s1、c0t4d0s0)で返します。disksizeは、SI_DISKLIST、
SI_DISKSIZES、SI_NUMDISKS、および SI_TOTALDISKを設定します。

domainname domainname システムの NISまたは NIS+ドメイン名、あるいは空を返して、
SI_DOMAINNAME を設定します。domainname キーワードは
domainname(1M)の出力を返します。

hostaddress hostaddress システムの IPアドレス (lo0ではない ifconfig(1M) -aの出力にリストさ
れた最初のアドレス)を返して、SI_HOSTADDRESSを設定します。

hostname hostname システムのホスト名 (uname(1) -nからの出力)を返して、SI_HOSTNAME
を設定します。

installed installed システムにインストールされた Solaris OSのバージョン名を返して、
SI_ROOTDISKと SI_INSTALLEDを設定します。

Solarisリリースは検出されたが、バージョンを判断できないという場合は、
返されるバージョンは SystemVになります。

karch karch システムのプラットフォームグループ (i86pcまたは sun4u)を返し、
SI_KARCHを設定します。プラットフォーム名のリストは、『Solaris Sun
ハードウェアマニュアル』(http://docs.sun.com)に記載されています。

memsize memsize システム上の物理メモリーのサイズ (Mバイト)を返して、SI_MEMSIZEを
設定します。

model model システムのプラットフォーム名を返して、SI_MODELを設定します。プ
ラットフォーム名のリストは、『Solaris Sunハードウェアマニュア
ル』(http://docs.sun.com)に記載されています。

network network システムのネットワーク番号を返します。これは JumpStartプログラムがシ
ステムの IPアドレスとサブネットマスクの論理和をとって判断します。シ
ステムの IPアドレスとサブネットマスクは、lo0ではない ifconfig(1M)
-a出力にリストされた最初のアドレスから抽出されます。networkキー
ワードは SI_NETWORKも設定します。

osname osname CDで検出された Solaris OSのバージョンおよびオペレーティングシステム
名を返して、SI_OSNAMEを設定します。

Solarisリリースは検出されたが、バージョンを判断できないという場合は、
返されるバージョンは SystemVになります。

rootdisk システムのルートディスクの名前とサイズ (Mバイト)を返して、
SI_ROOTDISKを設定します。
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表 11–11プローブキーワードの説明 (続き)

ルールキーワード
対応するプローブ
キーワード プローブキーワードの説明

totaldisk totaldisk システム上のディスク領域の合計 (Mバイト)を返して、SI_TOTALDISKを
設定します。ディスク容量の合計には、システムに接続された操作可能な
ディスクすべてが含まれます。
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パート III RAID-1ボリュームの使用

このパートでは、Solarisのインストールやアップグレードに使用する Solarisボ
リュームマネージャーコンポーネントの概要について説明します。このパートでは、
RAID-1ボリュームを使用するためのガイドラインと要件についても説明します。
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第 12章

インストール時の RAID-1ボリューム
(ミラー)の作成 (概要)

この節では、ミラー化されたファイルシステムを作成する利点について説明します。
ミラー化されたファイルシステムの作成に必要な Solarisボリュームマネージャーコン
ポーネントについても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 227ページの「RAID-1ボリュームを使用する理由」
� 228ページの「RAID-1ボリュームの機能」
� 230ページの「Solarisボリュームマネージャーコンポーネントの概要」
� 233ページの「RAID-1ボリュームのディスク配置の例」

Solaris Live Upgradeを使って、ミラー化されたファイルシステムを作成する方法に
ついては、『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレード
の計画)』の「RAID-1ボリューム (ミラー)ファイルシステムを作成するための一般的
な指針」を参照してください。

カスタム JumpStartインストールを使って、ミラー化されたファイルシステムを作成
する方法については、197ページの「filesysプロファイルキーワード (RAID-1ボ
リュームの作成)」および 203ページの「metadbプロファイルキーワード (状態デー
タベースの複製の作成)」を参照してください。

RAID-1ボリュームを使用する理由
インストール時、またはアップグレード時に、RAID-1ボリュームを作成して、複数
の物理ディスクにシステムデータを複製できます。複数のディスクにデータを複製す
ることにより、ディスクの破壊やディスク障害の際にデータを保護することができま
す。

Solarisカスタム JumpStartおよび Solaris Live Upgradeでは、ファイルシステムをミ
ラー化する RAID-1ボリュームの作成に、Solarisボリュームマネージャーを使用しま
す。Solarisボリュームマネージャーでは、ボリュームを使って確実にディスクやデー
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タを管理できます。Solarisボリュームマネージャーでは、連結、ストライプ、その他
の複雑な構成が可能です。カスタム JumpStartおよび Solaris Live Upgradeインス
トールでは、これらの作業の一部が実行できます。たとえば、ルート (/)ファイルシ
ステムの RAID-1ボリュームを作成できます。RAID-1ボリュームは、インストール
時、またはアップグレード時に作成できるので、インストール後に作成する必要はあ
りません。

� ガイドラインについては、238ページの「カスタム JumpStartと Solaris Live
Upgradeのガイドライン」を参照してください。

� Solarisボリュームマネージャーソフトウェアとそのコンポーネントの詳細につい
ては、『Solarisボリュームマネージャの管理』を参照してください。

RAID-1ボリュームの機能
Solarisボリュームマネージャーは、仮想ディスクを使って物理ディスクと関連データ
を管理します。Solarisボリュームマネージャーでは、仮想ディスクを「ボリューム」
と呼びます。「ボリューム」とは、システム上で単一の論理デバイスとみなされる物
理スライスの集まりの名前です。ボリュームは、一般的な UNIX®用語である「擬似
(仮想)デバイス」と、実質的に同義です。

アプリケーションやファイルシステム (UFSなど)から見ると、ボリュームは物理
ディスクと同じように機能します。Solarisボリュームマネージャーは、ボリュームに
対する入出力要求を、そのボリュームを構成するメンバーディスクに対する入出力要
求に変換します。

Solarisボリュームマネージャーのボリュームは、スライス (ディスクパーティション)
またはほかの Solarisボリュームマネージャーボリュームから作成されます。

ボリュームを使用して、パフォーマンスとデータ可用性を向上させることができま
す。場合によっては、ボリュームの使用により入出力パフォーマンスも向上します。
ボリュームの機能は、スライスと同じです。ボリュームはスライスとよく似ています
が、エンドユーザー、アプリケーション、およびファイルシステムに対して透過的で
す。物理デバイスと同様に、Solarisボリュームマネージャーを使用して、ブロックデ
バイス名または rawデバイス名からボリュームにアクセスできます。ボリューム名
は、使用しているのがブロックデバイスなのか rawデバイスなのかによって異なりま
す。

カスタム JumpStartインストールおよび Solaris Live Upgradeでは、ミラー化された
ファイルシステムの作成用としてブロックデバイスがサポートされます。ボリューム
名の詳細については 239ページの「カスタム JumpStartと Solaris Live Upgradeを行
うときの RAIDボリューム名の要件とガイドライン」を参照してください。

RAID-0ボリューム (単一スライスの連結)と RAID-1ボリュームを作成すると、
Solarisボリュームマネージャーは、連結 (サブミラー)上にデータを複製し、これらの
サブミラーを 1つのボリュームとして扱います。
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図 12–1に、ルート (/)ファイルシステムを 2つの物理ディスクに複製するミラーを示
します。

図 12–1 2つのディスクにルートファイルシステムの RAID-1ボリュームを作成

図 12–1のシステムの構成は、次のとおりです。

� hdisk0上のルートファイルシステム (/)は、d31という名前の単一スライスの連
結に含まれています。

� hdisk1という名前のハードディスク上に、d32という名前の単一スライスの連結
が作成されています。
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� d30という名前のミラーは、d31および d32という名前のサブミラーで構成され
ています。

� このミラーは、ルートファイルシステム内のデータを 2つのサブミラーに複製して
います。

Solarisボリュームマネージャーコンポー
ネントの概要
カスタム JumpStartインストールおよび Solaris Live Upgradeでは、データの複製に
必要な次のコンポーネントを作成できます。

� 状態データベースと状態データベースの複製 (metadbs)
� 単一スライスの連結 (サブミラー)
� RAID-1ボリューム (ミラー)

この節では、これらのコンポーネント 1つ 1つについて簡単に説明します。これらの
コンポーネントの詳細は、『Solarisボリュームマネージャの管理』を参照してくださ
い。

状態データベースと状態データベースの複製
「状態データベース」は、Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報を
物理ディスクに格納するデータベースです。状態データベースは、構成に対して加え
られた変更を記録および管理します。Solarisボリュームマネージャーは、構成や状態
に変化があると、状態データベースを自動的に更新します。新しいボリュームの作成
は、構成の変更の一例です。サブミラーの障害は、状態の変化の一例です。

状態データベースは、実際には、複製された複数のデータベースコピーの集まりで
す。各コピーは、「状態データベースの複製」と呼ばれ、データベース内のデータが
常に有効であることを保証します。状態データベースのコピーを複数持つことによ
り、単一点障害からデータを保護することができます。状態データベースは、既知の
状態データベースの複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースとその状態データベースの複製が作成されるまで、Solarisボリュー
ムマネージャーは動作できません。Solarisボリュームマネージャー構成には、正常に
動作する状態データベースが必要です。

構成を設定するときは、状態データベースの複製を次のどちらかに配置できます。

� 専用のスライス
� (Solaris Live Upgradeのみ)あとでボリュームの一部になるスライス
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複数の状態データベースのコピーを 1つのスライス上に置くこともできます。しか
し、複数の状態データベースの複製を 1つのスライスに置くと、システムが単一点障
害に対してより脆弱になる可能性があります。

状態データベースの複製は、状態データベースのデータが常に有効であることを保証
します。状態データベースが更新されると、個々の状態データベースの複製も更新さ
れます。ただし、システムクラッシュによってすべての更新が失われるのを防ぐため
に、更新は一度に 1つずつ行われます。

システムから 1つの状態データベースの複製が失われると、Solarisボリュームマネー
ジャーは、どの状態データベースの複製に有効なデータが格納されているかを判断す
る必要があります。この情報を得るために、Solarisボリュームマネージャーは「多数
決アルゴリズム」を使用します。このアルゴリズムでは、過半数 (半数 + 1)の複製が
使用可能であり、一致していれば、それらの複製を有効であるとみなします。この多
数決アルゴリズムがあるため、ディスク構成を設定するときに、3つ以上の状態デー
タベースの複製を作成する必要があります。3つの状態データベースの複製のうち少
なくとも 2つが使用可能であれば、合意に達することができます。

個々の状態データベースの複製には、デフォルトで 4Mバイト (8192ディスクセクタ)
のディスク領域が使用されます。複製は、次のデバイスに格納できます。

� 専用のローカルディスクスライス

� (Solaris Live Upgradeのみ)あとでボリュームの一部になるローカルスライス

� (Solaris Live Upgradeのみ)あとで UFSロギングデバイスの一部になるローカルス
ライス

複製は、ルート (/)、 swap、/usr スライス、およびファイルシステムやデータがす
でに格納されているスライスには格納できません。ただし、複製を格納したあとで、
同じスライスにボリュームやファイルシステムを置くことができます。

カスタム JumpStartまたは Solaris Live
Upgradeを使って RAID-1ボリュームを作成
するときに確認するガイドラインと要件

236ページの「状態データベースの複製のガイ
ドラインと要件」

状態データベースと状態データベースの複製
の詳細情報

『Solarisボリュームマネージャの管理』

RAID-0ボリューム (連結)
カスタム JumpStartと Solaris Live Upgradeのどちらのインストール方法でも、
RAID-0ボリュームを作成できます。RAID-0ボリュームの単一スライス連結は、
個々のコンポーネント内にデータを順番に隣接して配置し、1つの論理記憶ユニット
を構成します。カスタム JumpStartインストールおよび Solaris Live Upgradeでは、
ストライプの作成や、その他の複雑な Solarisボリュームマネージャーボリュームは作
成できません。
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インストール時、またはアップグレード時に、RAID-1ボリューム (ミラー)を作成
し、これらのミラーに RAID-0ボリュームを追加できます。「ミラー化された」
RAID-0ボリュームを「サブミラー」と呼びます。ミラーは 1個以上の RAID-0ボ
リュームで構成されます。インストール後、Solarisボリュームマネージャーを使用し
て RAID-1ミラーボリュームを管理することにより、個々の RAID-0サブミラーボ
リューム上のデータを管理できます。

カスタム JumpStartインストールでは、最大 2つのサブミラーで構成されるミラーを
作成できます。Solaris Live Upgradeでは、最大 3つのサブミラーで構成されるミ
ラーを作成できます。実際には 2面ミラーで十分です。3つ目のサブミラーを構成す
ると、オンラインでバックアップをとることができます。この場合、バックアップの
ために 1つのサブミラーがオフラインになっていても、データの冗長性は失われませ
ん。

RAID–0ボリュームの計画情報 237ページの「RAID-1ボリュームと RAID-0
ボリュームの要件とガイドライン」

RAID-0ボリュームの詳細情報 『Solarisボリュームマネージャの管理』

RAID-1ボリューム (ミラー)
RAID-1ボリューム (ミラー)は、同じデータのコピーを複数の RAID-0ボリューム (単
一スライスの連結)に保持しているボリュームです。RAID-1ボリュームを使用して
ファイルシステムをミラー化する場合、より多くのディスク容量が必要です。少なく
とも、データの容量の 2倍のディスク容量が必要です。Solarisボリュームマネー
ジャーソフトウェアは、すべての RAID-0ボリュームに書き込む必要があるので、
データを複製すると、書き込み要求がディスクに書き込まれるまでの時間も長くなる
可能性があります。

RAID-1ボリュームでは、両方の RAID-0ボリュームから同時にデータを読み取るこ
とができるので (どちらのボリュームもすべての要求に応じることができる)、パ
フォーマンスが向上します。1つの物理ディスクに障害が発生しても、パフォーマン
スの低下やデータの損失なしにミラーを引き続き使用できます。

RAID-1ボリュームの構成後、このボリュームを物理スライスと同様に使用できま
す。

既存のファイルシステムを含め、どのようなファイルシステムでも複製できます。
RAID-1ボリュームは、データベースなど、任意のアプリケーションでも使用できま
す。

RAID-1ボリューム計画情報 237ページの「RAID-1ボリュームと RAID-0
ボリュームの要件とガイドライン」

RAID-1ボリュームの詳細情報 『Solarisボリュームマネージャの管理』
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RAID-1ボリュームのディスク配置の例
次の図は、ルートファイルシステム (/)を 2つの物理ディスク上に複製する RAID-1
ボリュームです。状態データベースの複製 (metadb)は、両方のディスクに配置され
ています。

図 12–2 RAID-1ボリュームのディスク配置

図 12–2のシステムの構成は、次のとおりです。
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� hdisk0上のルートファイルシステム (/)は、d31という名前の単一スライスの連
結に含まれています。

� hdisk1という名前のハードディスク上に、d32という名前の単一スライスの連結
が作成されています。

� d30という名前のミラーは、d31および d32という名前のサブミラーで構成され
ています。

� このミラーは、ルートファイルシステム内のデータを 2つのサブミラーに複製して
います。

� hdisk0と hdisk1の両方のスライスに状態データベースの複製が作成されていま
す。

カスタム JumpStartインストールを使用して
この構成を作成するプロファイル例

例 6–13

Solaris Live Upgradeで RAID-1ボリュームを
作成する方法

『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計
画)』の「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境の作成 (コマンド行インタフェー
ス)」
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第 13章

インストール時の RAID-1ボリューム
(ミラー)の作成 (計画)

この章では、カスタム JumpStartまたは Solaris Live Upgradeインストールを使って
RAID-1ボリュームを作成するために必要な条件とガイドラインについて説明しま
す。

この章の内容は次のとおりです。

� 235ページの「システム要件」
� 236ページの「状態データベースの複製のガイドラインと要件」
� 237ページの「RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュームの要件とガイドライン」
� 242ページの「シングルユーザーモードでのブートが RAID-1ボリュームに与える
影響」

Solaris Live Upgradeインストールを使って、ミラー化されたファイルシステムを作
成する計画の詳細については、『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgrade
とアップグレードの計画)』の「RAID-1ボリューム (ミラー)ファイルシステムを作成
するための一般的な指針」を参照してください。

カスタム JumpStartインストールを使って、ミラー化されたファイルシステムを作成
する方法については、197ページの「filesysプロファイルキーワード (RAID-1ボ
リュームの作成)」および 203ページの「metadbプロファイルキーワード (状態デー
タベースの複製の作成)」を参照してください。

システム要件
RAID-1ボリュームを作成して、特定のスライスにデータを複製するには、インス
トール時に、使用するディスクがシステムに直接接続されていて使用可能である必要
があります。
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状態データベースの複製のガイドライン
と要件
単一点障害を避けるため、状態データベースの複製は、複数のスライス、ドライブ、
およびコントローラに分散させる必要があります。これは、単一のコンポーネントに
障害が発生した場合でも、大半の複製を利用可能な状態に保つ必要があるからです。
たとえばデバイス障害時などに、複製が失われた場合、Solarisボリュームマネー
ジャーの実行やシステムの再起動が正常に行われなくなることがあります。Solarisボ
リュームマネージャーが動作するためには、少なくとも半数の複製が使用可能でなけ
ればならず、システムをマルチユーザーモードで再起動するためには過半数 (半数+1)
の複製が使用可能でなければなりません。

状態データベースの複製の作成および管理方法の詳細は、『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』を参照してください。

状態データベースの複製用のスライスの選択
状態データベースの複製用のスライスを選択する前に、次のガイドラインと推奨事項
を参考にしてください。

� 状態データベースの複製は、4Mバイト以上の容量を持つ専用スライス上に作成し
ます。必要な場合は、あとで RAID-0または RAID-1ボリュームの一部とするスラ
イス上にも、状態データベースの複製を作成できます。ただし、その場合は、スラ
イスをボリュームに追加する前に複製を作成する必要があります。

� 状態データベースの複製のデフォルトサイズは 4Mバイト (8192ディスクブ
ロック)です。ディスクスライスのサイズがこれより大きい場合は、状態データ
ベースの複製を格納できるように、スライスのサイズを変更できます。スライスサ
イズの変更については、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』の第 12章「ディスクの管理 (手順)」を参照してください。

� 状態データベースの複製は、未使用のスライス上に作成できます。状態データベー
スの複製用に予約されているスライスの部分を、ほかの目的に使用することはでき
ません。

� 状態データベースの複製を、既存のファイルシステムや、ルート (/)、/usr、
swapファイルシステムに作成することはできません。必要であれば、swap領域
を使用して新しいスライスを作成してから (スライス名が使用可能な場合)、そのス
ライスに状態データベースの複製を作成できます。

� ボリュームの一部となるスライス上に状態データベースの複製が置かれている場
合、ボリュームの容量は、複製によって占有される領域分だけ少なくなります。複
製が占める領域はシリンダ単位で切り上げられるため、この領域はボリュームに
よってスキップされます。
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状態データベースの複製の数の選択
状態データベースの複製の数を選択する前に、次のガイドラインを参考にしてくださ
い。

� 状態データベースの複製の数は、Solarisボリュームマネージャーの 1つのディス
クセットに対して、最低 3つから最高 50までを推奨します。次のガイドラインを
推奨します。

� ドライブが 1つだけのシステムでは、3つの複製すべてを 1つのスライスに置
きます。

� ドライブの数が 2つから 4つのシステムでは、各ドライブに 2つずつ複製を置
きます。

� ドライブの数が 5つ以上のシステムでは、各ドライブに 1つずつ複製を置きま
す。

� 状態データベースの複製を追加することで、ミラーのパフォーマンスを向上させる
ことができます。一般に、システムにミラーを 1つ追加するごとに複製は 2つ追
加する必要があります。

� 小容量のランダム入出力 (データベースなど)に RAID-1ボリュームを使用する場
合は、複製の数を考慮する必要があります。RAID-1ボリュームごとに、その
RAID-1ボリュームに接続されていない複数のスライス (および、可能であれば複
数のディスクとコントローラ)上に 2つ以上の複製を余分に作成します。これは、
最適な性能を得るために必要な作業です。

コントローラ間で状態データベースの複製を分散
複数のコントローラがある場合、できるだけすべてのコントローラに均等になるよう
に複製を分散させます。これによって、コントローラ障害に対する冗長性が確保でき
るだけでなく、負荷の分散も可能になります。同じコントローラ上に複数のディスク
が存在する場合は、各コントローラで 2個以上のディスクに複製を配置します。

RAID-1ボリュームと RAID-0ボリュー
ムの要件とガイドライン
RAID-1ボリューム (ミラー)と RAID-0ボリューム (単一スライスの連結)を使用する
際は、次のガイドラインに従ってください。
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カスタム JumpStartと Solaris Live Upgradeのガ
イドライン
カスタム JumpStartインストールと Solaris Live Upgradeは、Solarisボリュームマ
ネージャーで使用可能な機能の一部をサポートします。これらのインストールプログ
ラムでミラー化されたファイルシステムを作成するときは、次のガイドラインに
従ってください。

インストールプログラム サポートされている機能 サポートされていない機能

カスタム JumpStart
と Solaris Live
Upgrade

� RAID-0および RAID-1ボリュームはサ
ポートされますが、RAID-5ボリューム
などほかの Solarisボリュームマネー
ジャーコンポーネントはサポートされま
せん。

� RAID-0ボリュームは、単一スライスの
連結としてのみサポートされています。

Solarisボリュームマネージャーでは、
RAID-0ボリュームは、ディスクストライプ
またはディスク連結を表します。インストー
ル時またはアップグレード時に RAID-0スト
ライプボリュームを作成することはできませ
ん。

カスタム JumpStart � 初期インストール時にのみ RAID-1ボ
リュームの作成がサポートされます。

� 1つの RAID-1ボリュームに対して、最
大 2つの RAID-0ボリューム (サブミ
ラー)を作成できます。通常、ほとんど
のアプリケーションでは、2つのサブミ
ラーで十分なデータの冗長性が得られま
す。ディスクドライブのコストも比較的
小さくてすみます。

� RAID-1ボリュームが構成されている場
合のアップグレードはサポートされませ
ん。

� 3つ以上の RAID-0ボリュームはサポー
トされません。

Solaris Live
Upgrade

� 1つの RAID-1ボリュームに対して、最
大 3つの RAID-0ボリューム (サブミ
ラー)を作成できます。3つのサブミラー
では、1つのサブミラーをオフラインに
してバックアップを実行するときも、残
りの 2つのサブミラーでデータの冗長性
を確保することができます。

� アップグレード時の RAID-1ボリューム
の作成がサポートされます。

例については、『Solaris 10インストールガ
イド (Solaris Live Upgradeとアップグレー
ドの計画)』の「RAID-1ボリューム (ミラー)
を持つブート環境の作成 (コマンド行インタ
フェース)」を参照してください。

4つ以上の RAID-0ボリュームはサポートさ
れません。
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インストールプログラム サポートされている機能 サポートされていない機能

RAID-1ボリューム
を使用した Solaris
フラッシュの作成と
インストール

Solaris 9 9/04以降のリリースでは、RAID-1
ボリュームが構成されているマスターシステ
ムから Solarisフラッシュアーカイブを作成
してインストールすることができます。
Solaris 9 12/03リリースと Solaris 9 4/04リ
リースには、パッチをインストールする必要
があります。CR 4838219を修正するパッチ
を入手するには、sunsolve.sun.comを参照し
てください。

Solarisボリュームマネージャー RAID-1ボ
リュームが構成されていても、Solarisフ
ラッシュアーカイブを作成できます。クロー
ンシステムの整合性を保つため、RAID-1ボ
リュームの情報はすべて、Solarisフ
ラッシュ作成ソフトウェアによってアーカイ
ブから削除されます。カスタム JumpStartで
は、JumpStartプロファイルを使用して
RAID-1ボリュームを再構築できます。
Solaris Live Upgradeでは、RAID-1ボ
リュームが構成されたブート環境を作成し、
アーカイブをインストールできます。Solaris
インストールプログラムでは、Solarisフ
ラッシュアーカイブを使用して RAID-1ボ
リュームのインストールを行うことはできま
せん。

JumpStartプロファイルでの RAID-1ボ
リュームの例については、98ページの「プ
ロファイルの例」を参照してください。

Veritas VxVMでは、Solarisフラッシュで使
用できない領域に構成情報が格納されます。
Veritas VxVmファイルシステムが構成され
ている場合は、Solarisフラッシュアーカイ
ブを作成しないでください。また、
JumpStartと Solaris Live Upgradeも含め、
Solarisインストールではインストール時の
VxVMボリュームの再構築はサポートされ
ていません。したがって、Solarisフ
ラッシュアーカイブを使った Veritas VxVM
ソフトウェアの配備を計画している場合は、
VxVMファイルシステムを構成する前に
アーカイブを作成する必要があります。その
後、クローンシステムにアーカイブを適用し
システムをリブートしてから、クローンシス
テムの構成を個別に行う必要があります。

カスタム JumpStartと Solaris Live Upgradeを行うときの
RAIDボリューム名の要件とガイドライン
ボリュームに名前を割り当てるときには、次の規則に従ってください。

� スライス番号とディスク番号がボリューム番号に対応するような命名方法を使用し
ます。

� ボリューム名は dで始まり、その後に 1つの数字が続きます (たとえば、d0)。
� Solarisボリュームマネージャーでは、0から 127までの 128個のデフォルトボ
リューム名を使用できます。次にボリューム名の例を示します。

� デバイス /dev/md/dsk/d0 -ブロックボリューム d0
� デバイス /dev/md/dsk/d1 -ブロックボリューム d1

� 特定のボリュームタイプごとに範囲を指定します。たとえば、RAID-1ボリューム
には 0から 20、RAID-0ボリュームには 21から 40を割り当てます。

� 完全ボリューム名 (たとえば、/dev/md/dsk/d1)ではなく、省略名 (たとえば、
d1)を指定できます。
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Solaris Live Upgradeを行うときの RAIDボリュームの命名規則

物理ディスクスライスや Solarisボリュームマネージャーのボリュームの名前は、省略
形にすることができます。省略名は、デバイスを一意に識別できる最短の名前です。
次に例を示します。

� Solarisボリュームマネージャーのボリュームは dnumという形式で表されます。
たとえば、/dev/md/dsk/d10は d10となります。

� 1つのコントローラと複数のディスクを持つシステムでは t0d0s0を使用できます
が、複数のコントローラがある場合は c0t0d0s0を使用します。

RAID-1ボリューム (ミラー)または RAID-0ボリューム (サブミラー)を作成するのに
Solaris Live Upgradeを使用する場合は、ソフトウェアでボリューム名を検出して割
り当てるか、またはユーザーがボリューム名を割り当てることができます。ソフト
ウェアで名前を検出すると、ソフトウェアは使用可能な最初のミラー名またはサブミ
ラー名を割り当てます。ユーザーがミラー名を割り当てる場合は、インストール時に
サブミラーに 1および 2で終わる名前を使用できるように、0で終わる名前を割り当
てます。ユーザーがサブミラー名を割り当てる場合は、1または 2で終わる名前を割
り当てます。誤った番号を割り当てると、ミラーが作成されない可能性があります。
たとえば、ミラー名に 1または 2で終わる番号 (d1または d2)を持つ名前を指定する
と、ミラー名がサブミラーの名前と重複した場合、Solaris Live Upgradeはミラーの
作成に失敗します。

次の例では、Solaris Live Upgradeがボリューム名を割り当てています。RAID-1ボ
リュームの d0と d1だけが使用中のボリュームです。ミラー d10に対し、デバイス
c0t0d0s0用のサブミラー名として d2を、デバイス c1t0d0s0用のサブミラー名と
して d3を、Solaris Live Upgradeが割り当てます。

lucreate -n newbe -m /:d10:mirror,ufs -m /:c0t0d0s0:attach -m
/:c1t0d0s0:attach

次の例では、コマンドでボリューム名を割り当てています。ミラー d10に対し、デバ
イス c0t0d0s0用のサブミラー名が d11、デバイス c1t0d0s0用のサブミラー名が
d12です。

lucreate -n newbe -m /:d10:mirror,ufs -m /:c0t0d0s0,d11:attach -m
/:c1t0d0s0,d12:attach

Solarisボリュームマネージャーの命名規則については、『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』を参照してください。

カスタム JumpStartを行うときの RAIDボリュームの命名規則

RAID-1ボリューム (ミラー)または RAID-0ボリューム (サブミラー)を作成するのに
カスタム JumpStartインストール方式を使用する場合は、ソフトウェアでミラーリン
グするボリューム名を検出して割り当てるか、またはプロファイルでボリューム名を
割り当てることができます。ソフトウェアで名前を検出すると、ソフトウェアで使用
可能な最初のボリューム番号を割り当てます。プロファイルでボリューム名を割り当
てる場合は、インストール時にサブミラーに 1および 2で終わる名前を使用できるよ
うに、0で終わるミラー名を割り当てます。誤った番号を割り当てると、ミラーが作
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成されない可能性があります。たとえば、ミラー名に 1または 2で終わる番号 (d1ま
たは d2)を持つ名前を指定すると、ミラー名がサブミラーの名前と重複した場合、
JumpStartプログラムはミラーの作成に失敗します。次のプロファイル例では、ミ
ラーには使用可能な最初のボリューム番号が割り当てられています。次に使用可能な
0で終わるミラーが d10の場合、名前 d11および d12はサブミラーに割り当てられ
ます。

filesys mirror c0t0d0s1 /

次のプロファイル例では、プロファイルでミラー番号に d30が割り当てられていま
す。サブミラー名は、ミラー番号に基づいたソフトウェアおよび最初に使用可能なサ
ブミラーによって割り当てられます。この例では、サブミラーは d31および d32と命
名されます。

filesys mirror:d30 c0t1d0s0 c0t0d0s0 /

Solarisボリュームマネージャーの命名規則については、『Solarisボリュームマネー
ジャの管理』を参照してください。

ディスクとコントローラの選択のガイドライン
ファイルシステムのミラー化に使用するディスクやコントローラを選択するときは、
次のガイドラインに従ってください。

� コンポーネントをそれぞれ異なるコントローラに置くと、同時に実行できる読み取
りや書き込みの数が増えます。

� サブミラーのスライスは、異なるディスクとコントローラに配置します。同じミ
ラーの 2つ以上のサブミラーのスライスを同じディスクに置くと、データの保護機
能が大幅に低下します。

� サブミラーは、別個のコントローラに配置します。これは、コントローラやその
ケーブルでは、ディスクよりも障害が発生する確率が高いためです。これにより、
ミラーのパフォーマンスも向上します。

� 1つのミラーでは、同じタイプのディスクとコントローラを使用します。特に、古
いタイプの SCSI記憶装置では、ディスクやコントローラのパフォーマンスがモデ
ルやブランドによって大幅に異なることがあります。パフォーマンスレベルが異な
るデバイスが同じミラーに混在していると、パフォーマンスが大幅に低下すること
があります。

スライスの選択のガイドライン
ファイルシステムのミラー化に使用するスライスを選択するときは、次のガイドライ
ンに従ってください。

� ルート (/)、swap、/usrを含むどのファイルシステムでもミラーを使用できま
す。また、データベースをはじめとするどのアプリケーションでもミラーを使用で
きます。
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� サブミラースライスが同じサイズになっていることを確認してください。サイズが
異なるサブミラーを使用すると、ディスク領域が無駄になります。

� ミラー化されたファイルシステムで、最初に接続したサブミラーがシリンダ 0から
始まらない場合、追加接続するすべてのサブミラーも、シリンダ 0から始まらない
ようにする必要があります。最初のサブミラーがシリンダ 0から始まらないミラー
に、シリンダ 0から始まるサブミラーを接続しようとすると、次のエラーメッセー
ジが表示されます。

can’t attach
labeled submirror to an unlabeled mirror

1つのミラーに接続するサブミラーは、全部シリンダ 0から始まるか、どれもシリ
ンダ 0から始まらないかのどちらかにする必要があります。

開始シリンダは、すべてのサブミラーで同じにする必要はありませんが、すべての
サブミラーにシリンダ 0が含まれるか、すべてのサブミラーにシリンダ 0が含ま
れないかのどちらかでなければなりません。

シングルユーザーモードでのブートが
RAID-1ボリュームに与える影響
ルート (/)、/usr、およびswapのミラーを持つシステムをシングルユーザーモード
でブートした場合、これらのミラーの保守管理が必要であることが、システムから通
知されます。metastatコマンドでこれらのミラーを確認すると、「Needing
Maintenance」という状態情報が表示されます。システム上のすべてのミラーでこの
現象が起きる場合もあります。

これは危険な状況に見えますが、心配はいりません。metasync -r コマンドは通
常、ブート時にミラーの再同期のために実行されますが、システムがシングルユー
ザーモードでブートされた場合には実行を中断されます。システムをリブートする
と、metasync -r コマンドが実行され、すべてのミラーの再同期が取られます。

この中断が問題になる場合は、手動で metasync -r コマンドを実行してください。

metasyncの詳細については、metasync(1M)のマニュアルページと、『Solarisボ
リュームマネージャの管理』を参照してください。
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パート IV 付録

このパートでは、問題への対処方法と参考情報を提供します。
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付録 A

問題発生時の解決方法 (作業)

この章では、Solaris 10ソフトウェアのインストール時に発生する可能性のあるエラー
メッセージと一般的な問題の一覧を示します。この章では、それぞれの問題の解決方
法も示します。まず、次のリストを使用して、インストールプロセスのどこで問題が
発生したか確認してください。

� 245ページの「ネットワークインストールの設定に関する問題」
� 246ページの「システムのブートに関する問題」
� 253ページの「Solaris OSの初期インストール」
� 255ページの「Solaris OSのアップグレード」

注 –この付録で「ブート可能なメディア」と記載されている場合、これはインストー
ルプログラムおよび JumpStartインストールを意味します。

ネットワークインストールの設定に関す
る問題
Unknown client “host_name”
原因: add_install_clientコマンドの引数に指定した host_nameがネームサー
ビス内のホストではありません。

説明:ホスト host_nameをネームサービスに追加し、add_install_clientコマ
ンドを実行し直してください。

245



システムのブートに関する問題

メディアからのブート時のエラーメッセージ

le0: No carrier - transceiver cable problem
原因:システムがネットワークに接続されていません。

対処方法:ネットワークに接続せずに使用しているシステムの場合は、この
メッセージは無視してください。ネットワークに接続されているシステムの場合
は、Ethernetが正しく接続されているかどうか確認してください。

The file just loaded does not appear to be executable
原因:ブート用の適切なメディアが見つかりません。

対処方法:インストールサーバーからネットワークを介して Solaris 10をインストー
ルするように正しく設定されているか確認します。次に、確認事項の例を示しま
す。

� Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE CDのイメージをイ
ンストールサーバーにコピーした場合、システムの設定時に正しいプラット
フォームグループを指定したことを確認します。

� DVDまたは CDメディアを使用する場合、Solaris Operating System DVDまた
は Solaris SOFTWARE - 1 CDがインストールサーバーにマウントされ、アクセ
ス可能であることを確認します。

boot: cannot open <filename> (SPARC ベースのシステムのみ)
原因: このエラーは、boot- file の値を明示的に上書きしたときに発生します。

注 – filenameは、問題のファイルの名前を示す変数です。

対処方法:次の手順に従ってください。

� PROMの boot-fileの値を (無指定)に設定変更します。
� diag-switchが offと trueに設定されているか確認します。

Can’t boot from file/device
原因:インストールメディアがブート可能なメディアを見つけることができませ
ん。

対処方法:次の条件が満たされているか確認します。

� DVD-ROMまたは CD-ROMドライブがシステムに適切に取り付けられ、電源
が入っている。
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� Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDがドライブに
挿入されている。

� ディスクに傷や埃が付いていない。

WARNING: clock gained xxx days -- CHECK AND RESET DATE! (SPARC シス
テムのみ)
説明:これは参考情報です。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

Not a UFS file system (x86 システムのみ)
原因: Solaris 10ソフトウェアをインストールしたとき (Solarisインストールプログ
ラムまたはカスタム JumpStartを使用)、ブートディスクを選択しませんでした。
Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フロッピー
ディスクを使用するか、BIOSを編集してシステムをブートする必要があります。

対処方法:次の手順に従ってください。

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、Solaris 10 3/05 Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)フロッピーディスクをシステムのブートフ
ロッピーディスクドライブ (通常はドライブA)に挿入します。Solaris 10 3/05
Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フロッピーディスクへの
アクセス方法については、『Solaris 10インストールガイド (ネットワークイン
ストール)』の「x86版 Solaris 10 3/05:ブートソフトウェアのフロッピーディス
クへのコピー」を参照してください。

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、ブートする BIOSを選択します。詳細は、
BIOSのマニュアルを参照してください。

メディアからのブート時の一般的な問題

システムがブートしない。
説明:初めてカスタム JumpStartサーバーを設定する場合、エラーメッセージを返
さないブート問題が発生することがあります。システムについての情報およびシス
テムがどのようにブートするかを調べるには、-vオプションを指定してブートコ
マンドを実行してください。-vオプションを使用すると、ブートコマンドは画面
に関する詳しいデバッグ情報を表示します。

注 –このフラグを指定しなくてもメッセージは出力されますが、システムログ
ファイルが出力先となります。詳細は、syslogd(1M)を参照してください。

対処方法: SPARCシステムの場合、okプロンプトに続いて次のコマンドを入力しま
す。

ok boot net -v - install
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x86 システムの場合、インストールプログラムにより「Select type of
installation」が表示されたら、次のコマンドを入力します。

b - -v install

Toshiba SD—M 1401 DVD-ROM が搭載されたシステムで DVD メディアからのブー
トが失敗する
説明:使用しているシステムにファームウェアバージョン 1007の Toshiba
SD-M1401 DVD-ROMが搭載されている場合、システムは Solaris Operating
System DVDからブートできません。

対処方法: 111649–03以降のパッチを適用して Toshiba SD-M1401 DVD-ROMドライ
ブのファームウェアを更新します。パッチ 111649-03は、sunsolve.sun.comから入
手可能です。

メモリー増設用以外の PC カードを挿入すると、システムがハングまたはパニックを
起こす。(x86 システムのみ)
原因:メモリー増設用以外の PCカードは、ほかのデバイスが使用するのと同じメ
モリーリソースを使用できません。

対処方法:この問題を解決するには、PCカードのマニュアルを参照してアドレス範
囲を確認してください。

ブート前の段階で、Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デ
バイス構成用補助) フロッピーディスクが、システムの IDE BIOS プライマリドラ
イブを検出できなかった。(x86 システムのみ)
対処方法:次の手順に従ってください。

� 古いドライブを使用している場合、サポートされていないことがあります。
ハードウェアのマニュアルを参照してください。

� リボンと電源ケーブルが正しく接続されているか確認します。ハードウェアの
マニュアルで確認してください。

� 1台のドライブだけがコントローラに接続されている場合、ジャンパを設定し
て、そのドライブをマスタードライブとして指定します。一部のドライブで
は、単一マスター用のジャンパ設定が、スレーブといっしょに動作するマス
ター用のジャンパ設定と異なる場合があります。未使用のコネクタがケーブル
の終端にあるときに発生する信号障害を抑制するために、ケーブルの終端にあ
るコネクタにドライブを接続します。

� 2台のドライブがコントローラに接続されている場合、1台のドライブをマス
ター (またはスレーブと一緒に動作するマスター)、もう 1台のドライブをス
レーブとして、ジャンパ設定します。

� 1台目のドライブがハードディスクで、2台目のドライブが CD-ROMドライブ
の場合、ジャンパを設定して、どちらかのドライブをスレーブドライブとして
指定します。どちらの物理ドライブをスレーブドライブに指定してもかまいま
せん。

� 単一のコントローラ上の 2つのドライブで問題が継続して発生する場合、一度
に 1つのドライブを接続して、各ドライブの動作を確認します。ドライブをマ
スターまたは単一マスターとしてジャンパを設定して、IDEリボンケーブルの
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終端にあるドライブコネクタを使用してドライブを接続します。各ドライブが
動作することを確認してから、マスターとスレーブのドライブ構成にジャンパ
設定を戻します。

� ドライブがディスクドライブの場合、BIOS設定画面を使用して、ドライブタイ
プ (シリンダ、ヘッド、セクターの数を示す)が正しく構成されていることを確
認します。一部の BIOSソフトウェアは、ドライブタイプを自動的に検出する
機能を持っています。

� ドライブが CD-ROMドライブの場合、BIOS設定画面を使用して、ドライブタ
イプを CD-ROMドライブとして構成します (BIOSソフトウェアがこの機能を
持っている場合のみ)。

� ほとんどのシステムでは、MS-DOS CD-ROMドライバがインストールされて
いる場合、IDEの CD-ROMドライブはMS-DOSでしか認識されません。別の
ドライブで試してみてください。

ブート前の段階で、Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デ
バイス構成用補助) フロッピーディスクが、システムの IDE ディスクまたは
CD-ROM ドライブを検出できなかった。(x86 システムのみ)
対処方法:次の手順に従ってください。

� Solaris 10 3/05リリースの場合、ディスクが BIOSで無効になっているときは、
Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)フ
ロッピーディスクを使用してハードディスクから起動します。Solaris 10 3/05
Device Configuration Assistant (デバイス構成用補助)へのアクセス方法につい
ては、『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストール)』の「x86
版 Solaris 10 3/05:ブートソフトウェアのフロッピーディスクへのコピー」を参
照してください。

� システムがディスクを持っていない場合は、ディスクレスクライアントにしま
す。

システムがプロンプトを出す前にハングする。(x86 システムのみ)
対処方法:サポートされていないハードウェアです。ハードウェアのマニュアルを
参照してください。

ネットワークからのブート時のエラーメッセージ

WARNING: getfile: RPC failed: error 5 (RPC Timed out).
説明:インストールクライアントのブート要求に対して、ネットワーク上の複数の
サーバーが応答したときに発生するエラーです。インストールクライアントの接続
先のブートサーバーが間違っているため、インストールは停止します。次の原因が
考えられます。

原因: 1このインストールクライアントが登録された /etc/bootparamsファイル
が複数のサーバーに存在する可能性があります。
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対処方法: 1ネットワーク上の複数のサーバーの /etc/bootparamsエントリにイ
ンストールクライアントが登録されていないか調べます。複数のサーバーに登録さ
れている場合は、インストールに使用するインストールサーバー (またはブート
サーバー)以外のサーバーの /etc/bootparamsファイルから、クライアントの
登録を削除します。

原因: 2複数の /tftpbootまたは /rplbootディレクトリにこのインストールク
ライアントが登録されている可能性があります。

対処方法: 2ネットワーク上の複数のサーバーの /tftpbootまたは /rplboot
ディレクトリにインストールクライアントが登録されていないか調べます。複数の
サーバーに登録されている場合は、インストールに使用するインストールサーバー
（またはブートサーバー）以外のサーバーの /tftpbootまたは /rplboot
ディレクトリから、クライアントの登録を削除します。

原因: 3あるサーバーの /etc/bootparamsファイルにこのインストールクライア
ントが登録されており、別のサーバーの /etc/bootparamsファイルで、すべて
のシステムがプロファイルサーバーにアクセスできるように記述されている可能性
があります。次のような記述があります。

* install_config=profile_server:path

このエラーは、NISまたは NIS+の bootparamsテーブルにこのような行が存在
していても発生します。

対処方法: 3ワイルドカードエントリが名前サービスの bootparamsマップまたは
テーブル ( * install_config= など) にある場合は、そのエントリを削除し、
ブートサーバーの /etc/bootparams ファイルに追加します。

No network boot server. Unable to install the system. See
installation instructions. (SPARC システムのみ)
原因:このエラーは、ネットワークからインストールしようとしているシステムで
発生します。このシステムは、適切に設定されていません。

対処方法:ネットワークを介してインストールするようにシステムが適切に設定さ
れているか確認します。『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「CDイメージを使用してネットワークからインストールするシステ
ムの追加」を参照してください。

prom_panic: Could not mount file system (SPARC システムのみ)
原因:このエラーはネットワークから Solarisをインストールしようとしてブートソ
フトウェアが次のものを見つけられない場合に発生します。

� Solaris Operating System DVDまたはインストールサーバー上の Solaris
Operating System DVDイメージコピー

� Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはインストールサーバー上の Solaris
SOFTWARE - 1 CDイメージコピー

対処方法:インストール用のソフトウェアがマウントされ共有されるように設定し
てあることを確認します。
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� インストールサーバーの DVD-ROMまたは CD-ROMドライブから Solarisを
インストールする場合は、Solaris Operating System DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDが CD-ROMドライブに挿入されてマウントされているこ
と、および /etc/dfs/dfstabファイルで共有されるように設定してあること
を確認します。

� インストールサーバーのディスク上にある Solaris Operating System DVDイ
メージまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージのコピーからインストールす
る場合は、そのコピーのディレクトリパスが /etc/dfs/dfstabファイル内で
共有されていることを確認します。

Timeout waiting for ARP/RARP packet...(SPARC システムのみ)
原因: 1クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識
してくれるシステムを見つけることができません。

対処方法: 1システムのホスト名が NISまたは NIS+のネームサービスに登録されて
いることを確認します。また、ブートサーバーの /etc/nsswitch.confファイ
ル内の bootparamsの検索順序を確認します。

たとえば、/etc/nsswitch.confファイル内にある次の行は、JumpStartまたは
Solarisインストールプログラムが最初に NISマップから bootparams情報を探す
ことを示しています。情報が見つからない場合、インストーラはブートサーバーの
/etc/bootparamsファイル内を探します。

bootparams: nis files

原因: 2クライアントの Ethernetアドレスが不正です。

対処方法: 2インストールサーバーの /etc/ethersファイルにあるクライアントの
Ethernetアドレスが正しいことを確認します。

原因: 3カスタム JumpStartインストールでは、特定のサーバーをインストール
サーバーとして使用するようにプラットフォームグループを
add_install_clientコマンドによって指定します。add_install_client
を使用する際に不正な構成値を使用すると、この問題が発生します。たとえば、イ
ンストールするマシンが sun4uであるのに誤って i86pcと指定した場合などが考
えられます。

対処方法: 3正しいアーキテクチャー値を使用して add_install_clientを実行
し直します。

ip: joining multicasts failed on tr0 - will use link layer
broadcasts for multicast (x86 システムのみ)
原因:このエラーメッセージは、トークンリングカードを使ってシステムをブート
したときに表示されます。Ethernetのマルチキャストとトークンリングのマルチ
キャストの動作は異なります。ドライバはこのエラーメッセージを返して、マルチ
キャストアドレスが無効なことを知らせます。

対処方法:このエラーメッセージは無視してください。マルチキャストがうまく動
作しなければ、IPは代わりにレイヤーブロードキャストを使用し、インストール
は失敗しません。
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Requesting Internet address for Ethernet_Address (x86 システムのみ)
原因:クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識し
てくれるシステムを見つけることができません。

対処方法:システムのホスト名がネームサービスに登録されていることを確認しま
す。システムのホスト名が NISまたは NIS+のネームサービスに登録されている
のに、システムがこのエラーメッセージを表示し続ける場合は、リブートしてくだ
さい。

RPC: Timed out No bootparams (whoami) server responding; still
trying... (x86 システムのみ)
原因:クライアントはネットワークからブートしようとしていますが、インストー
ルサーバー上の /etc/bootparamsファイルにエントリを持つシステムを見つけ
ることができません。

対処方法:インストールサーバー上で add_install_clientを使用します。これ
により /etc/bootparamsファイルに適切なエントリが追加され、クライアント
がネットワークからブートできるようになります。

Still trying to find a RPL server... (x86 システムのみ)
原因:システムはネットワークからブートしようとしていますが、サーバーではこ
のシステムをブートするように設定されていません。

対処方法:インストールサーバー上で、インストールするシステム用に
add_install_clientを実行します。add_install_clientコマンドは、必
要なネットワークブートプログラムを含む /rplbootディレクトリを設定しま
す。

CLIENT MAC ADDR: FF FF FF FF FF FF (DHCP によるネットワークインストー
ルのみ)
原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、DHCPマネー
ジャ内でオプションやマクロが正しく定義されていない場合に発生する可能性があ
ります。

対処方法: DHCPマネージャで、オプションおよびマクロが正しく定義されている
ことを確認します。ルーターオプションが定義されており、その値がネットワーク
インストールで使用するサブネットを正しく表していることを確認します。

ネットワークからのブート時の一般的な問題

システムはネットワークからブートされるが、指定したインストールサーバー以外の
システムからブートされる。
原因:このクライアントが登録された /etc/bootparamsエントリと
/etc/ethersエントリが別のシステム上に存在します。

対処方法:ネームサーバー上で、インストールするシステムの /etc/bootparams
エントリを更新します。このエントリは、次の構文に従う必要があります。
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install_system root=boot_server:path install=install_server:path

また、サブネット内で複数のサーバーの bootparamsファイルにインストールク
ライアントが登録されてないか確認します。

システムがネットワークからブートしない (DHCP によるネットワークインストール
のみ)。
原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、システムが
DHCPサーバーのインストールクライアントとして構成されていない場合に発生
することがあります。

対処方法: DHCPマネージャーソフトウェアで、クライアントシステムのインス
トールオプションとマクロが定義されていることを確認します。詳細については、
『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインストール)』の「DHCPサービ
スによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照してください。

Solaris OSの初期インストール
初期インストールが失敗する。
対処方法: Solarisのインストールが失敗する場合、インストールを再実行する必要
があります。インストールを再実行するには、Solaris Operating System DVD、
Solaris SOFTWARE - 1 CD、またはネットワークを利用してシステムをブートしま
す。

Solarisソフトウェアが部分的にインストールされたあとでは、このソフトウェア
のインストールを解除することはできません。バックアップからシステムを復元す
るか、Solarisインストールの処理をもう一度行う必要があります。

/cdrom/10/SUNWxxxx/reloc.cpio: Broken pipe
説明:このエラーメッセージは参考情報であり、インストールには影響を及ぼしま
せん。読み取りプロセスを持たないパイプに書き込みを行うと発生します。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

WARNING: CHANGE DEFAULT BOOT DEVICE (x86 システムのみ)
原因:これは参考情報です。システムの BIOSに設定されているデフォルトブート
デバイスが、ブート時に Solaris 10 3/05 Device Configuration Assistant (デバイス
構成用補助)フロッピーディスクを必要とするように設定されている可能性があり
ます。

対処方法:インストールを続行します。Solaris 10 3/05 Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)フロッピーディスクを必要としないデバイスに
Solarisソフトウェアをインストールし終わったら、必要に応じて、BIOSに指定さ
れたシステムのデフォルトのブートデバイスを変更します。
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� x86: IDEディスクの不良ブロックの検査
IDEディスクドライブは、Solarisソフトウェアがサポートするほかのドライブのよう
に、不良ブロックを自動的に無効にしません。IDEディスク上に Solarisをインストー
ルする前に、ディスクの検査を実行してください。IDEディスクの検査を行うには、
次の手順に従います。

1. インストールメディアに応じた方法でブートします。

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、シングルユーザーモードでメディアから
ブートします。

# b -s

� Solaris 10 1/06以降のリリースでは、次の手順に従います。

a. インストールメディアからブートします。

b. インストールタイプの選択を求めるプロンプトが表示されたら、オプション
6「Single user shell」を選択します。

2. format(1M)プログラムを起動します。

# format

3. ディスク面の検査をする IDEディスクドライブを指定します。

# cxdy

cx コントローラ番号

dy デバイス番号

4. fdiskパーティションが存在するかどうかを確認します。

� Solaris fdiskパーティションが存在する場合、手順 5へ進みます。

� Solaris fdiskパーティションが存在しない場合、fdiskコマンドを使用して
ディスク上に Solarisパーティションを作成します。

format> fdisk

5. 次のように入力して、表面解析を開始します。

format> analyze

6. 次のように入力して、現在の設定を確認します。

analyze> config

7. (省略可能)次のように入力して、設定を変更します。

analyze> setup

手順
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8. 次のように入力して、不正ブロックを探します。

analyze> type_of_surface_analysis

type_of_surface_analysis read、write、または compareを指定します。

formatが不良ブロックを発見すると、それらの再マッピングを実行します。

9. 次のように入力して、解析を終了します。

analyze> quit

10.再マッピングするブロックを指定するかどうか決定します。

� 指定しない場合は、手順 11へ進みます。

� 指定する場合は、次のコマンドを入力します。

format> repair

11.次のように入力して、formatプログラムを終了します。

quit

12.マルチユーザーモードでメディアを再起動します。

� Solaris 10 3/05リリースの場合は、次のコマンドを入力します。

ok b

� Solaris 10 1/06以降のリリースの場合は、次のコマンドを入力します。

# exit

Solaris OSのアップグレード

アップグレード時のエラーメッセージ

No upgradable disks
原因: /etc/vfstabファイルのスワップエントリが原因でアップグレードに失敗
しました。

対処方法: /etc/vfstabファイルの次の行をコメントにしてください。

� アップグレードしないディスク上のスワップファイルとスライスを指定してい
る行

� 存在しないスワップファイルを指定している行
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� 使用していないスワップスライスを指定している行

usr/bin/bzcat not found
原因:パッチクラスタが必要なために Solaris Live Upgradeが失敗しています。

対処方法: Solaris Live Upgradeのインストールでパッチを使用する必要が生じまし
た。http://sunsolve.sun.comで最新のパッチリストを確認してください。
SunSolve Webサイトで infodoc 72099を検索してください。

Upgradeable Solaris root devices were found, however, no suitable
partitions to hold the Solaris install software were found.
Upgrading using the Solaris Installer is not possible. It might be
possible to upgrade using the Solaris Software 1 CDROM. (x86 システ
ムのみ)
原因:十分な容量がないため、Solaris SOFTWARE - 1 CDでアップグレードできま
せん。

対処方法:アップグレードするには、512Mバイト以上のスワップスライスを作成す
るか、別のアップグレード方法 (Solaris Operating System DVDの Solarisインス
トールプログラム、ネットインストールイメージ、JumpStartなど)を選択しま
す。

アップグレード時の一般的な問題

システム上にアップグレード可能なバージョンの Solaris ソフトウェアが存在する
にもかかわらず、アップグレードオプションが提供されない。
原因: 1 /var/sadmディレクトリがシンボリックリンクであるか、別のファイルシ
ステムからマウントされたディレクトリです。

対処方法: 1 /var/sadmディレクトリをルート (/)または /varファイルシステム
に移動します。

原因: 2 /var/sadm/softinfo/INST_RELEASEファイルが存在しません。

対処方法: 2次の形式で新しく INST_RELEASEファイルを作成します。

OS=Solaris
VERSION=x
REV=0

x
システム上の Solarisソフトウェアのバージョン

原因: 3 /var/sadm/softinfoに SUNWusrが存在しません。

対処方法: 3初期インストールを行う必要があります。この Solarisソフトウェアは
アップグレードできません。
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md ドライバの停止または初期化に失敗する。
対処方法:次の手順に従ってください。

� ファイルシステムが RAID-1ボリュームでない場合は、vsftabファイル内で
コメントにします。

� ファイルシステムが RAID-1ボリュームである場合は、ミラーを解除し、再イ
ンストールします。ミラーを解除する方法については、『Solarisボリュームマ
ネージャの管理』の「RAID-1ボリュームの削除 (ミラー化の解除)」を参照し
てください。

Solaris インストールプログラムがファイルシステムをマウントできないため、
アップグレードに失敗する。
原因:アップグレード時に、スクリプトは、アップグレード対象のルート (/)
ファイルシステム上に、システムの /etc/vfstabファイルに記載されているす
べてのファイルシステムをマウントしようとします。インストールプログラムが
ファイルシステムをマウントできない場合、失敗して終了します。

対処方法:システムの /etc/vfstabファイル内のすべてのファイルシステムがマ
ウントできることを確認します。/etc/vfstabファイル内のマウントできない、
あるいは問題の原因になっている可能性があるファイルシステムは、すべてコメン
トにします。Solarisインストールプログラムはアップグレード中、コメントにし
たファイルシステムをマウントしません。アップグレードされるソフトウェアを含
むシステムベースのファイルシステム (たとえば /usr)は、コメントにできませ
ん。

アップグレードが失敗する。
説明:システムにアップグレードに対応できるだけの十分なディスク容量がありま
せん。

原因: 46ページの「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」で容量の問題を
チェックし、自動配置機能による領域の再配置を行わずに解決できるかどうかを調
べます。

RAID-1 ボリュームのルート (/) ファイルシステムのアップグレードに関連する問
題
対処方法:ルート (/)ファイルシステムになっている Solarisボリュームマネー
ジャーの RAID-1ボリュームを使用している場合に、アップグレードの問題が発生
したときは、『Solarisボリュームマネージャの管理』の第 25章「Solarisボリュー
ムマネージャの障害追跡 (作業)」を参照してください。

� 問題発生後にアップグレードを継続する方法
アップグレードに失敗し、システムをブートできない場合があります。このような状
況は、電源の故障やネットワーク接続の障害などが発生した場合に起こる可能性があ
ります、制御できない場合に発生します。

1. Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 1 CD、またはネットワー
クからシステムをリブートします。

手順
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2. インストール用のアップグレードオプションを選択します。

Solarisインストールプログラムは、システムが部分的にアップグレードされてい
るか判断し、アップグレードを継続します。

x86: GRUBを使用する場合の Solaris Live Upgrade
に関する問題
Solaris 10 1/06以降のリリースでは、x86システムで Solaris Live Upgradeと GRUB
ブートローダーを使用すると次のようなエラーが発生する可能性があります。

ERROR: The media product tools installation directory
path-to-installation-directory does not exist.

ERROR: The media dirctory does not contain an operating system
upgrade image.
説明:これらのエラーメッセージは、新しいブート環境をアップグレードするため
に luupgradeコマンドを使用するときに発生します。

原因:古いバージョンの Solaris Live Upgradeが使用されています。システムにイ
ンストールした Solaris Live Upgradeパッケージは、メディアおよびメディアに記
録されているリリースと互換性がありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeパッケージは、常にアップグレードするリリースの
ものを使用してください。

例:次の例のエラーメッセージは、システムの Solaris Live Upgradeパッケージの
バージョンがメディアのパッケージのバージョンと異なることを示しています。

# luupgrade -u -n s10u1 -s /mnt
Validating the contents of the media </mnt>.
The media is a standard Solaris media.
ERROR: The media product tools installation directory

</mnt/Solaris_10/Tools/Boot/usr/sbin/install.d/install_config> does
not exist.

ERROR: The media </mnt> does not contain an operating system upgrade
image.

ERROR: Cannot find or is not executable: </sbin/biosdev>.

ERROR: One or more patches required by Solaris Live Upgrade has
not been installed.
原因: Solaris Live Upgradeで必要とされる 1つ以上のパッチが、システムにインス
トールされていません。このエラーメッセージでは、欠落しているすべてのパッチ
を認識しているわけではありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeを使用する前に、必要なパッチすべてを必ずインス
トールしてください。http://sunsolve.sun.comを参照して、最新のパッチリスト
を使用しているかどうか確認してください。SunSolve Webサイトで infodoc 72099
を検索してください。
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ERROR: Device mapping command </sbin/biosdev> failed. Please
reboot and try again.
原因: 1 Solaris Live Upgradeが、以前の管理作業が原因でデバイスをマップできま
せん。

対処方法: 1システムをリブートして、もう一度 Solaris Live Upgradeを実行します

原因: 2システムをリブートしても同じエラーメッセージが表示される場合は、2つ
以上の同一ディスクがあります。デバイスのマッピングコマンドがそれらのディス
クを区別できません。

対処方法: 2ディスクの一方に、新しいダミーの fdiskパーティションを作成しま
す。fdisk(1M)のマニュアルページを参照してください。そのあとで、システム
をリブートします。

Cannot delete the boot environment that contains the GRUB menu
原因: Solaris Live Upgradeには、ブート環境に GRUBメニューが含まれる場合は
ブート環境を削除できないという制限があります。

対処方法: lumake(1M)コマンドおよび luupgrade(1M)コマンドを使用してブー
ト環境を再使用します。

The file system containing the GRUB menu was accidentally remade.
However, the disk has the same slices as before. For example, the
disk was not re-sliced.
原因: GRUBメニューを含むファイルシステムは、システムをブート可能な状態に
維持するために不可欠です。Solaris Live Upgradeコマンドは、GRUBメニューを
破棄しません。ただし、Solaris Live Upgradeコマンド以外のコマンドを使用して
GRUBメニューのあるファイルシステムを誤って再作成または破棄すると、回復
ソフトウェアは GRUBメニューの再インストールを試みます。回復ソフトウェア
は、次のリブート時に GRUBメニューを同じファイルシステムに戻します。たと
えば、ファイルシステムで newfsまたは mkfsコマンドを使用し、誤って GRUB
メニューを破棄してしまったとします。GRUBメニューを正しく復元するには、
スライスが次の条件を満たす必要があります。

� マウント可能なファイルシステムが含まれている
� スライスが以前に存在していた Solaris Live Upgradeブート環境の一部である

システムをリブートする前に、必要であればスライスを修正します。

対処方法:システムをリブートします。GRUBメニューのバックアップコピーが自
動的にインストールされます。

The GRUB menu’s menu.lst file was accidentally deleted.
対処方法:システムをリブートします。GRUBメニューのバックアップコピーが自
動的にインストールされます。
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� Veritas VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを
使用してアップグレードするとシステムパニック
が発生する
実行中の Veritas VxVMで Solaris Live Upgradeを用いてアップグレードを行う場
合、次の手順でアップグレードを行わないと、リブート時にシステムパニックが発生
します。この問題は、パッケージが Solarisの最新のパッケージガイドラインに従って
いない場合に発生します。

1. 非アクティブブート環境を作成します。『Solaris 10インストールガイド (Solaris
Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「新しいブート環境の作成」を参照し
てください。

2. 非アクティブブート環境をアップグレードする前に、非アクティブブート環境上の
既存の Veritasソフトウェアを無効にする必要があります。

a. 非アクティブブート環境をマウントします。

# lumount inactive_boot_environment_name mount_point

次に例を示します。

# lumount solaris8 /mnt

b. 次の例のように、vfstab上に存在するディレクトリに移動します。

# cd /mnt/etc

c. 次の例のように、非アクティブブート環境の vfstabファイルをコピーしま
す。

# cp vfstab vfstab.501

d. 次の例のように、コピーされた vfstab内のすべての Veritasファイルシステ
ムエントリをコメントにします。

# sed ’/vx\/dsk/s/^/#/g’ < vfstab > vfstab.novxfs

各行の最初の文字が #に変わり、その行がコメント行になります。このコメン
ト行は、システムファイルのコメント行とは異なります。

e. 次の例のように、変更した vfstabファイルをコピーします。

# cp vfstab.novxfs vfstab

f. 次の例のように、非アクティブブート環境のシステムファイルがあるディレク
トリに移動します。

# cd /mnt/etc

g. 次の例のように、非アクティブブート環境のシステムファイルをコピーしま
す。

# cp system system.501

手順
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h. drv/vxを含むすべての forceload:エントリをコメントアウトします。drv/vx
を含むものが対象です。

# sed ’/forceload: drv\/vx/s/^/*/’ <system> system.novxfs

各行の最初の文字が *に変わり、その行がコメント行になります。このコメン
ト行は、vfstabファイルのコメント行とは異なります。

i. 次の例のように、Veritas install-dbファイルを作成します。

# touch vx/reconfig.d/state.d/install-db

j. 非アクティブブート環境のマウントを解除します。

# luumount inactive_boot_environment_name

3. 非アクティブブート環境をアップグレードします。『Solaris 10インストールガイ
ド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の第 9章「Solaris Live
Upgradeによるアップグレード (作業)」を参照してください。

4. 非アクティブブート環境をアクティブにします。『Solaris 10インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「ブート環境のアクティブ
化」を参照してください。

5. システムをシャットダウンします。

# init 0

6. 非アクティブブート環境をシングルユーザーモードでブートします。

OK boot -s

vxvmまたは VXVMを含むメッセージとエラーメッセージがいくつか表示されます
が、これらは無視してかまいません。非アクティブブート環境がアクティブになり
ます。

7. Veritasをアップグレードします。

a. 次の例のように、システムから Veritas VRTSvmsaパッケージを削除します。

# pkgrm VRTSvmsa

b. Veritasパッケージがあるディレクトリに移動します。

# cd /location_of_Veritas_software

c. システムに最新の Veritasパッケージを追加します。

# pkgadd -d ‘pwd‘ VRTSvxvm VRTSvmsa VRTSvmdoc VRTSvmman VRTSvmdev

8. 元の vfstabとシステムファイルを復元します。

# cp /etc/vfstab.original /etc/vfstab
# cp /etc/system.original /etc/system

9. システムをリブートします。

# init 6
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x86:既存のサービスパーティションが存在しない
システムでは、デフォルトでサービスパー
ティションが作成されない
診断・サービスパーティションの存在しないシステム上に Solaris 10 OSをインストー
ルすると、インストールプログラムがデフォルトでサービスパーティションを作成し
ない場合があります。Solarisパーティションと同じディスクにサービスパー
ティションを作成する場合、Solaris 10 OSをインストールする前にサービスパー
ティションを作り直す必要があります。

サービスパーティションが存在するシステム上に Solaris 8 2/02 OSをインストールす
ると、インストールプログラムがサービスパーティションを保持しない場合がありま
す。サービスパーティションを保持するように fdiskブートパーティションレイア
ウトを手動で編集しなかった場合、インストールプログラムはインストール時にサー
ビスパーティションを削除します。

注 – Solaris 8 2/02 OSのインストール時にサービスパーティションの保持を明示的に
指定しなかった場合、サービスパーティションを作り直して Solaris 10 OSにアップグ
レードすることができなくなる可能性があります。

Solarisパーティションを含むディスクにサービスパーティションを含めたい場合、次
のいずれかの方法を選択してください。

� ネットワークインストールイメージまたは Solaris
Operating System DVDからのソフトウェアのイン
ストール
ネットワークインストールイメージからソフトウェアをインストールする場合、また
はネットワーク経由で Solaris Operating System DVDからソフトウェアをインストー
ルする場合は、次の手順を実行します。

1. ディスクの内容を削除します。

2. インストール前に、システムの診断 CDを使ってサービスパーティションを作成
します。

サービスパーティションの作成方法については、ハードウェアのマニュアルを参照
してください。

3. ネットワークからシステムをブートします。

「fdiskパーティションのカスタマイズ」画面が表示されます。

手順
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4. 「デフォルト」をクリックし、デフォルトのブートディスクパーティションレイア
ウトを読み込みます。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Solaris
パーティションが作成されます。

� Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはネットワークイ
ンストールイメージからのインストール
Solarisインストールプログラムを使用して、Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはブート
サーバー上のネットワークインストールイメージからインストールを実行するには、
次の手順を実行します。

1. ディスクの内容を削除します。

2. インストール前に、システムの診断 CDを使ってサービスパーティションを作成
します。

サービスパーティションの作成方法については、ハードウェアのマニュアルを参照
してください。

3. インストールプログラムにより、Solarisパーティションの作成方法を選択するよ
う求められます。

4. システムをブートします。

5. 「残りのディスクを使用して Solaris パーティションを配置します」を選択し
ます。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Solaris
パーティションが作成されます。

6. インストールが完了します。

手順
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付録 B

その他の SVR4パッケージ要件 (リ
ファレンス)

この付録は、パッケージ (特に Sun以外のパッケージ)のインストールや削除を行うシ
ステム管理者を対象としています。これらのパッケージ要件に準拠することに
よって、次のことが可能になります。

� 現在稼働中のシステムの変更を避け、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレー
ドを実行し、非大域ゾーンとディスクレスクライアントを作成および管理します

� カスタム JumpStartなどのインストールプログラムの使用時に、インストールを自
動化するため、対話的なパッケージ操作を無効にします

この章の内容は次のとおりです。

� 265ページの「現在の OSの変更を回避」
� 269ページの「インストール中およびアップグレード中のユーザー操作の回避」

現在の OSの変更を回避
この節の要件に従って、現在稼働中の OSの変更を回避します。

絶対パスの使用
オペレーティングシステムを正常にインストールするには、パッケージが代替ルート
(/)ファイルシステム (Solaris Live Upgradeの非アクティブブート環境など)を認識
し、正常に対話する必要があります。
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パッケージの pkgmapファイル (パッケージマップ)には、絶対パスを指定できます。
これらのパスが存在する場合、そのファイルは、pkgaddコマンドの -Rオプション
との相対パスに書き込まれます。絶対パスと相対 (再配置可能)パスの両方を含む
パッケージは、代替ルート (/)ファイルシステムにもインストールできます。絶対
ファイルであれ再配置可能ファイルであれ、その前には $PKG_INSTALL_ROOTが付
加されるため、pkgaddによるインストールでは、すべてのパスが正しく解釈されま
す。

pkgadd -Rコマンドの使用
pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm -Rオプ
ションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージが、動作中のシステムを
変更してはいけません。この機能は、カスタム JumpStart、Solaris Live Upgrade、非
大域ゾーン、およびディスクレスクライアントによって使用されます。

さらに、pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm
-Rオプションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージに同梱のスクリプ
トで、動作中のシステムを変更してはいけません。インストールスクリプトを作成す
る場合には、参照するディレクトリやファイルの前に $PKG_INSTALL_ROOT 変数を
付加する必要があります。パッケージでは、書き込むすべてのディレクトリやファイ
ルの前に $PKG_INSTALL_ROOTを付加する必要があります。さらに、パッケージで
は、$PKG_INSTALL_ROOT接頭辞を付加せずにディレクトリを削除すべきではありま
せん。

表 B–1に、スクリプト構文の例を示します。

表 B–1インストールスクリプト構文の例

スクリプトタイプ 正しい構文 正しくない構文

Bourne
シェル「if」ス
テートメントの一
部

if [ -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\
/etc/myproduct.conf ] ; then

if [ -f /etc/myproduct.conf ] ; \
then

ファイルの削除
/bin/rm -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\
/etc/myproduct.conf

/bin/rm -f /etc/myproduct.conf

ファイルの変更
echo "test=no" > ${PKG_INSTALL_ROOT}\
/etc/myproduct.conf

echo "test=no" > \
/etc/myproduct.conf

$PKG_INSTALL_ROOTと $BASEDIRの相違点の概
要
$PKG_INSTALL_ROOTは、パッケージを追加しようとするマシンのルート (/)ファイ
ルシステムの場所です。この値は、pkgaddコマンドの -R引数の後にセットされま
す。たとえば、次のコマンドを実行すると、パッケージのインストール時に
$PKG_INSTALL_ROOTの値は /aになります。
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# pkgadd -R /a SUNWvxvm

$BASEDIRは、再配置可能なパッケージオブジェクトがインストールされる「再配置
可能」なベースディレクトリを指しています。ここにインストールされるのは、再配
置可能オブジェクトだけです。再配置可能でないオブジェクト (pkgmapファイルに
「絶対」パスが指定されているオブジェクト)は、必ず、非アクティブブート環境か
らの相対位置にインストールされます。$BASEDIRからの相対位置ではありません。
再配置可能なオブジェクトがないパッケージは、絶対パッケージ (再配置不可)と呼ば
れます。その場合、$BASEDIRは未定義であるため、これをパッケージに添付されて
いるスクリプトで使用することはできません。

たとえば、パッケージの pkgmapファイルに次のエントリがあるとします。

1 f none sbin/ls 0555 root sys 3541 12322 1002918510
1 f none /sbin/ls2 0555 root sys 3541 12322 2342423332

さらに、pkginfo ファイルには、 $BASEDIR が次のように指定されているとしま
す。

BASEDIR=/opt

このパッケージを次のコマンドでインストールすると、 lsは、 /a/opt/sbin/ls
としてインストールされますが、ls2は、 /a/sbin/ls2としてインストールされま
す。

# pkgadd -R /a SUNWtest

スクリプト作成のガイドライン
パッケージプロシージャースクリプトは、現在稼働中の OSから独立し、OSを変更し
ないようにする必要があります。スクリプトには、パッケージのインストールや削除
の実行中に行うアクションを定義します。事前に決められたプロシージャー名で作成
できるスクリプトが 4つあります。preinstall、postinstall、preremove、お
よび postremoveです。

表 B–2スクリプトの作成のガイドライン

ガイドライン

Solaris Live
Upgradeへ
の影響

非大域ゾーン
への影響

スクリプトは Bourneシェル (/bin/sh)で作成する必要があります。pkgaddコマンド
は、スクリプトの実行時にインタープリタとして Bourneシェルを使用します。

○ ○

スクリプトはプロセスの開始や停止を行なったり、ps や truss などのコマンドの出力
に依存したりしてはいけません。psや trussはオペレーティングシステムに依存し、
稼働中のシステムに関する情報を報告します。

○ ○

スクリプトでは、expr、cp、lsなどの標準的な UNIXコマンドや、シェルスクリプト
の作成を容易にするそのほかのコマンドを自由に使用できます。

○ ○
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表 B–2スクリプトの作成のガイドライン (続き)

ガイドライン

Solaris Live
Upgradeへ
の影響

非大域ゾーン
への影響

パッケージはサポートされているすべてのリリースで動作する必要があるため、スクリ
プトで呼び出すコマンドはこれらすべてのリリースで利用可能なものでなければなりま
せん。したがって、Solaris 8リリースのあとで追加または削除されたコマンドは使用で
きません。

特定のコマンドまたはオプションが Solaris 8、9、または 10リリースでサポートされて
いるかどうかを調べるには、http://docs.sun.comで該当するバージョンの Solaris
Reference Manual Collectionを参照してください。

○

ディスクレスクライアントの互換性維持
パッケージでは、パッケージ自体が提供しているコマンドを実行してはいけません。
これは、ディスクレスクライアントの互換性を維持するためであると同時に、まだイ
ンストールされていない共有ライブラリを必要とするコマンドの実行を避けるためで
す。

パッケージの検証
すべてのパッケージは pkgchkの検証にパスしなければなりません。パッケージを作
成したらインストールする前に、次のコマンドでパッケージをチェックする必要があ
ります。

# pkgchk -d dir_name pkg_name

dir_name パッケージがあるディレクトリの名前を指定します。

pkg_name パッケージの名前を指定します。

例 B–1パッケージのテスト

パッケージを作成したら、pkgaddコマンドに -R dir_nameオプションを指定して、
これを代替ルート (/)ファイルシステムにインストールしてテストする必要がありま
す。さらに、この処理が終わったら、次のように、pkgchkコマンドでパッケージが
正しいかチェックします。

# pkgadd -d . -R /a SUNWvxvm
# pkgchk -R /a SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

例 B–2 /export/SUNWvxvm上のパッケージのテスト

パッケージが /export/SUNWvxvmにある場合は、コマンドを次のように指定しま
す。
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例 B–2 /export/SUNWvxvm上のパッケージのテスト (続き)

# pkgchk -d /export SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

ファイルの作成、変更、および削除時に、その他のコマンドでパッケージをチェック
することもできます。次にコマンド例を示します。

� たとえば、パッケージが正しく動作するかどうかを dircmpや fssnapコマンド
を使って検証できます。

� さらに、psコマンドでは、パッケージによりデーモンの開始や停止が行われてい
ないことを確認することによってデーモンに対する要件準拠を確認できます。

� truss、pkgadd -v、および pkgrm コマンドで、パッケージインストールの実行
要件に準拠しているかどうかを確認できます。ただし、これが常に機能するとはか
ぎりません。次の例では、trussコマンドは、読み取り専用ディレクトリおよび
$TEMPDIR以外のディレクトリへのアクセス情報をすべて除外し、指定された非
アクティブブート環境以外のディレクトリへの読み取り専用でないアクセス情報の
みを表示します。

# TEMPDIR=/a; export TEMPDIR
# truss -t open /usr/sbin/pkgadd -R ${TEMPDIR} SUNWvxvm \
2>&1 > /dev/null | grep -v O_RDONLY | grep -v \
’open("’${TEMPDIR}

インストール中およびアップグレード中
のユーザー操作の回避
次の標準 Solarisユーティリティーを使用する際、ユーザーの情報入力なしに、
パッケージの追加や削除が行われる必要があります。

� カスタム JumpStartプログラム
� Solaris Live Upgrade
� Solarisインストールプログラムプログラム
� Solarisゾーン

パッケージをテストして、ユーザー操作なしでインストールされるようにするには、
pkgadd -aコマンドで新しい管理ファイルを設定します。-aオプションは、デ
フォルトの管理ファイルの代わりにユーザー定義の管理ファイルを使用することを意
味します。デフォルトのファイルを使用すると、情報の入力が必要になることがあり
ます。管理ファイルを作成すれば、pkgaddでこのようなチェックを省略し、ユー
ザーの確認なしでパッケージをインストールすることができます。詳細については、
admin(4)または pkgadd(1M)のマニュアルページを参照してください。
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次に、pkgaddコマンドによる管理ファイルの使用例を示します。

� 管理ファイルを指定しないと、pkgaddは
/var/sadm/install/admin/defaultを使用します。このファイルを使用する
と、ユーザーの入力が必要になることがあります。

# pkgadd

� コマンド行に相対的な管理ファイルを指定すると、pkgaddは
/var/sadm/install/adminからこのファイル名を探して使用します。この例
では相対的な管理ファイルの名前が nocheckであるため、pkgaddは
/var/sadm/install/admin/nocheckを使用します。

# pkgadd -a nocheck

� 絶対ファイル名を指定した場合、pkgaddはそれを使用します。この例では、
pkgaddは /tmp内で nocheck管理ファイルを検索します。

# pkgadd -a /tmp/nocheck

例 B–3インストール管理ファイル

次に示すのは、pkgaddユーティリティーでユーザーの入力をほとんど必要としない
インストール管理ファイルの例です。パッケージがシステムで利用可能な容量を超え
た容量を必要としない限り、 pkgadd ユーティリティーはこのファイルを使用して、
ユーザーに情報の入力を求めることなくインストールを実行します。

mail=
instance=overwrite
partial=nocheck
runlevel=nocheck
idepend=nocheck
space=ask
setuid=nocheck
confiict=nocheck
action=nocheck

basedir=default

参照先
次の参照先から、パッケージ要件のバックグラウンド情報と特定のコマンド構文を確
認できます。

パッケージ要件の詳細と用語
の定義

『Application Packaging Developer’s Guide』の第 6
章「Advanced Techniques for Creating Packages」
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パッケージの追加と削除、な
らびにインストール管理
ファイルに関する基本情報

『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 16章「ソフトウェア
の管理 (概要)」

この付録で紹介した特定のコ
マンドに関する詳細情報は、
これらのマニュアルページを
参照してください

dircmp(1)、fssnap(1M)、ps(1)、または truss(1)、
pkgadd(1M)、pkgchk(1M)、または pkgrm(1M)

Solaris Live Upgradeの概要 『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeと
アップグレードの計画)』の第 6章「Solaris Live Upgrade (概
要)」

カスタム JumpStartの概要 第 5章

Solarisゾーンの概要 『Solarisのシステム管理 (Solarisコンテナ :資源管理と
Solarisゾーン)』の第 16章「Solarisゾーンの紹介」
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用語集

3DES Triple-Data Encryption Standard (Triple DES)の略。168ビットの鍵を
提供する対称鍵暗号化方法。

AES Advanced Encryption Standardの略。対称型 128ビットブロックデー
タ暗号化技術。米国政府は、2000年の 10月に暗号化標準としてこの
アルゴリズムの Rijndael方式を採用しました。DESに代わる米国政府
の標準として、AESが採用されています。

bootlog-cgi WANブートインストール時に、リモートクライアントのブートおよ
びインストールのコンソールメッセージをWebサーバーで収集し保存
できるようにする CGIプログラム。

certstore 特定のクライアントシステムに関するデジタル証明書を格納している
ファイル。SSLネゴシエーションの際、クライアントは証明書ファイ
ルをサーバーに提供するよう要求されることがあります。サーバーは
このファイルを使ってクライアントの識別情報を確認します。

CGI Common Gateway Interfaceの略。外部プログラムが HTTPサーバー
と通信するためのインタフェース。CGIを使用するプログラムは、
CGIプログラムまたは CGIスクリプトと呼ばれます。通常サーバーで
は処理されないフォームや解析されない出力を、CGIプログラムが処
理したり解析したりします。

DES Data Encryption Standardの略。対称鍵暗号化方法の 1つ。1975年に
開発され、ANSIにより 1981年にANSI X.3.92として標準化されまし
た。DESでは 56ビットの鍵を使用します。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocolの略。アプリケーションレイ
ヤープロトコルの 1つ。このプロトコルを使えば、TCP/IPネット
ワーク上の個々のコンピュータまたはクライアントは、一元的に管理
された特定の DHCPサーバー (1つまたは複数)から IPアドレスなど
のネットワーク構成情報を取得できます。この機能は、大規模な IP
ネットワークの保持、管理による間接費を削減します。

/etc 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレ
クトリ。
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/etc/netbootディレ
クトリ

WANブートインストールに必要なクライアント構成情報とセキュリ
ティーデータが格納されている、WANブートサーバー上のディレク
トリ。

/export OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステ
ムと共有されます。たとえば、/exportファイルシステムには、
ディスクレスクライアント用のルート (/)ファイルシステムとス
ワップ空間、それにネットワーク上のユーザーのホームディレクトリ
を収めることができます。ディスクレスクライアントは、起動と実行
の際に OSサーバー上の /exportファイルシステムに依存します。

fdiskパーティション x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム専用
のディスクドライブの論理パーティション。x86システム上に Solaris
ソフトウェアをインストールするには、1つ以上の Solaris fdiskパー
ティションを設定する必要があります。x86ベースのシステムでは、1
台のディスクに最大 4つの fdiskパーティションを作成できます。こ
れらのパーティションは、個別のオペレーティングシステムをインス
トールして使用できます。各オペレーティングシステムは、独自の
fdiskパーティション上に存在しなければなりません。個々のシステ
ムの Solaris fdiskパーティションの数は、1台のディスクにつき 1つ
に限られます。

GRUB x86のみ: GRUB (GNU GRand Unified Bootloader)は、簡単なメ
ニューインタフェースを備えたオープンソースのブートローダーで
す。メニューには、システムにインストールされているオペレー
ティングシステムのリストが表示されます。GRUBを使用すると、
Solaris OS、Linux、またはMicrosoft Windowsなどのさまざまなオペ
レーティングシステムを、簡単にブートすることができます。

GRUB編集メニュー x86のみ: GRUBメインメニューのサブメニューであるブートメ
ニュー。このメニューには、GRUBコマンドが表示されます。これら
のコマンドを編集して、ブート動作を変更できます。

GRUBメインメニュー x86のみ:システムにインストールされているオペレーティングシステ
ムがリストされたブートメニュー。このメニューから、BIOSまたは
fdiskパーティションの設定を変更することなく、簡単にオペレー
ティングシステムをブートできます。

HMAC メッセージ認証を行うためのキー付きハッシュ方法。HMACは秘密共
有鍵と併用して、MD5、SHA-1などの繰り返し暗号化のハッシュ関
数で使用します。HMACの暗号の強さは、基になるハッシュ関数のプ
ロパティーによって異なります。

HTTP Hypertext Transfer Protocolの略。リモートホストからハイパーテキ
ストオブジェクトをフェッチするインターネットプロトコル。このプ
ロトコルは TCP/IPにもとづいています。

HTTPS HTTPのセキュリティー保護されたバージョン。SSL (Secure Sockets
Layer)を使って実装されます。
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IPv6 IPv6は、現在のバージョン IPv4 (バージョン 4)から拡張されたイン
ターネットプロトコル (IP)のバージョン (バージョン 6)です。定めら
れた移行方法を使用して IPv6を採用すると、現在の運用を中断する必
要はありません。また、IPv6には、新しいインターネット機能用のプ
ラットフォームも用意されています。

IPv6の詳細については、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の
パート I「システム管理の概要: IPサービス」を参照してください。

IPアドレス インターネットプロトコル (Internet Protocol)アドレス。TCP/IPで
は、ネットワーク内の個々のホストを識別する 32ビットの一意の番
号。IPアドレスは、ピリオドで区切られた 4つの数字から成る (たと
えば、192.168.0.0)。通常、IPアドレスの各部は 0～225の番号です
が、最初の番号は 224未満とし、最後の番号は 0以外にする必要があ
ります。

IPアドレスは、論理的に次の 2つの部分に分割されます。ネットワー
ク (市外局番のようなもの)とネットワーク上のシステム (電話番号の
ようなもの)です。たとえば、クラスAの IPアドレス内の数字
は「network.local.local.local」を表し、クラス Cの IPアド
レス内の数字は「network.network.network.local」を表しま
す。

クラス 範囲 (xxxは 0から 255までの数字) 使用できる IPアドレス数

クラスA 1.xxx.xxx.xxx～ 126.xxx.xxx.xxx 1,600万以上

クラス B 128.0.xxx.xxx～ 191.255.xxx.xxx 65,000以上

クラス C 192.0.0.xxx～ 223.255.255.xxx 256

JumpStartインストール インストール方法の 1つ。出荷時にインストールされている
JumpStartソフトウェアを使用することによって、Solarisソフト
ウェアをシステムに自動インストールできます。

JumpStartディレクトリ カスタム JumpStartインストールの実行に必要なファイルが含まれて
いるディレクトリ。プロファイルフロッピーディスクを使用してイン
ストールする場合は、フロッピーディスク上のルートディレクトリが
JumpStartディレクトリとなります。カスタム JumpStartインストー
ル用にプロファイルサーバーを使用する場合、必要なカスタム
JumpStartファイルをすべて格納するサーバー上のディレクトリが
JumpStartディレクトリとなります。

Kerberos 強力な秘密鍵暗号方式を使用して、クライアントとサーバーが、セ
キュリティー保護されていないネットワーク接続で相互を認識できる
ようにするネットワーク認証プロトコル。
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keystore クライアントとサーバーとで共有される鍵を格納しているファイル。
WANブートインストール時に、クライアントシステムは鍵を
使って、サーバーから送信されるデータやファイルの完全性の確認と
復号化を行います。

LAN local area networkの略。接続用のハードウェアとソフトウェアを介し
て通信できる、近接したコンピュータシステムの集まり。

LDAP Lightweight Directory Access Protocolの略。LDAPネームサービスク
ライアントとサーバー間の通信に使用される標準の拡張可能なディレ
クトリアクセスプロトコル。

MD5 Message Digest 5の略。デジタル署名などのメッセージ認証に使用す
る繰り返し暗号化のハッシュ関数。1991年に Rivest氏によって開発さ
れました。

menu.lstファイル x86のみ:システムにインストールされているすべてのオペレーティン
グシステムがリストされたファイル。このファイルの内容が、GRUB
メニューに表示されるオペレーティングシステムのリストを決定しま
す。GRUBのメニューから、BIOSまたは fdiskパーティションの設定
を変更することなく、簡単にオペレーティングシステムをブートでき
ます。

NIS SunOS 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上のシ
ステムとユーザーに関する重要な情報が収められている分散型ネット
ワークデータベース。NISデータベースは、マスターサーバーとすべ
てのスレーブサーバーに格納されています。

NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。NIS+は、SunOS 4.0
(以上)のネットワーク情報サービスである NISに代わるものです。

/opt Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポ
イントが収められているファイルシステム。

OSサーバー ネットワーク上のシステムにサービスを提供するシステム。ディスク
レスクライアントにサービスを提供するには、OSサーバーは、ディス
クレスクライアントごとに、ルート (/)ファイルシステムとスワップ
領域 (/export/root、/export/swap)用のディスク容量が必要で
す。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボ
リュームは、サブミラーと呼ばれる 1つまたは複数の RAID-0ボ
リュームから構成されます。RAID-1ボリュームはミラーと呼ばれる
こともあります。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらはサブミラーと
も呼ばれます。ストライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブ
ロックです。
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rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインス
トールソフトウェアは、rules.okファイルを使ってシステムとプロ
ファイルを照合します。rules.okファイルは、checkスクリプトを
使用して作成しなくてはなりません。

rulesファイル 自動的にインストールするシステムの各グループまたは単一のシステ
ムのルールを含んでいるテキストファイル。各ルールは 1つ以上のシ
ステム属性に基づいてシステムグループを識別します。rulesファイ
ルは、各グループをプロファイル (Solarisソフトウェアをどのように
してグループ内の個々のシステムにインストールするかを定めたテキ
ストファイル)にリンクします。rulesファイルは、カスタム
JumpStartインストールで使用されます。「プロファイル」も参照し
てください。

Secure Sockets Layer (SSL)クライアントとサーバーの間にセキュリティー保護された接続
を確立するソフトウェアライブラリ。HTTPのセキュリティー保護さ
れたバージョンである HTTPSを実装するために使用されます。

SHA1 Secure Hashing Algorithmの略。264未満の入力長を操作し、
メッセージダイジェストを生成するアルゴリズム。

Solaris Live Upgrade アクティブブート環境が稼働している間に複製ブート環境のアップグ
レードを行うことにより、稼働中の環境のダウンタイムをなくすこと
を可能にするアップグレード方法。

Solarisインストールプ
ログラム

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタ
フェース (CLI)を備えたインストールプログラム。ウィザードパネル
に、Solarisソフトウェアやサードパーティソフトウェアをインストー
ルする手順が示されます。

Solarisゾーン オペレーティングシステムサービスの仮想化に使用されるソフト
ウェア区分技術。アプリケーションを実行するための独立した安全な
環境を提供します。非大域ゾーンを作成すると、アプリケーション実
行環境が生成されます。このアプリケーション実行環境内のプロセス
は、その他のゾーンから隔離されます。この隔離により、ゾーン内で
実行中のプロセスが別のゾーンで実行中のプロセスから監視されたり
操作されたりすることを防ぐことができます。「大域ゾーン」と「非
大域ゾーン」も参照してください。

Solarisの DVDイメー
ジまたは CDイメージ

システムにインストールされる Solarisソフトウェア。Solaris DVDや
CDから、または Solarisの DVDイメージや CDイメージをコピーし
たインストールサーバーのハードディスク上から利用できます。

Solarisフラッシュ マスターシステムと呼ぶシステムからファイルのアーカイブを作成す
る Solarisインストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステム
のインストールを行うと、そのシステムの構成はマスターシステムと
同じになります。「アーカイブ」も参照してください。

sysidcfgファイル システムを事前設定する特殊な一連のシステム構成キーワードを指定
するファイル。
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truststore 1つ以上のデジタル証明書を格納しているファイル。WANブートイン
ストール時に、クライアントシステムは truststoreファイル内の
データを参照して、インストールを実行しようとしているサーバーの
識別情報を確認します。

URL Uniform Resource Locatorの略。サーバーやクライアントがドキュメ
ントを要求するために使用するアドレス方式。URLはロケーションと
も呼ばれます。URLの形式は protocol://machine:port/documentです。

たとえば、http://www.example.com/index.htmlは URLの一
例です。

/usr スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準
UNIXプログラムの多くが格納されています。ローカルコピーを保持
する代わりに、大きな /usrファイルシステムをサーバーと共有する
ことにより、システム上で Solarisソフトウェアをインストールおよび
実行するために必要なディスク容量を最小限に抑えることができま
す。

/var システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステム
ファイルが格納されている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシ
ステムまたはディレクトリ。これらのファイルには、システムログ、
viファイル、メールファイル、uucpファイルなどがあります。

WAN Wide Area Networkの略。複数のローカルエリアネットワーク (LAN)
または地理的に異なる場所にあるシステムを、電話、光ファイバ、衛
星などの回線を使って接続するネットワーク。

wanboot-cgiプログラ
ム

WANブートインストールで使用されるデータとファイルの取得と転
送を行う CGIプログラム。

wanboot.confファイ
ル

WANブートインストールに必要な構成情報とセキュリティー設定値
を指定するテキストファイル。

wanbootプログラム WANブートインストールの実行に必要な、WANブートミニルート、
クライアント構成ファイル、およびインストールファイルを読み込
む、二次レベルのブートプログラム。WANブートインストールで
は、wanbootバイナリが、ufsbootまたは inetboot二次ブートプ
ログラムと同様の処理を実行します。

WANブートインストー
ル

HTTPまたは HTTPSを使って広域ネットワーク (WAN)を介してソフ
トウェアをブートしインストールできるインストール方式。WAN
ブートインストールでは、暗号化された Solarisフラッシュアーカイブ
をパブリックネットワークを介して転送し、リモートクライアントに
対してカスタム JumpStartインストールを実行できます。

WANブートサーバー WANブートインストールで使用される構成ファイルとセキュリ
ティーファイルを提供するWebサーバー。

WANブートミニルート WANブートインストールを実行するために変更されたミニルート。
WANブートミニルートには、Solarisミニルートにあるソフトウェア
のサブセットが格納されます。「ミニルート」も参照してください。
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アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルの集合体。このファイル
には、アーカイブの名前や作成した日付など、アーカイブの識別情報
が含まれています。アーカイブをシステムにインストールすると、シ
ステムはマスターシステムとまったく同じ構成になります。

更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分
のみを含む Solarisフラッシュアーカイブを、差分アーカイブとして使
用することも可能です。差分アーカイブには、クローンシステムで保
持、変更、または削除するファイルが含まれます。差分更新により、
指定されたファイルだけが更新されます。また、差分更新を使用可能
なシステムは、更新前のマスターイメージとの整合性を保持するソフ
トウェアを含むシステムのみに限定されます。

アップグレード ファイルを既存のファイルとマージし、可能な場合には変更を保存す
るインストール。

Solaris OSをアップグレードすると、新しいバージョンの Solaris OS
とシステムのディスク上の既存のファイルが結合されます。アップグ
レードでは、既存の Solaris OSに対して行なった変更は最大限に保存
されます。

アップグレードオプ
ション

Solarisインストールプログラムが提供するオプション。アップグレー
ド時には、新しいバージョンの Solarisとディスク上の既存のファイル
が結合されます。前回 Solarisをインストールしてから加えられたロー
カルの変更内容は、できる限り残されます。

暗号化 認められたユーザー以外は情報を使用できないように、情報を判読不
可能にして保護する処理。暗号化は鍵と呼ばれるコードに基づいて行
われ、この鍵は情報の復号化に使用されます。「復号化」も参照して
ください。

一次ブートアーカイブ システムで Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイ
ブ。このブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれること
もあります。「ブートアーカイブ」を参照してください。

インストールサーバー インストール用に、Solarisの DVDイメージまたは CDイメージを
ネットワーク上のほかのシステムに提供するサーバー (「メディア
サーバー」とも呼ばれる)。Solarisの DVDイメージまたは CDイ
メージをサーバーのハードディスクにコピーすることによってインス
トールサーバーを作成できます。

エンドユーザーシステム
サポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユー
ザーに推奨するソフトウェアが収められているソフトウェアグルー
プ。これには共通デスクトップ環境 (CDE)や DeskSetソフトウェアが
含まれます。

開始スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で
指定され、Solarisソフトウェアがシステムにインストールされる前に
作業を実行します。このスクリプトは、カスタム JumpStartインス
トールでのみ使用できます。
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開発者システムサポート エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソ
フトウェア開発用ライブラリ、インクルードファイル、マニュアル
ページ、およびプログラミングツールが収められているソフトウェア
グループ。

鍵 データの暗号化および復号化に使用されるコード。「暗号化」も参照
してください。

カスタム JumpStart ユーザーが定義するプロファイルに基づいて、Solarisソフトウェアを
システムに自動的にインストールする方法。ユーザーやシステムの種
類ごとに、カスタマイズされたプロファイルを作成できます。カスタ
ム JumpStartインストールは、ユーザーが作成する JumpStartインス
トールです。

カスタムプローブファイ
ル

rulesファイルと同じ JumpStartディレクトリに存在しなければなら
ないファイルで、次の 2つのタイプの関数を含む Bourneシェルスク
リプト。含む 2つのタイプは、プローブと比較です。プローブ関数
は、必要な情報を収集し、実際の作業を行なって、定義に対応した
SI_環境変数を設定します。プローブ関数はプローブキーワードにな
ります。比較関数は、対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関
数の出力を比較し、キーワードが一致する場合は 0、キーワードが一
致しない場合は 1を返します。比較関数はルールキーワードになりま
す。「rulesファイル」も参照してください。

共有可能ファイルシステ
ム

/export/homeや /swapのようなユーザー定義のファイルシステ
ム。Solaris Live Upgradeの使用時に、アクティブブート環境と非ア
クティブブート環境によって共有されます。共有可能ファイルシステ
ムは、アクティブブート環境の vfstab内と非アクティブブート環境
の vfstab内に同じマウントポイントを持ちます。このため、アク
ティブブート環境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブブー
ト環境のデータも更新されます。共有可能ファイルシステムはデ
フォルトで共有されますが、ユーザーが宛先スライスを指定すること
もできます。この場合、そのファイルシステムがコピーされます。

クライアント 通信用のクライアントサーバーモデルでは、計算機能や大容量のメモ
リーといったサーバーの資源にリモートアクセスするプロセスがクラ
イアントに相当します。

クラスタ パッケージ (ソフトウェアモジュール)を論理的に集めたもの。Solaris
ソフトウェアは複数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞ
れがクラスタと「パッケージ」から構成されています。

クリティカルファイルシ
ステム

Solaris OSが必要とするファイルシステム。Solaris Live Upgradeを使
用するとき、これらのファイルシステムは、アクティブブート環境と
非アクティブブート環境それぞれの vfstabでは独立したマウントポ
イントになります。root (/)、/usr、/var、/optなどがクリティカ
ルファイルシステムの例です。これらのファイルシステムは、必ず
ソースブート環境から非アクティブブート環境にコピーされます。
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クローンシステム Solarisフラッシュアーカイブを使用してインストールされたシステ
ム。クローンシステムは、マスターシステムと同一のインストール構
成になります。

限定ネットワークシステ
ムサポートソフトウェア
グループ

Solarisシステム (ネットワークサービスのサポートは一部のみ)をブー
トし、実行するために必要な最小限のコードを含むソフトウェアグ
ループ。限定ネットワークシステムサポートソフトウェアグループ
は、テキストベースのマルチユーザーコンソールとシステム管理ユー
ティリティーを提供します。このソフトウェアグループは、システム
によるネットワークインタフェースの認識を可能にしますが、ネット
ワークサービスをアクティブにはしません。

コアシステムサポートソ
フトウェアグループ

システムで Solaris OSを起動して実行するのに必要な最小限のソフト
ウェアが収められているソフトウェアグループ。コアには共通デスク
トップ環境 (CDE)を実行するために必要ないくつかのネットワーク用
ソフトウェアとドライバが含まれます。CDEソフトウェアは、コアに
は含まれません。

公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される暗号化鍵。

公開鍵暗号方式 2つの鍵を使用する暗号方式。その 1つは、全員が知っている公開
鍵、もう 1つは、メッセージの受取人だけが知っている非公開鍵で
す。

更新 システムにインストールを実行して同じタイプのソフトウェアを変更
することまたはそのインストール自体。アップグレードとは異なり、
更新によりシステムがダウングレードされる場合があります。初期イ
ンストールとは異なり、更新を実行するには同じタイプのソフト
ウェアがあらかじめインストールされていなければなりません。

コマンド行 コマンドで始まる文字列。多くの場合、コマンドの後には引数 (オプ
ション、ファイル名、式などの文字列)が続き、行末 (EOL)文字で終
わります。

サーバー 資源を管理し、クライアントにサービスを提供するネットワークデバ
イス。

サブネット 経路指定を簡単にするため、1つの論理ネットワークを小さな物理
ネットワークに分割する方式。

サブネットマスク サブネットアドレス指定のため、インターネットアドレスからビット
を選択するために使用されるビットマスク。マスクは 32ビットです。
インターネットアドレスのネットワーク部分と、ローカル部分の 1個
以上のビットを選択します。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。
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差分アーカイブ 更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分
のみを含む Solarisフラッシュアーカイブ。差分アーカイブには、ク
ローンシステムで保持、変更、または削除するファイルが含まれま
す。差分更新は、指定されたファイルのみを変更します。また、変更
されていないマスターイメージと一致するソフトウェアを含むシステ
ムのみに適用されます。

時間帯 グリニッジ標準時間を基準に地球の表面を 24の地域に経度分割したも
の。

システム構成ファイル (system.conf) WANブートインストールで使用する sysidcfg
ファイルおよびカスタム JumpStartファイルの場所を指定するテキス
トファイル。

終了スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で
指定され、Solarisソフトウェアがシステムにインストールされてか
ら、システムがリブートされるまでの間に作業を実行します。このス
クリプトは、カスタム JumpStartインストールで使用します。

状態データベース Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報をディスクに
保存するデータベース。状態データベースは、複製された複数のデー
タベースコピーの集まりです。各コピーは「状態データベースの複
製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベースの
複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースの複製 状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの
有効性が保証されます。

初期インストール 現在実行中のソフトウェアを上書きするか、空のディスクを初期化す
るインストール。

Solaris OSの初期インストール時には、システムのディスク (複数可)
が新しいバージョンの Solaris OSで上書きされます。システム上で
Solaris OSが稼働していない場合は、初期インストールを行う必要が
あります。システム上でアップグレード可能なバージョンの Solaris
OSが稼働している場合、初期インストールを行うとディスクが上書き
され、この更新可能なバージョンの OSやローカルでの変更内容が失
われます。

ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義の処理。

スーパーユーザー システム上ですべての管理タスクを実行する特権を持つ、特殊なユー
ザー。スーパーユーザーは全ファイルの読み取り権とアクセス権、全
プログラムの実行権を持ち、任意のプロセスに終了シグナルを送るこ
とができます。

スタンドアロン ほかのマシンからのサポートを一切必要としないコンピュータ。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。
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スワップ空間 再ロードが可能になるまでメモリー領域の内容を一時的に保持するス
ライスまたはファイル。/swapまたは swapファイルシステムとも呼
ばれます。

全体ディストリビュー
ション

Solaris 10のリリース全体が含まれているソフトウェアグループ。

全体ディストリビュー
ションと OEMサポート

Solaris 10のリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポー
トを含むソフトウェアグループ。Solarisを SPARC搭載サーバーシス
テムにインストールする場合は、このソフトウェアグループを推奨し
ます。

ゾーン 「非大域ゾーン」を参照してください。

ソフトウェアグループ Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Solaris
のインストール時には、次のいずれかのソフトウェアグループをイン
ストールできます。コアシステムサポート、エンドユーザーシステム
サポート、開発者システムサポート、または全体ディストリビュー
ションです。また、SPARCシステムのみ、全体ディストリビュー
ションと OEMサポートもインストールできます。

大域ゾーン Solarisゾーンでは、大域ゾーンは、システムのデフォルトゾーンであ
り、システム全体の管理制御用ゾーンでもあります。非大域ゾーンの
構成、インストール、管理、およびアンインストールは、大域ゾーン
からのみ行うことができます。物理デバイス、ルーティング、動的再
構成 (DR)といったシステムインフラストラクチャーの管理は、大域
ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーン内で実行されるプロセ
スは、適切な権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連付けられ
たオブジェクトにアクセスできます。「Solarisゾーン」と「非大域
ゾーン」も参照してください。

チェックサム 一連のデータ項目を合計した結果。一連のデータ項目を検査するため
に使用されます。データ項目は、数値でも、文字列でもよく、文字列
の場合はチェックサム計算時に数値として扱われます。チェックサム
の値から、2つのデバイス間の情報交換が正しく行われたかを確認で
きます。

ディスク (disc) 磁気ディスク (disk)ではなく光学式ディスク (disc)で、CD (コンパク
トディスク)市場で使用される共通の綴り。たとえば、CD-ROMや
DVD-ROMは光学式ディスク (disc)です。

ディスク (disk) 1枚以上の磁性体の円盤から成るメディアであり、ファイルなどの
データを格納する同心トラックとセクターで構成されます。「ディス
ク (disc)」も参照してください。

ディスク構成ファイル ディスクの構造 (たとえば、バイト/セクター、フラグ、スライス)を
表現するファイル。ディスク構成ファイルにより、単一システムから
pfinstallを使用して、サイズの異なるディスクのプロファイルを
テストできます。

ディスクレスクライアン
ト

ディスク記憶装置を持たないためサーバーに依存するクライアント。
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デジタル証明書 移転や偽造の不可能なデジタルファイルで、通信する両者によって信
頼済みの第三者機関から発行されたもの。

電源管理システム 30分間アイドル状態が続くとシステムの状態を自動的に保存し、電源
を切断するソフトウェア。米国環境保護庁の省電力 (Energy Star)ガイ
ドライン第 2版に準拠したシステム (sun4u SPARCシステムなど)に
Solarisソフトウェアをインストールすると、デフォルトで電源管理ソ
フトウェアがインストールされます。リブート後、電源管理ソフト
ウェアを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示されます。

Energy Starガイドラインでは、システムまたはモニターを使用してい
ない場合は、自動的に「休眠状態」(30ワット以下の消費)に入ること
が要求されます。

ドキュメントルート
ディレクトリ

Webサーバーにアクセスするユーザーに公開されるファイル、画像、
およびデータが格納されている、Webサーバーマシン上の階層のルー
ト。

ドメイン インターネットのネーミング階層の一部。ドメインは管理ファイルを
共有する、ローカルネットワーク上のシステムグループを表します。

ドメイン名 ローカルネットワーク上のシステムグループに割り当てられた名前で
あり、管理ファイルを共有します。ネットワーク情報サービス (NIS)
のデータベースが正常に動作するためにはドメイン名が必要です。ド
メイン名は、ピリオドで区切られた一連の構成要素名から構成されま
す (たとえば、tundra.mpk.ca.us)。ピリオドで区切られた各構成要
素名は右側に行くにしたがって、全体的な (通常、遠方の)管理権限領
域を表します。

認証局 (CA) CAは、Certificate Authorityの略。デジタル署名および公開鍵と非公
開鍵のペアの作成に使用するデジタル証明書を発行する、公証された
第三者機関または企業。CAは、一意の証明書を付与された個人が当
該の人物であることを保証します。

ネームサーバー ネットワーク上のシステムに対してネームサービスを提供するサー
バー。

ネームサービス ネットワーク上の全システムに関する重要なシステム情報が収められ
ている分散型ネットワークデータベース。ネットワーク上のシステム
は、これを利用して相互通信を行います。ネームサービスを使用する
ことによって、ネットワーク全域にわたるシステム情報を保守、管
理、または取得できます。ネームサービスを使用しないと、各システ
ムはローカルの /etcファイルにシステム情報のコピーを保持しなけ
ればなりません。Sunは次のネームサービスをサポートしています。
LDAP、NIS、および NIS+です。

ネットワークインストー
ル

CD-ROMまたは DVD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMま
たは DVD-ROMドライブがないシステムにネットワークを介してソフ
トウェアをインストールする方法。ネットワークインストールを行う
には、「ネームサーバー」と「インストールサーバー」が必要です。
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ネットワークに接続され
ていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しな
いシステム。

ネットワークに接続され
ているシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグ
ループ (ホスト)。通信や情報の共有が可能です。ローカルエリア
ネットワーク (LAN)とも呼ばれます。システムをネットワークに接続
するには、通常、1台以上のサーバーが必要です。

ハードリンク ディスク上のファイルを参照するディレクトリエントリ。複数のハー
ドリンクから同じ物理ファイルを参照することができます。

派生プロファイル カスタム JumpStartインストール時に、開始スクリプトによって動的
に作成されるプロファイル。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集ま
り。Solarisソフトウェアは複数の「ソフトウェアグループ」に分割さ
れ、それぞれがクラスタと「パッケージ」から構成されています。

ハッシュ 入力よりもかなり短い数値を生成する処理によって得られる数値。同
じ入力に対しては、常に同じ値が出力されます。ハッシュ関数は、
テーブル検索アルゴリズム、エラー検出、改ざん検出などに使用でき
ます。改ざん検出に使用する場合は、同じ結果を生成する別の入力を
見つけにくいようなハッシュ関数を選択します。1方向のハッシュ関
数の一例としては、MD5および SHA-1があります。たとえば、
メッセージダイジェストはディスクファイルなどの可変長入力を受け
取り、小さい値に変換します。

ハッシュ化 文字列を変換して、この元の文字列を表す値 (キー)を得る処理。

パッチアナライザ 手動で、または Solarisインストールプログラムの一部として実行可能
なスクリプト。パッチアナライザは、システムを解析し、Solaris
Updateへのアップグレードを行うことで削除されるパッチがどれであ
るかを判断します。

パネル ウィンドウ、ダイアログボックス、アプレットなどの内容をまとめる
コンテナ。パネルでは、ユーザーの入力をまとめて受け取り確認する
ことができます。ウィザードでパネルを使用することで、正しい順序
で操作を行い、目的の作業を完了することができます。

非公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される復号化鍵。

非大域ゾーン Solarisオペレーティングシステムの単一のインスタンス内に作成され
た仮想オペレーティングシステム環境。非大域ゾーンでは、1つ以上
のアプリケーションをシステムのその他の部分と切り離して実行でき
ます。非大域ゾーンを単純に「ゾーン」と呼ぶこともあります。
「Solarisゾーン」と「大域ゾーン」も参照してください。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶
領域を提供するサーバー。

ファイルシステム SunOS™オペレーティングシステムにおいて、ユーザーがアクセスで
きるファイルおよびディレクトリから成るツリー構造のネットワーク
のこと。
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ファンクションキー F1、F2、F3などの名前が付いた 10個以上のキーボードキー。これら
のキーにはそれぞれ特定の機能が割り当てられています。

ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブートアーカイブ x86のみ:ブートアーカイブは、Solaris OSのブートに使用されるクリ
ティカルなファイルの集まりです。これらのファイルは、ルート (/)
ファイルシステムがマウントされる前、システムの起動中に必要で
す。システムは、2つのブートアーカイブを維持管理しています。

� システムで Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカ
イブ。このブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれる
こともあります。

� 一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用され
るブートアーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイ
ルシステムをマウントすることなくシステムを起動します。GRUB
メニューでは、このブートアーカイブはフェイルセーフと呼ばれま
す。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成する
ことであり、通常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使
用されます。

ブート環境 Solaris OSを操作する上で重要な必須ファイルシステム (ディスクスラ
イスおよびマウントポイント)の集まり。ディスクスライスは、同じ 1
つのディスク上に存在することも、分散された複数のディスク上に存
在することもあります。

アクティブなブート環境とは、現在ブートしている環境を指します。
単一のアクティブなブート環境からだけブートできます。アクティブ
でないブート環境とは、現在ブートしていないが、次回のリブート時
にアクティブ化できる状態にある環境のことを指します。

ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に
必要なプログラムと情報を提供するサーバーシステム。インストール
サーバーの存在するサブネットが、Solarisソフトウェアをインストー
ルする必要があるシステムと異なる場合、ネットワークを介してイン
ストールするにはブートサーバーが必要です。

ブートローダー x86のみ:ブートローダーは、システムの電源を入れた後に最初に実行
されるソフトウェアプログラムです。このプログラムがブートプロセ
スを開始します。

フェイルセーフブート
アーカイブ

x86のみ:一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使
用されるブートアーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)
ファイルシステムをマウントすることなくシステムを起動します。こ
のブートアーカイブは、GRUBメニューではフェイルセーフと呼ばれ
ます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成する
ことであり、通常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用
されます。「ブートアーカイブ」を参照してください。

フォーマット データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクを
セクターに分割したりすること。

286 Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編) • 2005年 12月



フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処
理中や、ブート対象として指定されたブート環境に問題または望まし
くない動作が発生する場合にはフォールバックを行います。

復号化 符号化されたデータをプレーンテキストに変換する処理。「暗号化」
も参照してください。

プラットフォームグルー
プ

特定のソフトウェア用にベンダーが定義するハードウェアプラット
フォームのグループ。たとえば i86pcや sun4cなどです。

プラットフォーム名 uname -i コマンドによって出力される情報。たとえば Ultra 60 のプ
ラットフォーム名は、SUNW,Ultra-60です。

プローブキーワード インストールにカスタム JumpStartを使用する場合、システムに関す
る属性情報を抽出する構文要素。プローブキーワードでは、ルールに
必要な一致条件の設定およびプロファイルの実行は必要ありません。
「ルール」も参照してください。

プロファイル カスタム JumpStartを使用する場合に、Solarisソフトウェアのインス
トール方法を定義するテキストファイル。たとえば、プロファイルで
インストールするソフトウェアグループを定義します。各ルールは、
そのルールが一致したときにシステムがインストールされる方法を定
義してあるプロファイルを指定します。通常は、ルールごとに異なる
プロファイルを作成します。しかし、複数のルールで同じプロファイ
ルを使用することも可能です。「rulesファイル」も参照してくださ
い。

プロファイルサーバー すべての重要なカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクト
リに持つサーバー。

プロファイルフロッピー
ディスク

すべての重要なカスタム JumpStartファイルを、そのルートディレク
トリ (JumpStartディレクトリ)に持つフロッピーディスク。

ホスト名 システムがネットワーク上のほかのシステムから識別される名前。こ
の名前は、特定のドメイン (通常、これは 1つの組織内にあることを
意味する)内にある全システム間で固有でなければなりません。ホス
ト名は、文字、数字、マイナス符号 (-)を任意に組み合わせて作成で
きますが、先頭と末尾にマイナス符号は使用できません。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボ
リュームの集まり。アプリケーションやファイルシステムから見る
と、ボリュームは物理ディスクと同じように機能します。

一部のコマンド行ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイス
と呼ばれます。一般的な UNIX用語では、ボリュームは、擬似デバイ
スまたは仮想デバイスとも呼ばれます。

ボリュームマネージャー DVD-ROM、CD-ROM、およびフロッピーディスク上のデータへのア
クセスを管理および実行するための手段を提供するプログラム。
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マウント マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモー
トディスクから、ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシ
ステムをマウントするには、ローカルシステム上のマウントポイント
と、マウントするファイルシステム名 (たとえば /usr)が必要です。

マウント解除 マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディス
ク上のディレクトリへのアクセスを解除するプロセス。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、
ワークステーション上のディレクトリ。

マスターシステム Solarisフラッシュアーカイブを作成するシステム。このシステム構成
がアーカイブに保存されます。

ミニルート 起動可能な最小の Solarisルート (/)ファイルシステム。ミニルートに
は、カーネルと、Solaris環境をハードディスクにインストールするた
めに必要な最小限のソフトウェアが含まれます。ミニルートは、初期
インストールでマシンにコピーされるファイルシステムです。

ミラー 「RAID-1ボリューム」を参照してください。

メタデバイス 「ボリューム」を参照してください。

メディアサーバー 「インストールサーバー」を参照してください。

目録セクション クローンシステムの検証に使用される Solarisフラッシュアーカイブの
セクション。目録セクションには、クローンシステムに保持、追加ま
たは削除されるシステム上のファイルの一覧が含まれます。このセク
ションは、情報提供専用です。このセクションは、ファイルを内部形
式でリストするため、スクリプトの記述には使用できません。

矢印キー 数値キーパッド上にある方向を示す 4つのキーの 1つ。

ユーティリティー コンピュータを購入すると通常無料で提供される、標準プログラム。

ルート 複数の項目から成る階層構造の最上位。ルートは、ほかのすべての項
目を子孫として持つ唯一の項目です。「ルートディレクトリ」また
は「ルート (/)ファイルシステム」を参照してください。

ルートディレクトリ ほかのすべてのディレクトリの元となる最上位ディレクトリ。

ルート (/)ファイルシス
テム

ほかのすべてのファイルシステムの元となる最上位ファイルシステ
ム。ルート (/)ファイルシステムはほかのすべてのファイルシステム
がマウントされる元となり、マウント解除されることはありません。
ルート (/)ファイルシステムには、カーネル、デバイスドライバ、シ
ステムの起動 (ブート)に使用されるプログラムなど、システムの稼働
に不可欠なディレクトリやファイルが含まれています。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値。ルー
ルは、カスタム JumpStartインストールで使用されます。
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連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可
能な最初のスライスがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書
き込まれます。そのスライスがいっぱいになると次のスライスに連続
してデータが書き込まれます。ミラーに含まれている場合を除き、連
結にはデータの冗長性はありません。「RAID-0ボリューム」も参照
してください。

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の
地域圏 (コミュニティー)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、
英国英語のロケールは en_UKです。

論理デバイス システムで単一のデバイスとして扱われる、1つまたは複数のディス
ク上にある物理スライスの集まり。論理デバイスは、Solarisボリュー
ムマネージャーではボリュームと呼ばれます。アプリケーションや
ファイルシステムから見ると、ボリュームは物理ディスクと同じよう
に機能します。
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rulesファイル内の, 93
プロファイル, 97

(/)ファイルシステム
JumpStartで設定される値, 217

A
add_install_clientコマンド, JumpStartディレク
トリのアクセス, 82

add_install_clientコマンドの -sオプ
ション, 167

&& (アンパサンド)ルールフィールド, 94
ANDルールフィールド, 94
any
プローブキーワード、説明と値, 222
ルールキーワード、説明と値, 171, 222

archive_locationキーワード, 177-183
archプローブキーワード, 222
archルールキーワード, 171, 222
auto_install_sampleディレクトリ

checkスクリプト, 115, 137
JumpStartディレクトリへファイルをコピー

, 81, 86, 88, 91
set_root_pw終了スクリプト, 123

B
backup_mediaキーワード, 183-185
begin.logファイル, 118

beginルールフィールド、説明, 94
boot: cannot open /kernel/unixメッセー
ジ, 246

boot_キーワード, 185
bootenv createbeキーワード, 186
bootparamsファイル

JumpStartディレクトリのアクセスの有効
化, 84

更新, 252

C
Can’t boot from file/deviceメッセージ, 246
CHANGE DEFAULT BOOT DEVICEメッセー
ジ, 253

checkスクリプト
custom_probes.okファイルの作成, 137
custom_probesファイルの妥当性検
査, 137, 138

rules.okファイルの作成, 115
rulesファイルの妥当性検査, 115, 116, 138
派生プロファイルと, 119
ルールのテスト, 116, 138

checkスクリプトの -pオプション, 115, 137
checkスクリプトの -rオプション, 116, 138
client_archキーワード, 187
client_rootプロファイルキーワード, 187
CLIENT MAC ADDRエラーメッセージ, 252
clock gained xxx daysメッセージ, 246
clusterプロファイルキーワード
説明と値, 189-190, 190
例, 98

291



CPU (プロセッサ)
プローブキーワード, 222
ルールキーワード, 171, 222

.cshrcファイル, 123
custom_probes.okファイル
作成, 137
説明, 137

custom_probesファイル
checkによる妥当性検査, 137, 138
custom_probesのテスト, 138
名前の指定, 134
要件, 134

-cオプション
add_install_clientコマンド, 166, 167
pfinstallコマンド, 113

D
ddコマンド, 90
dfstabファイル, 80, 163
disksizeルールキーワード、説明と値, 172, 222
disksプローブキーワード、説明と値, 222
domainnameプローブキーワード, 222
domainnameルールキーワード, 172, 222
dontuseプロファイルキーワード, 191, 218

E
eng_profileの例, 163
/etc/bootparamsファイル

JumpStartディレクトリアクセスの有効
化, 252

JumpStartディレクトリのアクセスの有効
化, 84

/etc/dfs/dfstabファイル, 80, 163
/etc/mnttabファイル, 86

F
fdiskコマンド, 129
fdiskプロファイルキーワード
説明と値, 191-193
例, 98

filesysキーワード, 194-197, 197-198

filesysプロファイルキーワード
説明と値, 193-194
例, 98

finish.logファイル, 119
finishルールフィールド、説明, 95
Flash,「アーカイブ」を参照

G
geoキーワード, 198
getfile: RPC failed: error 5: RPC Timed out
メッセージ, 84

GRUBベースのブート
menu.lstファイルの検出, 65
インストール, 148, 150
概要, 57-60
計画, 60
コマンドリファレンス, 155
仕組み, 58
説明

menu.lstファイル, 62-64
メインメニュー, 61

デバイス命名規則, 58-59
ネットワーク経由, 61
プロファイルサーバーへのアクセス, 83
プロファイルフロッピーディスクの作成, 87

H
hostaddressプローブキーワード, 222
hostaddressルールキーワード, 172, 222
hostnameプローブキーワード,説明と値, 222
hostnameルールキーワード
説明と値, 172, 222
例, 171-175

I
install_configコマンド, 84
install_typeキーワード, 200
install_typeプロファイルキーワード
プロファイルのテスト, 114
要件, 97, 98
例, 98

installedプローブキーワード、説明と値, 222

292 Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編) • 2005年 12月
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